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（１）諮問書（写） 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

への諮問書（写）を参考までに添付する。 
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（2）これまでの経緯 
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４
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（3）印西地区ごみ処理基本計画（写・抜粋） 





印西地区ごみ処理基本計画 

平成２６年３月

印西市  白井市  栄町 

印西地区環境整備事業組合 

（写・抜粋）
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１．計画策定 

１．計画策定 

（１）計画の目的 

近年、環境問題の中でも取り分け地球温暖化が叫ばれる中、大量生産・大量消費・大量

廃棄という使い捨て型の社会から持続可能な循環型社会を目指すとともに、深刻化する地

球温暖化問題に対応するため、温室効果ガスの排出を抑える低炭素社会づくりの実現を目

指して取り組みを進めています。加えて、天然資源の枯渇が懸念されており、この点から

もごみ処理システムの見直しについて、検討が必要となっています。 

また、平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」は、未曾有の被害と共に大量

な災害廃棄物の発生や廃棄物の処理における放射能汚染をもたらし、印西地区の廃棄物処

理にも想定外の大きな影響と不安を与えました。 

こうした状況を受け、国では、平成２５年５月に「第三次循環型社会形成推進基本計画」

を策定し、廃棄物の量に加えて循環の質にも着目した循環型社会の形成や国際的取り組み

の推進、東日本大震災の反省点を踏まえた震災廃棄物対策の必要性について示していま

す。 

さらに、使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（平成２４年法律第５７

号）の施行に伴い、平成２５年６月に「ごみ処理基本計画策定指針」を改定しています。 

印西地区環境整備事業組合及び、組合を構成する印西市、白井市及び栄町では、これま

でに収集運搬業務を始めとしたごみ処理システムの一元化に取り組むとともに、ごみの発

生抑制や減量化・資源化を図り、循環型社会の形成に努め、また、余剰蒸気を周辺地域の

地域冷暖房等への熱源として供給し、エネルギーの有効利用を図って参りました。 

今後はさらなるごみ処理システムの低炭素化を視野に入れてごみ問題に取り組んでいく

ことはもとより、ごみ処理の安全・安定を維持し、今後の震災への十分な備えを計画して

いく等、新たな視点で計画を策定する必要があります。 

組合と構成２市１町では、こうしたごみを取り巻く現状を踏まえ、長期的視野に立ち、

平成２１年３月に策定した「印西地区ごみ処理基本計画」を見直し、総合的かつ計画的に

ごみ処理を推進して参ります。 
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１．計画策定 

（２）計画の位置づけ 

本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下、「廃棄物処理法」という。）第

６条第１項の規定に基づき「一般廃棄物処理計画」として策定するものであり、印西地区

共通の計画として、今後の廃棄物行政における長期的・総合的な指針となるものです。 

なお、本計画では、より実効性の高い計画策定を目指し、構成市町及び組合が実施する

具体的な施策についても定めるものとします。 

（３）計画期間 

 本計画の計画目標年次については、平成２６年度を計画初年度とし、計画目標年次を１

５年後の平成４０年度とします。また、ごみ処理を取り巻く大きな変化があった場合、随

時見直していくものとします。 

中間目標年度 目標年度

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

本計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画
実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画
実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

前計画

各市町総合計画

基本構想

基本計画

実施計画

一般廃棄物処理計画

基本計画
（廃棄物処理法第６条第１項）

〈10～15年の長期計画〉

実施計画
（廃棄物処理法施行規則第１条の３)

〈各年度計画〉

各
市
町
環
境
基
本
計
画
等

即する

調整・
整合
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６．ごみ減量・資源化の施策 

（３）中間処理計画 

１）既存施設における安定処理の確保と環境保全 

①焼却処理施設

衛生的生活環境の保全と公衆衛生の向上には、施設の安全・安定処理が不可欠であり、

施設の延命化対策を含めて、各機器の予防保全としての定期点検と維持補修を計画的に実

施していきます。 

また、周辺環境に配慮して、安定した施設運転を継続していきます。さらには、省エネ

ルギーと地球温暖化対策としての熱エネルギーの有効活用について、調査研究を継続して

いきます。 

②粗大ごみ処理施設

安全・安定処理の確保及び施設の延命化対策として、各機器の定期点検と維持補修を計

画的に実施していきます。 

また、施設の安全性向上を目指し、施設改良、分別基準の見直し及び住民へ啓発を徹底

していきます。 

２）次期中間処理施設整備事業の推進 

①基本方針

「第三次循環型社会形成推進基本計画」（循環型社会形成推進基本法 15 条の７ 平成 25

年 5 月閣議決定）の基本理念及び「廃棄物処理施設整備計画」（廃掃法 5 条の３ 平成 25

年 5 月閣議決定）の「２．廃棄物処理施設整備の重点的、効果的かつ効率的な実施」に基

づき、粗大ごみ処理施設を含む次期中間処理施設の基本方針を以下に示します。 

【国の基本方針】 

① 分別収集の推進及び一般廃棄物の再生利用により、一般廃棄物の適正な循環的利

用

② 資源の有効利用、温暖化効果ガスの排出抑制等の環境負荷低減

③ 廃棄物の地域特性及び技術進歩の考慮

④ 地域振興、雇用創出、環境教育等の効果について考慮

【本計画における基本方針案】 

   廃棄物を最大限循環活用できる施設とし、加えて地域特性と最新技術を導入した環

境負荷の低減及び環境学習、福祉等の向上にも効果がある施設を整備します。 

（１）市町の一般廃棄物処理システムを通じた３Ｒ推進 
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６．ごみ減量・資源化の施策 

【国の基本方針】 

① 住民や事業者に対して、施設の安全性、生活環境の保全、公衆衛生の向上、資源の

有効活用、温暖化効果ガスの排出抑制等環境負荷低減、地域振興、雇用創出、環境

教育に関する情報を明確に説明し、理解と協力を得られるよう努める。

【本計画における基本方針案】 

   情報発信拠点の役割を兼ねる施設とし、環境に関する情報の他、地域住民や事業者

の理解と協力を得られる情報を提供する施設を整備します。また、整備に当たっては、

住民参加を重視して行います。 

【国の基本方針】 

① 広域圏での一般廃棄物の排出動向を見据え、廃棄物処理システムの強靭化を進め

るべき。

② 既存の廃棄物処理施設の計画的な維持管理及び更新を推進し、施設の長寿命化・

延命化を図る。

③ ＰＦＩ等の手法により、施設設計段階から民間活力を活用し、社会経済的に効率

的な事業となるように努める。

【本計画における基本方針案】 

   30 年間の安全稼働・安定処理を見据え、最適な施設整備と維持管理方法を調査研究

していきます。また、経済性を考慮した廃棄物処理システムを構築します。 

（２）地域住民等の理解と協力の確保 

（３）長期的な視野に立った廃棄物処理システムの改善 
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６．ごみ減量・資源化の施策 

【国の基本方針】 

① 廃棄物処理施設の省エネルギー・創エネルギー化を進める。

② 地域の廃棄物処理システム全体で温暖化効果ガスの排出抑制及びエネルギー消費

の低減

を図っていくことが重要。

③ 地域特性を踏まえて回収エネルギーを熱供給により地域に還元する。

④ 温暖化効果ガスの排出抑制に努める。

【本計画における基本方針案】 

   ごみの持つエネルギーを最大限有効に活用できる施設とし、高効率な発電や地域特

性に応じた熱供給などによる地域還元に取り組みます。 

【国の基本方針】 

① 大規模な災害が発生しても一定期間で災害廃棄物の処理が完了するよう、広域圏

ごとに一定程度の余裕をもった焼却施設の能力を維持し、代替性及び多重性を確

保しておくことが重要。

② 地震や水害によって稼働不能とならないよう、施設の耐震化、地盤改良、浸水対

策等を推進し、廃棄物処理システムとしての強靭性を確保する。

③ 大規模災害時にも稼働を確保することにより、電力供給や熱供給等の役割が期待

できる。

④ 震災等により発生した災害廃棄物を保管するためのストックヤード整備を推進す

る。

【本計画における基本方針案】 

  大規模災害時にも稼働を確保し、その役割を継続できる強固な施設とします。また、

災害廃棄物の処理を考慮した一定程度の余裕をもった能力、ストックヤードの整備な

どによる防災拠点化を目指します。 

（４）地球温暖化防止及び省エネルギー・創エネルギーへの取り組みにも配慮した廃棄

物処理施設の整備 

（５）災害対策の強化 

(3)-6



６．ごみ減量・資源化の施策 

【国の基本方針】 

① 入札・契約の透明性・競争性の向上、不正行為の排除の徹底及び公共工事の適正

な施工の確保を目的として総合評価落札方式の導入を推進する。

② 温暖化効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進に努める。

【本計画における基本方針案】 

   入札・契約に際し、総合評価方式を導入し、透明性の確保・競争性の向上に努めま

す。 

②施設整備における重要な事項

・公害防止に関わること 

  現印西クリーンセンターにおける公害防止基準以上に対応できる設備を備えたものと

し、施設整備時の直近の先進設備事例を十分に参考とした環境影響抑制効果のあるもの

とします。 

・施設の性能及び役割に関わること 

① 環境負荷の低減等廃棄物の適正処理の確保はもちろん、その循環利用を十分に行え

る施設とするため地域特性と近隣市等の処理実績を踏まえ、最新技術を導入した施

設整備とします。

② 安全操業と安定稼働が確保される強靭な一般廃棄物処理システムの構築を目ざし、

大規模災害時も処理が継続される施設とすると同時に、地区の防災拠点としても機

能しうる施設とします。

③ 廃棄物処理だけでなく広く環境に係る情報発信拠点の機能及び環境教育にも効果が

ある施設とします。

・事業方式に関わること 

  建設から運営までを含めて民間事業者に委託する事業方式（ＰＦＩ、ＤＢＯ、包括的

運営管理委託など）の採用を積極的に検討し、民間の資金、経営能力、技術的能力を活

用した効率的かつ経済的な公共サービスの提供を目指します。 

・住民参加に関わること 

  地域住民にとっての廃棄物処理施設となるよう、透明性・公平性を確保し、環境汚染

への懸念を払拭し、事業主体への信頼を得られるよう、施設整備から運営のすべての段

階において住民参加の機会を設け、住民とともに計画・管理していきます。 

（６）廃棄物処理施設整備にかかる工事の入札及び契約の適正化 
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６．ごみ減量・資源化の施策 

③整備する施設規模の見込み

・新・焼却処理施設 

  減量目標達成時（平成 40年度）における下記焼却対象ごみ量を安全かつ完全に処理で

きる施設規模とします。ただし、直近の実績処理量を基に最終調整します。 

減量目標達成時（平成 40年度）の焼却処理量  37,893.96ｔ 

災害ごみ・その他  4,000.00ｔ 

（合 計）  41,893,96ｔ 

・新・粗大ごみ処理施設 

  減量目標達成時（平成 40年度）における下記処理対象ごみ量を安全かつ完全に処理で

きる施設規模とします。ただし、直近の実績処理量を基に最終調整します。 

  減量目標達成時（平成 40年度）の破砕・選別処理量 3,389.07ｔ 
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（4）候補地の募集要項（写） 





募集要項 

印西クリーンセンター次期中間処理施設の候補地を募集します 

土地所有者の皆さま 

印西市・白井市・栄町住民の皆さま 

印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業 

用地検討委員会 委員長 寺 嶋  均 

印西市・白井市・栄町で構成する印西地区環境整備事業組合では、「ごみ処理施設」である印

西クリーンセンターを昭和６１年から稼働開始し、今年で２８年目を迎えました。 

これまで、事故や公害などの問題が生じることもなく、安定・安全な操業を継続してきました

が、施設の老朽化に伴い、次期中間処理施設（新たなごみ焼却施設及びリサイクルセンター）の

整備事業を進めています。 

 次期中間処理施設を整備する候補地の選定にあたりましては、住民の皆さまのご意見を反映さ

せ、積極的な情報公開を行うなど、透明性と公平性が強く求められていることから、公募等によ

り選任された住民（１１名）と学識経験者（４名）の計１５名で構成される「次期中間処理施設

整備事業用地検討委員会」が設置されました。 

検討委員会での協議内容等は、逐次情報を公開するとともに、住民の皆さまのご意見等を申し

受け、会議での協議事項の参考としてまいりました。 

ごみ処理施設は、皆さまの生活に必要不可欠な施設であるにもかかわらず、未だにごみ処理と

いう一面だけで迷惑施設と考えておられる方々もおり、建設候補地の地元合意形成を図ることは

容易ではありません。 

最新のごみ焼却施設は、高度な燃焼技術と徹底した排ガス処理などにより、環境負荷の低減が

図られるとともに、安全性にも十分配慮された施設です。また、単にごみを焼却処理するだけで

なく、焼却の際に発生する熱エネルギーを活用する発電施設であり、環境学習にも活用されるな

ど地域の特性に応じた「地域活性化」への寄与が大きく期待できる施設でもあります。 

こうしたことから検討委員会では、皆さまのご協力を得て次期中間処理施設の整備を進めるた

め、候補地を広く募集することといたしました。 

次期中間処理施設の整備は、印西市・白井市・栄町にとって重要かつ喫緊の課題であることを

ご理解の上、ご協力くださいますようお願いいたします。 
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１）施設整備基本方針

 施設整備の基本方針は以下のとおりです。また、具体的な施設の内容は、建設候補地が決定

した後に、用地の特性を考慮して計画します。 

（１）市町の一般廃棄物処理システムを通じた３Ｒ推進 

廃棄物を最大限循環活用できる施設とし、加えて廃棄物の地域特性を考慮、また最新技術

を導入した環境負荷の低減及び環境学習・福祉等の向上にも効果がある施設を整備します。 

（２）地域住民等の理解と協力の確保 

情報発信拠点の役割を兼ねる施設とし、環境に関する情報の他、地域住民や事業者の理解

と協力を得られる情報を提供する施設を整備します。また、整備・運営に当たっては、住民

参加を重視して行います。 

（３）長期的な視野に立った廃棄物処理システムの改善 

３０年間の安全稼働・安定処理を見据え、最適な施設整備と維持管理方法を調査研究して

いくことと合わせ、経済性を考慮した廃棄物処理システムを構築します。 

（４）地球温暖化防止及び省エネルギー・創エネルギーへの取り組みにも配慮した廃棄物処理

施設の整備 

ごみの持つエネルギーを最大限有効に活用できる施設とし、高効率な発電や地域特性に応

じた熱供給などによる地域還元に取り組みます。 

（５）災害対策の強化 

大規模災害時にも稼働を確保しその役割を継続できる強固な施設とし、災害廃棄物の処理

を考慮した一定程度の余裕をもった能力、ストックヤードの整備などによる防災拠点化を目

指します。 

（６）廃棄物処理施設整備にかかる工事の入札及び契約の適正化 

   入札・契約に際し、総合評価方式※１を導入し、透明性の確保・競争性の向上に努めます。 

※１ 総合評価方式 

価格と価格以外の要素として、維持管理費を含む総合的なコスト削減、廃棄物処理

施設の性能・機能の向上、資源循環、エネルギー回収、ＣＯ2対策等の社会的要請への

対応等の事項を含めて総合評価して落札者を決定する方式。 
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２）施設整備における重要な事項 

（１）公害防止に関わること 

 現印西クリーンセンターにおける公害防止基準以上に対応できる設備を備えたものとし、 

施設整備時の直近の先進施設事例を十分に参考とした環境影響抑制効果のあるものとしま 

す。 

（２）施設の性能及び役割に関わること 

①環境負荷の低減等廃棄物の適正処理の確保はもちろん、その循環利用を十分に行える施設

とするため地域特性と近隣市等の処理実績を踏まえ、最新技術を導入した施設整備としま

す。

②安全操業と安定稼働が確保される強靭な一般廃棄物処理システムの構築を目ざし、大規

模災害時も処理が継続される施設とすると同時に、地区の防災拠点としても機能しうる

施設とします。

③廃棄物処理だけでなく広く環境に係る情報発信拠点の機能及び環境学習にも効果がある

施設とします。

（３）事業方式に関わること 

建設から運営までを含めて民間事業者に委託する事業方式（PFI※１、DBO※２、包括的運営

管理委託※３など）の採用を積極的に検討し、民間の資金、経営能力、技術的能力を活用した 

効率的かつ経済的な公共サービスの提供を目指します。 

（４）住民参加に関わること 

地域住民にとって親しみのある廃棄物処理施設となるよう、透明性・公平性を確保し、環 

境汚染への懸念を払拭し、かつ事業主体への信頼を得られるよう、施設整備から運営のすべ 

ての段階において住民参加の機会を設け、地域住民とともに計画・管理していきます。 

※１ PFI（Private Finance Initiative）
民間事業者の経営上のノウハウや技術的能力を活用し、事業全体のリスク管理が効

果的に行われることや、設計・建設・維持管理・運営の全部又は一部を一体的に扱う

ことによる事業コストの削減が期待できる。 

※２ DBO（Design Build Operate）
PFI 方式の一つのパターンであり、民間事業者が施設設計(Design)、施設を建設

(Build)、施設を維持管理・運営(Operate)を行う。ただし公共が資金調達を行い、設

計・建設に関与し、施設を所有する。 

※３ 包括的運営管理委託 

施設の運転方法など詳細については、民間事業者の裁量に任せることとして、運営・

消耗品の調達・施設の整備などを単年度ではなく、長期的に包括的に委託する方式。 
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３）整備する施設の概要 

（１）整備する施設の種類 

高効率ごみ発電施設としてのごみ焼却施設及びリサイクルセンターとします。 

（２）整備する施設規模の見込み 

現中間処理施設 

（印西クリーンセンター）

次期中間処理施設 

ごみ焼却施設の規模 ３００ｔ／日 １５６ｔ／日程度 

リサイクルセンターの規模 ５０ｔ／日 １５ｔ／日程度 

※各施設の規模は、印西地区ごみ処理基本計画検討委員会が推計した平成４０年度にお 

ける減量目標ごみ量を基に見込んでいますが、実際の整備に当たっては施設整備時の 

直近の実績処理量及び将来推計ごみ量を基に最終調整します。 

※ごみ焼却施設は２４時間連続運転、リサイクルセンターは１日５時間運転を想定して 

います。 

（３）施設概要 

①ごみ焼却施設

可燃ごみの受け入れ設備、燃焼設備、排ガス処理設備、熱回収設備、排水処理設備、

灰出し設備、発電設備、計装設備、通風設備運転制御室等

②リサイクルセンター

不燃ごみや粗大ごみの受け入れ設備、破砕・選別処理、貯留設備、運転制御室等

③管理プラザ

管理及び環境に関する学習や啓発を行うプラザ

※地域活性化へ寄与する地域振興については、建設候補地の決定後に周辺住民の皆さま

と協議してまいります。 
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４）募集要項 

（１） 応募条件 

土地所有者（個人及び法人等）または、町内会・自治会等の会長が応募できます。 

①土地所有者が応募する場合、土地が属する町内会・自治会等の同意は必要ありません。

なお、土地所有者が複数の場合は、全員の連名により応募してください。

②町内会・自治会等の会長が応募する場合、土地所有者全員の同意が得られていることが条

件となります。なお、土地が複数の町内会・自治会等にまたがる場合、該当する全ての町

内会・自治会等の会長の連名により応募してください。

（２）用地条件 

印西市・白井市・栄町の区域内の土地で、以下の条件に適合していることとします。 

①２．５ha(２５，０００m2)程度の土地が確保できること。ただし、防災調整池が必要な場

合は２．５ha 以上の面積が必要となる可能性があります。また、土地形状がいびつで施設

の建設・運営に著しく不適又は困難な場合は、除外されます。

②洪水浸水地域（市町の洪水ハザードマップにおいて注意喚起がされている地域）に指定さ

れている土地ではないこと。

（土地の一部が洪水浸水地域であっても、原則除外されます） 

③県立印旛手賀自然公園に指定されている土地ではないこと。

（土地の一部が県立印旛手賀自然公園であっても、除外されます） 

④活断層を含む土地、大規模な不法投棄や土壌汚染がある土地、アクセス道路（幅員７ｍ以

上を想定）の確保が困難な土地、敷地境界の確定が困難な土地、所有権以外の各種権利の

解除が困難な土地など、施設の建設・運営に著しく不適又は困難な土地ではないこと。

※現在、印西市・白井市・栄町の区域内で活断層は確認されていません。 

⑤暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律で規定する暴力団及び暴力団員等が所

有する土地、または、用地検討委員会が設置された平成２５年２月７日以降に当該暴力団

及び暴力団員等から所有権移転した土地ではないこと。

（３）募集期間 

平成２６年１月６日～平成２６年３月３１日 

（４）応募書類 

①応募申込書（応募の意志をお伝えいただいた時にお渡しします）

②候補地位置図

（５）説明の実施 

応募の検討にあたり、説明等の希望がありましたら、ご連絡をいただければ必要な対応を

いたします。 
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（６）その他 

①応募された方の住所・氏名等の個人情報は、用地検討委員会事務局が印西地区環境整備事

業組合個人情報保護条例（平成１７年１０月１２日条例第５号）に基づき適切に取り扱い

ます。

②候補地として比較評価するにあたり、必要に応じて現地の写真撮影、不動産鑑定及びボー

リング調査等を行います。また、これらの調査結果は公表します。

③平成２６年４月上旬に、応募された土地が属する町内会・自治会等の会長に、応募があっ

たことをお知らせします。

④町内会・自治会等の同意書及び同意の状況を確認できる書類が添付されている場合、後述

する３次審査で評価します。なお、当該書類は、応募後であっても３次審査の前であれば

提出が可能です。

⑤地域活性化への寄与に関するご提案があれば、３次審査で評価します。なお、当該ご提案

は応募後であっても３次審査の前であれば提出が可能です。
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５）建設予定地決定までの流れ 

「応募のあった土地」に「関係市町の推薦地」と「現在地」を加えた全ての候補地を用地検

討委員会の会議（原則として公開会議）で３段階審査し、比較評価・選定します。なお、候補

地の場所は１次審査の段階で公表し、以後、各段階で審査結果を公表します。 

【応募のあった土地】及び【関係市町の推薦地・現在地】 

１次審査 

２次審査 

３次審査 

１次候補地 

２次候補地 

３次候補地 

最終結果を管理者へ報告 

(平成 26 年 7 月予定) 

周辺住民意見交換会 

２次候補地の周辺住民との意見交換会を開催します。 

（周辺住民の理解度や協力度を確認します。） 

施設の建設・運営に適さない用地を評価する視点で減点評

価し、候補地を絞ります。 

より良い施設となり得る用地を評価する視点で加点評価し

ます。（２回目の現地調査を実施します。）

２次審査の評価点に３次審査の評価点を加えた合計点で順

位付けします。 

除外候補地 

除外候補地 

順位付け 

審査結果報告会 

印西地区全体を対象とした審査結果報告会を開催します。 

報告以後の事務は印西地区環境整備事業組合が行います。 

建設候補地の決定 

建設候補地周辺住民説明会 

合意形成 

建設予定地の決定 

用地条件の確認 

（土地所有者へのヒアリング及び現地調査を実施します。）

学識経験者が公平な立場で立ち会います。 
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６）評価・選定基準の概要 

評価・選定に用いる基準の概要は以下のとおりです。 

  なお、評価・選定に関する詳細事項は、末尾記載の組合ホームページをご覧になるか、お問

い合せください。 

１次審査：用地条件の確認（本募集要項（２）で規定する用地条件を確認します。） 

※用地条件の全てを満たしている候補地は２次審査に進みます。 

※用地条件のうち④及び⑤は、２次審査以降に判明した場合でも除外します。 

２次審査：１００点から減点評価（施設の建設・運営に適さない用地を評価する視点） 

生活環境の保全  ０～－３５点 

自然環境等の保全 ０～－２５点 

法規制      ０～－２５点 

地盤の安定性   ０～－１５点 

※３次審査に進む候補地は検討委員会の会議で決します。 

３次審査：１００点までの加点評価（より良い施設となり得る用地を評価する視点） 

周辺住民の理解度・協力度 ０～４０点 

経済性          ０～３０点 

地域社会貢献       ０～３０点 

順位付け：２次審査の評価点に３次審査の評価点を加えた合計点で順位付けします。 

７）問い合わせ・提出先 

〒270-1352 千葉県印西市大塚一丁目１番地１ 

印西地区環境整備事業組合 印西クリーンセンター  

次期中間処理施設整備事業用地検討委員会事務局（技術班内）（平日 9時～17 時） 

電 話 ：０４７６－４６－２７３４  

F A X ：０４７６－４７－１７６５ 

E-mail：youchi@inkan-jk.or.jp 

ホームページ http://www.inkan-jk.or.jp 
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（5）吉田区の同意書（写） 





（写）
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（6）用地検討委員会最終答申書（写・抜粋） 
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（7）建設候補地の選定結果 
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（8）基本協定書（写） 





（写）
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（９）施設整備基本計画検討委員会開催経過 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

の開催経過を参考までに添付する。 

 

 

 

 





次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画検討委員会 

会議等開催経過 

会議等 開催日時 主な内容 

第１回会議 
平成 27 年 5月 24 日

13:00～15:25 

①委嘱式

②委員長及び副委員長の選任

③関係法規

④今後のスケジュール

⑤会議の運営

現地調査 
平成 27 年 6月 21 日

9:45～12:00 

①建設候補地内及び周辺地域を徒歩により調査

②印西地区一般廃棄物最終処分場を見学

第２回会議 
平成 27 年 6月 21 日

13:00～16:00 

①検討委員会のスケジュール

②次期中間処理施設整備事業のスケジュール

③次期中間処理施設整備の基本方針

④次期中間処理施設の処理システム・処理方式

第３回会議 
平成 27 年 7月 12 日

13:00～15:15 

①計画施設規模の検証

②計画ごみ質

③公害防止基準

④プラントメーカーアンケート

先進地視察 平成 27 年 8月 4日 

①さいたま市桜環境センター

シャフト式ガス化溶融炉

②川崎市王禅寺処理センター

ストーカ炉

第４回会議 
平成 27 年 8月 23 日

13:00～15:30 

①検討委員会等スケジュール

②リサイクルセンター

松崎区との意見交

換会（第１回） 

平成 27 年 9月 5 日 

14:00～16:00 

①中間報告

・審議経過

・次期中間処理施設の整備スケジュール

・次期中間処理施設整備の基本方針

・地域振興策総合パッケージ

※地域振興策検討委員会と合同開催 
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吉田区との意見交

換会（第１回） 

平成 27 年 9月 5 日 

19:00～20:30 
①同上

第５回会議 
平成 27 年 9月 13 日

13:00～15:35 

①施設の安全対策等

②エネルギーバランス

③処理方式の選定

第６回会議 
平成 27 年 10 月 17 日

13:00～15:45 

①エネルギーバランス

②排ガス自主規制値（案）

③施設整備基本計画（その 1）

第７回会議 
平成 27 年 11 月 15 日

13:00～15:30 

①エネルギーバランス

②防災拠点化

③事業方式

第８回会議 
平成 27 年 12 月 13 日

13:00～15:15 

①事業方式

②造成計画

③アクセス道路

第９回会議 平成 28 年 1月 17 日 ①答申書の素案

パブリックコメン

トの募集 

平成 28 年 2月 1 日 

～ 

平成 28 年 2月 15 日

①答申書の素案に対するパブリックコメント

の募集

松崎区との意見交

換会（第２回） 
平成 28 年 2月 6 日 

①答申書の素案に対する意見交換

※地域振興策検討委員会と合同開催 

吉田区との意見交

換会（第２回） 
平成 28 年 2月 6日 ①同上

検討結果説明会 平成 28 年 3月 6日 ①答申書の素案に対する説明会（印西地区全体）

第 10 回会議 平成 28 年 3月 13 日 ①答申書の素案の最終調整

答申書授受式 平成 28 年 3月 30 日 ①答申書を管理者へ提出

(9)-2



 

 

 

 

 

 

（10）建設候補地調査の報告 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

による建設候補地現地調査の報告を参考までに添付する。 
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印西地区環境整備事業組合 
次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画検討委員会 

建設候補地現地調査参加者名簿 

調 査 日 平成２７年６月２１日（日） 

調査場所 建設候補地（吉田地区） 

参 加 者 

学識経験 
委  員 

国立研究開発法人 国立環境研究所 

資源循環・廃棄物研究センター センター長 委員長 大迫 政浩 

（一財）日本環境衛生センター  

理事 福島環境技術支援室長 副委員長 河邊 安男 

公募による 

関係市町 
委 員 

印西市公募住民 委 員 竹内 仁 

白井市公募住民 委 員 原 慶雄 

栄町公募住民 委 員 山崎 茂 

管理者が必 

要と認める 

委 員 

印西市吉田区 委 員 酢崎 健治 

印西市吉田区 委 員 宮内 弘行 

事 務 局 

印西地区環境整備事業組合 事務局長 杉山 甚一 

印西クリーンセンター 

次期施設推進班 

次期施設推進班 

次期施設推進班 

次期施設推進班 

工場長 

主 査 

主査補 

主査補 

主査補 

大須賀 利明 

浅倉 郁 

大野 喜弘 

川砂 智行 

中野 竜一 

関係市町 

印西市環境経済部クリーン推進課 主査補 小林 政弘 

白井市環境建設部環境課 課 長 伊藤 勉 

栄町環境課 課 長 池田 誠 

コンサルタント 株式会社 エックス都市研究所 
総括責任者 

主任担当者 

井手 明彦 

関根 浩次 

※欠席委員 長谷川副委員長 
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施設整備基本計画検討委員会 

現地（現地）調査状況写真 

建設候補地の南側から現地調査に向かう施設整備検討委員 
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施設整備基本計画検討委員会 

現地（現地）調査状況写真 

建設候補地南側の敷地境界から現地を確認する施設整備基本計画検討委員 

建設候補地東側に隣接する周辺状況を確認する施設整備基本計画検討委員 
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施設整備基本計画検討委員会 

現地（現地）調査状況写真 

建設候補地東側に位置する周辺施設（泉カントリー倶楽部）や斜面林を確認
しながら、北側の谷津田に向かう施設整備基本計画検討委員 

建設候補地北東側から谷津田を確認する施設整備基本計画検討委員 
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施設整備基本計画検討委員会 

現地（現地）調査状況写真 

建設候補地北側の谷津田や周辺の斜面林を確認する施設整備基本計画検討委員 
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（11）先進地視察の報告 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

による先進地視察の報告を参考までに添付する。 
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１－１ 廃棄物処理施設整備に関するアンケートに係る事業概要書 
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１－２ マテリアルリサイクル推進施設 

【マテリアルリサイクル推進施設】

備考

Ａ Ｂ Ｃ

1.方式

切断式破砕機
二軸低速回転

破砕式
竪型切断式

（ギロチン式）
二軸低速回転式

破砕機
二軸低速回転

破砕式
二軸せん断式

竪型高速回転式
破砕機

竪型高速回転
破砕式

竪型高速回転式

2.基本仕様

(1)年間稼働日数 日 250 246 246

(2)破砕処理設備回収率
最大
保証値

1)鉄類 ％ 85～90 90 85

2)アルミ ％ 55～60 60 60

3)可燃物 ％ 60～70 70 70

4)不燃物 ％ 75～80 80 75

(3)破砕処理設備純度
最大
保証値

1)鉄類 ％ 95以上 95 95

2)アルミ ％ 85以上 85 85

3)可燃物 ％ 75～80 85 75

4)不燃物 ％ 75～80 80 75

3.使用電力量 kWh/日 1,510 1,739 1,980 本施設分

(3)高速回転式
　　　破砕機機種(型式）

　基本仕様　アンケート結果集計表　

項    目
指定したごみ組成の範囲

(1)可燃性粗大ごみ
　　　　　破砕機機種
(2)低速回転式
　　　破砕機機種（型式）
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【マテリアルリサイクル推進施設】

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 マテリアルリサイクル推進施設

1)受け入れ供給設備 105,000 145,000 10,000 58,000

2)破砕設備 530,000 170,000 503,000 66,000

3）搬送設備 92,000 113,000 10,000 74,000

4)選別設備 110,000 33,000 20,000 10,000

5)再生設備 32,000 ― 0 10,000

6)貯留搬出設備 62,000 29,000 5,000 86,000

7)集じん設備 76,000 50,000 10,000 29,000

8)給水設備 7,000 1,000 1,000 上記7)に含む。

9)排水処理設備 5,000 2,000 1,000 上記7)に含む。

10)電気設備 85,000 150,000 63,000 63,000

11)計装設備 42,000 50,000 75,000 51,000

12)雑設備 47,000 37,000 56,000 30,000

13）土木建築工事 932,000 1,119,000 431,000

14)建築機械設備 183,000 197,000 44,000

15)建築電気設備 192,000 189,000 上記14)に含む。

16)外構工事 ごみ焼却施設に含む ごみ焼却施設に含む 21,000

小計 2,500,000 780,000 2,259,000 973,000

2,500,000 780,000 2,259,000 973,000

2 諸経費

1)共通仮設費 50,000 35,000 45,000 20,000

2)現場管理費 102,000 60,000 90,000 49,000

3)一般管理費 198,000 85,000 226,000 117,000

小計 350,000 180,000 361,000 186,000

2,850,000 960,000 2,620,000 1,159,000

228,000 76,800 209,600 92,720

3,078,000 1,036,800 2,829,600 1,251,720

平成27年7月１日現在の単価想定

　建設費　アンケート結果集計表　

項目
費用（千円）

ごみ焼却施設
建設費に含む

直接工事費計

工事費計

消費税相当額（８%）

事業費合計
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【マテリアルリサイクル推進施設】

単位 Ａ Ｂ Ｃ

日使用量 kWh/日 1,510 1,739 1,980

年間使用量 kWh/年 377,500 487,294 487,080

※1　回答様式1-4の電力（場内消費電力）に含みます。

年間用役費 千円/年 3,775 5,190 2,600

ごみ1トン当り用役費 円/ｔ 1,114 1,410 767

※2　重機燃料、薬品、油脂

点検整備・補修修繕費※3

年間平均点検整備
・補修修繕費

千円/年 18,500 5,714 37,300

※3　法定点検、定期点検、補修費（施設稼動20年間の年平均費用）

消耗品費 千円/年 12,500 8,571 27,100

※4　予備品、消耗品（施設稼動20年間の年平均費用）

　用役費　アンケート結果集計表　

項目

電力

用役費
※2

消耗品
※4
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【マテリアルリサイクル推進施設】

A B C D

搬入出管理
（プラットホーム・積出室）

5 3 4 9

手選別 5 4 3 7

機器点検 3 搬入管理と兼務 1 3

施設運転員（中央操作室） 1 1 1 2

施設管理者（現場所長） 1 - 1

事務員 1

電気主任技術者 (1)

その他 4

16 8 10 25

　必要人員　アンケート結果集計表　

項目

人数

日勤

計
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（13）排ガス拡散計算書（概略検討） 





１．有効煙突高さの計算

　　煙突有効高さＨｅはBosanquet の式より求める。

He  = Ho + 0.65 (Hm + Ht)

Hm = 4.77×（Ｑ×Ｖ）
1/2

／（１+0.43×Ｕ／Ｖ）／Ｕ

Hｔ = 6.37×ｇ×Ｑ×（Ｔ-288）×（ln Ｊ
2
＋２／Ｊ－２）／（Ｕ

3
×288）

J  = （0.43×（288／ｇ／ＴＧ）
1/2

－（0.28×Ｖ×288）／ｇ／（Ｔ－288））×Ｕ
2
／（Ｑ×Ｖ）

1/2
＋1

記号 単位

Ho （ｍ）

ＴＧ （℃/ｍ）

ｇ （ｍ/ｓ2）

（℃）

（K)

Q (m3/h)

(m3/h)

(m3/s)

(m3/h)

(m3/s)

V (m/s)

φ （ｍ）

U (m/s)

9.22
0.442

U  風速(m/s)

J 

Hｔ 

Hm

He

項目 数値

T  排出ガスの温度
180
453

 煙突高さ 59
 大気温度勾配 0.0033

 排出ガス量（湿り） 20,000
453

20,000

 重力加速度 9.81

Q

 15℃換算の
排ガス量

21,099
5.86

 T℃換算の
排ガス量

33,187

 煙突出口の径 0.750
 風　速

9.22
 排出ガスの排出速度 20.87

Ｖ   ＝ = =

6

138.20

7.65

7.82

69.06

0.750

数値

49
0.0033

9.81
180

21,099
5.86

33,187
9.22

20.87

　ばい煙の拡散計算　（概略簡易計算）　

20.87
排ガス量

煙突の断面積

6

138.20

7.65

7.82

59.06
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２．最大着地濃度の計算

最大着地濃度は、 Ｓｕｔｔｏｎ の式より求める。

Ｃmax ＝ ２ × Ｑ × ｎ ／ （ π × ｅ × Ｕ × Ｈｅ
2  

） × （ Ｃz ／ Ｃｙ ）

項目
Ｑ　  SOx 20 ppm (m

3
/s)

Ｑ　  NOx 50 ppm (m
3
/s)

Ｑ　  HCl 20 ppm (m
3
/s)

Ｑ　  DNX 0.05 ng-TEQ/m3N pg-TEQ/m3N

ｅ 2.718 ----
ｎ 1 （本）

Ｃｚ 0.07 ----
Ｃｙ 0.47 ----

 煙突高さ 59 m  煙突高さ 49 m
項目 計算値 対環境基準 計算値 対環境基準

U 風速(m/s) 6 －－－ 6 －－－
Sox (ppm) 0.04 SO2 のみ 0.000143 0.36% 0.000195 0.49%
NOx (ppm) 0.06 NO2 のみ 0.000357 0.60% 0.000489 0.81%

HCl (ppm) 0.02
目標環境濃度
　　　　注） 0.000143 0.71% 0.000195 0.98%

DNX (pg-TEQ/m3N) 0.60 0.000357 0.06% 0.000489 0.08%

３．最大着地濃度の出現距離

最大着地濃度の出現距離は、 Ｓｕｔｔｏｎ の式より求める。

ｎ （定数） 0.25

 煙突高さ
U  風速
(m/s)

Ｘmax

0.000117
0.000293

排出濃度 排　出　量

6

2,641

拡散係数

0.000117
0.000293

注）目標環境濃度：環境庁大気保全局長通達通達（昭和52 年6 月環大規第136 号）の中で「目標環境濃度
は、日本産業衛生学会「許容濃度に関する委員会勧告」に示された労働環境濃度を参考として0.02ppm とし、
平均的な排出口高さを有する施設からの塩化水素の排出が、拡散条件の悪い場合にあってもこれを満足するよ
う排出基準値を設定した。」とある。

6

2,209

環境基準
－－－－

49 m59 m

Ｘmax ＝ （Ｈｅ／ Ｃz ）（2/（2-ｎ））

自然対数の底
煙突の本数
拡散係数
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（14）環境影響評価（千葉県条例アセスメント） 





 

１．環境影響評価（千葉県条例アセスメント） 

 開発事業による環境への悪影響を防止するために、事業内容を決めるに当たって、環境保全

を事前に検討するものです。開発事業が環境に影響を及ぼす影響の度合いについて、事前に調

査・予測・評価を行い、結果を公表します。

この時の意見を踏まえて環境の保全の観点からよりよい事業計画を策定する制度です。

千葉県において、処理能力１００ｔ／日以上の「廃棄物焼却施設」は、千葉県環境影響評価

条例の「基本事業」に該当することから、本事業は「県条例アセスメント」の対象となります。

調査項目として、下記の項目が想定されます。

1.大気質（地上気象、高層気象含む）

2.水質（地下水を含む）

3.騒音・振動・低周波、交通量

4.土壌

5.悪臭

6.植物、動物、生態系

7.景観、人と自然との豊かな触れ合い  ※
8.猛禽類（オオタカ）

※「人と自然との豊かな触れ合い」は新たに評価項目に加っています。地域にとって大事な

自然とのふれあい活動を調査し、開発計画がその活動や活動の場に影響を与えることが

ないか評価することが必要とされています。地域の自然とのふれあい活動についての調

査が必要となります。

特に、オオタカについては、２営巣期を含む１．５年の調査が必要になるものと思われます。

千葉県での、廃棄物焼却施設の条例アセスメントは、成田市、船橋市で実施されていますが、

成田市で４年以上、船橋市で３．５年以上を要しています。
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事業概要
1事業者
成田市、富里市

2事業実施区域
成田市小泉字原田、新泉、西和泉字原田並びに東和泉字萱刈場、字中原田及び字原田の各一部

3事業の種類及び規模
種類：廃棄物焼却等施設の新設

規模：処理能力212（t/日）

1事業計画概要書の公告・縦覧
提出：平成17年12月28日

公告：平成18年1月24日

縦覧：平成18年1月24日～3月9日

2方法書手続
（1）環境影響評価方法書の公告・縦覧

提出：平成18年2月17日

公告：平成18年3月10日

縦覧：平成18年3月10日～4月10日

（2）住民意見

意見書の提出：なし

（3）環境影響評価委員会の開催状況

平成18年3月17日：千葉県環境影響評価委員会に諮問、現地調査

平成18年4月21日：環境影響評価方法書の審議

平成18年5月19日：環境影響評価方法書の審議

平成18年6月16日：答申（案）の検討及び答申(答申はこちら（PDF：23KB）)
（4）知事意見の提出

平成18年7月7日（知事意見はこちら（PDF：21KB））

3準備書手続
（1）環境影響評価準備書の公告・縦覧

提出：平成20年9月12日

公告：平成20年10月3日

縦覧：平成20年10月3日～11月4日

（2）住民意見

意見書の提出：2通

（3）事業者見解書の公告・縦覧

提出：平成20年12月11日

公告：平成21年1月16日

縦覧：平成21年1月16日～1月30日

（4）環境影響評価委員会の開催状況

平成20年10月17日：千葉県環境影響評価委員会に諮問及び検討

平成20年11月21日：環境影響評価準備書の再検討

平成20年12月19日：環境影響評価準備書の再検討

平成21年1月16日：環境影響評価準備書の再検討

平成21年2月27日：環境影響評価準備書の再検討

平成21年3月19日：答申（案）の検討及び答申（答申はこちら（PDF：25KB））
（5）知事意見の提出

平成21年4月1日（知事意見はこちら（PDF：16KB））

4評価書手続
（1）環境影響評価準備書の公告・縦覧

提出：平成21年8月25日

公告：平成21年9月25日

縦覧：平成21年9月25日～10月9日

出典）　千葉県　環境影響評価手続き終了、廃止等案件　より

４ヶ月

４年１ヶ月

平成21年10月9日

(仮称)成田市・富里市新清掃工場整備事業　（条例対象事業）

（仮称）成田市・富里市新清掃工場整備事業に係る環境影響評価の手続経緯

平成17年12月28日

３年９ヶ月

+概要書作成期間
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事業概要
1事業者
船橋市

2事業実施区域
船橋市大神保町及び小野田町の各一部

3事業の種類及び規模
種類 ： 廃棄物焼却等施設の新設

処理能力：432（t/日）

1事業計画概要書の公告・縦覧
提出：平成19年11月26日

公告：平成19年12月18日

縦覧：平成19年12月18日～平成20年2月4日

2方法書手続
（1）環境影響評価方法書の公告・縦覧

提出：平成20年1月11日

公告：平成20年2月5日

縦覧：平成20年2月5日～3月5日

（2）住民意見

意見書の提出：1通

（3）千葉県環境影響評価委員会の開催状況

平成20年2月1日 委員会に諮問、事業者説明及び検討、現地調査

平成20年2月15日 環境影響評価方法書の再検討

平成20年3月21日 環境影響評価方法書の再検討

平成20年5月16日 答申内容の検討及び答申（答申はこちら（PDF：16KB））
（4）知事意見の提出

平成20年5月27日（知事意見はこちら（PDF：14KB））

3準備書手続
（1）環境影響評価準備書の公告・縦覧

提出：平成22年1月25日

公告：平成22年2月16日

縦覧：平成22年2月16日～3月17日

（2）住民意見

意見書の提出：1通

 (3)事業者見解書の公告・縦覧

提出：平成22年4月21日

公告：平成22年6月15日

縦覧：平成22年6月15日～6月29日

（4）千葉県環境影響評価委員会の開催状況

平成22年2月19日委員会に諮問、事業者説明及び検討

平成22年3月19日環境影響評価方法書の再検討

平成22年4月16日環境影響評価方法書の再検討

平成22年5月21日環境影響評価方法書の再検討

平成22年7月16日答申内容の検討及び答申（答申はこちら（PDF：25KB））
（5）知事意見の提出

平成22年8月6日（知事意見はこちら（PDF：22KB））

4評価書手続
（1）環境影響評価書の公告・縦覧

提出：平成23年1月5日

公告：平成23年2月1日

縦覧：平成23年2月1日～2月15日

出典）千葉県　環境影響評価手続き終了、廃止等案件　より

３．５年以上

平成23年2月15日

船橋市北部清掃工場建替事業（条例対象事業）

船橋市北部清掃工場建替事業に係る環境影響評価の手続経緯

平成19年11月26日

３年３ヶ月

+概要書作成期間
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（15)造成計画関連資料 





１．地質データ 
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（16）LCC 算定のための DB 方式の施設建設費及び

運営管理費の設定





LCC 算定のための DB 方式の施設建設費及び運営維持管理費の設定 

１． 設定方法 

メーカーアンケート調査で得られた見積額（以下、「見積額」という。）は、現状に

おける東京オリンピック開催特需等による建設物価を織り込んだ金額である。一方で、

LCC の算定対象期間は、東京オリンピック開催後の平成 35 年度からとしている。この

ため、メーカーアンケート調査で得られた見積額を基本にした場合、現状の建設物価高

騰分を排除するための補正が必要である。 

以上から、LCC 算定のための DB 方式の施設建設費及び運営維持管理費は、建設物価高騰

分を排除するために、下式のとおり見積額に、補正率を乗じることで設定することとし

た。 

LCC 算定のための DB 方式の施設建設費及び運営維持管理費＝見積額×補正率…式① 

２．補正率の設定 

補正率は、以下のとおり設定することとする。 

ア） 直近の本計画と同等の処理能力を有する焼却施設の施設整備費契約額実績の単

価を算定 

⇒平成 27 年のストーカ式焼却施設処理能力 100～200ｔ/日の施設整備費契約額

実績を対象とする（表―１参照）。【平均単価：88,211 千円/ｔ】 

イ） 東日本大震災の被災地復興事業や東京オリンピック特需の影響を受けていない

過去の本計画同等の焼却施設処理能力の施設整備費契約額実績の単価を算定 

⇒印西地区環境整備事業組合の長寿命化計画（平成 26 年２月）に記載されてい

る「表 4-10 更新施設の建設単価」（環境省のデータベースにおける平成 10 年度

から平成 24 年度までの公設公営炉で施設処理能力 100～200ｔ/日のボイラ・発

電設備付きの建設実績における単価：表―２参照）を採用する。【平均単価：

42,348 千円/ｔ】 

ウ） 上記のア）に対するイ）の割合をもって補正係数とする。 

⇒42,348 千円/ｔ÷88,211 千円/ｔ＝【0.48】
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３．施設建設費の設定 

施設建設費は、式①に見積額と１）で設定した補正係数を代入することで算定される。 

施設建設費＝15,000,000 千円×0.48＝7,200,000 千円⇒採用 

表―１ 平成 27 年のストーカ式（100～200 ｔ／日 程度）の契約実績（施設建設費） 

出典）下表から 100～200 ｔ／日 程度のストーカ式焼却施設の契約実績を抽出 

参考表－平成 27 年の焼却施設建設に係る契約実績（施設建設費） 

出典）（社）日本環境衛生施設工業会の Web サイトで平成 27 年契約済みの事業件名を把握

し、事業件名によるインターネット検索により情報を入手。さらに会員に含まれない三菱重

工環境・化学エンジニアリング㈱について、インターネット検索により情報を入手 

事業名 焼却方式
規模

(ｔ/日)
単価

（千円/ｔ）
契約
時期

メーカー 備考

岩国市ごみ焼却施設整備
運営事業

ストーカ式 160 17,450,000
施設
建設費

109,063 H27.7 ＪＦＥ DBO

小松市新ごみ処理施設
整備事業

ストーカ式 110 7,400,000
施設
整備費

67,273 H27.6 川崎重工 DBO

木津川市クリーンセンター
施設整備工事

ストーカ式 94 8,300,000
施設
整備費

88,298 H27.3 タクマ

平均 88,211

金額 (税抜)
（千円）

事業名 焼却方式
規模

(ｔ/日)
単価

（千円/ｔ）
契約
時期

メーカー 備考

岩国市
ごみ焼却施設整備運営事業

ストーカ式 160 17,450,000
施設
建設費

109,063 H27.7 ＪＦＥ DBO

小松市
新ごみ処理施設整備事業

ストーカ式 110 7,400,000
施設
整備費

67,273 H27.6 川崎重工 DBO

木津川市
クリーンセンター施設整備工事

ストーカ式 94 8,300,000
施設
整備費

88,298 H27.3 タクマ

草津市
クリーンセンター更新整備工事

ストーカ式 127 9,996,000
施設
整備費

78,709 H27.3 川崎重工
ﾘｻｲｸﾙ施設
13.6t/日を含む

折居清掃工場更
新施設整備運営事業

ストーカ式 115 8,446,657
施設
整備費

73,449 H27.2 日立造船

ＤＢＯ
現折居清掃工場の解
体工事、跡地利用工
事を含む

横須賀ごみ処理施設建設工事 ストーカ式 360 19,600,000
施設
整備費

54,444 H27.3 日立造船
不燃ごみ等選別施設
30ｔ/5hを含む

東部知多衛生組合ごみ処理施設建設
工事

シャフト炉式ガ
ス化溶融方式

200 13,666,667
施設
整備費

68,333 H27.4
新日鉄住
金エンジニ
アリング

遠軽地区広域組合 ごみ焼却施設建
設工事

ストーカ式 32 3,190,000
施設
整備費

99,688 H27.4
荏原環境プ
ラント

余熱利⽤
ロードヒーティングを含
む

長野広域連合向けごみ焼却発電施設
整備及び運営事業

ストーカ式 405 36,746,400
建設・運
営業務

90,732 H27.7 日立造船
DBO
プラズマ式灰溶融炉
22t /日を含む

北秋田市クリーンリサイクルセンターエ
ネルギー回収推進施設建設工事

流動床式 50 4,980,000
施設
整備費

99,600 H27.6
荏原環境プ
ラント

高座清掃施設組合新ごみ処理施設整
備・運営事業

ストーカ式 245 16,260,000
施設
整備費

66,367 H27.6
荏原環境プ
ラント

ﾘｻｲｸﾙ施設を含む

金額 (税抜)
（千円）
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出典）印西地区環境整備事業組合の長寿命化計画（平成 26 年２月）に記載されている

「表 4-10 更新施設の建設単価」（環境省のデータベースにおける平成 10 年度から平成

24 年度までの公設公営炉で施設処理能力 100～200ｔ/日のボイラ・発電設備付きの建設

実績） 

表―２ 更新施設の建設単価
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４．運営維持管理費の設定 

１）人件費以外の運営維持管理費 

 運営維持管理費は、式①に見積額と２．で設定した補正率を代入することで算定され

る。 

人件費以外の運営維持管理費＝350,614 千円/年×0.48＝168,295 千円/年⇒採用 

２）人件費 

 人件費は、メーカーアンケート調査結果の要員数を参考に、要員配置を設定し、その

人数に印西クリーンセンターの運転委託人件費実績を乗じて算定する。 

要員数×6,900 千円/人年（印西クリーンセンター実績：表‐３参照） 

＝30 人×6,900 千円/人年＝207,000 千円/年⇒採用 

表―３ 印西クリーンセンター運転委託費実績単価 

平成 契約額 従事者数 従事者１人当りの金額 

25 年度 228,345 千円 33 人 6,920 千円/人年 

24 年度 228,240 千円 33 人 6,916 千円/人年 

23 年度 232,125 千円 33 人 7,034 千円/人年 

22 年度 227,903 千円 33 人 6,906 千円/人年 

21 年度 227,756 千円 33 人 6,902 千円/人年 

３）運営管理費 

１）及び２）の設定金額から、運営管理費は、下式のとおり設定する。 

運営管理費＝人件費以外の運営管理費＋人件費＝168,295＋207,000 

＝375,295 千円/年（9.0 千円/ｔ＝375,295÷41,894） 

この設定金額 375,295 千円/年は、焼却量１トンあたりの単価を算定した場合（計画

年間処理量 41,894ｔ/年を対象とした）に、9.0 千円/ｔとなり表－４に示す印西クリー

ンセンターの運営管理費の実績に近似する。 

表―４ 印西クリーンセンター運営管理費実績単価（表－３実績含む） 

平成年度 
年間運営管理費 

（千円/年） 
年間処理量（ｔ/年） 単価（千円/ｔ）

20 335,377 45,234 7.4

21 379,166 42,163 9.0

22 423,817 41,032 10.3

23 420,226 42,452 9.9

24 398,707 43,189 9.2
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（17）周辺住民意見交換会の報告（1、2 回） 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

による周辺住民意見交換会の報告を参考までに添付する。 

 

 

 

 

  





建設候補地周辺住民意見交換会（松崎区 第１回） 

開催年月日 平成２７年９月５日（土） 

開催時間 １４：００～１６：００ 

開催場所 松崎中央会館 

出席者 

松崎区民 
全９名 

施設整備基本計画検討委員会 
委員長  大迫 政浩 
副委員長 河邊 安男 

印西地区環境整備事業組合 
事務局長 杉山 甚一 

印西クリーンセンター 工場長  大須賀 利明 

印西クリーンセンター 業務班 主 幹  鳥羽 洋志 

印西クリーンセンター 技術班 主 幹  土佐 光雄 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主 査  浅倉  郁 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  大野 喜弘 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  川砂 智行 
印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  中野 竜一 

印西市 

環境経済部クリーン推進課 課 長  山口  隆 
次期中間処理施設対策室 室 長  豊田 光広 

コンサルタント 
株式会社エックス都市研究所 統括責任者  井手 明彦 

主任担当者  中石 一弘 
主任担当者  関根 浩次 

主な 
意見交換事項 

施設整備基本計画検討委員会 
次期中間処理施設整備事業スケジュール 
次期中間処理施設整備の基本方針 

地域振興策検討委員会 

地域振興策総合パッケージの概要 
地域振興策のアイデア 

会議録 
 本意見交換会を開催する前提として、「寄せられた意見等は、以後の調
査審議における参考資料として、検討委員会及び事務局だけで用いる」と
していることから、本意見交換会の会議録は一般に公開しない。 
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建設候補地周辺住民意見交換会（吉田区 第１回） 

開催年月日 平成２７年９月５日（土） 

開催時間 １９：００～２０：３０ 

開催場所 吉田地区構造改善センター 

出席者 

吉田区民 
全１７名 

施設整備基本計画検討委員会 
委員長  大迫 政浩 
副委員長 河邊 安男 

地域振興策検討委員会 
副委員長 加藤 文男 

印西地区環境整備事業組合 
事務局長 杉山 甚一 

印西クリーンセンター         工場長  大須賀 利明 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主 査  浅倉  郁 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  大野 喜弘 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  川砂 智行 
印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  中野 竜一 

印西市 

環境経済部クリーン推進課 課 長  山口  隆 
次期中間処理施設対策室 室 長  豊田 光広 

コンサルタント 

株式会社エックス都市研究所 統括責任者  井手 明彦 

主任担当者  中石 一弘 
主任担当者  関根 浩次 

主な 
意見交換事項 

施設整備基本計画検討委員会 
次期中間処理施設整備事業スケジュール 
次期中間処理施設整備の基本方針 

地域振興策検討委員会 

地域振興策総合パッケージの概要 
地域振興策のアイデア 

会議録 
 本意見交換会を開催する前提として、「寄せられた意見等は、以後の調
査審議における参考資料として、検討委員会及び事務局だけで用いる」と
していることから、本意見交換会の会議録は一般に公開しない。 
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建設候補地周辺住民意見交換会（松崎区 第２回） 

開催年月日 平成２８年２月６日（土） 

開催時間 １４：００～１６：４５ 

開催場所 松崎中央会館 

出席者 

松崎区民 
全６名 

施設整備基本計画検討委員会 
委員長  大迫 政浩 
副委員長 河邊 安男 

地域振興策検討委員会 
委員長 福川 裕一 

印西地区環境整備事業組合 
事務局長 杉山 甚一 

印西クリーンセンター         工場長  大須賀 利明 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主 査  浅倉  郁 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  大野 喜弘 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  川砂 智行 
印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  中野 竜一 

印西市 
環境経済部クリーン推進課 課 長  山口  隆 
次期中間処理施設対策室 室 長  豊田 光広 

コンサルタント 
株式会社エックス都市研究所 主任担当者  中石 一弘 

主任担当者  関根 浩次 

主な 
意見交換事項 

施設整備基本計画検討委員会 
次期中間処理施設整備計画（案） 

地域振興策検討委員会 
 地域振興策（案） 

＊「周辺住民意見交換会」に関する意見書：意見希望者に別途配布 

会議録 
 本意見交換会を開催する前提として、「寄せられた意見等は、以後の調
査審議における参考資料として、検討委員会及び事務局だけで用いる」と
していることから、本意見交換会の会議録は一般に公開しない。 
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建設候補地周辺住民意見交換会（吉田区 第２回） 

開催年月日 平成２８年２月６日（土） 

開催時間 １９：００～２０：５０ 

開催場所 吉田地区構造改善センター 

出席者 

吉田区民 
全１６名 

施設整備基本計画検討委員会 
委員長  大迫 政浩 
副委員長 河邊 安男 

地域振興策検討委員会 
委員長 福川 裕一 

印西地区環境整備事業組合 
事務局長 杉山 甚一 

印西クリーンセンター         工場長  大須賀 利明 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主 査  浅倉  郁 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  大野 喜弘 

印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  川砂 智行 
印西クリーンセンター 次期施設推進班 主査補  中野 竜一 

印西市 

環境経済部クリーン推進課 課 長  山口  隆 
次期中間処理施設対策室 室 長  豊田 光広 

コンサルタント 
株式会社エックス都市研究所 主任担当者  中石 一弘 

主任担当者  関根 浩次 

主な 
意見交換事項 

施設整備基本計画検討委員会 
次期中間処理施設整備基本計画（案） 

地域振興策検討委員会 
 地域振興策（案） 

＊「周辺住民意見交換会」に関する意見書：意見希望者に別途配布 

会議録 
 本意見交換会を開催する前提として、「寄せられた意見等は、以後の調
査審議における参考資料として、検討委員会及び事務局だけで用いる」と
していることから、本意見交換会の会議録は一般に公開しない。 
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（18）パブリックコメント募集の結果報告 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

によるパブリックコメント募集の結果報告を参考までに添付する。 

 

 

 

 





パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
の
結
果
報
告

１
．

募
集
概
要

（
１
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
の
対
象
と
す
る
事
案
及
び
募
集
の
目
的

次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
（
案
）
に
対
し
、
広
く
意
見
募
集
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
情
報
公
開
、
透
明
性
の
確
保
及
び
全
員
参
加
型
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

（
２
）

意
見
の
提
出
方
法

①
次
期
施
設
推
進
班
（
検
討
委
員
会
事
務
局
）
の
窓
口
へ
の
持
参
 
②
郵
便
等
に
よ
る
送
付
 
③
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
送
付
 
④
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
送
付

（
３
）

意
見
の
提
出
期
間

平
成
２
８
年
２
月
１
日
（
月
）
か
ら
平
成
２
８
年
２
月
１
５
日
（
月
）

（
４
）

意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

①
組
合
の
関
係
市
町
内
に
住
所
の
あ
る
方
 
②
関
係
市
町
内
に
勤
務
先
の
あ
る
方
 
③
関
係
市
町
内
に
通
学
先
の
あ
る
方
 
④
そ
の
他
、
対
象
と
す
る
事
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方
（
法
人
を
含
む
）

２
．

意
見
提
出

者
数

 

１
１

名

３
．

意
見
件
数

 

２
７

件

４
．

備
考
 

い
た

だ
い
た
ご
意
見
の
個
別
事
項
に
対
す
る
回
答
は
下
表
の
と
お
り
で
す
が
、
ご
意
見
の
全
般
に
つ
い
て
今
後
の
検
討
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
．

用
語
の
定

義
 

 

組
合

：
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

施
設

整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
：
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会

地
域

振
興
策
検
討
委
員
会
：
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業
地
域
振
興
策
検
討
委
員
会

用
地

検
討
委
員
会
：
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業
用
地
検
討
委
員
会

基
本

協
定
書
：
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
基
本
協
定
書
（
平
成
２
７
年
３
月
に
建
設
候
補
地
の
地
元
町
内
会
で
あ
る
吉
田
区
と
組
合
で
締
結
）

意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

１
－
①

（
累
計
１
）

表
3-

5-
1 

施
設
建
設
費

施
設

建
設

費
の

中
に

用
地

費
が

含
ま

れ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
こ

の
文

言
で

あ
る

と
清

掃

工
場

の
設

備
費

用
と

限
定

さ
れ

て
い

る
。

用
地

費
も

面
積

か
ら

い
く

ら
に

な
る

か
記

載
し

て
も

ら
い

た
い

。
事

業
の

計
画

に
は

概
算

金
額

で
い

い
の

で
す
か
ら

。

施
設

建
設

費
を

設
定

し
た

目
的

が
、

事
業

方
式

を
検

討
す

る
た

め
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
事

業

方
式
に
影

響
を

受
け
な

い
用

地
費
の

設
定

は
行
っ

て
お

り
ま
せ

ん
。
 

今
後

、
施

設
規

模
を

算
定

す
る

に
必

要
な

推
計

ご
み

量
の

精
査

や
建

設
候

補
地

の
周

辺
住

民

と
の
協
議

を
も

っ
て
、

最
終

的
に
決

め
て

い
く
事

項
等

が
あ
り

ま
す

。
 

平
成

2
8
年

度
は

、
組

合
で

、
建

設
候

補
地

周
辺

町
内

会
と

正
式

合
意

と
な

る
「

整
備

協
定

書
」

の
締

結
に

む
け

、
協

議
等

を
進

め
ま

す
。

概
算

事
業

費
に

つ
き

ま
し

て
は

、
並

行
し

て
進

め
て

い
る
地
域

振
興

策
が
具

体
化

し
た
段

階
で

公
表
し

て
ま

い
り
ま

す
。
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

１
－
②

（
累
計
２
）

表
2-

7-
1 

ア
ク
セ
ス
道
路
ル
ー
ト
比

較

表

ア
ク

セ
ス

道
路

の
建

設
費

用
が

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

こ
の

道
路

建
設

、
拡

幅
事

業
の

負

担
は

印
西

市
な

の
で

し
ょ

う
か

、
印

西
地

区
環

境
整

備
組

合
な

の
で

し
ょ

う
か

。
事

業
費

の
負

担
者

を
明

確
に

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

表
2-

7-
1
に

記
載
の

ア
ク

セ
ス
道

路
の

建
設
費

用
は

、
委
員
会

に
お

い
て
比

較
検

討
す
る

に
あ

た
り

、
一

般
的

な
地

形
に

お
け

る
道

路
整

備
単

価
を

用
い

て
算

出
し

た
も

の
で

、
実

際
の

建
設

費
用
と
は

異
な

り
ま
す

。

ア
ク

セ
ス

道
路

の
事

業
費

は
、

施
設

全
体

の
事

業
費

に
含

ま
れ

ま
す

の
で

、
組

合
の

負
担

に

な
り

ま
す

。
今

後
、

事
業

費
に

お
け

る
関

係
市

町
の

負
担

割
合

に
つ

い
て

、
ご

み
量

、
人

口
等

を
勘
案
し

て
決

定
し
て

ま
い

り
ま
す

。

２
－
①

（
累
計
３
）

記
載
な
し

 
施

設
自

体
に

関
し

て
は

、
専

門
家

や
技

術
者

に
よ

っ
て

検
討

さ
れ

て
い

る
の

で
、

コ
メ

ン
ト

は
出

来
な

い
が

、
リ

ス
ク

管
理

の
観

点
で

考
え

る
と

（
機

械
／

装
置

／
シ

ス
テ

ム
機

能
等

は
壊

れ
る

も
の

で
あ

り
）
、
そ

の
時

の
代

替
え

手
段

や
方

法
、
市
民
へ

の
広

報
等
の

リ
ス

ク
対
策

が
不

明
で

あ
る

。
維

持
メ

ン
テ

だ
け

で
は

、
リ

ス
ク

対
策

に
は

な
ら

な
い

。
リ

ス
ク

対
策

は
、

ど
こ

ま
で

検
討

さ
れ

て
い

る
の

か
。

 

施
設

及
び

運
転

・
維

持
管

理
に

お
け

る
安

全
対

策
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

事
項

の
検

討
の

中

で
行
い
、

計
画

に
反
映

さ
せ

て
い
た

だ
い

て
お
り

ま
す

。

ま
た

、
ご

指
摘

の
機

械
等

の
破

損
に

対
す

る
リ

ス
ク

対
策

に
つ

き
ま

し
て

は
、

現
在

の
印

西

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

も
予

防
整

備
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

機
械

の
破

損
等

に
伴

う
事
故
等

の
未

然
防
止

を
図

っ
て
お

り
ま

す
。

大
規

模
災

害
、

大
規

模
修

繕
、

緊
急

事
態

の
対

応
に

つ
き

ま
し

て
も

、
廃

棄
物

の
適

正
処

理

の
確
保
の

た
め

、
周
辺

の
自

治
体
と

連
携

し
、「

相
互
協

定
」
に

よ
り

多
く
の

自
治

体
で
対

策
を

講
じ

て
い

る
状

況
で

あ
り

、
一

時
的

に
廃

棄
物

の
受

入
を

中
止

し
な

け
れ

ば
な

ら
い

事
態

が
生

じ
た

と
き

は
、

組
合

や
関

係
市

町
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
、

地
域

住
民

へ
の

情
報

公
開

に
努
め
ま

す
。

 
ま

た
、

リ
ス

ク
対

策
の

詳
細

、
行

政
と

地
域

住
民

の
協

力
体

制
や

行
動

計
画

に
つ

い
て

も
今

後
検
討
し

て
ま

い
り
ま

す
。
 

２
－
②

（
累
計
４
）

記
載
な
し

 
市

民
活

動
へ

の
影

響
が

大
き

く
、

事
象

の
開

示
方

法
や

、
行

政
と

市
民

の
協

力
体

制
や

行
動

計
画

が
必

要
だ

と
感

じ
ま

す
。

２
－
③

（
累
計
５
）

記
載
な
し

 
年

度
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
を

拝
見

す
る
と

、
10

年
先
以

上
（

平
成

4
0
年
）
稼
働
を

目
指

し
て
い

る

が
、
今
の

世
の

中
、

1
0
年
先

に
は
技

術
進

歩
が
あ

る
と

思
う
が

、
そ

の
間
の

新
し

い
技
術

や
手

法
や

方
法

論
を

、
当

初
計

画
に

ど
う

取
り

込
む

検
討

を
す

る
の

か
等

マ
ス

タ
ー

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
見

え
な

い
。

中
間

段
階

で
、

技
術

論
だ

け
に

限
ら

ず
各

種
の

改
善

期
間

も
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

技
術
進
歩

に
よ

る
各
種

の
改

善
に
つ

い
て

は
、
平
成

40
年
度

稼
働
ま

で
の
間

に
上

位
計
画

に

あ
た

る
「

印
西

地
区

ご
み

処
理

基
本

計
画

」
の

改
訂

の
ご

み
量

推
計

に
よ

る
処

理
規

模
の

見
直

し
に

よ
る

基
本

設
計

変
更

、
環

境
影

響
評

価
に

よ
る

改
善

等
の

指
摘

事
項

等
を

踏
ま

え
、

最
終

的
な
詳
細

検
討

を
加
え

、
施

設
整
備

基
本

計
画
を

策
定

し
て
ま

い
り

ま
す
。

３
－
①

（
累
計
６
）

記
載
な
し

 
吉

田
地

区
へ

の
移

転
に

は
、

総
額

費
用

は
、

い
つ

頃
ま

で
に
分

か
る

の
で
す

か
。
 

（
概

算
費

用
で

も
先

に
算

出
で

き
な

い
の

で
す

か
。）

 

次
期

中
間

処
理

施
設

整
備

事
業

は
、

事
業

用
地

の
選

定
か

ら
、

ス
テ

ッ
プ

を
踏

み
な

が
ら

進

め
て

き
て

お
り

、
吉

田
地

区
が

建
設

候
補

地
と

し
て

選
定

さ
れ

、
地

元
町

内
会

に
あ

た
る

吉
田

区
と

の
基

本
協

定
書

の
締

結
が

な
さ

れ
、

次
の

ス
テ

ッ
プ

で
あ

る
吉

田
地

区
で

整
備

す
る

施
設

と
、

施
設

を
中

心
と

し
て

展
開

し
て

い
く

地
域

振
興

策
に

つ
い

て
の

検
討

等
を

進
め

、
そ

の
結

果
と
し
て
「
次

期
中
間

処
理

施
設
整

備
基

本
計
画
（
案

）」
と
「
地
域

振
興
策
（
案

）」
と
し

て
、

取
り
ま
と

め
た

も
の
で

ご
ざ

い
ま
す

。

 
今

後
は

、
こ

の
両

計
画

案
を

基
に

組
合

に
お

い
て

、
建

設
候

補
地

の
周

辺
住

民
と

の
協

議
を

も
っ
て
、

事
業

の
正
式

合
意

を
い
た

だ
く

べ
く
進

め
て

ま
い
り

ま
す

。

周
辺

住
民

と
の

協
議

を
も

っ
て

、
最

終
調

整
を

行
う

事
項

が
あ

り
ま

す
こ

と
か

ら
、

当
該

協

議
の
決
定

を
受

け
て
概

算
事

業
費
が

明
ら

か
に
な

る
も

の
で
ご

ざ
い

ま
す
。
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

３
－
②

（
累
計
７
）

記
載
な
し

 
現

在
地

に
建

替
え

れ
ば

、
施

設
建

築
費

用
だ

け
で

済
み

、
道

路
買

収
の

必
要

が
な

い
の

で
、

現
在

地
で

の
建

替
え

費
用

と
の

比
較

も
必

要
と

考
え

ま
す
。
 

建
設
候
補

地
に

つ
い
て

は
、

用
地
検

討
委

員
会
に

お
い

て
、
現

施
設

を
含
め

た
5
箇

所
に
つ

い
て

、
比

較
検

討
を

行
い

、
吉

田
地

区
が

最
も

優
位

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

建
設

候
補

地
と

し
て

お
り

ま
す

。
よ

っ
て

、
現

在
地

か
ら

の
移

転
を

基
本

と
し

、
ス

テ
ッ

プ
を

踏
み

な
が

ら
進

め
て

き
て
お
り

ま
す

の
で
、

ご
理

解
を
お

願
い

し
ま
す

。

３
－
③

（
累
計
８
）

記
載
な
し

 
吉

田
地

区
へ

の
道

路
買

収
の

予
定

は
、

い
つ

頃
に

、
分

か
る
の

で
し

ょ
う
か
 

ア
ク

セ
ス

道
路

に
つ

き
ま

し
て

は
、

全
８

ル
ー

ト
か

ら
の

比
較

検
討

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

し

た
が

、
現

時
点

で
ル

ー
ト

の
決

定
に

は
至

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

ル
ー

ト
の

決
定

に
は

、
地

域
振

興
策

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

、
周

辺
住

民
と

の
協

議
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
を
経
た

後
で

あ
る
と

考
え

ま
す
。

４
－
①

（
累
計
９
）

記
載
な
し

 
道

路
建

設
や

上
下

水
道

建
設

費
は

、
ど

の
く

ら
い

の
費

用
が

か
か

る
の

で
す

か
？

い
つ

わ
か

る
の

で
す

か
。

 

ア
ク

セ
ス

道
路

の
ル

ー
ト

は
全

８
ル

ー
ト

か
ら

の
比

較
検

討
を

行
い

、
ま

た
、

上
下

水
道

整

備
に

つ
い

て
は

次
期

中
間

処
理

施
設

の
み

な
ら

ず
、

地
域

振
興

策
の

展
開

場
所

を
考

慮
す

る
ほ

か
、

周
辺

地
域

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
に

つ
い

て
も

地
域

振
興

策
の

選
択

肢
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

周
辺

住
民

と
の

協
議

が
必

要
で

あ
り

、
現

時
点

で
決

定
に

は
至

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

当
該

協
議

に
よ

り
、

具
体

化
し

て
か

ら
概

算
費

用
と

し
て

皆
様

に
公

表
さ

れ
る

も
の
と
考

え
ま

す
。

４
－
②

（
累
計
１
０

）

記
載
な
し

 
現

在
の

所
で

は
、

代
替

地
は

あ
る

の
で

、
ゴ

ミ
の

量
を

減
ら

せ
ば

、
ま

だ
ま

だ
、

今
の

と
こ

ろ
で

運
営

で
き

る
と

考
え

ま
す

。
 

む
だ

を
な

く
し

、
子

育
て

、
老

人
施

設
な

ど
に

も
っ

と
お
金
を

使
う

べ
き
で

す
。
 

建
設
候
補

地
に

つ
い
て

は
、

用
地
検

討
委

員
会
に

お
い

て
、
現

施
設

を
含
め

た
5
箇

所
に
つ

い
て

、
比

較
検

討
を

行
い

、
吉

田
地

区
が

最
も

優
位

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

建
設

候
補

地
と

し
て

お
り

ま
す

。
よ

っ
て

、
現

在
地

か
ら

の
移

転
を

基
本

と
し

、
ス

テ
ッ

プ
を

踏
み

な
が

ら
進

め
て

き
て
お
り

ま
す

の
で
、

ご
理

解
を
お

願
い

し
ま
す

。

４
－
③

（
累
計
１
１

）

記
載
な
し

 
吉

田
地

区
へ

の
施

設
は

、
こ

れ
か

ら
何

年
か

か
る

か
わ

か
ら
ず

、
と

て
も
待

て
ま

せ
ん
。
 

市
長

の
公

約
は

、
吉

田
地

区
で

は
な

い
は

ず
で

す
。

 

 
次

期
中

間
処

理
施

設
は

、
関

係
市

町
に

お
け

る
ご

み
処

理
事

業
と

し
て

、
今

後
建

設
候

補
地

周
辺

住
民

と
の

協
議

を
は

じ
め

、
各

種
事

務
手

続
き

や
詳

細
な

検
討

等
を

進
め

て
い

く
予

定
と

し
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

そ
の

間
は

、
現

在
の

印
西

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
機

能
維

持
を
図
る

延
命

工
事
を

施
し

、
適
正

な
ご

み
処
理

を
行

っ
て
ま

い
り

ま
す
。
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

５
－
①

（
累
計
１
２

）

記
載
な
し

 
「
（

案
）
が

ま
と

ま
り

ま
し

た
の

で
ご

意
見

を
」
と

あ
り

ま
す
が

、
全

体
の
工

事
予

算
は
い

く

ら
に

な
る

の
で

す
か

。
 

最
初

の
計

画
で

2
0
0
億

で
と

ゆ
う

工
事

予
算

に
対

し
て

、
今
回

の
工

事
予
算

は
ど

れ
ほ
ど

に

な
る

の
か

。
不

透
明

な
ま

ま
進

め
ら

れ
て

い
る

様
に

見
え

ま
す

。
実

際
は

ど
う

な
の

で
し

ょ
う

か
。
 

前
回
白
紙

撤
回

さ
れ
た

計
画

の
と
き

、
施

設
費
用

と
用

地
費
用

を
合

わ
せ
て

2
0
0
億
、
高

い

と
い

わ
れ

て
お

り
ま

し
た

。
 

今
回

の
計

画
で

は
、
用

地
、
施

設
、
道

路
建

設
を

含
め

て
の
工

事
予

算
の
額

が
見

え
ま
せ

ん
。

公
表

し
て

く
だ

さ
い

。

 
次

期
中

間
処

理
施

設
整

備
事

業
は

、
吉

田
地

区
に

整
備

す
る

施
設

の
基

本
的

事
項

と
こ

の
施

設
を

中
心

と
し

て
、

地
域

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
地

域
振

興
策

の
基

本
構

想
に

つ
い

て
、

２
つ

の
検
討
員

会
に

お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
「
次

期
中
間

処
理

施
設
整

備
基

本
計
画
（
案

）」
と
「
地
域

振
興
策
（

案
）」

と
し
て

、
ま

と
め
た

と
こ

ろ
で
あ

り
ま

す
。
平

成
28

年
度
か

ら
、

こ
の
両

案

を
参

考
と

し
て

、
組

合
に

お
い

て
方

針
を

決
定

し
、

建
設

候
補

地
の

周
辺

住
民

と
の

対
話

に
よ

り
、
最
終

的
に

決
め
て

行
く

事
項
等

が
ご

ざ
い
ま

す
。
特
に
地

域
振

興
策
に

つ
い

て
は
、
何
を
、

ど
こ

に
整

備
す

る
か

、
周

辺
住

民
と

の
協

議
と

し
て

お
り

ま
す

こ
と

か
ら

、
未

確
定

の
要

素
が

多
く

概
算

事
業

費
を

算
定

す
る

に
い

た
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
今

後
は

、
よ

り
事

業
が

具
体

化
し

て
い

く
中

で
、

概
算

事
業

費
を

お
示

し
し

て
い

く
も

の
と

考
え

ま
す

。
こ

れ
ま

で
行

政
主

体
で

推
進
し
て

い
た

進
め
方

と
は

大
き
く

異
な

っ
て
お

り
ま

す
こ
と

を
、

ご
理
解

願
い

ま
す
。

６
－
①

（
累
計
１
３

）

記
載
な
し

 
前

回
の

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

移
転

で
は

、
場

所
、

土
地

代
費

用
な

ど
が

、
市

民
に

支
持

さ
れ

な
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

 

今
回

の
吉

田
地

区
移

転
で

の
費

用
が

何
も

出
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
こ

の
費

用
に

つ
い

て
は

、

大
変

重
要

視
す

る
べ

き
事

で
、

こ
の

よ
う

な
現

状
で

吉
田

地
区

に
決

め
て

し
ま

う
の

は
問

題
で

す
。
 

現
状

で
の

代
替

地
な

ど
は

は
っ

き
り

と
費

用
面

で
の

評
価

を
す

べ
き

で
す

。
一

番
感

心
の

あ

る
こ

と
を

伏
せ

て
決

め
る

こ
と

は
許

せ
な

い
事

で
す

。
 

建
設

候
補

地
の

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
用

地
検

討
委

員
会

に
て

、
経

済
性

も
含

め
、

多
面

的

な
比
較
検

討
を

行
っ
た

う
え

で
、
吉

田
地

区
が
最

も
優

位
で
あ

る
と

決
定
さ

れ
た

も
の
で

す
。
 

こ
の

よ
う

な
経

緯
を

経
て

、
選

定
さ

れ
た

建
設

候
補

地
吉

田
地

区
で

の
施

設
整

備
基

本
計

画

及
び
地
域

振
興

策
で
あ

る
と

ご
理
解

い
た

だ
き
ま

す
よ

う
お
願

い
し

ま
す
。
 

今
後

、
建

設
候

補
地

周
辺

住
民

と
の

協
議

を
も

っ
て

、
施

設
整

備
基

本
計

画
と

地
域

振
興

策

の
詳

細
（

整
備

す
る

場
所

、
内

容
、

規
模

）
を

決
定

し
て

い
き

ま
す

の
で

、
概

算
事

業
費

に
つ

き
ま

し
て

は
、

計
画

が
具

体
化

さ
れ

た
段

階
で

算
定

し
、

皆
さ

ま
に

お
示

し
さ

れ
る

こ
と

と
考

え
ま
す
。
 

７
－
①

（
累
計
１
４

）

記
載
な
し

 
印

西
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
次

期
中

間
処

理
施

設
の
「

施
設
整
備

基
本

計
画
（

案
）」

と
「
地

域

振
興
策
（

案
）」

に
対

し
て

意
見

を
募

集
す

る
前

に
次

の
い
く
つ

か
の

点
に
つ

い
て

市
長
の

意
見

を
問

う
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

板
倉

市
長

に
よ

っ
て

、市
民
の

多
く
が

反
対

し
て
い

た
前

市
長
の

4
0
億

円
の
土

地
購

入
と

2
0
0

億
円

の
ご

み
焼

却
場

建
設

計
画

が
白

紙
撤

回
さ

れ
ま

し
た
。
 

公
募

に
よ

り
現

在
の

場
所

と
僅

差
の

評
価

点
数

で
新

た
な

建
設

候
補

地
と

し
て

吉
田

地
区

が

決
定

さ
れ

ま
し

た
。

 

し
か

し
、

①
土

地
の

購
入

予
定

価
格

②
畑

と
山

林
の

未
開

発
地

域
で

の
道

路
の

建
設

な
ど

基

礎
基

盤
整

備
に

ど
れ

く
ら

い
の

費
用

を
要

す
る

の
か

③
ご

み
処

理
の

基
本

設
備

建
設

費
の

概
算

④
印

西
市

の
ご

み
問

題
に

つ
い

て
の

見
通

し
目

標
、

各
市

で
対

処
す

る
こ

と
も

含
め

て
⑤

諸
施

設
を

建
設

し
た

場
合

の
利

用
度

・
利

便
性

等
な

ど
 

候
補

地
決

定
即

建
設

あ
り

き
で

は
な

く
、

市
民

の
税

金
を

使
い

、
市

民
の

た
め

の
施

設
と

し

て
、

市
民

が
建

設
に

理
解

を
示

し
、

市
民

が
利

用
し

た
い

、
利

用
で

き
る

施
設

に
す

る
こ

と
が

一
番

だ
と

思
い

ま
す

。
 

以
上

の
点

を
提

示
し

て
広

く
市

民
の

声
を

聴
い

て
く
だ

さ
る
こ

と
を

求
め
ま

す
。
 

①
今

後
、

周
辺

住
民

と
の

協
議

に
よ

り
、

施
設

整
備

基
本

計
画

及
び

地
域

振
興

策
の

内
容

等
の

合
意
形
成

が
図

ら
れ
た

の
ち

、
不
動

産
鑑

定
に
よ

り
算

出
さ
れ

ま
す

。

②
ア

ク
セ

ス
道

路
や

上
下

水
道

に
つ

き
ま

し
て

は
、

地
域

振
興

策
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
在

、
構

想
段

階
に

あ
る

地
域

振
興

策
が

具
体

化
し

た
段

階
で

、
各

関
係

機
関

と

の
協
議
に

よ
り

、
概
算

費
用

が
提
示

さ
れ

る
も
の

と
考

え
ま
す

。

③
今

後
、

周
辺

住
民

と
の

協
議

に
よ

り
、

施
設

整
備

基
本

計
画

及
び

地
域

振
興

策
の

内
容

等
の

合
意
形
成

が
図

ら
れ
た

の
ち

、
提
示

さ
れ

る
も
の

と
考

え
ま
す

。

④
印
西
市

の
み

な
ら
ず

、「
印

西
地
区

ご
み

処
理
基

本
計

画
」
に

お
い

て
、
関

係
市

町
の
人

口
や

排
出

ご
み

量
の

予
測

、
ご

み
減

量
・

資
源

化
の

施
策

等
の

検
討

が
な

さ
れ

て
お

り
、

当
該

計

画
を
踏
襲

し
、
施
設
整

備
基

本
計
画

の
調

査
審
議

を
進

め
て
き

た
と

こ
ろ
で

ご
ざ

い
ま
す

が
、

平
成

40
年
度

稼
働
ま

で
の

間
に
「

印
西

地
区
ご

み
処

理
基
本

計
画

」
の
改

訂
よ

り
、
ご

み
量

推
計
に
よ

る
処

理
規
模

の
見

直
し
が

必
要

と
な
り

ま
す

。

⑤
諸

施
設

を
建

設
し

た
場

合
の

利
用

度
・

利
便

性
等

に
つ

い
て

は
、

計
画

幹
線

道
路

を
含

め
た
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

ア
ク

セ
ス

環
境

な
ど

に
つ

き
ま

し
て

も
用

地
検

討
委

員
会

に
お

い
て

確
認

し
、

評
価

さ
れ

て

い
る
と
こ

ろ
で

あ
り
ま

す
。
 

本
計

画
で

は
、

焼
却

施
設

に
加

え
、

資
源

化
施

設
、

環
境

学
習

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動

の
場

と
し

て
利

用
で

き
る

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

機
能

の
検

討
を

、
ま

た
、

施
設

整
備

基
本

計

画
検

討
委

員
会

と
並

行
し

て
行

わ
れ

て
お

り
ま

す
、

地
域

振
興

策
検

討
委

員
会

で
は

、
地

域

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
地

域
振

興
策

の
一

つ
と

し
て

、
焼

却
施

設
か

ら
発

生
す

る
熱

エ
ネ

ル

ギ
ー

を
利

用
し

た
地

域
振

興
策

の
抽

出
が

さ
れ

て
お

り
、

よ
り

多
く

の
方

々
に

ご
利

用
い

た

だ
け
る
施

設
と

な
る
よ

う
周

辺
住
民

と
協

議
し
て

ま
い

り
ま
す

。
 

建
設

候
補

地
を

吉
田

地
区

と
す

る
次

期
中

間
処

理
施

設
整

備
事

業
に

つ
い

て
は

、
施

設
整

備

基
本

計
画

検
討

委
員

会
及

び
地

域
振

興
策

検
討

委
員

会
に

よ
る

答
申

を
踏

ま
え

、
協

議
の

う
え

決
定
す
る

も
の

で
、
吉

田
地

区
で
の

建
設

が
最
終

決
定

さ
れ
た

も
の

で
は
ご

ざ
い

ま
せ
ん

。
 

今
後

も
積

極
的

な
情

報
公

開
と

住
民

参
加

型
の

取
り

組
み

の
継

続
に

よ
り

、
関

係
市

町
住

民

の
理
解
と

協
力

の
も
と

、
事

業
が
推

進
さ

れ
る
と

考
え

て
お
り

ま
す

。

７
－
②

（
累
計
１
５

）

記
載
な
し

 
ま

と
め

た
（

案
）

が
置

い
て

あ
る

駅
前

地
域

交
流

館
に

い
っ

て
み

ま
し

た
。

あ
れ

だ
け

膨
大

に
専

門
的

な
書

類
を

見
て

理
解

し
、

意
見

を
出

す
こ

と
な

ど
と

て
も

無
理

で
す

。
こ

れ
は

私
だ

け
で

し
ょ

う
か

。
 

多
く

の
市

民
の

声
を

反
映

し
た

も
の

に
す

る
の

で
あ

れ
ば

要
約

し
て

要
点

を
わ

か
り

や
す

く

提
示

し
て

意
見

を
募

集
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

関
係

市
町

住
民

の
方

々
に

内
容

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
う

え
で

、
わ

か
り

や
す

い
資

料
作

成

に
心
掛
け

、
説

明
し
て

い
く

必
要
が

あ
る

と
理
解

し
て

い
ま
す

。
 

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
を

求
め

る
資

料
に

つ
い

て
は

、
計

画
の

内
容

を
正

確
に

ご
理

解
い

た

だ
く

こ
と

か
ら

、
全

文
を

提
示

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

た
め

文
量

が
多

く
な

り
ま

し
た

。
ご

理
解

の
ほ
ど
よ

ろ
し

く
お
願

い
し

ま
す
。
 

８
－
①

（
累
計
１
６

）

記
載
な
し

 
よ

り
わ

か
り

や
す

い
資

料
を

提
示

し
、

細
か

く
地

域
を

回
り

、
市

民
の

声
を

聞
く

必
要

が
あ

る
か

と
考

え
ま

す
。

 

吉
田

地
区

へ
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

は
、

こ
れ

か
ら

の
大

き
な

課
題

で
あ

り
、

ま
だ

何
も

決
ま

っ

て
は

い
ま

せ
ん

。
 

一
体

ど
れ

ほ
ど

の
費

用
が

か
か

る
の

か
、

全
体

の
事

業
費

が
明

ら
か

に
な

る
の

が
い

つ
に

な

る
の

か
現

施
設

と
の

費
用

の
比

較
を

市
民

に
周

知
す

る
べ

き
。

節
目

ご
と

に
市

民
へ

の
説

明
を

求
め

る
も

の
で

す
。

 

平
成

28
年

度
は
、
両
委

員
会
の

案
を

基
に
建

設
候

補
地
周

辺
住

民
の
正

式
な

事
業
合

意
で
あ

る
「
整
備

協
定

書
」
の

締
結

に
向
け

、
協

議
を
進

め
る

予
定
で

あ
り

ま
す
。
 

建
設

候
補

地
に

つ
い

て
は

、
住

民
参

加
型

の
取

り
組

み
の

も
と

、
公

募
に

よ
り

応
募

が
あ

っ

た
４
箇
所

及
び

現
在
地

の
計

５
箇
所

に
よ

り
、
用
地
検

討
委
員

会
に

お
い
て
、
用

地
条
件

確
認

、

生
活

環
境

・
自

然
環

境
等

の
保

全
、

周
辺

住
民

の
理

解
度

・
協

力
度

、
経

済
性

、
地

域
社

会
貢

献
等

の
多

面
的

か
つ

総
合

的
な

比
較

検
討

を
行

い
、

最
も

優
位

と
さ

れ
た

吉
田

地
区

を
建

設
候

補
地

と
し

て
、

施
設

整
備

基
本

計
画

検
討

委
員

会
に

お
い

て
施

設
整

備
基

本
計

画
の

調
査

審
議

を
進
め
て

き
た

と
こ
ろ

で
ご

ざ
い
ま

す
。

次
期
中
間

処
理

施
設
整

備
事

業
は
、

従
来

の
事
業

推
進

と
は
、

大
き

く
こ
と

な
り

、
ス
テ

ッ

プ
を
踏
み

な
が

ら
進
め

て
き

て
い
ま

す
。

事
業
用

地
を

公
募
し

、
応

募
の
あ

っ
た

用
地
を

対
象

に
住
民
参

加
型

の
取
り

組
み

の
も
と

多
面

的
・
総

合
的

に
比
較

評
価

を
行
い

、
そ

の
結
果

を
も

と
に
、
組

合
に

お
い
て

吉
田

地
区
を

建
設

候
補
地

に
選

定
し
、

地
元

町
内
会

の
吉

田
区
と

基
本

協
定
を
締

結
し

て
お
り

、
周

辺
住
民

と
の

協
議
を

も
っ

て
、
最

終
的

に
決
定

す
る

事
項
等

が
あ

り
ま
す
こ

と
か

ら
概
算

事
業

費
の
算

出
が

で
き
な

い
状

況
で
あ

り
ま

す
こ
と

を
ご

理
解
く

だ
さ

い
。

 

周
辺

住
民

と
の

当
該

協
議

の
結

果
は

、
こ

れ
ま

で
ど

お
り

組
合

か
ら

適
宜

情
報

公
開

さ
れ

、

今
後

も
積

極
的

な
情

報
公

開
と

住
民

参
加

型
の

取
り

組
み

の
継

続
に

よ
り

、
関

係
市

町
住

民
の
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

理
解
と
協

力
の

も
と
、

当
該

計
画
が

推
進

さ
れ
る

も
の

と
考
え

ま
す

。

９
－
①

（
累
計
１
７

）

施
設
整
備

基
本

計
画
（

案
）

に
関
連
し

て
の

要
望

私
は

こ
の

街
の

ご
み

処
理

を
「

印
西

地
区

環
境

整
備

事
業

組
合

」
と

し
て

行
う

よ
う

に
な

っ

た
経

緯
は

不
知

で
す

が
、
た

ぶ
ん

3
4
万

都
市

計
画

の
中

で
組

み
込

ま
れ

た
の

で
は

と
推

測
し

て

き
ま

し
た

。
そ

し
て

、
今

日
千

葉
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

計
画

人
口

が
1
4
万

余
人

、
2
0
2
2
年

の
印

西

市
の

人
口

が
1
0
万

余
人

と
予

測
し

て
い

る
な

か
で

は
、
各

自
治

体
が

住
民

と
協

力
し

あ
っ

て
ご

み
の

処
理

を
行

う
べ

き
で

、
組

合
は

解
散

す
べ

き
も

の
と
考
え

て
い

ま
す
。
 

 
ご

み
処

理
の

効
率

化
が

求
め

ら
れ

る
中

で
、

広
域

処
理

を
担

っ
て

い
る

の
が

組
合

で
す

。
今

後
も
、
ご

み
処

理
の
効

率
化

に
努
め

て
ま

い
り
ま

す
。
 

９
－
②

（
累
計
１
８

）

記
載
な
し

 
広

報
「

印
西

地
区

か
ん

き
ょ

う
せ

い
び

 
N
o
．

2
6
」

で
「

施
設

整
備

基
本

計
画

（
案

）
」

等
の

意
見

募
集

を
知

り
、

提
出

期
日

は
迫

っ
て

い
ま

し
た

が
牧

の
原

出
張

所
に

計
画

案
等

の
閲

覧
に

伺
い

ま
し

た
。

膨
大

な
文

書
は

貸
し

出
し

で
き

な
い

こ
と

、
概

要
版

は
な

い
と

の
こ

と
で

し
た

（
今

後
、

こ
の

よ
う

な
大

き
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
み

で
市

民
に

意
見

を
求

め
る

場
合

、
中

間
段

階
で

あ
っ

て
も

概
要

版
の

作
成

を
要

望
し

ま
す

）。
 

関
係

市
町

住
民

の
方

々
に

内
容

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
う

え
で

、
わ

か
り

や
す

い
資

料
作

成

に
心
掛
け

、
説

明
し
て

い
く

必
要
が

あ
る

と
理
解

し
て

い
ま
す

。
 

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
を

求
め

る
資

料
に

つ
い

て
は

、
計

画
の

内
容

を
正

確
に

ご
理

解
い

た

だ
く

こ
と

か
ら

、
全

文
を

提
示

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

た
め

文
量

が
多

く
な

り
ま

し
た

。
ご

理
解

の
ほ
ど
よ

ろ
し

く
お
願

い
し

ま
す
。
 

９
－
③

（
累
計
１
９

）

記
載
な
し

 
私

が
「

印
西

地
区

ご
み

処
理

基
本

計
画

」
の

概
要

を
知

っ
た

上
で

、
次

期
中

間
処

理
施

設
計

画
と

そ
の

進
捗

状
況

を
知

り
た

か
っ

た
こ

と
の

一
つ

が
、
基
本

計
画

（
案
）
第

4
章
（
整

備
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）

で
大

ま
か

な
流

れ
は

つ
か

め
ま

し
た

。
 

９
－
④

（
累
計
２
０

）

記
載
な
し

 
3
月

6
日
（

日
）
午

後
か

ら
行

わ
れ

る
説

明
会

に
は

、
少
な
く

と
も

計
画
案

の
概

要
版
を

望
み

ま
す

。
ま

た
、

整
備

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
詳

細
、

そ
し

て
、

大
ま

か
な

経
費

の
概

算
な

ど
の

報
告

を
期

待
し

ま
す

。
併

せ
て

、
な

ぜ
各

自
治

体
で

の
処

理
で

は
な

く
、

組
合

事
業

と
し

て
行

う
の

か
（

す
で

に
議

論
し

決
定

済
み

で
し

た
ら

）、
そ

の
こ

と
も
一
言

触
れ

て
い
た

だ
け

れ
ば
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

検
討

結
果

説
明

会
で

は
、

限
ら

れ
た

時
間

の
中

で
、

ご
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

、

計
画
内
容

の
ポ

イ
ン
ト

を
絞

っ
た
説

明
資

料
に
よ

り
行

う
予
定

で
あ

り
ま
す

。
 

１
０

－
①

（
累
計
２
１

）

全
体
に
つ

い
て

施
設

規
模

が
前

計
画

（
平

成
2
3
年

3
月

）
の

24
0
t
/
日

か
ら

、
過

大
な

ご
み

処
理

量
推

計
の

見
直

し
に

よ
っ

て
、
1
5
6
t
/
日

と
コ

ン
パ

ク
ト

に
変

更
さ

れ
た

こ
と

は
、
ム

ダ
の

排
除

、
財

政
の

有
効

活
用

の
面

で
非

常
に

良
い

こ
と

で
し

た
。

 

ま
た

、
前

回
計

画
の

工
事

着
工

時
期

が
今

回
計

画
で

先
延

ば
し

さ
れ

た
こ

と
は

、
偶

然
の

幸

運
と

は
い

え
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

特
需

に
よ

る
実

勢
建

築
費
の
高

騰
（

ご
み
処
理

1
ト
ン
当

た
り

建
設
単
価

は
、

平
成

2
6
年
度

は
2
4
年

度
の

5
0
％
増

と
の

報
告
も

あ
る

）
の
影

響
を

回
避
す
る

こ
と

と
な

り
、

前
回

計
画

が
そ

の
ま

ま
続

け
ら

れ
た

場
合

を
考

え
る

と
大

き
な

整
備

費
削

減
に

つ
な

が
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

 

建
設
候
補

地
を

吉
田
地

区
と

す
る
次

期
中

間
処
理

施
設

整
備
事

業
に

つ
い
て

は
、
平
成

26
年

3
月
に

策
定
し

た
「

印
西
地

区
ご
み

処
理

基
本
計

画
」
を
踏

襲
し
、
施
設

整
備
基

本
計
画

の
調

査

審
議
を
進

め
て

ま
い
り

ま
し

た
。

施
設
整
備

基
本

計
画
の

調
査

審
議
に

あ
っ

て
は
、
基
本

方
針
と

し
て

、「
経

済
性
と

高
度
な

シ

ス
テ

ム
の

両
立

」
を

掲
げ

、
調

査
審

議
を

進
め

て
お

り
、

今
後

も
経

済
性

を
考

慮
し

た
当

該
計

画
が
推
進

さ
れ

る
も
の

と
考

え
ま
す

。

地
域

住
民

の
方

々
の

声
を

反
映

し
た

施
設

整
備

に
努

め
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
の

で
、

引

き
続
き
、

次
期

中
間
処

理
施

設
整
備

事
業

に
ご
理

解
と

ご
協
力

を
お

願
い
し

ま
す

。
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

１
０

－
②

（
累
計
２
２

）

記
載
な
し

 
排

ガ
ス

の
自

主
規

制
値

が
前

回
計

画
よ

り
も

厳
し

く
定

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

、
煙

突
高

が
景

観
保
護
上

5
9
m
と
さ
れ

て
い

る
こ
と

は
地

域
住
民

へ
の

配
慮
が

う
か

が
わ
れ

、
好

ま
し
く

思
い

ま
す

。
 

ま
た

、
施

設
や

ア
ク

セ
ス

道
路

の
配

置
、
防

災
拠

点
機

能
等
に

つ
い

て
も

、「
地
域

振
興
策

と

の
調
和

」「
周

辺
住

民
と

の
協

議
に

よ
り

決
定

」
と

の
基

本
姿
勢

が
隋

所
で
述

べ
ら

れ
て
お

り
、

吉
田

地
区

と
の

「
基

本
協

定
」

を
踏

ま
え

た
も

の
と

な
っ

て
い

て
、

周
辺

地
域

の
意

向
を

重
視

し
た

、
信

頼
感

の
も

て
る

計
画

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
 

施
設

整
備

基
本

計
画

検
討

委
員

会
に

お
い

て
、

煙
突

の
高

さ
や

地
盤

切
下

げ
の

景
観

へ
の

配

慮
の

ほ
か

、
地

域
振

興
策

を
展

開
す

る
場

所
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

の
な

い
ア

ク
セ

ス
道

路
ル

ー
ト

選
定

な
ど

、
地

域
振

興
策

と
の

調
和

に
つ

い
て

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
と

の
認

識
の

も
と

調
査
審
議

を
進

め
て
ま

い
り

ま
し
た

。

 
地

域
住

民
の

方
々

の
声

を
反

映
し

た
施

設
整

備
に

努
め

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

の
で

、
引

き
続
き
、

次
期

中
間
処

理
施

設
整
備

事
業

に
ご
理

解
と

ご
協
力

を
お

願
い
し

ま
す

。
 

１
０

－
③

（
累
計
２
３

）

記
載
な
し

 
事

業
を

確
実

に
進

め
る

た
め

に
、

土
地

買
収

に
つ

い
て

の
所

有
者

と
の

話
し

合
い

交
渉

が
早

急
に

開
始

さ
れ

る
こ

と
を

希
望

し
ま

す
。

 

こ
の

こ
と

に
関

し
て

、
吉

田
地

区
と

環
境

整
備

事
業

組
合

が
結

ん
だ

「
基

本
協

定
書

」
は

、

設
備

基
本

計
画

と
地

域
振

興
策

に
つ

い
て

両
者

の
合

意
が

な
さ

れ
る

こ
と

を
条

件
に

、
対

象
土

地
33

筆
を
建

設
候
補

地
と

す
る
こ

と
を

取
り
決

め
て

い
て
、

土
地

所
有
者

2
8
名
の
意

志
が
表

明
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

今
後

、
両

者
の

交
渉

が
短

期
間

に
ス

ム
ー

ズ
に

進
め

ば
よ

い
の

で
す

が
、

場
合

に
よ

っ
て

は

長
い

時
間

が
か

か
る

内
に

、
土

地
所

有
者

の
側

に
所

有
権

の
移

転
や

制
限

能
力

の
発

生
な

ど
が

起
き

て
、

基
本

協
定

で
合

意
さ

れ
た

現
在

の
所

有
者

の
意

志
が

貫
か

れ
な

い
不

測
の

事
態

が
お

き
て

、
折

角
の

計
画

が
白

紙
に

戻
る

こ
と

が
万

が
一

生
じ

な
い

と
も

限
り

ま
せ

ん
。

そ
う

し
た

場
合

へ
の

法
的

備
え

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

例
え

ば
、

両
者

の
前

記
合

意
を

条
件

に
し

た
売

買
予

約
の

仮
登

記
な

ど
が

出
来

れ
ば

一
対

策

に
は

な
り

ま
す

が
、

組
合

側
に

と
っ

て
は

安
心

が
高

ま
る

一
方

、
所

有
者

に
と

っ
て

は
権

限
が

制
限

さ
れ

る
よ

う
な

気
が

し
て

、
現

段
階

で
は

乗
れ

な
い
か
も

知
れ

ま
せ
ん

。
 

委
員

会
の

審
議

の
中

で
は

、
所

有
者

側
の

安
心

を
保

障
し

な
が

ら
将

来
の

所
有

権
の

移
転

を

保
存

す
る

法
的

仕
組

み
に

つ
い

て
も

議
論

さ
れ

た
と

聞
き

ま
す

が
、

双
方

の
話

し
合

い
に

よ
っ

て
、

前
記

し
た

不
測

の
事

態
な

ど
に

よ
っ

て
計

画
の

実
現

が
不

能
と

な
る

よ
う

な
こ

と
を

阻
む

対
策

を
と

ら
れ

る
こ

と
を

切
望

し
ま

す
。

 

次
期

中
間

処
理

施
設

整
備

事
業

に
つ

い
て

は
、

基
本

協
定

書
（

資
料

編
(
8
)
-
1
ペ

ー
ジ

参
照

）

の
第
４
条

に
お

い
て

、「
施
設

整
備
基

本
計

画
検
討

委
員

会
に
よ

る
答

申
を
踏

ま
え
、
協
議
の
う

え
吉
田
区

と
組

合
が
合

意
す

る
施
設

整
備

の
基
本

計
画

を
決
定

す
る

も
の
と

す
る

。」
と
規
定
し

て
い
ま
す

。

当
該

協
議

に
お

い
て

決
定

（
合

意
）

す
る

事
項

と
し

て
は

、
煙

突
の

高
さ

や
地

盤
切

下
げ

の

景
観

へ
の

配
慮

、
ア

ク
セ

ス
道

路
ル

ー
ト

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
、

こ
れ

ら
の

決
定

を
受

け
て

用
地

取
得

に
係

る
不

動
産

鑑
定

を
経

て
、

用
地

取
得

の
事

務
手

続
き

に
着

手
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と
認
識

し
て

お
り
ま

す
。

ご
指
摘
の

内
容

に
つ
き

ま
し

て
は
、
今
後

周
辺
住

民
と

組
合
と

の
協

議
に
よ

る
決

定
を
受

け
、

土
地

所
有

者
の

方
々

の
意

思
を

尊
重

し
、

組
合

に
お

い
て

慎
重

か
つ

丁
寧

な
対

応
に

よ
り

、
進

め
て
い
か

れ
る

こ
と
を

望
む

も
の
で

あ
り

ま
す
。
 

１
０

－
④

（
累
計
２
４

）

余
熱
利
用

に
関

し
て

余
熱

利
用

に
つ

い
て

、
今

回
の

構
想

で
は

、
地

域
振

興
へ

の
温

水
や

蒸
気

供
給

を
確

保
し

な

が
ら

も
、

基
本

は
発

電
へ

利
用

し
、

高
効

率
発

電
施

設
と

す
る

と
位

置
づ

け
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

想
定

発
電

量
を

は
じ

め
、

そ
の

詳
細

は
、

地
域

振
興

策
の

内
容

が
不

明
で

あ
る

と
し

て
具

体
的

に
示

さ
れ

て
お

り
ま

せ
ん

。
 

こ
れ

に
関

す
る

前
回

の
計

画
は

、
既

存
の

地
域

冷
暖

房
へ

の
供

給
量

の
増

加
が

重
点

で
、

高

効
率

発
電

は
無

理
と

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

こ
の

方
策

を
選

択
す

る
大

き
な

理
由

と
し

て
、

地
域

冷
暖

房
施

設
の

蒸
気

利
用

に
よ

る
C
O
2
発

生
削

減
効

果
を

上
げ

て
い

た
の

で
す

。
 

想
定

さ
れ

る
全

体
の

蒸
気

発
生

量
、

そ
の

内
、

場
外

利
用

を
除

い
て

発
電

利
用

し
た

場
合

の

発
電

量
、

そ
の

発
電

量
の

場
内

利
用

と
外

部
売

電
の

量
等

々
、

現
状

と
前

回
計

画
と

今
回

計
画

の
差

異
を

、
イ

メ
ー

ジ
的

に
も

知
ら

せ
て

欲
し

い
と

こ
ろ

で
す

が
、
「

3
．

発
電

及
び

熱
利

用
の

方
向

性
及

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

バ
ラ

ン
ス

」
の

項
の

説
明

で
は
、
こ

れ
ら

の
関
係

が
わ

か
り
ま

せ
ん
。

不
確

定
要

素
が

多
い

中
で

の
想

定
は

難
し

い
こ

と
と

は
思

い
ま

す
が

、
新

た
な

施
設

の
イ

メ
ー

建
設

設
候

補
地

を
吉

田
地

区
と

す
る

次
期

中
間

処
理

施
設

整
備

事
業

に
お

け
る

余
熱

利
用

は
、

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
要

件
を

満
た

す
エ

ネ
ル

ギ
ー

回
収

率
を

確
保

す
る

中
で

、
次

期
中

間
処

理
施

設
の

施
設

負
荷

を
発

電
に

よ
り

賄
い

、
地

域
活

性
化

に
寄

与
す

る
地

域
振

興
策

施
設

へ
余

熱
を

供
給

し
、

余
剰

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
は

、
発

電
に

よ
る

売
電

や
地

域
振

興
策

と
の
連
携

を
図

る
こ
と

と
し

て
お
り

ま
す

。
 

地
域

振
興

策
の

事
業

規
模

は
決

定
に

至
っ

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
最

大
限

活

用
す

る
こ

と
を

念
頭

に
、

基
本

協
定

書
に

規
定

す
る

協
議

に
よ

り
、

地
域

振
興

策
の

事
業

規
模

が
具

体
化

し
た

時
点

で
、

発
電

規
模

の
決

定
や

温
度

が
下

が
っ

た
蒸

気
の

再
利

用
な

ど
、

今
後

の
技

術
動

向
を

反
映

し
た

未
利

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
回

収
に

つ
い

て
も

、
継

続
的

に
検

討
し

て
い

く
も
の
と

位
置

付
け
て

お
り

ま
す
。
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

ジ
を

つ
か

む
た

め
に

は
必

要
な

こ
と

な
の

で
、

ご
検

討
を
望
み

ま
す

。
 

１
０

－
⑤

（
累
計
２
５

）

記
載
な
し

 
プ

ラ
容

器
包

装
に

つ
い

て
は

、
現

在
、

分
別

指
導

が
行

わ
れ

て
お

り
、

現
行

の
「

ご
み

処
理

基
本

計
画

」
で

も
「

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
化

は
検

討
課

題
」

と
さ

れ
て

い
た

も
の

が
、

今
回

の
計

画
の

中
で

は
「

次
期

中
間

処
理

施
設

で
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
を

焼
却

対
象

ご
み

と
す

る
」

と
明

記
さ

れ
ま

し
た

。
こ

れ
は

高
効

率
発

電
化

の
た

め
と

思
い

ま
す

が
、

従
来

の
施

設
か

ら
の

変
更

理
由

を
丁

寧
に

説
明

す
る

べ
き

と
思

い
ま
す
。
 

施
設

整
備

基
本

計
画

は
、

平
成

2
6
年

3
月

に
策

定
し

た
「

印
西

地
区

ご
み

処
理

基
本

計
画

」

を
踏

襲
す

る
も

の
で

、
目

標
年

度
の

年
間

焼
却

対
象

ご
み

量
と

さ
れ

て
い

る
約

4
2
,
0
0
0
ｔ

に
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

類
の

焼
却

を
想

定
し

た
約

3
,
0
0
0
ｔ

が
含

ま
れ

て
お

り
、
焼
却

施
設
の

処
理

規
模

を
1
5
6
ｔ

と
し

て
調

査
審

議
を

進
め

て
き

た
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、
プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
製
容
器

包
装

類
の
焼

却
に

つ
い
て

決
定

し
た
も

の
で

は
ご
ざ

い
ま

せ
ん
。
 

「
印

西
地

区
ご

み
処

理
基

本
計

画
」

に
お

い
て

、
サ

ー
マ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

化
に

つ
い

て
は

検

討
課

題
で

あ
る

認
識

の
も

と
、

焼
却

対
象

ご
み

の
種

別
に

つ
い

て
は

、
今

後
に

予
定

し
て

い
る

「
印

西
地

区
ご

み
処

理
基

本
計

画
」

の
改

訂
な

ど
を

踏
ま

え
、

最
終

決
定

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え
て
お

り
ま

す
。
 

１
０

－
⑥

（
累
計
２
６

）

想
定
建
設

費
に

つ
い
て

「
5
．
事

業
ス

キ
ー

ム
別

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

試
算

」
に
つ

い
て

、
審
議

の
途
中

経

過
の

中
で

、
突

然
「

建
設

費
1
5
0
億

円
」

と
い

う
数
字

が
出
さ

れ
て

混
乱
を

招
き

ま
し
た

。
こ

れ
は

、
昨

今
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

特
需

等
を

原
因

と
す

る
建

設
費

高
等

を
そ

の
ま

ま
反

映
し

た
最

近
の

ゴ
ミ

焼
却

施
設

の
契

約
実

績
の

平
均

を
ベ

ー
ス

に
し

た
も

の
と

の
事

で
、
そ

の
後

7
2
億

円

に
訂

正
さ

れ
ま

し
た

。
 

そ
の

訂
正

の
考

え
方

に
つ

い
て

は
、

資
料

「
L
C
C
算

定
の

た
め

の
D
B
方

式
の

施
設

建
設

費
及

び
運

営
維

持
管

理
費

の
設

定
」

で
詳

し
く

述
べ

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

が
、

そ
の

理
論

は
あ

く
ま

で
も

メ
ー

カ
ー

ア
ン

ケ
ー

ト
の

見
積

額
1
5
0
億
円

を
前
提

と
し

た
も
の

で
、

補
正
率

の
出

し
方

も
技

巧
に

走
り

す
ぎ

て
い

る
気

が
致

し
ま

す
。

 

こ
れ

ま
で

使
っ

て
い

た
「

ト
ン

当
た

り
5
千

万
円

」
も

、
今
回

メ
ー

カ
ー
が

使
っ

た
「
ト

ン

当
た

り
約

1
億

円
」

の
数

字
も

、
そ

の
背

景
に

あ
る

の
は
実
際

の
契

約
実
績

で
あ

る
点
で

は
共

通
で

す
が

、
そ

の
数

字
の

利
用

目
的

、
契

約
実

績
の

と
ら

え
方

な
ど

に
つ

い
て

は
慎

重
な

配
慮

が
必

要
で

す
。

 

私
見

で
は

、
前

回
計

画
と

今
回

計
画

の
関

連
性

か
ら

す
れ

ば
、

同
じ

ベ
ー

ス
で

の
対

比
上

、

前
回
の
「

平
成

1
0
年
～

2
4
年
度
の

8
施

設
の
建

設
実

績
、
ト

ン
当

た
り

4
2
,
3
4
8
千

円
」
を
ベ

ー
ス

に
し

た
「

ト
ン

当
た

り
5
千

万
円

」
を

そ
の

ま
ま

使
う
べ

き
と

思
う
も

の
で

す
。
 

今
回

、
メ

ー
カ

ー
見

積
り

の
ベ

ー
ス

に
使

っ
た

と
思

わ
れ
る

3
ケ
ー

ス
の
一

つ
に

は
ト
ン

当

た
り

1
億

9
百

万
円

と
い

う
岩

国
市

の
事

例
が

入
っ

て
い
ま
す

が
、

調
べ
て

み
る

と
、
自

衛
隊

機
地

に
隣

接
し

て
い

る
た

め
の

高
度

制
限

や
埋

立
地

の
た

め
の

軟
弱

地
盤

な
ど

の
特

殊
条

件
が

あ
る

な
ど

で
、

こ
う

し
た

も
の

を
無

条
件

で
つ

か
っ

て
い

る
の

は
配

慮
が

足
り

な
い

と
思

い
ま

す
。
 

も
し

、
両

計
画

の
関

連
性

は
脇

に
置

い
て

、
実

勢
価

格
を

見
た

い
な

ら
上

記
資

料
の

中
か

ら

特
殊

例
を

除
く

6
事

例
か

ら
は

「
平

均
7
千

3
百

万
円

」
が
得

ら
れ

る
わ
け

で
、

い
ず
れ

に
し

て
も

、
そ

の
辺

り
は

丁
寧

な
説

明
を

し
て

い
た

だ
き

た
い
と
思

い
ま

す
。
 

施
設

建
設

費
に

つ
い

て
は

、
事

業
方

式
の

検
討

に
際

し
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

試
算

の

た
め
に
用

い
た

も
の
で

あ
り

、
事
業

費
と

す
る
も

の
で

は
ご
ざ

い
ま

せ
ん
。

し
か

し
な

が
ら

、
東

日
本

大
震

災
の

震
災

復
興

や
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

特
需

に
よ

る
高

騰

分
が
あ
ま

り
に

も
大
き

い
と

判
断
し

、
平
成

27
年
に

お
け
る

同
処

理
方
式

、
同

規
模
程

度
の
契

約
実

績
を

参
考

と
し

て
、

現
時

点
に

お
け

る
事

業
方

式
の

検
討

の
た

め
の

概
算

施
設

建
設

費
と

し
て
設
定

（
資

料
編
（

16
）

参
照
）

し
た

と
こ
ろ

で
ご

ざ
い
ま

す
。

 
建

設
候

補
地

を
吉

田
地

区
と

す
る

次
期

中
間

処
理

施
設

整
備

事
業

に
つ

い
て

は
、

検
討

委
員

会
に

よ
る

答
申

を
踏

ま
え

、
協

議
の

う
え

決
定

す
る

も
と

さ
れ

て
お

り
、

当
該

協
議

の
決

定
に

よ
り
概
算

事
業

費
が
明

ら
か

に
な
る

時
点

で
は
、
契
約

実
績
の

捉
え

方
な
ど

に
配

慮
し
、
ま
た

、

工
事

発
注

時
点

に
お

い
て

は
、

環
境

省
が

作
成

し
た

「
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
入

札
・

契
約

の
手

引
き

」
に

の
っ

と
り

、
工

事
費

を
設

定
す

る
な

ど
、

適
切

と
考

え
ら

れ
る

方
法

に
よ

り
設
定
さ

れ
て

い
く
も

の
と

考
え
ま

す
。
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意
見
№

意
見
箇
所

意
見
内
容

回
答
内
容

１
１

－
①

（
累
計
２
６

）

記
載
な
し

 
か

つ
て

印
西

市
小

倉
台

に
住

ん
で

い
ま

し
た

。
当

時
か

ら
現

在
の

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

の
位

置
に

つ
い

て
、

何
ら

問
題

は
な

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
皆

さ
ん

が
嫌

が
る

と
い

う
施

設
は

目
の

届
か

な
い

土
地

に
移

転
す

る
の

で
は

な
く

、
む

し
ろ

目
の

届
く

位
置

に
置

く
べ

き
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

東
京

に
も

駅
前

に
ゴ

ミ
の

焼
却

場
が

置
か

れ
て
い
ま

す
。
 

そ
も

そ
も

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
を

求
め

て
い

る
こ

と
も

知
人

か
ら

聞
き

ま
し

た
。

多
く

の

皆
さ

ん
は

知
っ

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

 

建
設

候
補

地
に

つ
い

て
は

、
住

民
参

加
型

の
取

り
組

み
の

も
と

、
公

募
に

よ
り

応
募

が
あ

っ

た
４

箇
所

及
び

現
在

地
の

計
５

箇
所

に
よ

り
、

用
地

検
討

委
員

会
に

お
い

て
多

面
的

か
つ

総
合

的
な

比
較

検
討

を
行

い
、

最
も

優
位

と
さ

れ
た

吉
田

地
区

を
建

設
候

補
地

と
し

て
、

施
設

整
備

基
本

計
画

検
討

委
員

会
に

お
い

て
施

設
整

備
基

本
計

画
の

調
査

審
議

を
進

め
て

き
た

と
こ

ろ
で

ご
ざ
い
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

募
集

は
、

組
合

広
報

紙
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
並

び
に

関
係

市
町

広

報
紙

に
よ

り
周

知
を

図
り

、
組

合
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

は
じ

め
、

関
係

市
町

庁
舎

及
び

出
張

所
等

で
実
施
さ

せ
て

い
た
だ

い
た

と
こ
ろ

で
ご

ざ
い
ま

す
。

情
報

提
供

に
関

し
、

組
合

と
し

て
、

今
後

も
周

知
方

法
等

の
更

な
る

調
査

研
究

を
行

っ
て

ま

い
り
ま
す

。
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（19）検討結果説明会の結果報告 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

による検討結果説明会の結果報告を参考までに添付する。 

 

 

 

 





印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会・地域振興策検討委員会

検討結果説明会 会議録（概要版） 

議 題 検討結果説明会 

日 時 平成 28 年 3月 6日（土) 13:00～15:00 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 

学識委員（施設整備）：２名

（地域振興）：２名

印西地区環境整備事業組合：８名

関係市町：３名

コンサル：２名 

周辺住民 １７名

配付資料 
・検討結果説明会資料：席次表、次第、説明資料（A4、46ｐ） 

※閲覧資料、検討結果説明会に関する意見書：会議室後方に設置 

主 た る 事 項 

１．開会 

・写真撮影、録音を行うことを通知する。 

２-1．委員長挨拶（施設整備基本計画検討委員会委員長） 

現施設は稼動 30 年を経過しているため、新たな施設を建設する時期に差し掛かってきた。ごみ処

理施設は迷惑施設との見方がある中で、このニュータウンで共存共栄し、安心安全な稼動をしてきた。

しかし、同一敷地での建替えは理解が得られない状況の中で、全国でも稀に見る公募方式を採用し、

迷惑施設との認識をプラス価値に変えるとの吉田区の強い思いのなかで検討を進めてきた。今後もこ

のような方式が広まることを期待している。忌憚の無い意見を頂き、最後となる第 10 回委員会に反

映したい。 

２-2．委員長挨拶（地域振興策検討委員会委員長） 

市民目線、自然保護の観点から、吉田区の意見を専門的知識の豊富な委員で検討してきた。色々な

アイデアが出ており、これらのアイデアを今後さらに検討し、上手に組み合わせていけば、地域全体

の良さを首都圏の方々にアピールする、よりよい案になるものと考えている。 

吉田地区の方は、これを人任せにせず、自らの手で経営することも考えており、地域ぐるみの町起

こしとなり、白井市、栄町も含めた地域活性化に繋がるものと考えている。皆様の意見を頂き、さら

に検討に反映したい。 

３．出席委員及び事務局職員紹介（組合より紹介） 

４．検討結果説明（組合より説明）

５．質疑応答 

・説明会に管理者である印西市市長は出席しないのか？ 

→検討委員会主催の説明会のため、出席はない。 

・白井市、栄町が単独でごみ処理をするという考えはなかったのか？ 

 →広域による効率的処理の枠の中で考え組合を設置し、処理を行っている。 

・計画市道のルートは、新川を渡り八千代市に繋がっている。白井地区にも利便性があるルートは考

えなかったのか。 

→中間処理施設の運営を考慮したアクセスルートを検討したものである。地域振興策の利便を考慮

したルートは、今後、地元と調整の上、決めていく。 

・事業費の検討はなされたのか？ 

→地元との協議の中で決定することが多々あることから、今後検討を進めた上で、事業費を提示す

る。 

・事業費の検討において、既存施設の用地での建替えの方が安くなる可能性は無いのか。 

→建替えは現在地ありきではなく、用地検討委員会を経て現在の検討に至っていることをご理解い

ただきたい。 

・ストーカ式を選定した理由は何か、以前は灰溶融が含まれていたが止めた理由は何か。 
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→最終処分場を保有しており、その有効利用の観点からストーカ式を選定している。 

・基本方針に地域住民の理解と協力とあるが、地域の範囲はどこまでか。煙突の計画高での排ガスの

影響が最大となる地点は吉田区より離れた周辺地域となるが予測されるが周辺地域からの意見等

の対応は考えているか。 

→建設候補地が属する町内会である吉田区及び周辺町内会である松崎区（5 つの町内会で組織）を

対象と考えている。排ガスの影響については、環境アセスメントを実施による結果を縦覧し意見

を求める。 

→最大着地濃度地点は施設から 2km 程度で、環境基準の 1/100 未満の最大着地濃度ということを確

認している。計算結果も公表しているが、安全・安心面についても答申の中で伝わるよう配慮さ

せていただきたい。 

・地域振興策は初期投資のみではなく、運営費の負担を考慮する必要がある。運営費が赤字になった

場合は誰が負担するのか。 

→どこで、何を、どのような規模でやるかといった具体的なものは決めていない。具体的検討は来

年度以降に行う予定であり、その際に、リスク分担も協議して決めていく。現時点では赤字の負

担を否定するものでもなく、事業内容によるものと思う。 

・現在の温水センターでも構成市町の負担がある。それを踏襲するのか。 

→吉田区では採算性のある、次世代の負担とならない自立した施設を基本に検討を進めている。 

・集客の心配はないか。 

→吉田地区は大規模住宅に囲まれており、より多くの集客が図られるよう検討していく。 

・ごみ処理＝迷惑施設との見方の中で、吉田区で地域おこしとして、受入れることには敬意を表する。

地元への感謝が基本と理解している。地域振興策に対しては、住民任せではなく、組合がサポート

する必要がある。当初の間の赤字は負担する等、印西市もサポートするべきであり、それを、答申

に明記して欲しい。 

重点施設については組合の主導で決定し、責任をもって展開してほしい。 

→組合も事業主体として、十分な対応をするとともに、地元の方と一緒に検討していくスタンスで

ある。パブコメでも地元住民に配慮すべきとの意見をいただいており、 今月開催する委員会に

おいて審議させていただく。 

 今後の審議により、答申への記載を検討する。 

・敷地用地の面積は、前市長の時の計画では広い土地だったが、今回の敷地面積はどの程度か。 

→約 2.6ha。 

・計画道路の幅員、用地買収部はどこか。 

→計画幹線松崎吉田線からの分岐として、現道活用を基本とし 9ｍの幅員とする計画であるが、ル

ートの決定については周辺住民との協議による。 

・地域将来像の賑わい、雇用・就労は本当に確保できるのか。集客のない道の駅もみている。賑わい

は、周辺の住民が行きたいと思う施設でないといけない。集客ができるのか心配である。今後検討

するとのことなので回答は求めない。 

・農業振興策は非常によいと思う。殆どの農家は跡継ぎがいない状況で、田んぼは組合の機械で耕作

してもらえるが、畑はどうにもならない。今後の野菜作りは、工場のようなかたちになっていくと

思う。印西市内のゴルフ場の下の農園では、従業員が 20～30 人おり、近隣の農家方が働いている。

東京に出たお嬢さんがＵターンしてきて、近隣の方を巻き込んで大規模にやっていて、近くの販売

店に卸している。このように、事業が広がっていく可能性がある。 

６．今後の予定について（組合より説明） 

７．閉会 
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（20）概要版会議録 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

の概要版会議録を参考までに添付する。 

 

 

 

 

  



資料 頁 

第１回会議 概要版会議録 （20）-1 

第２回会議 概要版会議録 （20）-2 

第３回会議 概要版会議録 （20）-4 

第４回会議 概要版会議録 （20）-6 

第５回会議 概要版会議録 （20）-8 

第６回会議 概要版会議録 （20）-10 

第７回会議 概要版会議録 （20）-12 

第８回会議 概要版会議録 （20）-14 

第９回会議 概要版会議録 （20）-16 

第 10 回会議 概要版会議録 （20）-19 



印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第１回会議 議事録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第１回会議 

日 時 平成 27 年 5月 24 日（日) 14:35～15:25 

場 所 印西地区環境整備事業組合 ３階大会議室 

出席者 
委員：７名（欠席１名、松崎区未選出）、事務局：５名、関係市町：３名

コンサル：２名 

配付資料 
印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画検討委員

会資料、吉田地区同意書・基本協定書 

主 た る 事 項 

１．開会

２．委員長及び副委員長の選任

(1) 委員長に大迫委員、副委員長に河邊委員、長谷川委員（欠席）の２名が選任 

３．関係法規について

(1) 附属機関条例、附属機関条例施行規則、組織細則について事務局より説明 
(2) 運営細則、専門部会要綱、会議傍聴遵守事項について、案のとおり承認 

４．今後のスケジュールについて（施設整備基本計画検討委員会）

(1) 資料中②会議開催（10 回）の各回の議題については、第２回委員会に提示 
(2) 資料中②会議開催（10 回）の日程は、議題により調整が必要となる場合あり。 
(3) 資料中④先進地の視察は、７月上旬の平日を予定。場所、日時は第２回委員会に提示 
(4) 資料中⑤建設候補地周辺住民意見交換会の対象地区は吉田区及び松崎区を予定 
(5) 資料中⑤建設候補地周辺住民意見交換会の場所、日時は今後地元と調整 
(6) 資料中⑤建設候補地周辺住民意見交換会の日程について、第１回を 27 年９月５日、第２回を

28 年２月６日に変更 
(7) 資料中⑥検討結果説明会の対象地区は印西地区を予定 
以上確認され、その他の日程ついては案のとおり了承

５．会議の運営について

(1) 会議録については、会議終了後 10 日前後を目処に発言録を委員に配布。概要版はそれ以前に

準備でき次第、配布する。

(2) 委員意見等の提出方法はメール、FAX 等、任意の方法を可とする。 

６．その他

(1) 次回検討会は、午前中に現地調査を行い、昼食をはさみ午後から開催する。 
(2) 本日の会議録の署名は、河邊副委員長、竹内委員が行う。 
(3) 閉会後に委員の集合写真の撮影を行う。 

７．閉会 

※ 傍聴者 ： ７名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第２回会議 議事録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第２回会議 

日 時 平成 27 年 6月 21 日（日) 13:00～15:30 

場 所 印西地区環境整備事業組合 ３階大会議室 

出席者 
委員：７名（欠席１名、松崎区未選出）、事務局：８名、関係市町：３名

コンサル：５名 

配付資料 
・施設整備基本計画検討委員会第２回会議資料 

・参考資料-１：意見書一覧 

主 た る 事 項 

１ 開会

(1) 会議録署名は原委員と酢崎委員で了承 

２ 会議録について（第１回会議）

(1) 第１回会議会議録概要版のメール送付確認、全文会議禄署名後の送付方法確認、組合ホームペ

ージへの掲載について確認

３ 意見書について

(1) 意見書の取り扱いについて、委員長宛の意見書については用地検討委員会時同様、個別に審議

せず、議題に応じて参考とする。

(2) 組合宛の意見書については、組合にて対応する。 

４ 検討委員会のスケジュールについて

(1) 検討委員会のスケジュール及び検討項目及び基本計画の目次構成については、提示資料を基

本とするも、委員会での議論のうえ、適宜柔軟に対応する。

５ 次期中間処理施設整備事業のスケジュールについて

(1) 現時点での事業スケジュールとして了承 

６ 次期中間処理施設整備の基本方針について

(1) 基本方針の理念、方向性については了承。下記①～④ほか文言等調整は委員長・事務局により

以後再調整

① 「効率的かつ経済性を考慮した最新技術」＝「最新技術」が良いものとは限らない。

② 「防災拠点」を付加＝強靭な施設整備として

③ 「です」「ます」調の調整

④ 「（2）循環型社会形成と地域活性化の拠点となる施設整備」に項目追加

７ 次期中間処理施設の処理システム・処理方式について

(1) 処理システム方式・処理方式を焼却方式・灰溶融方式に絞り込み検討を進める。 
(2) 先進地視察を第３回会議から第４回会議までの間の平日に変更（日程案は次回会議に提出） 
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８ その他

(1) 第３回検討会は 7 月 12 日（日）13：00 から開催 

９ 閉会

※ 傍聴者 ： ６名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第３回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第 3回会議 

日 時 平成 27 年 7月 12 日（日) 13:00～15：15 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 
委員：７名（欠席１名、松崎区未選出）、事務局：８名、関係市町：３名

コンサル：４名 

配付資料 
・施設整備基本計画検討委員会第２回会議資料、 

・施設整備計画に関する意見書ほか 

主 た る 事 項 説明・指示

１．開会

(1) 会議録署名は山崎委員と宮内委員で了承 

２．会議録について

(1) 第２回会議会議録概要の確認、全文会議禄署名後の送付方法確認、組合ホーム

ページへの掲載について確認

３．意見書について

意見書２通の説明・報告

(1) 意見書の内容を検討し、より良い施設をつくって貰いたい。 
(2) ガス化溶融炉については事故事例もあるが、それだけでは処理方式を絞ること

はできないため、今後も焼却、ガス化溶融を候補として処理方式を検討していく。 

４．計画施設規模の検証について

(1) 今回会議資料での H25、H26 の実績値については削除とする。 
(2) 施設規模については、次期中間処理施設の稼動時期が平成 40 年度とかなり先と

なるため、今回の施設整備基本計画で検討するには無理がある。また、その間に

２度のごみ処理基本計画の改訂が予定されていることから、次回のごみ処理基本

計画を改訂する際に検討するものとし、本委員会の審議事項から削除する。

(3) ごみ処理基本計画の平成 40 年度推計ごみ量から導き出した施設規模 156ｔ／日

では、稼働開始年度が前後することで、施設規模に過不足が生じることが予測さ

れることによる検証は行う。

(4) 施設規模の検討はごみ処理基本計画によるものの、メーカーアンケートに採用

する施設規模は、156ｔ／日で了承された。 

５．計画ごみ質について

(1) 説明資料は分かり易いものとするよう検討し、専門用語については用語集を添

付する。

(2) メーカーアンケートに採用する計画ごみ質は、了承された。 
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６．公害防止基準について

(1) 排ガス等の自主規制値（案）は前計画値を暫定として採用するが、アンケート

によるメーカーの提案値を妨げるものではない。

(2) 公害防止基準については、コストも考慮した検討を行う必要がある。 
(3) 公害防止基準は、将来に関わることなので、予算だけでなく環境についても考

慮して欲しい。

７．プラントメーカーへのアンケート調査項目と実施工程について

(1) アンケート項目はメーカーからの回答の統一性を図るため、今後協議していく。 
(2) 大規模災害については、想定する規模を明示して欲しい。 
(3) 今回のアンケート項目は施設に対する基本的な事項を対象とする。 
(4) アンケートの対象処理方式は、焼却方式、ガス化溶融方式とする。 
(5) アンケート実施工程は了承された。 

８．その他

(1) 基本方針について、第 9 回の答申素案の際には（案）を削除する。 
(2) 先進地視察については、候補一覧から 2 施設程度を選定する。選定は組合に一

任する。

(3) 先進地視察日程は 8 月 3、4 日のいずれかで検討する。視察先の都合次第では変

更の可能性もあるため、組合は早急に日程調整を行う。

(4) 第 4 回委員会は 8 月 23 日第四日曜日に開催予定（同 3F 会議室 13 時～） 
(5) 先進地視察、会議開催通知はメールにて連絡 

９．閉会

※ 傍聴者 ： ６名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第４回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第４回会議 

日 時 平成 27 年 8月 23 日(日)13:00～15:30 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 
委員：６名（欠席２名、松崎区未選出）、事務局：８名、関係市町：３名

コンサル：４名 

配付資料 
・施設整備基本計画検討委員会第４回会議資料 

・施設整備計画に関する意見書ほか 

主 た る 事 項 説明・指示

１．開会

(1) 会議録の署名は、河邊副委員長、竹内委員で了承 

２．会議録について（第３回会議）

(1) 第３回会議会議録概要の確認、全文会議禄署名後の送付方法確認、組合ホームペ

ージへの掲載について確認

３．地域振興策検討委員会第３回会議の報告について

(1) 地域に求められる将来像、地域の課題、地域振興策のアイデア抽出を実施し、次

回会議でアイデアの絞込み、連携効果、事業展開場所の検討を経て、意見交換会

に臨む予定

４．意見書について

(1) 今後、吉田地区から、ふじみ野クリーンセンターを目標（公害防止基準）とすべ

きとの同意見の意見書が提出されると思われる。

５．検討委員会等スケジュールについて

(1) 今回会議の審議内容の一部は 8/27 期限のアンケート結果を整理したうえで、次

回、第 5 回会議で示す。 
(2) 審議日程が変更となることに伴い、第 5 回会議のボリュームが大きくなるため、

第 5 回から第 8 回会議までの間で審議日程を事務局調整 

６．リサイクルセンターについて

(1) 本計画における処理施設規模は、現ごみ処理基本計画等を踏襲し 15ｔ/日とする

が、決定事項ではなく、施設整備にあっては直近のごみ処理基本計画の計画値に

より改めて検討する。

(2) 粗大ごみの中から家具類を補修・販売するリサイクルプラザ機能は、地域振興策

との関連もあり、次回以降の委員会で、現施設の実績等を示し、必要な機能につ

いて結論を出す。

(3) リサイクルセンターでの災害ごみの受入計画はないが、受入れがあった場合に

も、仮置き等の対応できるよう考慮しておく必要がある。
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７．その他

(1) 建設候補地周辺住民意見交換会について 
① 意見交換会の目的は、検討委員会の途中経過、方向性を示し意見を頂くことにあ

り、質疑の時間をできるだけ多く設け、説明は簡潔に行う。

② 意見交換会について、吉田地区と松崎地区では考えや認識に違いがあると思われ

るため、説明資料に配慮するとともに、住民がわかる説明資料を工夫

(2) 施設整備基本計画検討と連携する地域振興策（案） 
① 建設候補地内の施設機能、建替え用地を活用する地域振興策メニューは地域域振

興策検討委員会からの提案により、施設機能等を損なわない範囲で検討する必要

があり、活用内容については当検討委員会で検証する。

(3) その他 
① 第 5 回委員会は 9 月 13 日第二日曜日に開催予定（同 3F 会議室 13 時～）

② 第 6 回委員会を 10 月 18 日から 10 月 17 日で変更調整

８．閉会

※ 傍聴者 ： ５名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第５回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第５回会議 

日 時 平成 27 年 9月 13 日(日)13:00～15:35 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 
委員：６名（欠席２名、松崎区未選出）、事務局：８名、関係市町：３名

コンサル：５名 

配付資料 
・施設整備基本計画検討委員会第５回会議資料 

・施設整備計画に関する意見書ほか 

主 た る 事 項 説明・指示

１．開会

(1) 本日の会議録の署名は、原委員、酢崎委員が行う。 
２．会議録について（第４回会議）

(1) 概要版を資料外別添①として配布 
３．地域振興策検討委員会第４回会議の報告について

(1) 主にこれまでの会議で集約整理した地域振興策の総合パッケージについて、現

地の航空写真を用い、展開する現場を睨みながら精査を加えた。

(2) 主な意見として、各地域振興策が効果的に連携することによる「地域まるごとミ

ュージアム」的な大きな括りをイメージさせ、展開する場所は、細別化せず大き

く括ること。

(3) スコーラと称する各種人材育成を視野に入れた学校機能も付与させる。 
４．意見書について

(1) 意見書１通の説明・報告 
５．建設候補地周辺住民意見交換会報告について

(1) 松崎区は安全・安心への関心・心配する様々な意見が直接伺え、有意義であった。

吉田区は地域振興策に係る議論が主であったように思えるが、松崎区同様、施設

整備に係る意見もあり、今後の検討に活かしていきたい。

(2) 松崎区は以前（用地検討時の説明会）に比べ、次期施設の建設について前向きな

発言があり、施設周辺の整備への期待が感じられた。一方、吉田区では以前より

更にプラス思考で施設整備を進めていこうという姿勢が伺え、それぞれの地区で

の考え方、認識の違いが見られた。

６．施設の安全対策等について

(1) 「安全・安心な施設」、「防災拠点としての施設」に要求されることは今回の委員

会のポイントになる。安全・安心については落ち度の無いよう、検討対象外の項

目であっても、検討対象外とする理由を挙げる必要がある。また、作業員の安全

確保策についても、委員会で触れて欲しい。

(2) テロや外部飛来物に関しては、焼却施設が外部に被害を及ぼす施設ではなく、発

生する確率が低いことから、今回の検討対象としていない。そういった議論を議

事録に残すことで、検討から漏れていないことが明らかになるのではなか。

(3) 施設の閉じ込め対策は、施設全体を負圧にすることやシールを行うことで対応
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している。停止した場合にも外部に有害物質が飛散することのないよう設計する

ことが基本となっている。

(4) 施設の腐食に関しては、定期点検、結露しない温度対策、腐食しにくい部材を使

用するなどの対応を図る。

(5) 気象条件はこれから行う、環境影響評価の中で条件等を設定し検討する。 
(6) 手選別作業員の安全対策については、選別設備自体に安全対策が施されている

ほか、防護マスク等安全に対する配慮、安全教育を徹底する。

(7) 災害時に廃棄物を支障なく処理することが求められ、重要度係数が 1.25 であっ

ても、これまでの災害で致命的な損傷を受けた例は無いため、1.25 で妥当である

と思われる。ただし、議論したことは記録として残しておく必要がある。

(8) 災害時始動用電源の種類については、今後の詳細設計等の段階で改めて検討を

行うものであるが、確保の必要性と基本的方針として確認する。

７．エネルギーバランスについて

(1) 施設規模 156t/日でどれくらいの規模の地域振興策が可能であるのか、どれくら

いの熱利用ができるのか、詳細でなくて構わないがイメージができるような資料

を提示して欲しい。併せて、どのような問題、課題があるのか、示して欲しい。 
(2) 環境省の交付金の交付要件について次回の検討委員会で説明する。 

８．処理方式の選定について

(1) メーカーアンケートは 8 社に依頼をしたが 4 社が辞退し、2 社から回答が得ら

れ 2 社は回答にもう少し時間がかかるとの状況である。そのため、各方式の比較

検討は、これまでの知見などを用いた技術の比較検討とした。

(2) 現在の技術では、各方式で耐用年数や安全面において大きな差はない。 
(3) 組合は最終処分場も有しているため、そのことも考慮した処理方式とする必要

があるのではないか。

(4) 将来のごみ処理に係る費用が抑えられる技術が良い。 
(5) 委員会資料に記載されている評価（事務局案）については、妥当であると考える

が、記載した評価についての理由を示したほうが良い。

(6) 次回の委員会では、検討委員会としての総合評価を記載し、決定する。 
９．その他

(1) 次回は、10 月 17 日（土）（13 時～同会議室）に開催する。 
※ 傍聴者 ： ５名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第６回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第 6回会議 

日 時 平成 27 年 10 月 17 日(土)13:00～15:45 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 
委員：７名（欠席１名、松崎区未選出）、事務局：７名、関係市町：３名

コンサル：３名 

配付資料 
・第６回会議次第 ・第６回会議資料 ・資料外別添① ・資料外別添②

・参考資料 1 

主 た る 事 項 説明・指示

１．開会

(1) 会議録の署名は、山崎委員、宮内委員が行う。 
２．会議録（第５回会議）について

(1) 概要版を資料外別添①として配布 
３．地域振興検討委員会第５回会議の報告について（主な報告内容）

(1) 地域振興策総合パッケージについて中間決定（案）の決定 
(2) 地域振興策事業スキームについて、関係者役割分担審議 
(3) 地域振興策の展開スケジュール 

４．意見書について

(1) 提出が無かった旨報告 
５．処理方式の選定について

(1) 各方式とも評価記載はまとまりがあり、妥当である。 
(2) 焼却方式は、ストーカ式が優位とする。 

６．エネルギーバランスについて

(1) 焼却炉の年間稼動日数が、2 炉運転 166 日となっているが、2 炉の連続運転期間

は最長 30 日程度になると考えられるため、留意が必要である。 
(2) 焼却炉の運転は、ごみ量によるが 1 号炉 60 日間→1,2 号炉 30 日間→2 号炉 60
日間といったサイクルでの運転になることが一般的である。

(3) 全炉停止が 7 日間と記載されているが、最大 7 日のように読み取れる。故障が

想定される箇所については点検を行っているため、故障はほとんどないが、温水セ

ンターへの蒸気を送る配管が破裂したこともあり、法定点検のほかに故障等で全炉

停止することもあるため、最低 7 日間の全炉停止である旨を記載する必要がある。 
(4) 施設の負荷は、管理棟やリサイクルセンターでのエネルギー使用を考えている。 
スートブロワなどの設備によるエネルギーの利用は、図 2、3 の左側の円グラフの

オレンジ色に該当する。また、右側の円グラフは、左側の円グラフのエネルギー回

収率（青色の扇形）の内訳を示している。左右のグラフの関連がわかり難いため、

工夫する。

７．排ガス自主基準値について

(1) 厳しい自主規制値の設定は、設備費や薬剤費の高騰に繋がり、薬剤量の増加は環

境負荷にも繋がる。近隣の施設の船橋北部の基準値を参考に表-４の排ガス自主基
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準値は妥当と考えられる。

(2) 資料の表 3 と表４の間には説明がなく、周辺施設の基準値の比較をもとに決定

したように感じるため、何らかの説明が必要である。

(3) 基準値は、乾式法により達成できる範囲と考えている。 
(4) 地域住民の方に安心して頂くための自主基値でもあるので、運用ルール（基準値

超過時の対応等）についても、今後協議していく必要がある。

８．施設整備基本計画（その１）について（造成、アクセス道路）

(1) 造成計画は、平面施工と掘下げ施工の選択となっているが、これまでの吉田区の

要請（掘下げ施工）を反映したものではないため、再検討する。今回の資料は取り

下げる。

(2) 総事業費や建物の高さなど、想定内で示すことができるものを出して欲しい。 
(3) アクセス道路については、既存の道路（松崎‐吉田線）を活用することを条件と

してた 5 案を提示しているが、前提条件や最終的なルート決定の期限などの情報が

欠落しているため、基本的な条件を整理したうえで、再検討する。アクセス道路に

ついても、資料を取り下げる。

９．その他

(1) 次回の第 7 回検討委員会は 11 月 15 日日曜日 13 時から開催であるが、現施設の

法定点検のため、開催場所については別途連絡をする。

※傍聴者：３名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第７回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第７回会議 

日 時 平成 27年 11月 15日(日)13:00～15:30 

場 所 印西市立中央駅前地域交流館 ２階会議室 

出席者 
委員：７名（欠席１名、松崎区未選出）、事務局：７名、関係市町：３名

コンサル：４名 

配付資料 
・第 7回会議次第 ・第 7回会議資料 ・資料外別添① ・資料外別添②

・参考資料-1  ・参考資料 2 ・参考資料 3 

主 た る 事 項 

１．開会

(1) 長谷川副委員長（学識委員）の解嘱について事務局から報告 
 (2) 会議録の署名は、河邊副委員長、竹内委員が行う。 

２．会議録（第６回会議）について

(1) 概要版を資料外別添①として配布 

３．地域振興検討委員会第６回会議の報告について（主な報告内容）

(1) エネルギーバランスについて、全量発電できる設備の整備検討の意見 
(2) 意見書として提出された新たな地域振興策アイデアとして、ゲストハウス（宿泊機能付き）、

マリーナ（周辺の水辺環境の活用）、オンデマンド交通（地域の交通弱者対策）の追加

(3) 地域振興策検討委員会の調査審議事項から、事業規模、概算事業費の算出を除くこととし、今

後の周辺住民等と組合との対話により明らかにする。

４．意見書について

(1) 意見書１通の説明・報告 

５．エネルギーバランスについて

(1) 法定点検による最低 7 日間全炉停止のほか、故障や事故を未然に防ぐための点検等による停

止に備え、バックアップのための補助ボイラ等が必要と考えているが、熱の供給元、供給先の

どちら側で設置するのかについては、経済性も含め、今後検討をしていく。また、全炉停止の時

期については、日程の調整等で工夫したいと考えている。

(2) 今後人口が減少していくことを考慮し、将来的に経済的負担とならない施設にして欲しい。 
(3) バックアップのボイラの設置は経済性に関わることから、参考として、想定している発電規模

のタービン単体の金額を示して欲しい。

(4) 2 炉運転時に発生する熱エネルギーを基本に最大限活用する場合は、1 炉運転の期間（192 日）、

全炉停止期間のバックアップを補助ボイラ等による熱源確保が必要となることを踏まえ、地域

振興策の検討をして欲しい。

６．防災拠点化について
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(1) 災害廃棄物処理計画は、自治体で作成するものとされていることから、次期施設内のストック

ヤードの設置については関係市町との調整となる。

(2) 「自家発自家消費扱い」において、「隣接する構内」についての整理が必要である。 
(3) 今後、施設規模等の再検討や地域防災計画との調整など課題はあるが、具体的な施設整備にど

う反映させるかについては、地域振興策の施設検討を踏まえ、防災拠点化の方向性について整

理し、とりまとめることとする。

７．事業方式について

(1) 事業方式は、資料中 DB 方式（公設公営方式）ほか７方式の中から、近年の動向を踏まえ事業

方式の絞込みを行い、第８回会議においてＶＭＦ比較により審議することとする。比較対象は

公設民営手法で最も採用実績の多い DBO 方式、PFI 手法の中で最も採用実績の多い BTO 方
式、比較基準として現在の印西クリーンセンターが採用している DB 方式（公設公営方式）の

３方式について、先進事例の課題も含め総合評価を行うこととする。

(2) 地域振興策も含めた事業方式の例についても、調査して欲しい。 
(3) 事業発注の際は処理方式の選定も含め発注することが望ましいとの意見書の提出があったが、

千葉県では、環境影響評価を行う前に、焼却方式を決定しておく必要がある。

(4) 会議資料の DBO 方式について、「設計建設」の主体を、「公共及び民間」に修正する。 

８．その他

(1) 次回委員会は 12 月 13 日（日）13 時～印西クリーンセンター３F 会議室 
(2) アクセス道路、造成計画について審議予定 
※傍聴者：６名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第８回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第 8回会議 

日 時 平成 27 年 12 月 13 日(日)13:00～15:15 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 
委員：５名（欠席２名、松崎区未選出）、事務局：８名、関係市町：３名

コンサル：４名 

配付資料 
・第 8回会議次第 ・第 8回会議資料 ・資料外別添① ・資料外別添②

・参考資料 1  ・参考資料 2 ・参考資料 3 ・参考資料 4 

主 た る 事 項 

１．開会

(1) 会議録の署名は、酢崎委員、宮内委員が行う。 

２．会議録について（第７回会議）

(1) 概要版を資料外別添①として配布 

３．地域振興検討委員会第７回会議の報告について（主な報告内容）

(1) 地域振興策概略事業スキームの再審議 
(2) 地域振興策総合パッケージの展開種別毎の評価にあたり評価様式の審議 

４．意見書について

(1) 意見書３通の説明・報告 

５．事業方式について

(1) ３方式（DB 方式、DBO 方式、BTO 方式）で維持管理要員に最大 5 人の差があるのはなぜか。

また、ＤＢＯ方式を 25 名で運営していくことは可能か。 
→ ＤＢ方式では公共のリスクで安全面を考慮し、完全分担制を用いているのに対し、ＢＴＯ方

式では、民間のリスクで安全が確保できる範囲で兼務をしている場合が多いことから、管理要員

数に差がでている。ＤＢＯ方式においても、兼務を行うことで技術的には 25 人体制で管理・運

営していくことが可能である。

(2) ＢＴＯ方式において、何らかの要因で当該 SPC による事業の継続が不可能となった場合はど

うするのか。

→ 公共と金融機関が直接契約を結んでいることから、事業の継続が不可能となった場合、金融

機関が融資資金回収のために新たな事業者を探すことになる。メリットとして、公共が新たな事

業者を探す必要がないことがある。

(3) 委員会としてはＤＢＯ方式を推奨する方針とし、発注に際しては事業範囲をごみ処理施設に限

定したうえで、総合評価競争入札方式が有効として答申に反映する。

６．造成計画について

(1) 建設候補地に隣接した土地の太陽光パネル事業への影響を検討したか。 
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→ 今回は建物の高さによる太陽光パネルへの影響は検討していない。

(2) 現時点では、用地検討委員会での答申を踏まえ 2.6ｈａの範囲内での計画を前提としており、

候補地周辺の土地の買収等は考慮しない。

(3) 切下げを行うことで煙突高さが変わってくるが、周辺地区の環境への影響はないのか。 
→ 環境影響評価を行う上で、煙突の高さを決定する必要がある。煙突の高さを一定とした場合、

切下げにより地盤高が変化するため、排ガスの最大着地濃度、着地地点は変わってくるが、設定

した排ガス規制値が厳しいレベルであるので、環境影響評価において問題にはならないと考えて

いる。

(4) 煙突の高さも協議事項であるため、次回以降の委員会で検討する。 
(5) 実現性において、10ｍ切下げは隣地協力の難しい課題を抱えていると考えている。用地の拡張

など課題を解消するための考え方を示し、課題解決にあたる必要がある。

(6) 造成計画は、この委員会で決定を行わないで欲しい。地元住民の意向も踏まえた慎重な対応を

して欲しい。

(7) 委員会としては、３案（10m 切下げ、5ｍ切下げ、平地）それぞれについて検討評価を行った

として、今後の地元協議において様々なことを考慮して進めるべきとした答申としてまとめる。

７．アクセス道路について

(1) 地域振興策は構想段階であるため、具体的に地域振興策を意識したルート案ではない。 
(2) 市道松崎吉田線の交通量調査は実施していない。現状の収集車は平均 120 台/日である。 
(3) 災害廃棄物や焼却灰の移送が可能となるよう、10 トン車両が走行できる計画としたほうが良

い。

(4) 市道松崎吉田線は、平成 32 年度完成の予定で、工事車両の通行は可能と考えている。 
(5) ④⑤案については土砂災害地域に該当するため、③⑥案については距離が長く整備コストが大

きいため、委員会審議により対象外とする。

(6) ⑦⑧案は、松崎区集落内を収集車両が往来することによる住環境への懸念のほか、既存道路拡

幅により家屋にも影響を及ぼす用地確保への懸念など、事業的難度を課題として追加する。

(7) ⑦案は、松崎区集落内を通らないルートについても再考して欲しい。 
(8) ①②⑦⑧案について、事業難度、課題の項目を加えた資料を作成し、答申でまとめる。 

８．その他

(1) 次回委員会は 1 月 17 日（日）13 時～ 印西クリーンセンター3Ｆ大会議室 

※傍聴者：７名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会第９回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第 9回会議 

日 時 平成 28 年 1月 17 日(日)13:00～15:05 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 委員：７名（松崎区未選出）、事務局：８名、関係市町：３名、コンサル：３名 

配付資料 
・第 9回会議次第 ・第 9回会議資料 ・資料外別添① ・資料外別添②

・参考資料 1 

主 た る 事 項 説明・指示

１．開会

(1) 会議録の署名は、原委員、山崎委員が行う。 
２．会議録について（第８回会議）

(1) 概要版を資料外別添①として配布 
３．地域振興検討委員会第８回会議の報告について（主な報告内容）

(1) 施設整備基本計画検討委員会第８回会議の報告において、アクセス道路は１本の前提のように

見受けられるが、災害時対応等を考慮すると、２方向以上のルートを確保する必要があるのでは

ないかとの意見があった。

(2) 地域振興関連施設へのアクセス道路は、施設整備側とは別に検討されたいとの意見があったが、

現時点では、地域振興策を展開する場所や規模等の具体的な決定がないため、来年度に地元と組

合との協議により決めることとなった。

(3) 福川委員長と加藤副委員長から、ご自身が関わられた取り組みや事例の紹介、今後の地域振興

策の実現へ向けた考え方が示された。

(4) 地域振興策総合パッケージの展開種別毎の評価について意見を伺い、第９回会議で確認いただ

く予定

４．意見書について

(1) 意見書２通の説明・報告 
(2) 事業方式検討のライフサイクルコスト試算に使用した建設コストについては、精査する方向で、

答申素案の議題で議論する。

５．煙突高等の未審議事項について

(1) 概略ではあるが、基盤切下げを考慮した排ガスの拡散計算を行った。排ガスの自主規制値は非

常に厳しい値であり、環境基準の 100 分の 1程度であることから、基盤切下げにより、煙突高さ

が 10ｍ変化しても着地濃度への影響はわずかであるため、環境への影響はないと考えられる。そ

のため、煙突高さは 59ｍを基本とし、周辺住民との協議により決定するとしてまとめる。 

６．答申素案について

(1) 答申素案は、本編と資料編の 2 構成となっている。資料編は、目次構成のみ提示とさせていた

だく。本編の「はじめに」は空欄となっているが、大迫委員長の挨拶を記載する。

(2) 次期施設では、ごみの出し方は変わるのか。 
→ ごみ処理基本計画の改訂の際に、ごみの出し方について変更がある可能性があるが、現段階

では同じ出し方と考えている。

(3) プラスチック容器包装類は焼却対象なのか。 
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→ ごみ処理基本計画の改訂を要するところでもあるが、答申素案では、プラスチック類の焼却

も想定した内容となっている。

(4) 「第 2章 1－3 各設備計画」ｐ39 下水道が整備されるものであればの整備を踏まえた記載に

して欲しい。 

→ 「第 2章 6 ユーティリティ」についても、下水道についての表記を加え、整合を図る。

(5) 「第 2章 1－4 安全対策」ｐ42 施設としての閉じ込め機能や負圧の維持、物理的障壁につい

て記載して欲しい。 

(6) 「第 2章 1－5 火災対策」ｐ43 リサイクルセンターには、防爆対策の記載があるが、焼却施

設にはないので、記載して欲しい。 

→ リサイクルセンターにはガスボンベ等が搬入される恐れにより、爆発の可能性が考えられる

が、焼却施設には、可燃物が搬入されるため、一般的に火災対策のみで、防爆対策は行わない。

(7) 「第 2章 3－2 余熱利用施設への熱供給システムの前提条件」ｐ59 前提条件が理解しずらい

ので、わかりやすく表現してほしい。 

(8) 「第 2章 4-1-(6) 自主規制値」ｐ67、68 水銀の扱いについては注記で触れる必要があると

思われる。 

(9) 「第 2章 7 アクセス道路」ｐ89 アクセス道路の説明が必要ではないか。

(10)「第 2章 5－1 災害対策、防災拠点化及び耐震構造」ｐ71 にストックヤードの整備について

の記載があるため、「第 2章 6－7 施設配置」に「駐車場をストックヤードとして利用する」

などの記載の追加を検討いただきたい。 

(11)「第 2 章 6-8 造成計画」ｐ84 基盤切下げ 5ｍ切下げと 10ｍ切下げでは価格評価が異なるた

め、それぞれの評価で記載してほしい。 

(12)「第 2章 6－7 施設配置」ｐ85 の造成・施設配置計画比較表に、煙突高さによる環境への影

響を追記して欲しい。また、ｐ83 施設配置図の寸法が見えにくい箇所があるため、修正して欲

しい。 

(13)「第 2章 9－4 環境測定」ｐ96 モニタリングポストの例としては一般の方が見やすいところ

に配置されている。「はだのクリーンセンター」の写真を使っているが、現施設にもモニタリン

グポストは設置されているため、現施設の写真と差し替える。 

(14)「第 3章 5 事業スキーム別ライフサイクルコストの試算」ｐ107、108 は事業費として誤解を

招くことが危惧されるため、意見書の内容を踏まえて精査し、修正を行う。 

(15)「第 3章 事業方式」ｐ98 冒頭の説明について違和感があるため、誤解を招かぬよう記載を

改める。 

(16)「第 4章 2 整備スケジュール」ｐ115 埋蔵文化財調査により計画の遅れにつながる恐れはな

いか。 

→ 調査に着手しないことには言い切れないが、現地調査人員を多く配置いただくことで、調査

期間の短縮は可能 

(17)「第 4章 2 整備スケジュール」ｐ115 現施設延命化工事後の稼働期間の明示、次期施設工事

発注行為を明示してはどうか。 

(18)「交付要件」、「交付金」、「前計画」などは、正式名称での記載にしてもらいたい。また、

地域住民にも理解できる表記にして欲しい。 

(19) いずれの項目も、結論と図表だけが示されているところが多く見受けられるが、説明を加える
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など構成を工夫して欲しい。

７．その他

(1) 1 月 25 日まで委員意見・指摘を受け付け、本日会議での意見や指摘事項等を踏まえ修正を行

う。

(2) 2 月 1～15 日までパブリックコメントを受け付ける。関係市町庁舎・出張所、組合で関係資料

の閲覧が可能

(3) 2 月 6 日に建設候補地住民説明会（吉田区、松崎区を対象）実施予定 
(4) 3 月 6 日に検討結果報告会を印西クリーンセンターで実施予定 
(5) 3 月 13 日に第 10 回検討委員会を開催する。 
(6) 3 月 30 日に答申書提出予定

※傍聴者：２０名
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印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業 

施設整備基本計画検討委員会第 10 回会議 会議録（概要版） 

議 題 施設整備基本計画検討委員会第 10 回会議 

日 時 平成 28 年 3 月 13 日(日)13:00～15:00 

場 所 印西地区環境整備事業組合 3 階大会議室 

出席者 
委員：６名（欠席１名、松崎区未選出）、事務局：８名、関係市町：３名、コンサ

ル：３名 

配付資料 
・第 10 回会議次第  ・第 10 回会議資料  ・資料外別添①  ・資料外別添② 

・参考資料 1  ・その他資料（パブリックコメント無効意見＝非公開） 

主 た る 事 項 

１．開会 

(1) 会議録の署名は、酢崎委員、宮内委員が行う。 

２．会議録について（第９回会議） 

(1) 概要版を資料外別添①として配布 

３．地域振興策検討委員会第９回会議の報告について（主な報告内容） 

 資料外別添②の概要版により説明 

(1) 地域振興策（案）について、委員の皆さまから最終調整に関する幅広いご意見をいただき、当

該ご意見を反映させた地域振興策（案）を作成し、全委員確認のうえ、２月にパブリックコメン

ト募集及び３月６日に検討結果説明会を開催した。 

(2) パブリックコメント募集及び検討結果説明会では、特段、修正を要するご意見はなく、多少の

文言整理などをしたうえで、３月２７日に開催する最終の第１０回会議に臨む予定 

４．意見書について 

(1) 意見書の提出はなかった旨報告 

５．周辺住民意見交換会について 

(1) 事務局より報告、大迫委員長、河邊副委員長よりコメントを頂いた。 

① 松崎区：環境面、モニタリングについての意見を頂いているので、答申の中に反映させたい

と考えている。 

② 吉田区：熱利用、安全安心面については、これまでの説明を通してご理解頂いたと認識して

いる。 

③ 松崎区：行政に関する不信感が残っているように感じた。多くの方の理解が得られるように、

事務局には頑張って頂きたい。 

④ 吉田区：吉田区からは、同意を得られているため、地域の方の要望・期待に応えられるよう

にして頂きたい。 

６．パブリックコメントの報告について 

(1) パブリックコメントの回答案は了承された。 

(2) 回答は、組合ホームページに掲載する。 

７．検討結果説明会について 

(1) 事務局より概要版会議録をもって報告とするほか、大迫委員長、河邊副委員長よりコメントを

頂いた。 

① 一昨年に用地検討委員会で実施した説明会に比べると、参加者が少なかったように感じた。

② 現温水センターは、経営状況が芳しくないが、次期施設はそのような状況にならないように

検討をして欲しい。との意見があった。 
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③ 吉田区以外の印西地区住民の方々も一部関心を持って、今回受け入れて頂いた吉田区の取り

組みを支援していきたいという応援の声が印象的であった。 

８．答申素案（次期中間処理施設整備基本計画（案））について 

(1) パブリックコメント後から、細かい修正を加えているが、住民意見交換会やパブリックコメン

トによる意見を踏まえて、答申案の内容を 3箇所変更・追記したいと考えている。 

(2) モニタリング結果は、リアルタイムで組合ホームページに掲載されるのか。 

→測定後、分析が必要なものがあるため、リアルタイムでの掲載は難しい。結果がまとまり次第、

速やかに掲載したいと考えている。 

→煙突出口での排ガス濃度は、組合のモニタリングポストにリアルタイムで公開されている。 

(3) 測定地点について、対象地区はどこか。 

→煙突高さが決定次第、環境影響評価（アセスメント）においてシミュレーションを行い、地域

の方と協議をする。 

(4) サーマルリサイクルについて、変更後の記載に「調査研究」とあるが、熱利用の観点か？ 

→本検討委員会の中で、サーマルリサイクルが決定されたわけではない。プラスチック容器包装

類だけではなく、その他、焼却の際に熱が得られると考えられるものも含めて、検討したいと考

えている。 

→「調査研究」により、誰が責任（所管）を持つのか、不明瞭であるため「ごみ処理基本計画で

検討する」などの記載が必要である。 

(5)今後のモニタリングで、誤解を招かないように、周辺環境の事前調査をしっかりと行って欲しい。 

(6) 「プラスチック製容器包装」にはいろいろな種類があるが、ごみ処理基本計画では、「その他

プラスチック」との記載ではないか。確認をして欲しい。 

(7) 八千代市は、ニュータウン地区より次期施設に近いが、八千代市に対しては、どのような対応

をするのか。 

→一般的に、条例アセスメントの手続きの中で関係市町村から意見を聞くことになるため、その

やり取りの中で対応することになる。関係市町村の範囲などは、県の当局から指導があり、それ

に従って縦覧を行うことになる。 

(8) 基本計画（案）の最終調整については、事務局、大迫委員長、河邊副委員長で行うことで了承

された。 

９．その他 

(1) 住所氏名未記入で提出されたパブリックコメントの無効意見報告 

(2) 委員長、副委員長、委員より挨拶 

(3) 10 回の検討委員会全てが終了 

(4) 地域振興策検討委員会は、3月 27日（日）に最終の委員会が開催される予定 

(5) 3 月 30 日（水）に両検討委員会委員長から管理者宛に最終答申書の提出を予定。それをもって

本検討委員会の解散とする。 

(6) 杉山事務局長より挨拶 

10．閉会 

※傍聴者：９名 
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（21）委員意見の概要 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

の委員意見の概要を参考までに添付する。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

資料 頁 

第２回会議 委員意見の概要 （21）-1 

第３回会議 委員意見の概要 （21）-3 
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委員意見概要（第２回会議） 

 

検討委員会のスケジュールについて 

 

 「施設の安全性の維持」及び「施設の安定運転の継続」は大切であり、基本

計画の中では、欠くことのできない基本的な条件だと考えている。 
 

次期中間処理施設整備事業のスケジュールについて 

 
 検討委員会の中で事業方式を選んでいく。また、その事業方式を考えていく

上で、費用面に関しては、プラントメーカー等のアンケートも踏まえ、検討

していく。 
 
次期中間処理施設整備の基本方針について 
 

 最新技術ではなく、最良の技術（一番良い技術）を採用してもらいたい。 
 

 イニシャルコストだけを考えているように感じるが、30 年間にわたり、なる

べくランニングコストや修理代がかからないものということを含め、最良の

ものを導入して欲しい。 
 

 基本方針に、防災という視点を入れるべきだと思う。 
 

 最良の技術に関しては、高度なシステムという言葉も使っているので、例え

ば、「効率かつ経済性を考慮した高度なシステムを備えた最新技術の導入を

図る」など、そういった文言も考えられる。また、今の防災拠点については、

今後の大きな流れもあり、交付金の要件に関係するところでもあるので、防

災拠点、あるいは強靱な設備の整備などの文言等も盛り込んでもらえると良

い。 
 

 基本方針は、大体の内容として認めていただいたということで、最終的な文
言調整というのは、最終的な報告書の段階でも見直すチャンスもあろうかと
思う。今日は、細かいところよりは、この基本方針の大きなところで、先ほ
どの防災拠点の話や最新技術、そういったものの理解の仕方が重要かと思
う。 

 
 ごみ処理基本計画は、国が示した廃棄物処理施設整備基本計画の項目をかな
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り意識していただいて整理いただいていると理解している。施設整備に係る
重要案件でも、大変重要なところも捉えられていて、それをうまく反映して
いると思う。 

 
 エネルギー拠点という意味合いだけでなく、「自然豊かな地域の資源の利用」

や「新たな施設整備が融和した形で地域の人たちが集う場」といったビジョ

ンも入れて欲しい。 
 

 長続きする、長くおつき合いできる施設にして欲しい。 
 
次期中間処理施設の処理システム・処理方式について 

 

 いろいろな比較検討を行い、全ての角度から検討して一番良いものを選んで

いかなければならないと思う。 
 

 バイパスで排ガスを逃がすとなると住民の方にも受け入れがたいところも

あり、いろいろな工夫をされてきていると思う。また詳細なアンケート調査

のところで緊急停止時の 2次電源の問題やその緊急時の停止のやり方、その

ときのガスの逃がし方、そういったところは、ぜひ聞いていただくと良いか

もしれない。 

 
 稼働期間を総合的に見て、シンプルで一番いいもの、管理しやすいものを選

ぶことになるため、安全性や効率性など、今後検討していくときにはいろい

ろ教えていただきたい。 
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委員意見概要（第３回会議） 
 
計画施設規模の検証について 
  

 将来の人口の推移など、事業系の都市計画に伴った事業施設がこれから印西
地区に増えるのか、減るのか、その辺も当然見越したものがこのグラフだと
すると、計画と実績に大幅な乖離があり、平成40年を正しく読めていると言
えるのか。 

 
 印西地区に関しては、若年者層の人口増となっており、人口構成によるごみ

の算出量を今後考えていかなければならないと思う。 
 

 この施設規模というのは、本来はごみ処理基本計画で改めて、また改定議論
をやった上で、最終的に、この施設整備基本計画の施設規模にも反映させる
ことになると思う。 

 
 本検討委員会でも、あくまでごみ処理基本計画で今後改定していくというこ

とを踏まえて、施設の規模を検討していく。 
 

計画ごみ質について 
 

 専門的な言葉については、キーワードだけでも説明をして欲しい。 
 

 ごみ質に関しては、今後関係市町や事業組合のごみ減量施策等の進展によっ
て、ごみ質の変動要素がある。このため、ごみ質についても施設規模を決定
する時期にあわせて、数値を精査するタイミングもある。少なくとも今回の
プラントメーカーのアンケート調査においては、過去の実績をもとに分析し
て、この数値を使って調査をしていく。 

 
公害防止基準について 
 

 排ガス処理は、技術的なものがどんどん向上して、それに対するコストも勘
案しながら検討していくべきではないかと思う。 
 

 自主規制値の数値を厳しくすればするほど、排ガス処理設備が大きくなっ
て、また数も増える。なおかつ薬剤の使用量も増えるということが十分予想
される。その場合、当然ランニングコストが上がってくるとともに、設備が
増え、スペースも増えるということになる。それにより、イニシャルコスト
も高くなることから、コストも意識しながら自主規制値の数値を決めていく
ことが重要ではないかと思う。 

 
 将来にかかわることであるので、予算は大切なことであるが、それ以上に環

境を守るなどの大切なものもあるということを含めた上で、今後ご検討して
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いただきたい。

プラントメーカーへのアンケート調査項目と実施工程について 

 建設費については、平成34、35年の単価で試算してもらうよう注釈を入れて
欲しい。 

 施設外余熱供給は、積極的発電を優先するのか、熱利用を優先するのかでず
いぶん変わってくるので、条件をつけてアンケートして欲しい。 

 アンケートで得られたデータについては、より精度の高いものとするために

方式ごとに 2社以上から回答をもらえるようにお願いして欲しい。 

 メーカーから出てくるデータの統一性というような観点から総合計画を示

してデータをもらったほうが良いと思う。 

 大規模災害に対する安全対策については、外部飛来物対策やテロなどの悪意

の妨害対策を前提にした場合、建設費の見積額がべらぼうな額になるので、

アンケートの対象から外していくということが必要だと思う。 

 安定運転というものが非常に重要だと思うので、30 年間の安定運転を前提

にして、しっかり動かすための炉として系統、系列、そういうものの提案を

してもらうということはなくて良いのか。 

 プラントメーカーアンケートの段階では、基礎的な情報を収集して、議論を
進めることが一般的である。 

 アンケートについては、まだ、項目的なものを整理するところもあるため、
各技術を比較していく。実施工程のスケジュールの中で、細かいアンケート
様式を作成する際に、精査させてもらいたいと思う。 

その他（次期中間処理施設整備の基本方針（案)） 

 より自然と調和したという中で、景観も配慮すべきではないかと思う。 

 地域振興策でエネルギーを最大限に活用したという文言は、規模といろいろ
なものにかかわってくるので、今後、そういう視点も含めて議論していただ
きたい。 
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委員意見概要（第 4 回会議）

検討委員会スケジュール等について 

 基本条件の施設の安全性において、この「安全」には、施設の安全・公害防

止に加え、環境の安全・交通の安全を含めて審議すべきと考えている。

 安定な運転については、「しっかり動きますよ。任せてください。」と言える

ようなものにする必要があると思う。 

 極端なことかもしれないが、テロ対策をどうするか等、いわゆる外部の妨害

工作に対してどう対処するか等を含めて一定の議論をした上で、そういうも

のは現状の警察力の中でカバーできるからいいとか、そういう整理をしてい

く必要があると思う。そういう視点で見て、もう少し安全性に関しても網羅

的に触れた上で、発生の可能性の頻度が低いから外すというふうな整理をし

ておくべきだと思う。 

 処理技術のところは内容が豊富なので少し時間をかけて十分検討したほう
が良いと思う。 

 事業方式は処理システムと関係するところもあり、一つ一つ分けにくい部分

も出てくる。第 7回ぐらいで最終的にしっかりと全体の整合性を持ってまと

める形で進め、住民の方々が特に気にされるような施設の安全性や安定運転

のところも総括できればと思う。

 10 年後、20 年後に向けて、経済を優先していくのか、あるいは、住民のサ

ービスを優先していくのか、考えなければならないと思う。特に高齢化社会

の中で、人口が減少していくことも視野に入れて検討する必要があると思う。 

 人口減少は最終的な答申書の中で課題として明記し、ごみ処理基本計画の見

直し時に議論していただきたい。そのときに、何もない状態で議論というよ

りは、本検討委員会の中である程度技術的な情報として、人口減少を念頭に

置いた、課題があるのではないか、ということを盛り込んだ上で、ごみ処理

基本計画の議論に役立ててもらえればと思う。

 本検討委員会として方針を示す限りは、説明責任が伴うため、しっかりとし
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た根拠となる情報により判断したという説明ができないといけないと思う。

このため、プラントメーカーのアンケート結果だけに依存するのではなく、

既存の事例やしっかりと分析した知見、文献情報を含めた根拠資料をつくっ

ていくべきだと思う。

 余熱利用とかの部分で、白煙防止で白い蒸気みたいなものがある程度見えて

も、そのためにわざわざ加熱して発電効率を落とすような白煙防止対策はし

ないという選択で、その分発電を高めていく対応がある。そういったところ

は、発電をとるのか、見た目の景観をとるのかという、相矛盾する選択肢を、

方針の中で議論しなければならない場面が出てくるので、そういった論点が

わかるような議論を次回から行わなければならない。

 交付要件をどのようにクリアしていくかについても議論が必要。

 組合から地元住民に対してなるべく情報を発信して、一人でも多くの方に理

解を示していただけるような方法論もとっていただきたい。

リサイクルセンターについて 

 高齢化社会により国の歳入額が減っていく中で、経費をかけて建設したもの

をずっと維持できるかという問題もある。この組合としての予算も、当然歳

入が減れば減らされる可能性もある。そのときにリサイクルにどれだけお金

をかけられるかという、経済性も鑑みておかなければ計画倒れとなり、とん

でもない無用の長物をつくってしまうことも考えられる。 

 将来を支える側の若者の負担を少しでも減らせるようなことを考えるべき。
いろいろな考え方で、費用対効果という面も考えながらやっていくべきだと
思う。 

 行く末のこの組合の発展や良い施設を整備していきたいので、いろいろな議

論をさせていただきたい。 

 ごみ処理基本計画で全体の方向性を決めるまで決定論的な議論はできない。

処理規模については、ごみ処理計画を踏まえて見直すことになるため、その

ような観点での議論をすべきで、課題としての提案はできると思う。 

 なるべく組合のコストがかからないようにして欲しい。 
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 将来のごみ排出量は、今後の人口減少などの国全体の話や印西市の特徴も踏
まえて、ごみ処理基本計画の中で見直されると、必然的にこの処理規模も見
直されるというような関係性はあると思う。 

 小型家電や粗大ごみの有料化について、実績と効果を含めて、最新の情報等
を踏まえたごみ処理基本計画の見直しの中で処理規模のところは議論し、現
状は今の用地選定の検討委員会で出た処理規模を踏まえた議論をしていく。 

 次回、現状のリサイクルプラザ機能の実績をご紹介いただき、なかなか効果

として難しい部分もあるけれども、当面はやはり維持していくべきではない

かとか、あるいはもう少しコスト等、抜本的に考えるべきではないか等、結

論は出せないが、そういう議論があったということは、残しておくことが必

要と思う。 

 リサイクルプラザについては、ここでは地域振興策を踏まえながらどのよう

な機能を持たせるか、本検討委員会で検討すれば良いのではないかと思う。 

 災害廃棄物は、焼却処理の場合、年間1,000トンを見込んで処理規模が推定
されているが、リサイクルセンターに関しては、災害にもよるが、水害ごみ
だと粗大ごみ系が結構出る。処理規模の中ではどのように考慮されているの
か。 
→実態としては必ず粗大ごみが出てくる。水害ごみというのは特にそうだ。
ただ、それを規模の中に見込まなくても、例えば仮置き場やストックヤード
等、そのような機能で、できるだけ規模に影響を与えない程度に円滑化し、
破砕設備等も別途仮設で設けるなどが考えられる。 
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委員意見概要（第 5 回） 

施設の安全対策等について 

 台地上という立地条件等を考え、ここでは耐水性や耐浪性は考慮しなくても
良いと判断する。 

 今日は耐震性と始動用の電源というところの議論が中心になると考えてい
る。 

 落ちのない安全性の検討をすべきと考えている。 

 閉じ込め機能やダウンバーストという秒速7、80メートルの風や異常気象に
対しての耐性、外部飛来についてどこで触れるのか。 

それからもう一つ、破壊行為です。テロ行為に対して、通常の警察力で防護

するということと思いますが、それで十分かこの場で了解されれば、それを

言及してほしいのですが。

 手選別作業に関わる作業員の安全対策についてどこかで触れて欲しい。 

 社会情勢や施設の特性、地域特性から起こり得ないと判断したのであれば、
その旨を記載するべきであり、見過ごしがないようにしたい。 

 議論の詳細は議事録に残っているため、議事録の中でうまく表現することも
できる。 

 通常の警備態勢はとられると思うので、一般的にもテロ行為対策は他の施設
でもとられていないため、今回対応はしなくて良いと考える。 

 基本的には、ガスが出ないようにプラントや焼却炉の中は負圧にする。万一
停電等が起きた場合でも、集じん装置により対応する。そのようなことから、
有害ガスについては問題ない。 

 腐食については、温度対策、必要に応じて材料を考慮し、対策をする。 

 作業員への安全対策は、自治体によって考え方が異なる。 

 焼却施設の耐震の設計は十分今まで経験している強い震度に対して耐え得
る状況なので、用途係数は1.25で妥当だと思っている。 

 今までの大きな災害、地震で施設の致命的な損傷はほとんどない。そういう
面からいって今回の施設も用途係数は1.25で妥当だと思う。 
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 水に関してわかりやすい説明資料を用意しておくと良いと思った。 

 施設はそういう耐水、耐浪という点では問題ない立地条件にあるが、その周
辺のアクセス道路等に不備があれば、何の意味もなくなる。ぜひ議論をして
いきたい。 

 始動用電源について、都市ガスでやるのか、あるいはまた別途何らかの燃料
を確保して始動用の電源が立ち上がるようにするのか。こういった燃料の問
題は、今後詳細な設計の中で対応するものだが、この施設整備としてはこの
方針のみ確認しておきたい。 

エネルギーバランスの確認について 

 蓄電池について検討して欲しい。 

 市町村の財政から、2分の1の補助金率というのは死守しなければならないと
思う。 

 次回2分の1交付率の要件の情報を出していただきたい。 

 エネルギー供給を行うに当たっていろんな課題がある。その課題も付けてイ
メージ図をつくってもらいたい。 

処理方式の選定について 

 ストーカ方式にして、組合の最終処分場を有効利用するというのが良いと思
う。 

 当初の約束期間を過ぎているようなので、やはりいろいろな地域の事情だと
かを考えて、私個人的には一番評価の高いストーカ方式が一番いいのではな
いかと思う。 

 大廻地区の最終処分場はもう一刻も早く埋め立てを完了することを目指さ
なければならない。 

 大廻地区の最終処分場は、少なくとも、この印西地区においてごみの焼却を
して、その灰や不燃物を埋め立てるためにつくられた施設であるという理解
はしておくべきだと思う。 

 総合的に我々が評価、判断するということは難しい部分があるので、現状の
情報も踏まえながら、例えば地域振興策におけるエネルギーの提供やコスト
全体のことを皆さんの見識でご判断いただくしかないかと思っている。 

 評価が今後の実績等も含めて変わっていくことはないのかということがあ
ったが、最新の実績も出てはきてはいる。もう少し実績を見ていかなければ
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ならないかと思う。現時点ではストーカ方式に優位性があるというような見
解として取りまとめるということが、一つこの委員会としての見識と思って
いる。 
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委員意見概要（第６回）

処理方式選定について 

 選ばれた方式が最終処分場をかなり重要視しているというか、それに依存し
ている部分があると思うが、最近の異常気象で、あの場所は水害、あるいは
強風でごみが飛び散って、付近の住民からの心配というのは特にないのか。 

 総合評価の記載の仕方も妥当であると思う。 

 ガス化溶融方式の評価という右下のあたりにスラグに関して、有効利用の不

確実性といった課題があるという記載があるが、ここはちょっと意味をとる

のが難しい。 

 スラグを本当にきちんと有効利用するということがなかなか難しいという

ところは課題として残っている。 

 昔はごみからつくったスラグの材料が、例えば土木の部局のほうで使ってく
ださい、公共工事で使ってくださいと言っても受け入れられなかったが、か
なり有効利用率は上がってきている。溶融スラグのＪＩＳ化もされている。
記載は良いと思うがそれを使っていただくには、環境部局の側が土木部局と
かに丁寧な説明をして、あるいは住民に対してもきちっと理解いただくとい
う、そういう労力、努力なくしてはなかなか利用が進まない。そういった意
味も含めて、この部分の記載は皆さんご理解いただければと思う。 

エネルギーバランスについて 

 2 炉運転の 166 日間は、発電機の発電容量を 2炉分持っていなければならな

い。発電機というのは非常に高額なので、経済性も考えて、1炉用の発電機

でいいのか、2炉用の発電機を高くても入れなければならないのか。これは

計算するしかない。今の、再生可能エネルギーの状況の中で各発電機メーカ

ーも数年待ちというような、水車メーカーだとか、いろいろなものが数年待

ちというような状況なので、あるいは国産にこだわるのか、海外のものにも

広げるかということも、いろいろ考えていかなければいけないと思う。 

 附帯施設でどうしても熱を365日必要だという施設をつくると、全炉停止す
る7日間のために、大きな投資をしなければならない。例えば熱を利用して
暖房をとって植物を育てているようなハウスがあったとすると、真冬に7日
間止められてしまうと、それこそできない。本当に微々たることかもしれな
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いけれども、そこまで考えてやらないと、事業をする側として、たった1週
間のために数千万、数億円の設備をしなければならないということも出てき
てしまう可能性もある。 

 受け入れ側としては 1 年間のうちの 7 日間だけ稼働するような設備が必要

になってしまうのであれば、ものすごく何か無駄なような気がする。 

 どうしても電気設備の点検が入ってくることから、必ず止めざるを得ない。
時期については、調整できるのではないかと思う。それは施設ができ上がっ
た段階でプラント側と焼却施設側とで調整がきくのではないかと思う。 

 全炉停止をかけるのは一般的にはごみ量が一番少ないときだが、外部に余熱

利用施設がぶら下がってしまうと必ずしもそうでもない。どこかバランスの

とれたところで全炉停止をかけるとか。これからの問題かと思います。いず

れにしても、事業側では絶対、この余熱を使うのであればボイラを置かなけ

ればいけないことを理解していただかないといけない。 

 この絵を見ると、発電だけにこれだけのエネルギーが使われているというふ
うに読み取れてしまうので、発電プラス、エアヒーターやスートブローなど
プラント用の熱もあるので、そこは分けた図の書き方のほうが、より理解し
やすいのではないかと思う。 

 7日とはっきり書かれると、最高7日みたいに捉えられる。書き方の工夫をし
て欲しい。 

 全炉停止が法定点検のために年に7日という目安、相場観ではあるというこ
とで、もちろんそれ以外のときにも不規則な何かトラブルがあったときには
止まる可能性もなくはないが、現状でそういったものはなく、点検しながら
ちゃんと運転されている実態はあるにせよ、そういう形の理解の上で地域振
興策のほうの議論をしていただければと思う。2炉運転のときには、できる
だけ発電のほうに回していくのか。あるいは、そういう年間の中では少ない
が166日利用するような対象があれば、熱量利用もあり得るということで、
その辺はまた地域振興策のほうとの関係の中でまとまっていく部分がある
のかなと思う。 

排ガス自主規制値について 

 自主規制値ということは委員の方々の協議の中で決められていくので、本来

やはり技術的なところとの関係やあるいはそれによるコストの増加、あるい

は熱を供給するということに対して、逆に相矛盾するような関係にないか、

しっかりとした技術的な検討を踏まえて自主規制値も判断すべきである。単
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純に、他施設の実績から自主規制値を設定しているが、明確な理由を、最終

報告書の中に書いていかないと、こういったものが公開されていくと、どこ

の自治体でもとにかくトップランナーで、いいところに合わせて厳しく行こ

うというようなことに流れがちなので、そこは注意が必要かと思う。 

 法律に基づく規制値だが、一般的な環境に望ましい環境基準を満たすために
規制をしている。その一般的な望ましい基準というのは、それを超えたから
即影響があるということではなく、様々な安全サイドの考え方の中で望まし
い環境のクオリティーを決めている。規制値で、安全、安心面の確保はでき
ているが、技術的に対応可能なのであれば、より安心な数値に持っていくこ
ともある。自主規制値は、住民の方々にも安心いただくために決められてい
るという理解なので、その数値がむやみに低ければいいということではな
く、先ほど議論があったように、コストや熱ロスなど、そういったことと相
互に関係し合う中でバランスを持って考えていかなければならない。 

 組合の方には、素人でもわかるような、本当にかみ砕いた簡単な、誰でもが
わかるような、なるほどと思えるような説明をしていただきたいと思う。土
地を提供したり、その周辺に住んでいる人というのはなかなかわからない。
そうすると、今の自主規制というのはこういうものだということもわからな
い。実際、これが規則だというふうに理解している人もいる。いろいろな理
解の仕方があるので、それを本当にかみ砕いて、それは時間かけても丁寧に
説明していただいて、理解して、より一人でも多くの方に理解していただく
ということに努めていただきたい。 

施設整備基本計画（その1）について（造成、アクセス道路） 

 掘り下げ方式にするか、平面にするか、地域との話し合いの中で掘り下げ方
式について十分考慮させていただきますというような話をお伺いしている。 

 経済性ということで、住民の意見が一言でそこで片づけられてしまったら、

今までやってきた議論だとか住民説明会は、最終的に、経済的に合わないと

できません、予算がないので、できませんというような一言で最後終わって

しまう。そういう今までいろんな公共事業や何かで住民説明会をやって、最

後に、予算がありませんのでということで泣き寝入りしたケースが結構ある

ということをいろいろなところで聞いている。 

 掘り下げ式にすると面積が減ると言われ、そのような比較のコメントも入っ

ているが、切り土が、随分緩く切ってしまって、擁壁、積んでいないではな

いか。こっちにも擁壁をやれば、盛り土側というか、土地のほうは擁壁高が

低くなるので、経済的にも、例えば擁壁の土止めの法の長さというのは変わ

らないと思う。上にも擁壁やればもっと、例えば 3分でやれば、10ｍだった
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ら 3ｍで平面的な用地が済む。これはなだらかに２割ぐらいに見えるが、10

ｍの高低差に対して20ｍぐらいで描かれている。こっちにも擁壁をやれば、

逆に左側のほうの擁壁高は 30ｍあるのか、20ｍあるのか、ちょっと絵の割合

ぐらいでしか感覚がからないが、そっちが低くなるわけですから面積減らな

いのではないか。 

 平面施工方式の景観のところで、造成高、GL26ｍ。周辺の住宅地から離れて

いるので、圧迫感を感じることは少ないと書いてありるが、これには最初か

ら反対で、それを十分理解しているということだった。 

 考察は誤解を受ける可能性がある。 

 吉田区内でも、予算や総事業費など、疑問が上がっている。夢ばかり膨らん

でしまい、ただ要望しただけで、終わってしまうのか。 

 もう少し何か、圧迫感を排除するためにとるべき方策と、やはり環境安全と

いうような目で見て、もう少しあるべき姿というのは議論していいのではな

いかと思う。 

 吉田区が掘り下げ方式で建設してくれ言った場合にどうするのか。設置され
る住民側の意見というのをよく考慮した上で、近隣住民の意見を採択しなけ
ればいけないと思う。 

 設置される地元の会合にも出ていろいろやってきているわけで、どうしても

この部分というのは非常に敏感にならざるを得ない。どういうイメージで設

計してほしいなどをもう少し早い段階で地区から吸い上げていただいたほ

うが良い。 

 平地と掘り下げで、どのくらいの広さになるのか。狭くなった場合はどのく

らい不足するのか、他の場所を買う等いろいろある。 

 杭打ち工が安価になるなど、出すのであれば、もう少し数字的な比較対照が

出ていないと、どちらが安い、高いと一概に言えない。 

 暫定的であっても、その意味合いも、地元の方にも誤解のないように伝わる

ようにしていかないといけない。 
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 景観など、いろいろなことを考えたときに地域振興策と関係すると思う。そ

ういう意味で、この部分の結論は次回にするかも含めて、一連の相談を含め

て協議させていただければと思う。 

 アクセス道路の「ス」と書いている字のところに回り込むように、広い道路

が図面にあると思う。これは松崎の工業団地で、ここまで広い道路が来てい

る。その先は創価学会の集会所みたいのがあるところへ繋がっているが、そ

こを例えば真っすぐ下に繋ぐと、かなり距離は短い。もちろん山を法を切っ

て田んぼに下るルートになる。工事は当然必要だが、長さは一番短いかと思

う。 

 工業団地から最短距離で上下水道が引ける。工業団地の佐川急便のところま

では下水道が整備されている。最短での引込みができる。 

 この敷地の配置計画と関係していると思うので、北側の低いところに貯水池

を設けるなど、この施設配置の合理性の中では、南側の入り口は、合理性を

持った判断だと思う。 

 地域振興策から、当然ごみ収集車とは分離した形のルートをお願いしたいと

いうような意見が出る可能性があることは容易に予想がつく。 

 いろいろな意見を聞いた上で、また地域振興策の意見もあわせて考えたいと

思う。 

 アクセス道路の検討期限、検討するに当たっての基本的な条件、前提条件と

いうのがあると思う。今言った地域振興策の意見を聞かなければいけない。

一方通行でなくて対面通行する等、前提条件があると思うので、その前提条

件を出した上で検討していくことにしていただけないか。 

 平面計画についても、造成計画というものをもう少し検討しないと、あれだ

けでは難しいと思う。今回の資料を見ていると基本的な条件というのが出て

いないので、どう検討したら良いか、よくわからない。ぜひ前提条件を整理

した上で、検討していくようにしていただけると非常に進みやすいのではな

いかと思う。 

 議論がなされれば良いが、結局、広げるというと、また個人の地主の交渉を

(21)-15



しなければならないので、お金とか出ていましたが、こういう敷地の話、今

回道路の拡幅の話になると、これはこれで地元にご理解していただかないと、

成田空港と同じようになってしまう。 

 最終判断は、地元に対しての説明と理解を踏まえていかないと、この場でど

ういう観点で、こういうメリット、デメリットがありますよという結論は出

せるが、1つに絞るという意味では、地元との意見も踏まえた形で、また意

見を伺う機会があると思うので、そのプロセスも必要かと思う。 

(21)-16



委員意見概要（第 7 回会議） 

エネルギーバランスについて 

 ケース1は、供給元に補助ボイラを設置することも念頭に置いたようだが、
全炉停止のときも含めて、いろいろな考え方においては、供給先に設置する
ということでの確保もあるので、全体のバランスの議論も必要だと思う。 

 エネルギーバランスは、どのような地域振興策を入れるかによって、供給で
きる熱量だとかいろいろと変わってくるので、供給される側もやっぱり経済
的バランスというものを考えて施設をつくっていかないと、将来に負担を残
すような施設をつくってしまう可能性がある。 

 人口減少はもう始まってしまっており、10年後、それ以上後に稼働していく
となると、もう少しいろいろな面で定量的なバランスだとか、そういうもの
を考えて、エネルギーバランスを考える必要がある。地域振興策検討委員会
の方も、その辺を考慮にしていただきたいと思う。 

 エネルギーバランスは、事業方式にもかかわる問題なので、この辺は非常に
慎重にやっていっていただきたいと思う。発電というのは収入の部分が一番
大きい部分である。 

 2炉運転時に発電する能力の設備を入れると、1炉運転をベースにした設備の
能力に比較して大きくしなければならず、イニシャルとしてのコストがかか
るが、長い目で見ると、2炉運転に合わせて発電設備を入れても、それはそ
れなりにバランスがとれるという理解で良いか。 

 2 炉運転時に発生する熱エネルギーを基本に最大限活用する場合は、1 炉運

転の期間（192 日）、全炉停止期間のバックアップを補助ボイラ等による熱源

確保が必要となることを踏まえ、地域振興策の検討をして欲しい。 

 補助金制度の件も含めて、補助ボイラを供給元に置くか、提供先に置くか、

それはまさに地域振興策をどういう形で描いていくかということとも関係

しているので、余り施設整備基本計画の検討で保守的な形でまとめ過ぎて地

域振興策のいろいろな展開、広がりを制約してもいけないとも思う。 

 エネルギーバランスは、自由度を広げるような事業方式をとっていくと、も
う少しまだ展開としていろいろな可能性も残しておくべきという気がする。 

 補助金の額について、5年後、10年後にまた異なる新たな展開も出てくると
いうことも一つ念頭に置いてもらえば良い。 
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 今まで施設の範囲だけで納まっていた交付金、補助金の対象がその地域振興
策との間を接続するところまで広げて出しても良いのではないかと思う。 

防災拠点化について 

 防災施設というと、ごみの集積場所も含めた面積も必要だと思う。そこで、

それらの面積を考慮した場合に、建設候補地の面積で足りるかどうか。足り

なければ、それらのスペースを確保する必要があると思う。

 発電電力の自家消費の場合は、多分専用電線路を敷いて、それで供給してい

くことになると思う。その際に、いろいろな課題等があるかと思うので、課

題も含めて調査をしていただけないか。

 自立的始動のようなシステムみたいなことを考えると、それはまさに先ほど

のエネルギーバランスの補助の電源、ボイラと密接に今度は関係してきて、

地域振興策との関係性も出てくるようになるという理解をしている。

 私のイメージだと利根川が氾濫を起こしたり、堤防が決壊した場合、アクセ

ス道路に松崎吉田線をというのは、浸水してしまうのではないかと思ってい

る。そのことも含めてアクセス道路として松崎工業団地のほうから高い位置

でアクセスすることで、浸水しないような段差を設けたほうが良いのではな

いかと思う。

 建設候補地は、畑のど真ん中で、防災拠点といっても、限られたものしかで

きないと思う。今後吉田区における防災拠点とか、施設の活用だとかについ

て考えてもらいたい。

 建設候補地である更地での防災拠点、しかも里地里山型の防災拠点というも

のが、どういうコンセプトなのか。それは、各地域振興策の将来とも関係し

ているので、非現実的な拠点化のイメージを想定しても絵に描いた餅になる

可能性もあるので、そのあたりを詰めるべきと思う。

 先日のような鬼怒川の氾濫とか、またその前にも東日本大震災のようなこと

を考えると、相応の処理能力のストックヤードを自前で確保するのは難しい

と思う。
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 液状化などの災害が発生した場合、例えば可及的速やかに輸送機能を復旧す

るという目で見て、１週間を目途にいろいろ活用して復旧ができるような施

設整備を図りますというようなことも書かれてしかるべきと思う。

 拠点化を図りますと書いてあることについて、どれくらいの規模のものを想

定するかであるが、発生したその姿を想定して、それに応えるべき課題を幾

つか整理して、将来的には具体化に向けて検討する必要があるという旨をま

とめの中で言うべきではないかと思う。

 今後の災害廃棄物の処理計画の策定においては、組合は市とは違う立場であ

るが、その中で組合も一緒になって組合の役割を議論しなければいけないと

思う。そういったところで定量的な数字は議論できないが、課題として一応

イメージしておくということかと思う。

事業方式について 

 焼却方式を事業者側の提案に委ねる件については、千葉県が処理方式の形態
を決めておかなければならないという話があると思う。それが一番大きなポ
イントだと思っている。 

 DBO方式は、設計･施工において、公共もかなり関与してくるため、民間だけ
でなく、公共も一緒に入れておいた（連名）方が良いと思う。 

 方式までというところは、もちろんある程度この施設に対する、いろいろな
地域の要望等も含めた形での考え方、あるいはこの方式が望ましいというこ
とをこちらで示すということは一つの見識としてあっても良いと思う。 

 事業方式には、それぞれ課題等があると思うので、実際に動かしている施設

での課題とはどのようなものが上がっているのか、調べて欲しい。

 DBO 方式などで、財務管理のモニタリング等も含めて、公共と SPC、SPC とい

うよりも特定目的会社との間の関係性がまだ成立していないという印象を

受けていて、何かお任せになっているというような状況もあるのではないか

と思う

 民間が公共とパートナーシップの関係の中で展開していくと、ある面でコス

ト低減にもつながるし、いろいろな発想が出てきて自由度が上がっていくこ
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ともあるかと思う。

 地域への振興策にかかわる環境教育だとか、SPC である事業者がそのような

ところに結構踏み込んで関与している事例もある。この事業者は、公共から

ごみ施設あるいはリサイクルプラザの運営も含めた形で、担う関係であるが、

地域振興策も地元の人たちだけで会社をつくって運営するということも難

しいため、民間の活力を生かした新しい事業形態が生まれる可能性があると

思う。 

 DBO 方式の事業や、PFI 手法の BTO 方式も含めて、ごみ処理だけをやるので

はなくて、もっと広がりの中でやっていくような事例があるのかどうかを調

べて欲しい。

 DB 方式は、殆どないので、もうこの場で消去するぐらいまでやらないと絞り

込めないと思う。または、公設民営の 3方式で検討するとかしないと、いろ

いろなものに影響すると思う。

 それが最近運転管理まではやるようになってきて、でも地域振興策となると

他の違う分野の事業まで巻き込んだ形の事業化をしていくとなると、やっぱ

り複合化というか、ほかの人たちとまた手とか組んでやらないとならないの

かなという新たなチャレンジが出てくるし、そこに地元の方々も含めてどう

関与していただくかという新たな事業の形の模索をしなくてはならないの

で、ただ、それが可能な事業方式にしておかないといけない。

 地域振興策との関係性から見た場合に、地元の方々の関与を含め、他の違う

分野の事業を巻き込んだ形の事業化をしていく際の、新たな事業を模索する

ための事業方式について、材料、評価の観点みたいなものを整理してもらう

と良いと思う。

 DB 方式は、現在は財政負担とかいろいろな面で、だんだん厳しくなってきて

いる。このため、DB 方式はもう考えなくても良いのではないか。

 事業方式は、資料中 DB 方式（公設公営方式）ほか 7 方式の中から、近年の

動向を踏まえ事業方式の絞込みを行い、第 8回会議において VFM 比較により

審議することとする。比較対象は公設民営手法で最も採用実績の多い DBO 方

式、PFI 手法の中で最も採用実績の多い BTO 方式、比較基準として現在の印
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西クリーンセンターが採用している DB 方式（公設公営方式）の 3 方式につ

いて、先進事例の課題も含め総合評価を行うこととする。
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委員意見概要（第 8 回会議） 

意見書について 

 土地の取得に対し、どこかに信託したほうが良いという意見は、非常に貴重

なご意見だと思う。

 エネルギーバランスについては、エネルギーを次期中間処理施設のほうで絞

ってしまえば地域振興策に必ず制約が生まれるし、かといって地域振興策を

優先すると次期中間処理施設自体の経済性というものも失われるというよ

うなことがあるので、非常に慎重に方針を出さないと、全てに影響を及ぼし

てしまうような感じがしている。

 本検討委員会だけの議論での対応のみならず、いろいろな方々から技術的に

も大変参考になる専門性の高い知見等含めた意見を提供いただいているの

で、それらを生かしながら、皆で検討しているというところが、プロセスと

しても大変好ましいと思う。

事業方式について 

 BTO 方式と DBO 方式に係る課題は、現状で実績がかなり増えて、またそれが

継続的に運営されている中で、今学習している過程で、ノウハウが積み上げ

られている過程と理解した。この課題が将来的に課題のまま残っているかは、

不明であるが、現時点で認識を持つ必要があると理解した。

 （DBO 方式の）さいたま市桜環境センターの施設を見学して、運営事業者の

意識が非常に高いという感じを受けた。その背景に、売電収入が事業者に入

る仕組みになっているようで、インセンティブが付与されることによる動機

づけが強く、良いと思われた。

 （さいたま市桜環境センターの施設見学において）新しい斬新な技術を導入

し、実績の少ない処理方式であるにもかかわらず、しっかり運営されている

という背景に、（発注者の自治体から）任せたので、しっかりやってくださ

いという関係があるように感じた。可能であればそのよう事業方式が良いと

思う。
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 売電収入の扱いは、その一部を自治体に還元するなど、いろいろなやり方が

あると思われる。

 民設民営方式の BTO 方式の場合、民間が資金を調達して建物を建てるという

ことは、所有は民間のものになる。昨今の事例からすれば、よもやという会

社が不正を起こして、絶対に 100％信頼できるということはあり得ないと思

う。

 実力のある政令市は、比較的 DB 方式を採用している。また、施設を複数所

有しているから、その一部だけ DBO 方式を採用しているところもある。これ

に対し、小さい自治体は、DBO 方式で民間と一緒に協力してやっていこうと

いう状況がある。

 地元の役所の方々が管理までやられる公設公営方式が一番信頼できると思

う。その一方で、経済性を考えると絞り込まざるを得ないという感情になる。 

 私の知る限りでは、DB方式で直営職員の方がたくさんいるような場合には、

DBO 方式への移行は難しい。DB 方式でも職員の方が事務系だけで、実際の運

転管理を単年度委託契約をしている場合は、DBO 方式または BTO 方式へ移行

しやすいという傾向があるのではないかと思う。

 DB 方式でも直接の職員の方が事務系だけで、実際の運転管理を委託をして

いる単年度契約ですね。こういったようなときには、DBO 方式あるいは BTO

方式、そこへ移行しやすいという、こういう傾向があるのではないかと思う。 

 BTO 方式などでは、SPC に融資することで銀行が乗り出してくるが、銀行は、

融資する際に第三者に依頼して、融資先の事業者の内容、設計が正しいか、

あるいは維持管理の内容が妥当かということを検証･助言させることで、そ

の事業者が長期間運営しても破綻しないような形を考えてやっている状況

である。

 私の関与している DBO 方式の SPC の事業者は、利益とともに社会に対する貢

献など、より新しい公共と民間のパートナーシップの姿を今すごく追求して

いる。

 わが国は、今まで物づくりだけで、なかなか事業全体を海外展開できないと

(21)-23



いう中で、現在いろいろな蓄積を図っており、世の中全体で見ると、公共と

民間がいかにパートナーシップを作っていくかということを検討している。

今後は、それをベースに新しい価値を生み出すような、事業範囲を拡大して

いけるような姿が模索されるべきだと思う。

 DBO方式でも公共が自分たちの力も維持しながら見ていくか、またはそこに、

いかに住民の方々とかを含めて見ていくか。いろいろな DBO 方式の運営の仕

方においても、より効率効果的なやり方が今模索されているのだと思う。

 事業方式は、DBO 方式が一番良い方式だと思う。公共のごみを扱うものであ

るから、施設自体は公共の所有物であって欲しい。事業は、民間事業者に任

せて、善意な形で一番より良い方向に向けば、それが一番良いと思う。

造成計画について 

 工場棟の位置によって隣の太陽光の影響も随分大きいと思う。それで、建設
用地面積の2.6haは、まだ決まったわけではないし、面積を増やしても良い
のではないかと思う。何かあったときのために、必要面積の2倍、3倍ぐらい
のスペースを持っていたほうが、工場棟の位置関係もいろいろな選択肢が生
まれるのではないかと思う。 

 太陽光に関しては、具体的に建物の設計にもかかわるところもあるため、周
辺の影響を配慮して計画の詳細を立てるというような形の配慮事項として
入れておくことがあって良いと思う。 

 景観に配慮した切下10ｍは、平地方式において煙突の高さを変えない場合
は、煙突の高さ位置が10ｍ低くなる。これは、地元にかかわる環境影響は出
てくるはずなので、そことの利点と欠点をどこで見つけるか、そういうこと
は地元の方々にも求められると思う。 

 煙突高さ位置の10ｍの差の環境への影響は、アセスのときにきちっと予測す
べきであるが、私の相場観から言うと、もともと排ガスの基準が、かなり厳
しい基準をここでは上乗せしてやっているので、環境基準を満たすかどうか
という最終判断のところは多分大丈夫かと思う。ただし、気象条件とか土地
状況によって違うため客観的に見ておく必要がある。 

 10ｍ切下のために、煙突の高さを高くしなければならないとなれば、コスト
にかなり効くということを加味して比較をする必要があると思う。安全性の
面及び建設費の経済性の観点からも、影響が出る可能性があるということ
を、理解いただく必要がある。 
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 パッカー車と工事車両の錯綜は、全ての案に対して共通する話なので、この
平地方式か切下かということとは違う共通課題なので、そこは頭に置いて課
題として整理しておくということしかないと思う。 

 造成計画は、この委員会で決定を行わないで欲しい。地元住民の意向も踏ま
えた慎重な対応をして欲しい。 

アクセス道路について 

 現状のニュータウンのほうへ八千代のほうから向かう道路が、かなり混む時
間帯があり、それを避けて吉田のほうへ八千代から回ってくる車が結構ある
ため、私は8番よりも7番が良いと思う。 

 例えば5ｍ切下げても何万㎥の残土が出るので、それを使って切り盛りの土
工をうまく計算して、ルート7で、田んぼの面までおりてしまうのではなく、
3ｍ、4ｍぐらいの高さで切土した土を使って、次期中間処理施設のほうへ上
がるようにすれば、10％勾配で計算しなくても設計できるはずであり、その
ような形が良いと思う。 

 4ｔ車だけではなくて、灰運搬の場合10ｔ車が来る可能性もあるということ
と、災害時も10ｔ車が入ってくる可能性があるため、10ｔ車が通行できる計
画をしておく必要性はあると思う。 

 156ｔ/日という施設規模を考えると、収集車両の交通量は多くはないだろう
と思う。これは、環境アセスのときに最終的には決まると思う。 

 図面でいう右回りの案を一回検討してもらいたい。集落を通らずに、和山商
会の手前のところから泉カントリーの間の今山であるが、そこを例えば斜め
におりてきて渡ると集落を通らなくてすむと考える。 
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委員意見概要（第 9 回会議） 

意見書について 

 提出いただいた意見書に対し、きちんとお答えしているという姿勢を示して
いることは非常に良いと思う。残りの委員会もわずかであるため、意見書に
ついて委員長、事務局の意見を伺いたい。 

 事業方式の比較をする際、建設費に関しての単価等を見積もった場合、今の
事業方式比較に使った数字が課題であるとの指摘が意見書で出されている
が、後ほどこの事業方式の比較に関して、答申案で説明する際に意見書等を
踏まえた今後の対応について事務局、あるいは委員会として少し考えた方が
良いと思っている。 

 後ほど議論しますが、意見書の中には的確な指摘もあるため、結論的として、
意見書を十分踏まえて再度この比較における数値に関して精査するという
ことで良いと考えている。 

 ストーカ炉、粗大ごみ施設も含めて、ほぼ同じような単価を示してはいるが、
現状、最近の震災復興とかオリンピック需要など、今後の見込みも含めて建
設単価が非常に高い状況にあることは、皆さんご承知だと思う。そのような
ことも反映された数字であり、大きく違和感があるというわけではないので
すが、ただこの施設建設はまだ先でございますので、私もいろいろな状況を
見ている中で、もう少し適切に見直す部分があると思う。今宮内委員からも
あったが、事務局とともにもう一回精査するという方向と考えている。 

煙突高等の未審議事項について 

 85ページの表について、今委員長の説明で大変安心できたが、できれば「基
盤の切り下げによって、最大濃度地点は敷地境界により近くなるけれども、
自主規制値との関係で安全上問題になることはない」というような趣旨のこ
とをどこかに入れてもらいたい。 

 切り下げるか切り下げないかという議論が当然これから地域振興との関係
で地元の方々との間で議論が出てくる。これだけ3つの案を検討しているの
には背景があり、この中でどれに決着させるかというのは当然のことなが
ら、景観というその圧迫感をなくするという目でみれば、マイナス10ｍとい
うのが良いでしょうということになっていくと思うが、それでも安全上は問
題がないということが今のご説明でわかったわけで、それはそれで安心でき
る。逆に、その記載がないと、私が申し上げたような疑問が常につきまとう。
低くして本当に良い、地元の方は景観上は良いが、いわゆる環境安全上問題
を感じられませんかというような疑問が出てくる可能性があるので、そうい
うことに答えるためには低くしても大丈夫だと。その煙突高さを59ｍのまま
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平行移動しても、地盤を平行移動しても環境安全上問題ないということをど
こかに書いておいたほうが良い。 

 59ｍというのは掘り下げた場合は、掘り下げたところがレベル、水平、ゼロ
になる。 

 地上59ｍと、10ｍ掘り下げの場合の59ｍというのは、10ｍ差が出る。それを
前提に今のような一つ一つ書くというのはどこかにそういったものに関し
て、これは掘り下げても、平地であっても、そういう煙突からの影響に関す
ることに関して、全然問題ないという注釈を入れていくかどうか、検討した
いと思う。 

 煙突の問題は、ここに書いてある周辺住民との協議により決定する必要があ
ると、これが書かれている。というのは、景観だとか、そういう環境問題だ
とかというのは、近くに住んでいる住民が一番心配することで、もう59メー
トルであれ、100メートルであれ、遠くの人というのは余り関係ないわけで
す。煙突が見えるわけでもない。その環境問題云々かんぬんなんて、日々の
生活の中で感じない。というのは、住んでいての話で、住んでいて、一番そ
れを危惧するのは住んでいる住民のほうが度合いは高い。それを言いたい。
周辺住民との協議により決定する必要があるという文言を１ついただいて
いるので、地元としては、ほかのことも考慮しながら、いろいろ意見を出し
ながら住民として協議して決めさせていただきたい。 

 へ理屈的なことになってしまってしまうかもしれないが、煙突の先から出る
ものが基準値よりみんなはるかに下回っている数字のものが出るというこ
とであれば、例えば極端に言って、煙突が5ｍでもこれ大丈夫なのか。 

 煙突から排出する基準は自主基準で決めて、自主基準がかなり厳しいといっ
た説明をさせていただいている。環境基準というのは、この着地したときの
基準は別にあり、大体この大気拡散によって数万倍薄まるというような形に
なっている。煙突から出たそのものが環境の数値を満たしているというわけ
ではない。 

 先ほど59ｍと49ｍを比較しても、ほとんど環境のレベル、基準より100分の
１以上下回っているので、49ｍからさらに煙突を低くしても問題ない、多分
問題ないというところが、結構煙突の高さ低くできるというところがあるの
かもしれない。 

 環境問題になると、例えば我々が住んでいる吉田区というと、10人が10人み
んな関心ある。そこのところのやっぱりさっきの話ではありませんが、一言
竹内委員がおっしゃった、こういうものだということを明記していただける
と非常に説明もしやすくなるし、理解も得やすくなるのではないかと思う。 

 37、38ページのあたりの大気環境への影響は問題ないということを理解した
上で、59ｍを基本とし、かつその地域振興策との関係も含めて周辺住民との
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協議の決定をするという趣旨で、多分竹内委員も宮内委員も同じ配慮の上で
発言されたと理解している。では、今のような趣旨で少し資料は工夫する。
今のような形で煙突高に関してはご理解いただければと思う。それでは、前
回のご発言も踏まえて大変貴重なご意見なので、ここで改めて審議させてい
ただいた。38ページにある結論の方向に若干つけ加えるような形も含め、検
討して最後まとめるということにしたいと思う。 

答申素案について 

 ちょっと確認になるが、この新しい中間処理施設が稼働したときに、今とご
みの出し方、分類は従来、今のまま継続されると考えてよいか。それともご
みの出し方そのものが変わるということはあるのか。今黄色、水色、あと透
明の3つで出していると思うが、あの辺の区分が変わるのか。既にもう議論
されているのか、されていないのか。 

 現時点では今の出し方ということで計画をまとめていただいている。今後ご
み処理基本計画の改訂がおおむね5年ごとということで、その中でそういっ
たことを考慮していく。 

 プラスチック類は、これは燃やすことにしているのですか、燃やさないこと
になったのか。 

 燃やすことも可能性があるので、それを中で配慮しているという理解でよ
い。 

 ごみ処理基本計画との関係があり、特に原委員、今の酢崎委員のご指摘はこ
の粗大ごみのリサイクルセンターの仕様との関係もある。今は各市町がいろ
んな資源物に関しては、いろいろと対応しており、それ以外の不燃物系で埋
立処分の手前で破砕など、もちろん幾分資源化しているが。可燃ごみを燃や
す、こういったところの機能を、現状を踏まえた形の新しい施設計画という
ことになっているが、その市町の資源化の今後のやり方とか、あるいはそう
いったことでこの組合さんとの関係とか、そういったことは、ごみ処理また
基本計画の中での議論と、この組合さんとの仕事の関係の中でいろいろと変
わる可能性もあるので、それはごみ処理基本計画の改訂を踏まえて、この施
設整備計画の考え方をもとに議論していただく。 

 39ページの（９）の排水処理は、この内容は、無放流を前提とした書き方だ
ったが、当初、最初のころに下水道が将来来るかもしれないというお話があ
ったと思う。下水道が来る際は、やはり一部放流してより熱を回収するとい
うこともできるので、全く下水道が来ないというのであれば、この書き方で
良いのですが、下水道が来るようであれば、少し書き方も変えてもらいたい。 

 下水放流の今後の整備状況も踏まえながら、この部分についてはまた適宜検
討するみたいなことも含めて書き方を工夫されたほうが良い。 
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 安全対策に関して触れているところで、これにその施設としての閉じ込め機
能の維持に関して触れておく必要があると思う。物理的障壁及びその風圧の
維持というか、そういうことを導入して閉じ込め機能の維持を図るというよ
うなことをここに入れておいたほうがよいと思う。それから、43ページには
爆発の防止。これは、火災の対策に関して触れておりますが、その爆発防止
に関して触れていないので、これも触れておいたほうが良いと思う。例えば
44ページの上にリサイクルセンターで手選別のための破袋除袋機、ここに爆
発防止と書いてある。だから、リサイクルセンターに関しては、その爆発防
止対策を考えている。ところが、その前のその焼却炉を含めた本体に関して
は、爆発防止対策について触れていない。同じように、こういう注意を払っ
て爆発を防止するというようなことをここに記載しておいたほうが良いと
思う。それから、58ページの３―２の文章をもう少しわかりやすく表現を工
夫していただきたい。地域振興策の予熱利用施設の熱供給量は、エネルギー
云々の発電規模と発電システム等の前提条件が基本になる。これがちょっと
わかりにくいので、私たち素人にもわかるような表現にしていただきたい。 
それから、先ほど触れられたこの四角の中の（１）から（４）の（４）につ
いて。ここに交付要件とあるが、71ページにも交付要件という言葉が出てい
る。できればその循環型社会形成推進交付金の交付要件だということがわか
るようにしておいたほうが良いと思う。初めて見る人にとって、ちょっと交
付要件だけでは固有名詞としてわかりにくい。それから、この上の図でビジ
ターセンターというのが計画されていたが、これは場内の施設になるのか、
あるいは地域振興策か。どちらにビジターセンターというのはなるか。要は、
上の図で地域振興策に入るのか、場内消費に入るのかだけれども、どっちに
なるのか。 

 67ページの２―４の４、一番下の欄で、ここの主規制値（案）の前計画はわ
からない。固有名詞なので、そういうことがわかるように。それから、この
表でやはり注書きをしたほうが良いと思えるのは水銀で、これに関しては、
69ページの（４）で水銀の規制がある。ここで全て説明しているので、水銀
については、ここで示すというように触れておいたほうが良いと思う。それ
から、一番下のアスタリスクの３で、これも水銀だが、今後の動向を踏まえ
て検討を行うと書いてあるが、次のページの６―４を参照というようなふう
にしておいたほうが良い。それから、ごみ処理に係るダイオキシン類発生防
止等ガイドライン、これは多分固有名詞なので、どこが制定など何か書いて
おいたほうが良い。69ページの４―２、騒音、振動で、騒音、振動基準にお
いて、その次で、その他の地域と区分されている。この、その他の地域は、
かぎ括弧か何かをして固有名詞として扱ったほうが良い。一般名詞ではな
い。その他の区域というのは何か区分されているで、かぎ括弧か何かで固有
名詞として扱えるようにしておいてほしいと思う。 
それから、の図で、これを明確にするには、74ページに触れているが、その
地震の規模。これを書いておく必要がある。震度6.3以上何とか、何とかと
いうのを説明するためには、その地震の発生元とその地震の規模、これをは
っきり示しておかなければならない。直下地震で、地震がマグニチュード7.3
の地震に対してこういうことが想定されるということを書いておく必要が
ある。それから、地震と浸水に関して触れられているが、これは一つの提案
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で、74ページのその下側のところに文を追加したらどうかと思う。この吉田
地区の敷地そのものの地震も浸水に対しても、自然条件を考えるとすぐれた
場所だというのはわかるが、問題はその周辺で、防災拠点にするというと、
当然そのクリーンセンターの機能維持するためにはその周辺もそれに応え
るようにしておかなければいけない。そういう目で見ると、この周辺に一部
つけかえ道路、輸送道路との関係で液状化を免れないであろう可能性のあ
る、特にルート１というようなことを考えると、それに関連して文章をつけ
加えたらどうかと思う。案として、「ただし、候補地周辺には一部液状化の
想定される区域があり、輸送道路が当該区域を通過する場合には復旧が迅速
に実施できるよう配慮する必要がある」と考えている。道路が液状化しても、
いろいろな支援を考えて、とにかく復旧を早くできるようにし、支援物資や
発生した災害廃棄物、道路が液状化していればここまで届かない。だから、
当然その道路をしっかり復旧しますよということは、この中でうたっておく
必要があると思う。 

 詳細にご指摘いただいて、いずれもほぼもっともなご意見で、わかりやすさ
という点である。それからこれまで議論してきたことに関して、ちょっと不
十分な書き込みのままになっているところも、今いただいた意見は、私の理
解の中では、ほぼもう今のご意見を踏まえた形で改訂したほうが良いと判断
させていただいた。 

 例えば学童が来たときに、そこで学習する設備、いわゆるビジターセンター
というのは、何かあるのか。そのような施設は必要だと思う。 

 貴重なご指摘は反映させる方向で、委員にも確認いただくこともあると思う
ので、そういった形で対応していきたいと思う。焼却施設のほうの防爆とい
うことに関しては、当然いろんな形で防爆対策はされているので、ちょっと
書き込みが不十分であれば、またそれぞれの該当箇所に書き込んでいただけ
ればと思う。 

 直接的に防爆というか、爆発という事象もいろんな要因も含めてあるので、
例えば何かのときに停電でとめようとしたときに、もしとめ方が悪ければ中
に可燃性ガスがたまって爆発してしまうというために非常用電源があって、
それでそれが安全にとまるようにという最低限確保している。あるいは、ち
ゃんと可燃性ガスの検知器を設けるなど、通常のものが設けられているわけ
なので、整理するということで。 

 焼却施設のほうでは、正直ほとんどその防爆対策というのはとっていないと
思う。火災対策はとっているが。 

 ガスタービンの非常用発電機の熱を地域振興策に送るとしているが、これ
は、地域振興策は自前で持つという前提で今まで来ていたように思うが、こ
れはあえて送る計画をするということでよいのか。これは、点線がついてい
ると思うが。 
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 コジェネは、あくまでも自立始動のために設けているもの。だから、災害時
に本体がとまったときに、自立して立ち上げるためにこのコジェネが動き出
す。では、平常時においては、これはずっととまったままなのかという話が
あり、何か平時でも平滑化のため、あるいは１炉しか運転していないときに
需要側がもっと欲しいというときには、これを動かす手もある。またその地
域、地域振興策との関係もあるが、平常時これを動かす場合、誰がお金を払
うのか。地域振興策との関係も含めていろいろな考え方があり、発電のため
に、このコジェネを入れるということであれば、施設側で全部見ることにな
る。熱まで供給するときに動かすとなると地域振興策との関係が出てくる。
ただ、そういう意味では、私の理解はこれは送ることができるという、技術
的な意味合いで書かれていると理解している。 

 武蔵野市がこのような方式で再来年度当初から立ち上がる、動き出すが、武
蔵野市の場合は熱とか電気を送っている先が周辺の隣にある市役所とか体
育館とか、全部市の施設である。このエネルギー供給も全て市がお金を負担
するから、市の意向でいろんな形で動かす目的を考えられる。しかし、今回
はそれをＳＰＣというその事業でやってはどうかとか、あるいは地域振興策
のこの事業の外にやることとの関係で、これをより効率的に生かせないかと
かということは、いろいろ検討していかないと、せっかく防災拠点のために
設けているこのコジェネの生かし方ということに関しては、今後の地域振興
策とのことも含めて協議、検討が必要だと、そういう理解でいたほうが良い
という気もしている。そこは誤解がないように書かれたほうが良い。 

 可能であれば括弧書きで、最後は調整して決めるという、そんなようなこと
をちょっと書いておいていただけると、これがひとり歩きしないと思う。 

 誤解のない書き方を加えられれば加えたいと思う。 

 82ページの災害廃棄物の受け入れを含めて、何かストックヤードに関して
は、どういう表現になっているのか。それから、アクセス道路の道路の基本
要目、どういう車両、例えば運搬車はどういうもので、ビジターの大型バス
を前提として幅員がどうであるとか、あるいは歩道をどうするかとか、排水
対策等を含めた側溝をどうするか、照明や標識、先ほど触れました、液状化
対策も触れるか、その辺を含めて道路の基本要目、これは地域振興策のほう
で触れるのかもしれないが、やはり地元の方々の理解をいただくためにもそ
ういうものは明示しておくほうが良い。運転情報の公開との関係で、ここに
丁寧にモニタリングポストの例があるが、これは今回の事例だと、どういう
場所に設置を考えられるか。 

 アクセス道路の基本要目は、初めて読む人も含めて、どういうものがアクセ
ス道路には要件として必要で、それを満たすためのもののルートを検討した
上でこうなったというところを丁寧に書き込んでいったら良いかなと思う。
その中で液状化対策等も、文章や表の中で整理されると思う。ストックヤー
ド、災害瓦れき等も含め、施設配置に中でどう配慮するかとか、そういった
扱いはここで扱うのか、あるいは防災拠点ということの中で今後の各関係市
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町の災害廃棄物処理計画等も含めた形で考えると理解をしている。 

 83ページの建物の寸法がわかるように書いておいてもらったほうが良い。そ
れから、以前、ストックヤードについては、この敷地の中のここだと、スト
ックヤード専用の場所を設けるということはもうほぼ不可能だと思う。スト
ックヤードは非常時で、そのときには駐車場をストックヤードに使などの書
き方が良いと思う。 

 施設内でのストックヤードという点で、この狭い敷地ではなく、例えば災害
の廃棄物計画全体の中で、オープンスペースをどこに見つけていくかという
ことも関係すると思う。 

 事業方式の総合評価第１行目で、ＤＢＯ方式の優位性が認められるというの
が当検討委員会の結論だったかと思う。それを前提に98ページのこの表の上
の3行の文章、ＰＦＩ手法に関して優位性があるというふうに、これ読み取
れる冒頭の文章に出ているが、違和感がある。表現をもう少し検討できない
か。 

 誤解を招かないように修正したい。 

 スケジュールにおいて、埋蔵文化調査が平成30年から32年ぐらいに想定され
ている。これは、よく道路工事なんかで計画のおくれにつながることがある
ような気がするが、一年ぐらい早めなくてもいいのか。例えば、アクセス道
路の工事も多分これに関係し、施設のいろんな工事方法も変わるような気も
する。 

 アクセス道路の工事に影響しそうな表になっている。 

 埋蔵文化財の調査は、用地取得できないと手をつけられない。 

 埋蔵文化財の調査のおくれは手続ではなく、実際現場で調査するその期間が
1年ではなく、2年も3年もかかってしまうというような場合もある。 

 おくれというのはその調査期間そのものではなく、出てきたものによって工
事ができなくなってしまうなど、そういう影響がでないのか。 

 整備スケジュールのところに「案」と書いてあるが、これは、案は案のまま
でまとめるのか。これはとるのですか。あくまでも今後の一つのイメージと
して、これに基づいて予算計画を立てるなど、進めていくということであっ
てロードマップを示していただいていて、あとはその都度、その都度、状況
に応じていろんな柔軟な対応はされていくという意味合いで案というのを
つけている。今の現時点でのスケジュールというのは一つの考え方としてあ
るということ。 
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 施設整備基本設計が31年度から始まるが、施設基本計画が終わった翌年あた
りから、これが始まっていくのではないかと思う。ちょっと点線で入れるな
どの必要性がある。この基本設計の情報がアセスのほうに行くと思うので、
先に基本設計が始まるのではないかなと思う。 

 一番最後の延命化工事が終わった後、40年度まで動くので、線か何か引いて
おいてもらったほうが良い。発注行為が抜けているので、発注行為が施設整
備基本設計の中に入っていると思うので、発注行為は別途項を設けた方が良
いのではないかと思う。 

 いきなり結論が書かれているので、その結論は、その次のページの表を見れ
ばわかりますよと、そんなような書き方になっていますので、少し結論出す
前に前触れをちょっと入れて、その結果こうだと。詳細は、次のページ以降
という、そんなようなまとめ方をしていただいたほうがわかりやすいのでは
ないかと思う。検討いただきたい。 
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委員意見概要（第 10 回会議） 

周辺住民意見交換会（第2回）の報告について

 松崎区での意見交換会は、今回審議の結果も踏まえた答申の案となるところ
の骨子をご説明させていただき、地域住民の方にご理解いただいたものと思
っている。 

 松崎区の集落は、施設の建設地に近いところもあって、いろいろな環境への
影響に関して、影響が確認できるような形でのモニタリングについて、ご意
見いただき、本日最後の答申の中に少し丁寧に書き込むよう検討している。 

 吉田区では、施設整備に関して、熱利用の関係等、ご理解をいただいたと思
っている。特に安全安心面は、これまでのいろいろなご説明等の中でご理解
いただいてきたと思っている。 

 松崎区は、反対意見が多く、ピリピリした雰囲気の中でスタートしたという、
印象を持っているが、回を重ねるごとに、ピリピリ感は少し薄れてきたと個
人的には感じている。 

 なぜ松崎区の方々が反対をされているのか、意見交換会を通して感じたこと
は、施設の安全性等ではなく、むしろ行政に対する不信感、不満、が大きな
ところではなかったかと感じている。これから施設をつくっていくが、全員
の方の理解等を得るということはできないので、なるべく多くの方の理解を
得られるように今後も事務局のほうは粘り強く説明等をしていっていただ
ければと思う。 

 吉田区は、ピリピリ感はなく、和らいだ雰囲気の中で最初から最後まで意見
交換会ができたと感じている。吉田区は、新しい焼却施設の建設を契機に地
域の活性化や雇用の促進等を大きく期待しているので、事務局としては可能
な限り多くの予算をとって、この要望、期待に応えていただければと思う。
また、一部にはまだまだ施設の状況等、細かいところがおわかりにならない
方がいらっしゃるように思うので、松崎区と同じように今後もきめ細かい説
明等をしていっていただければと思う。 

 吉田地区では、施設に関して会議を何度も重ねさせていただいており、施設
に対する安全性は住民の中にはかなり浸透し、理解をした方が多くなった。 

 建設予定地の町内会ということで、いろいろな会議等を重ねてまいりました
し、地区内にも、検討委員会を設立して、必ず月1回の会議をした。そうい
う面では、松崎地区の方々よりも吉田地区のほうが、この環境に対する理解
度は時間をかけた分だけ上がったと認識しているが、未だに反対者はいらっ
しゃる。そういう方々の中にも、説明すればだんだんと以前よりは感情的に
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ならないところも出てきている。 

 いろいろと当初この議論が始まったときには、地元に応えられる、アウトプ
ット、そのプロセスも含めて意見交換会の中でもきちっと説明できるかとい
う不安はあったが、地元の方々の理解も、また委員会に出てきていただいて
いる、委員も大変努力している。いろいろな意味で、今後に向けてちゃんと
基盤が整いつつあるという気がしている。 

検討結果説明会の報告について 

 住民の方からのご意見の中に、現在温水センターが経営的には余り好ましく
ないという話が出て、それと同じような収支状況、経営状況にならないよう
に十分検討してくださいという意見が出ましたので、私もそのとおりに思
う。これから具体的な計画に入っていくと思うので、どのようなものをつく
って、どのように事業運営をして、経営的に好ましくなるような、そういっ
た検討をしていただければと思う。 

 施設整備ということだけではなく、この事業全体に関して、不安や疑問、最
後のほうは事務局への激励のような応援のご意見もあって、やはりこういう
地元に受け入れていただいたということへの経緯が大変あらわれていたと
ともに、この事業を単なる絵にかいた餅ではなく、この地区全体で関心を持
って、また自分たちも一緒につくっていく形で支援していきたいという気持
ちもあらわれたご発言が多く、それだけに組合さんに対して、ちゃんと責任
持ってという感じのご意見が出たところも印象的だった。 

答申素案（次期中間処理施設整備基本計画（案））について 

 リアルタイムでのモニタリングは、一般環境測定では濃度の低さとか、いろ
んな問題もあり難しいためできないが、煙突のところには常時モニタリング
がついていて、それ自身が規制基準値の10分の1と、かなり厳しいところで、
きちっと守っているということが、答申案に掲載されている。組合のホーム
ページでは排ガスモニターのデータはリアルタイムに、技術上はできると思
う。それは、ちゃんとそういうモニターがあったら、それはいいと思う。ホ
ームページ上のことは、また今後いろいろと検討していただければと思う
が、基本的には一般環境測定は常時ではない。ただ、そういった形で、今か
ら測定場所とかは検討していくということになる。 

 容器包装リサイクル法が制定された当時は、ごみが増えた時期で、ごみを減
らすためにリサイクルを進めましょうということになったが、その際に、で
はリサイクルとはどういうことかということで、まずはマテリアルリサイク
ルで、できるだけまた同じプラスチックに、単純に焼却してエネルギーとい
う方法ではなく、できるだけマテリアルリサイクルをやっていきましょうと
いうことで、一つの基本的な優先順位があった中で、この法律が運用されて
きた。しかし、本当にトータルで見たときに何が有効なのか、環境にとって
いいことなのかという議論は、もうこれまでさまざまな学会の中でもござい
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まして、コストをかなりかけてまで本当にやる意味があるかどうか。まして
や最近では低炭素化ということで、エネルギーを回収するほうがトータルと
しての環境負荷低減につながるのではないかとの議論も出てきた。そのよう
な中で、回収したはいいけれども、自治体の中には容器包装リサイクル法の
リサイクルの法律に基づいたルートで流すのではなく、個別に民間のルート
でリサイクルしたり、あるいは海外に流れていたり、いろいろな構造的問題
も含めたさまざまな議論がある。そういったことをここに書くのは難しいと
ころがあるので、こういった表現で調査研究ということが書かれてあるのだ
と理解している。ただ、私が今ご説明を事務局から聞いたときに、この問題
を誰が責任持って引き取るのというところは、ごみ処理基本計画の中でまた
議論して決定するということは書いておいたほうが良いと思う。そうでない
と、誰が責任持ってこの議論を拾っていくのか不明確になるので、その部分
は入れておくことがいいのではないかなと思う。 

 住民説明会、意見交換会等において、今の環境基準、環境基準は0.6ng-TEQ/
㎥Nですけれども、これを下回るという説明は事務局がしたという記憶はな
いが、同程度の濃度にはなるだろうという、そういう説明はしていた記憶が
ある。実際0.6ピコ以下になると私も思うが、同程度のものとご理解いただ
ければと思う。一般的には建設工事に入るときには、事前と建設中と事後の
3回を測定するのが基本となっているので、環境影響評価でも、そのような
話になると思うので、そこでどういう状況かは分かるかと思う。 

 昔BHC、水銀入っていた、あれを使っていた時代、東京オリンピックのとき
に各国の選手団の頭髪の水銀量調べていた、当時の日本が。そのときに、や
はりこれBHCかどうか分からないが、圧倒的に日本の選手団の頭髪の中に水
銀の含有量が圧倒的だったというデータが残っているはず。先ほど委員長が
おっしゃったように、いろいろなものが蓄積されていると思う。場所によっ
ては相当蓄積されているところがあるので、将来誤解にならないように、事
前の調査、きちんとやっておいていただければ。これは、我々にとっても責
任あることになってしまう。 

 プラスチック製容器包装の件ですけれども、プラスチック製容器包装にはい
ろいろなものがあると思うが。基本計画の中では、プラスチック製容器包装
の中のその他プラ、これを処理対象にするという記述ではなかったと思うの
で、ご確認いただければと思う。 
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吉⽥区 施設整備基本計画
（第⼆回 検討委）

防災拠点に求められる機能に関する考察・意⾒書

吉⽥区クリーンセンター検討委員会
平成27年7⽉4⽇

防災拠点機能
中越地震の例から得た教訓

• 2004年10⽉23⽇
17時56分

• 震度７
• マグニチュード：6.8
• 死者：68名
• 重軽傷者：4､805名
• 全壊3,174棟
• 半壊：13,810棟
• 避難者：10万⼈
（印⻄地域と同規模エリアの出来事）

信濃川右岸の崩壊で乗用車４台
が巻き込まれ、親子３名が取り
残された。東京消防庁ハイパー
レスキュー隊の懸命な救出作業
で92時間後奇跡的に子供１人が
救出された。
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救援活動 教訓(1/2)
• 即時、陸上⾃衛隊第12旅団第
3部部隊を⾃主派遣、移動開始

• 23⽇21時15分、新潟県知事
からの派遣要請

• 翌24⽇早朝に塩⾕地区におい
て、第2普通科連隊(⾼⽥)と第
12ヘリコプター隊(相⾺原)が住
⺠救助開始。並⾏して⼭古志村
は、第30普通科連隊(新発⽥)
がヘリ隊と協同して、全村避難を
25⽇⼣まで⽀援完了。

• ライフラインが⼨断、発災翌⽇か
ら給⾷・給⽔、⾷糧の空輸等に
より住⺠に対する⺠⽣⽀援活動
を開始。

• 3⽇後27⽇から、全国から集めた
⼊浴⽀援部隊による避難者に対
する⼊浴⽀援を開始。

関越自動車道不通
新幹線脱線

救援活動 教訓(2/2)

行政幹部と自衛隊幹部の被害情報集
約、優先順位の指揮が最も重要

自治体を補う為、最大4万食の能力

を自衛隊が保持展開。厳しい避難環
境の中で少しでも喜んでもらえるよ
う、レトルトではなく、白米及び味
噌汁、栄養のバランスを考慮した生
野菜を含む献立を支援。
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岩⼿県『遠野⾵の丘』のケース
⼤震災から得た教訓

• 平成10年、最初から防災拠点
機能を盛り込んだ地域振興⽬的
の『道の駅』

• 津波被害を後世に伝える伝承
コーナー。

• 備蓄機能。
遠野風の丘HPより抜粋

⼤震災時 『遠野⾵の丘』が
果たした役割

• ⾃衛隊集結基地。
• 援助物資集結基地。
• 全国からゾクゾク集まるボランティアの集結、活動拠点。
• ここから沿岸部各地区に派遣・配送され、拠点機能を果たす。

ボランティア出動前体操

ボランティア移送バス集結
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国交省全国モデル（６箇所）HPより抜粋

理想的な防災拠点機能（激甚災害時）
• 電源喪失、給⽔喪失でも１週間操業し続ける。
• その為には、燃料のごみピット貯蔵能⼒、貯⽔能⼒
をクリア・常備出来ると良い。

• 発電能⼒は排熱全量発電のキャパを持つ。⾮常時は余⼒電⼒
を外部給電⽀援できると良い。例えば⼀番近い避難所（宗像
⼩、船尾コミセン）に給電。

• ただし、平常時は地域振興に回すことを優先し、発電量は⼯場
需要のみにレギュレーションする。

• クリーンセンター建屋は半地下構造としシェルター機能を持たせる
と良い。

• シェルターには第⼆議場等を設け、市政/⾏政幹部が安全に指
揮出来る⾮常時司令部機能、備蓄機能を設けると良い。

• ⼯場・振興施設共、⾮常時は⽀援部隊を受け⼊れる⼗分なエリ
ア・施設（ボランティア宿泊）にすると良い。平常時は遊ばせない
⼯夫をする。

• 最も得意な⼊浴⽀援基地とするのが良い。
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施設計画に反映させる住⺠要望
（順次協議予定）

•⼯場外観デザイン
•煙突デザイン
•排熱の分配利⽤割合
•防災拠点機能（今回意⾒書）
•取付道路
•他

どんなデザイン
コンセプトに
しましょうか？
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次期中間処理施設整備事業「施設整備基本計画」に関する意見書

印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 殿

１．留意事項

（１）提出のあったご意見は、直近の施設整備基本計画検討委員会の会議に提出し、参考資料として活用させ

ていただくほか、印西地区環境整備事業組合のホームページで公開させていただきますが、不当な圧力、

個人や特定の団体に対する誹謗中傷、財産・プライバシー・著作権の侵害及び営利目的等の記述が含まれ

る場合は、当該提出及び公開をしません。

（２）匿名による意見提出が可能ですが、意見提出者（ご自身）の氏名等の公開を希望される場合は、提出年

月日及び下記欄の末尾に当該個人情報をご記入ください。

（３）意見書は、この様式によるものの他、この様式に準じた任意様式でも結構です。

（４）意見記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を追加してください。

２．意見

平成２７年７月１７日提出

 竹下建一（白井市在住）

第 3 回委員会資料につき以下の意見があります。ご検討下さい。 

１） プラスチックごみのサーマルリサイクルについて

H25 年 3 月に答申されたごみ処理基本計画では、プラスチックのサーマルリサイク

ルについては今後引き続き検討することになっていました。ところが今回提示された

資料では、ごみ質としてプラスチックを含んだものと含まないものとの 2 種類が提示

され、何の説明もなく、プラントメーカへのアンケートはプラスチックをサーマルリ

サイクルするベースになっております。これではプラスチックをサーマルリサイクル

するというのが決まったかのような印象を与えます。アンケートまでに検討の時間が

ないのなら、ごみ質についてそれなりの注釈をつけるべきと思います。またこのプラ

スチックのサーマルリサイクルについては本委員会でもご検討されるよう希望致し

ます。

２） 公害防止基準について

委員会ではプラントメーカへのアンケート調査を H23 に策定された前回の施設設備

基本計画検討委員会の自主規制値で行い、メーカにそれ以上の達成が可能なら提案さ

せるということになったと理解しています。前回の自主規制値で行う場合であればア

ンケート項目６の処理フロー図の触媒反応塔（触媒脱硝塔）の記載は不要ではないで

しょうか。自主規制値の NOｘ濃度 100ppm は触媒脱硝塔なしで達成できる数値で

す。ところが最近の実績プラントでは実現可能な数値として、より厳しい規制値が適

用され、非現実的な設備費、運転経費上昇は招いておりません。従いアンケートでの

排出自主基準は、最近の他施設の基準値 (例えばクリーンプラザふじみ、船橋北部清

掃工場等)を適用し、問題があるようならメーカに理由を出させるというスタンスで

アンケートを取られたらどうでしょうか？一旦出た緩い基準が独り歩きするのを危

惧しております。

３） メーカへのアンケート項目について

(22)-10



a. 可燃ごみの処理量が 37,893.96 t/年となっておりますが、施設規模 156t/日の算定

ベースと一致しません。156t/日は 37,893.96 t/年に加えて、4,000 t/日の災害ゴミ、

プラスチックごみを加えたベースでの算出です。計画ごみ質はプラスチックごみ

込みになっているのとも思想が合いません。41,893.96 t/年とすべきと考えます。

b. 用役費等単価を提出させるようになっていますが、単価だけでなく消費量を提出

させないと意味がありません。また単価は最終的にはメーカの提示ではなく、共

通の価格を入れて評価すべきと思います。

c. 純水設備用再生剤として亜硫酸ナトリウムとありますが、４MPa 程度のスチーム

を発生させるための給水水質を得るには、イオン交換樹脂を強酸（H2SO4 または

HCｌ）、強アルカリ（NaOH）での再生が必要と思います。

d. 設備費、配置に影響するものとして、ごみピット容量（または貯留日数）、薬品タ

ンク貯留日数は指定して出した方がよいと思います。

e. 提出してもらう図書として、資料に述べてあること以外に下記の基本的設計図書

を提出してもらった方がより適切に評価できると思います。

- プロセスフローダイアグラム（主要な物質収支、熱収支付）

- 概略プロットプラン

- 機器リスト（概略仕様を含む）

以上
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次期中間処理施設整備事業「施設整備基本計画」に関する意見書

印西地区環境整備事業組合

次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 様

１．留意事項

（１）提出のあったご意見は、直近の施設整備基本計画検討委員会の会議に提出し、参考資料

として活用させていただくほか、印西地区環境整備事業組合のホームページで公開させて

いただきますが、不当な圧力、個人や特定の団体に対する誹謗中傷、財産・プライバシー・

著作権の侵害及び営利目的等の記述が含まれる場合は、当該提出及び公開をしません。

（２）匿名による意見提出が可能ですが、意見提出者（ご自身）の氏名等の公開を希望される

場合は、提出年月日及び下記欄の末尾に当該個人情報をご記入ください。

（３）意見書は、この様式によるものの他、この様式に準じた任意様式でも結構です。

（４）意見記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を追加してください。

２．意見

平成 27 年  7 月 ２１日提出 

提案： プラスチック容器包装の次期中間施設でのサーマルリサイクルの検討

白井市南山在住 岡野 三之

東日本大震災による原発事故後の電力は、90％が火力発電となっております。原

子力発電の先行きは不透明であり、火力発電に頼ることとなっておりますがその熱

源は有限な化石燃料であり、その節約は喫緊の課題となっております。また、災害

時においては地域防災拠点（市役所、消防署、病院、警察等）への電力供給（自立・

分散型）を確保することが都市施設としての中間処理施設に求められております。

そこで、高効率ごみ発電が期待されることとなっており、25 年度印西地区ごみ処

理基本計画検討委員会においてもその方向で意見集約され、基本計画書

Ｐ97（5）その他計画（循環型ごみ処理システムの構築） 
①プラスチック製容器包装のサーマルリサイクルの検討を示し、次期中間処理施設

の整備に当たっては、ごみを貴重なエネルギー源として捉え、プラスチック製容器

包装類のサーマルリサイクルを含めた検討を行うとしております。

高効率発電の発電効率アップにはごみ量の確保とごみ質の高カロリー化が必要で

す。高カロリーで量的にも安定しているプラスチック容器・包装を熱回収し、発電

効率アップを計れば、売電収入による運営費軽減及び分別収集経費削減による住民

負担の大幅軽減が期待できます。
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この様な観点から当委員会においても本テーマを検討の上、意見答申されるよう

提案します。

一方、ＣＯ２の増加や排気ガスへの影響やリサイクル意識の低下等を心配される

意見も少なからずあります。他自治体の例からも意見が分かれる本テーマについて

は時間をかけて検討すべきと考えますが、当委員会による検討は欠かせないものと

考えて、敢えて提案させていただきました。

なお、最後に弊方が H25 年度基本計画検討委員会において説明に用いた本テーマ

の別添資料１・２(一部改訂)を添付、しましたので参考にしていただければ結構に存

じます。
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（別添資 1）プラスチック製容器包装を次期中間施設でサーマルリサイクルする

（サーマルリサイクル＝サーマルリカバリ－＝熱回収とする） 

白井市 岡野三之

■背景

1.平成 23 年の東日本大震災による原発事故後の電力は 90％が火力発電である。

2.火力発電の熱源は化石燃料（天燃ガス、石炭、石油等）でありその節約がますます重要である

3.プラスチックの原料は化石燃料（石油）である。

4 電力不足を少しでも補うため次期施設には.高効率発電を採用する可能性が高い。 
・災害時に市役所、消防署、警察、病院等の地域防災拠点に安定した電力供給ができる

自立・分散型エネルギー供給施設。

・補助金が 1/3→1/2 に増額された。 
5.売電収入で運営管理費の過半を賄える（三鷹市ふじみ衛生組合）

6.高効率発電ではごみ質（高カロリー化）とごみ量が発電効率アップに重要な条件となる。

7.プラスチックは熱量（カロリー）が高い

8 プラスチック製容器包装における塩化ビニル混入率が減少傾向にある（ダイオキシン、HCL） 
9 焼却・熱回収の技術革新（高温、高圧、連続運転、排ガス、高効率発電、耐蝕鋼等）が顕著 
10.温室効果ガス排出量計算が明確になった（環境省他）

11.リサイクルに費用と手間が掛かりすぎる上に分別が難しい為、残さが多く出る。

■容器包装リサイクルの仕組みと印西地区の現状

1.印西地区（印西、白井のみ）容リ法対象プラスチック分別収集量：（Ｈ2４年）

・プラスチック製容器・包装＝1,400Ｔ/年 残渣率：6％→焼却、 
2.自治体（印西・白井）の中間処理経費と特定事業者経費の負担割合

中間処理：（収集運搬、選別、圧縮、保管） （24 年実績） 
自治体（円/Ｔ） 特定事業者（円/Ｔ） 計(円/Ｔ) 

容器包装プラスチック 53,700（57％） 40,000（43％） 93,700（100％）
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 ■プラスチック容器包装のゆくえ（日本容器包装リサイクル協会、平成 25 年）

■残渣率 材料残渣：50％ ケミカル残渣：15％ 荷重平均残渣：34％ 

■再商品化製品の 60％以上がケミカルリサイクル（日本容器包装リサイクル協会）

・素形材：プラスチック再商品化製品の原料 ：材料リサイクル（マテリアルリサイクル）

・コークス炉化学原料、合成ガス、高炉還元剤：ケミカルリサイクル

・コークス炉化学原料：石炭からコークスやガスを生産する際に石炭の代替品として一部に使用

・合成ガス：ガス化炉で熱分解し、水素や一酸化炭素などを生産、化学原料として再利用

・高炉還元：鉄鉱石から鉄を生産する際、CO2 削減のためコークスの代替として一部に使用 
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■残渣のゆくえ （日本容器包装リサイクル協会）

・材料リサイクル残渣のゆくえ ・ケミカルリサイクル残渣のゆくえ

・ＲＰＦ：プラスチックと古紙から作られる固形燃料

・セメント原燃料：セメント製造の燃料として、また、灰をセメント原料の一部として使用

■容器包装リサイクルの現状

・再商品化業者に引き渡すまでの多大な経費 93,700 円/Ｔのうち自治体負担が 57％ 
＊自治体負担中間処理経費（収集、分別、圧縮、保管）・・・民間業者に委託している。

・リサイクルに支障をきたす異物（プラ製品、ビデオ、まな板、食品残渣等）混入が多い。

・中間処理施設および再商品化施設で選別され二度手間となっている。

・マテリアルリサイクルは残渣率が 50％と高く、残渣は産廃として燃料となるか熱回収。 
・マテリアル、ケミカル商品化段階の合計 34％が残渣。中間処理段階でも印西地区で 6％の残渣が

出るため、分別回収の≒40％が残渣であり、産廃として焼却・熱回収される 
・再商品化製品も使用済みになれば産廃となり、残渣と同様に処理される。

・排出者の負担（分別、洗浄等）が大きい。

・再商品化の 60％を占めるケミカルリサイクルでは石炭・コークスの代替品となっている。 
・組成が多種多様のプラスチックが混在しているため低品質の再生商品にしかならない。

・新品より廃プラ製品のほうが高価格になりがちで分別収集量に見合った商品需要の確保が困難。 
・低価格販売を余儀なくされる低品質の再商品化に多額の費用をかけている。

・プラスチックは光や熱により劣化し易く、再商品化製品もいずれはゴミとなる。

・ごみ質としてカロリーが高い。

・排出量がほぼ一定である。

・プラスチックは便利な材料であり、利用しやすいので生産量は減っていない。
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 ■CO 2 増、経費、排ガス、課題と対策

1. CO2 増加の検討（図 7 棒グラフは環境省）

・CO2 の増加：0.23-CO2 トン/トン・ごみ（容リプラ） 下図②と③の差 

・CO2 増加量と考察（容器包装 1400ｔを焼却の場合）：（24 年、現施設 CO2 排出量≒28,000Ｔ） 

試算 1：図 7：0.23×[43,000ｔ(焼却量)×0.09(容リ率)+1,400ｔ(分別容器)]≒ 1,200Ｔ 
試算 2：(指針式)：1400ｔ×0.8×2.73CO2ｔ/プラｔ－2,650 MWH(発電量)×0.555≒1,600T 
試算 1.2.から増加 CO2 は約 1,600T (現施設排出量の 5.７％に相当)と想定する。 

環境省廃棄物リサイクル対策部（平成 19 年）資料 
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・国内総排出量 13 億Ｔ/年の内一廃焼却発電（印クリ等）からの排出量は僅か 5 百万ｔ（0.4％） 
・図 7 の③全施設が分別なし全量高効率発電にした場合、85 万ｔ増（0.065％）－三菱総研論文－ 
・印西地区排出量（印西環境白書、基本計画 40 年人口予測）：6.0×193,800 人＝116 万ｔ/年  

1,600÷1,160,000＝0.0014（0.14％）。 
1,600ｔ増（0.14％）による環境への影響は極めて軽微と言える。 

2. 経費の検討（24 年実績 1,400Ｔのプラスチック容器包装について）

・中間処理経費 ： 75,000,000 円/年（24 年度実績） 
・売電収入試算 ： 48,000,000×0.8＝38,400,000 円/年・・・・別資 2 参照 
・負担軽減効果 ： 0.75+0.384≒1.134 億円/年、 30 年間＝34 億円、 20 年間＝23 億円 
・CO2 削減コスト：75,000,000 円/1,400Ｔ≒53,000 円/Ｔ (CO2 排出権取引 EU：1.500 円/Ｔ) 

3 原油削減効果：2,650,000KWH×0.232≒615,000 原油換算リットル･･･火力発電効率 40％ 
615,000÷159(バレル換算)×60$×125 円≒3.1 千万円/年、30 年間約 9 億円 

4 他の排ガスも国の基準を大幅に下回る。HCL(1/100) ,SOX(1/10), NOX(1/100), 煤塵(1/100) 
・プラスチック容器包装の塩化ビニル混入率は 5％→2％に低下。（2005 年新日鉄資料） 
・焼却、排ガス処理技術が大幅に進歩（高温・連続燃焼、排ガス処理、等）

・低空気比燃焼、排ガス再循環等で排ガス総量の削減（次世代型ストーカの場合 20～30％） 
・次期中間処理施設では現状より厳しい環境基準設定が可能

5. 分別・リサイクル意識の後退が懸念されるがその対策は？

・容器包装リサイクルの実状を啓発する

・分別収集経費削減と売電収入による住民負担の軽減を定量的に説明

・高効率発電施設への理解と発電量の見える化（ホームページでリアルタイム）

・排ガス測定結果の見える化（ホームページでリアルタイム）

・プラスチック容器・包装以外（PET 等）の分別リサイクルの必要性は啓発する 
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6. リサイクル法発足当初、プラ焼却における課題とされていた焼却炉の開発状況

・高温高圧連続運転（ダイオキシン、高効率発電、耐火材、ごみ質変化への対応等）

・排ガス処理の改良（濃度、総量）と重金属処理（飛灰）

・耐蝕合金の開発（HCL、高温腐蝕等） 
・技術的課題はほぼ解決済み（次世代型ストーカ炉が有力）

■ 自治体の廃プラ収集方法の現状（平成 20 年実績、環境省）

・容リプラを可燃ごみとしてサーマルリサイクルしている自治体（例：東京 23 区、船橋市など） 
  ・容リプラの可燃処理と資源化は拮抗している。

■ まとめ

・ 高効率発電で電力不足を補い、化石燃料の節約に貢献する 

・ 災害時,地域防災拠点（市役所、消防、警察、病院等）への電力供給を確保する。 

・ 分別・回集経費削減と売電で約 34 億円（30 年間）以上の住民負担を軽減する 

・ 高効率発電にはごみ量の確保とごみ質の高カロリー化が重要である。 

・ CO2 の増加量は印西地区排出総量の０．14％であり、地域環境への影響は極めて軽微である。 

・ 僅かの CO2 削減に多大な経費負担をやめ、削減された経費から他のごみ施策へ投資する。 

・ リサイクルしても何れは他の地域において排ガスとなる。場所と時期がずれるだけでは？ 

・ 焼却技術の進歩が目覚しく、排ガスの環境基準値は大幅に低減される。 

･ 原油削減換算で 9 億円(30 年間)期待出来る。 
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次期中間処理施設整備事業「施設整備基本計画」に関する意見書

印西地区環境整備事業組合

次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 様

１．留意事項

（１）提出のあったご意見は、直近の施設整備基本計画検討委員会の会議に提出し、参考資料

として活用させていただくほか、印西地区環境整備事業組合のホームページで公開させて

いただきますが、不当な圧力、個人や特定の団体に対する誹謗中傷、財産・プライバシー・

著作権の侵害及び営利目的等の記述が含まれる場合は、当該提出及び公開をしません。

（２）匿名による意見提出が可能ですが、意見提出者（ご自身）の氏名等の公開を希望される

場合は、提出年月日及び下記欄の末尾に当該個人情報をご記入ください。

（３）意見書は、この様式によるものの他、この様式に準じた任意様式でも結構です。

（４）意見記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を追加してください。

２．意見

平成２７年９月３日提出

岡野三之 竹下建一 津島孝彦

添付資料《「廃棄物処理施設建設工事等の入札・契約の手引き」（環境省）および

「廃棄物処理施設に係る最近の動向」（全国都市清掃会議）》活用のお願い。

Ｈ26 年 3 月に策定されたごみ処理基本計画書の６の（３）の２）項「次期中間

処理施設整備事業の推進」の②施設整備における重要な事項のなかに、事業方式

に関わることとして―建設から運営までを含めて民間事業者に委託する事業方式

(ＰＦＩ，ＤＢＯ，包括的運営管理委託など)の採用を積極的に検討し、民間の資金、

経営能力、技術的能力を活用した効率的かつ経済的な公共サービスの提供を目指

す―ことが記されています。

私達はこの考えが、本施設整備基本計画のなかに活かされることを願っています。

私達がごみ処理基本計画検討委員としてこの方針つくりに際し、利用した資料は

①環境省の通達「廃棄物処理施設建設工事等の入札・契約の手引き」及び②全国

都市清掃会議「廃棄物処理施設に係る最近の動向」そして③25 年閣議決定された

「これからの廃棄物処理施設のあり方」の３つです。なかでも、①環境省の「・・・

手引き」と②全都清の「・・・動向」は基本的且つ重要な知見を与えてくれまし

た。貴委員会が今後、事業方式や処理方式の検討・選択を行う際に、これらの資

料は有益な示唆を提供してくれるものと信じます。誠に僭越とは思いますが、①

「・・・手引き」および②「・・・動向」の概要を別紙に纏め添付いたしました

のでこれをご活用いただき、この資料の趣旨を活かした今後の検討・選択作業を

進めていただくようよろしくお願いいたします。

なお、これらの資料につきましては既にご存知の方も多いと思いますが、委員各

位における情報の共有化という観点から敢えて提出させていただきました。

なお先の 8 月委員会において、9 月委員会での燃焼方式の選定予定について、副

委員長から「委嘱事項ではない」とのご指摘があったことは、正に添付資料の趣

旨に沿った適切なご意見ではないかと考えてります。     以 上
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様式１

次期中間処理施設整備事業「施設整備基本計画」に関する意見書

印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 殿

１．留意事項

（１）提出のあったご意見は、直近の施設整備基本計画検討委員会の会議に提出し、参考資料として活用させ

ていただくほか、印西地区環境整備事業組合のホームページで公開させていただきますが、不当な圧力、

個人や特定の団体に対する誹謗中傷、財産・プライバシー・著作権の侵害及び営利目的等の記述が含まれ

る場合は、当該提出及び公開をしません。

（２）匿名による意見提出が可能ですが、意見提出者（ご自身）の氏名等の公開を希望される場合は、提出年

月日及び下記欄の末尾に当該個人情報をご記入ください。

（３）意見書は、この様式によるものの他、この様式に準じた任意様式でも結構です。

（４）意見記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を追加してください。

２．意見

平成２７年１１月５日提出

竹下建一 岡野三之 津島孝彦

背景：次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画検討委員会 10 月委員会において、プラン

トメーカーへのアンケート結果に基づいてエネルギー回収率等が提示されている。また余

熱利用形態と必要熱量が提示されている。ここではエネルギー回収率を基に、余熱利用と

発電の関係について試算してみた。余熱利用は種々考えられ、地域振興策検討委員会でも

議論されているところである。ここに示す試算を基に定量的な議論を進めて頂きたい。試

算したケースは以下の３ケースである。

1) 回収エネルギーを全量発電した場合

2) 回収エネルギーのうち、一部を温水プールに利用した場合

3) 回収エネルギーのうち、14.86 GJ/h を外部に熱供給した場合

試算において、エネルギーバランスのベースになっている主要パラメータは以下の通りであ

る。

- 施設規模：156 t/d (78 t/d x 2) 
- 年間稼働日数（委員会資料表－1） 

1 炉運転 192 日/年、2 炉運転 166 日/年、全停 7 日/年 
- 基準ゴミ低位発熱量：11,540 kJ/kg 

また、エネルギー回収率、その他の条件は委員会資料等を基に以下のように仮定した。

- 1 炉運転時エネルギー回収率：28.0% 
- 2 炉運転時エネルギー回収率：32.3% 
- 発電/熱の等価係数：0.46 
- 所内電力消費量は１炉運転時 1,018 kW、２炉運転時 1,259 kW とした。（10 月委員会資料

より推定）

- 売電単価は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT）の廃棄物発電で規定されて

いる調達価格 18.36 円/ kWH（消費税込み）とした。 
- またこのエネルギー回収率は以下のスタディーでは、発電と熱エネルギーとしての回収の

比に拘らず一定と仮定する。

これをベースに発電と熱エネルギー回収のケーススタディーをしてみる。
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様式１

[１] 回収エネルギーを全量発電した場合 

1) 1 炉運転時の発電量

ごみの入熱は、11,540 (kJ/kg) x 78 t/d x 1,000 (kg/t) / 24 (h/d) = 37,505,000 kJ/h
回収熱量は回収率 28.0%とすると、

37,505,000 kJ/h x 0.28 = 1,0501,400 kJ/h
これに相当する発電量は、1,0501,400 kJ/h / 3,600 kJ/kwH = 2,917 kW

2) 2 炉運転時の発電量

ごみの入熱は、11,540 (kJ/kg) x 156 t/d x 1,000 (kg/t) / 24 (h/d) = 75,010,000 kJ/h
回収熱量は回収率 32.3%とすると、

75,010,000 kJ/h x 0.323 = 24,228,230 kJ/h
これに相当する発電量は、24,228,230 kJ/h / 3,600 kJ/kwH = 6,730 kW

3) 所内必要電力

一方所内の必要電力量は委員会資料によれば、

1 炉運転時は回収熱量の 34.9%、2 炉運転時は回収熱量の 18.7%となっている。従い、

1 炉運転時の所内電力は、37,505,000 (kJ/h) x 0.28 x 0.349/3,600 (kJ/kwH) = 1,018 kW
2 炉運転時の所内電力は、75,010,000 (kJ/h) x 0.323 x 0.187/3,600 (kJ/kwH) = 1,259 kW

4) 年間売電量および売電価格

年間売電量= ((2,917 – 1,018) kw x 24 h/d x 192 d/y) + ((6,730 – 1,259) x 24 x 166 d/y) =
30,547,056 kWH/y
売電単価を 18.36 円/kWH とすると、年間売電価格は 560.8 百万円/Year となる。

[２] 回収エネルギーのうち、一部を温水プールに利用した場合 
温水プール運営に必要な熱量は委員会資料表-２より、温水プール用、シャワー用、温水プ

ール管理等暖房を合わせて 3.19 GJ/h である。これを外部に供給した場合の発電量を求め

る。

1) 1 炉運転時の発電量

X kW とすると、

(3600X + 3.19 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 37,505,000 = 0.28
これより X = 2,509 kW

2) 2 炉運転時の発電量

(3600X + 3.19 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 75,010,000 = 0.323
これより X = 6,322 kW

3) 所内必要電力

全量発電時と同じく、1 炉運転時の所内電力は 1,018 kW、2 炉運転時の所内電力は 1,259
kW とする。

4) 年間売電量および売電価格

年間売電量= ((2,509 – 1,018) kw x 24 h/d x 192 d/y) + ((6,322 – 1,259) x 24 x 166 d/y) =
27,041,520 kWH/y
売電単価を 18.36 円/kWH とすると、年間売電価格は 496.5 百万円/Year となる。
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様式１

[３] 外部に 14.86 GJ/h の熱を供給した場合 

1) 1 炉運転時の発電量

X kW とすると、

(3600X + 14.86 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 37,505,000 = 0.28
これより X = 1,018kW

2) 2 炉運転時の発電量

(3600X + 14.86 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 75,010,000 = 0.323
これより X = 4,831 kW

3) 所内必要電力

全量発電時と同じく、1 炉運転時の所内電力は 1,011 kW、2 炉運転時の所内電力は 1,259
kW とする。

4) 年間売電量および売電価格

年間売電量= ((1,018 – 1,018) kw x 24 h/d x 192 d/y) + ((4,831 – 1,259) x 24 x 166 d/y) =
14,230,848 kWH/y
売電単価を 18.36 円/kWH とすると、年間売電価格は 261.3 百万円/Year となる。

以上をまとめると、

ケース[１] ケース[２] ケース[３] 
全量発電 温水プールに熱供給 14.86GJ/h 熱供給 

有効熱供給量 0 3.19GJ/h 14.86GJ/h
１炉運転時発電量 2,917 kW 2,509 kW 1,018 kW
２炉運転時発電量 6,730 kW 6,322 kW 4,831 kW
年間売電量 30,547,056 kWH/Y 27,041,520 kWH/Y 14,230,848 kWH/Y
年間売電価格 560.8 百万円/Y 496.5 百万円/Y 261.3 百万円/Y 

以上、外部への熱供給と売電収入の関係を試算した。詳細にみれば仮定が大胆な所があるが、

大まかな指標にはなると思う。この試算結果を踏まえてどういう地域振興策が考えられるかの

一助として欲しい。

（参考）：発電と熱回収の制御方法

次図はボイラでごみ焼却排熱を回収してスチームを発生し、抽気復水タービンを設置した場合

の熱回収システムである。発電はこの抽気復水タービンによりなされる。一方、熱供給は抽気

復水タービンの抽気（⑪）部分のスチームを利用して、場内および場外（⑬）へ熱が供給され

る。この抽気スチームは抽気されるまではタービンを通って発電も行うため、効率のよい、い

わばコージェネレーション（熱電併給）である。熱供給量は、その施設が決まればほぼ一定と

思われ、１炉運転、2 炉運転時も変わらないようにする制御になる。2 炉運転で余計に回収さ

れたスチームはタービンの復水部分を通過し（⑩）、発電量が多くなる。また余熱利用施設が

稼働していない時は、抽気量をゼロにし全スチーム量をタービンの復水側に持って行くか、蒸

気復水器（⑭）で有効利用せずに復水に戻せばよい。以上柔軟な対応が可能である。

（添付）：施設整備検討委員会 10 月委員会資料 表－2 熱回収形態と必要熱量 
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次期中間処理施設整備事業「施設整備基本計画」に関する意見書

印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 殿

１．留意事項

（１）提出のあったご意見は、直近の施設整備基本計画検討委員会の会議に提出し、参考資料として活用させ

ていただくほか、印西地区環境整備事業組合のホームページで公開させていただきますが、不当な圧力、

個人や特定の団体に対する誹謗中傷、財産・プライバシー・著作権の侵害及び営利目的等の記述が含まれ

る場合は、当該提出及び公開をしません。

（２）匿名による意見提出が可能ですが、意見提出者（ご自身）の氏名等の公開を希望される場合は、提出年

月日及び下記欄の末尾に当該個人情報をご記入ください。

（３）意見書は、この様式によるものの他、この様式に準じた任意様式でも結構です。

（４）意見記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を追加してください。

２．意見

平成２７年１１月２７日提出

竹下建一 岡野三之 津島孝彦

11 月 5 日付けの前回意見書では、発電または熱エネルギーとしての回収の比に拘らずエネ
ルギー回収率を一定としていたが、11 月 15 日の委員会においてエネルギーの回収形態によ
るエネルギー効率が提示されたので、それに基づき意見書を修正した。修正箇所は斜体にし
ている。 

背景：次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画検討委員会 10 月委員会において、プラン

トメーカーへのアンケート結果に基づいてエネルギー回収率等が提示されている。また余

熱利用形態と必要熱量が提示されている。ここではエネルギー回収率を基に、余熱利用と

発電の関係について試算してみた。余熱利用は種々考えられ、地域振興策検討委員会でも

議論されているところである。ここに示す試算を基に定量的な議論を進めて頂きたい。試

算したケースは以下の３ケースである。

1) 回収エネルギーを全量発電した場合

2) 回収エネルギーのうち、一部を温水プールに利用した場合

3) 回収エネルギーのうち、14.86 GJ/h を外部に熱供給した場合

試算において、エネルギーバランスのベースになっている主要パラメータは以下の通りであ

る。

- 施設規模：156 t/d (78 t/d x 2) 
- 年間稼働日数（委員会資料表－1） 

1 炉運転 192 日/年、2 炉運転 166 日/年、全停 7 日/年 
- 基準ゴミ低位発熱量：11,540 kJ/kg 

- エネルギー回収率および回収量は 11 月委員会の資料を基に以下のように仮定した。 
１炉運転時、2 炉運転時とも発電または外部へのエネルギー供給の比に拘らずスチーム回
収量はそれぞれ同じであるが、スチームタービン発電機で発電が増えると抽気量が減り復
水量が増えるため、発電が増えると全体のエネルギー効率は悪くなる。即ち、復水が増え
るということは大気中への放散熱量が増えるからである。 
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入熱量 
エネルギー回収量（エネルギー回収率） 

外部熱供給 0 
（発電最大） 

外 部 熱 供 給
3.19GJ/h 

外 部 熱 供 給
14.86GJ/h 

外 部 熱 供 給
42.4GJ/h 

１炉運転 37.5GJ/h 6.7GJ/h (*) 
(17.9%) 

7.5GJ/h 
(20.1%) 

10.5GJ/h (*) 
(28.0%) 

NA 

２炉運転 75.0GJ/h 15.5GJ/h(*) 
(20.7%) 

16.2GJ/h 
(21.6%) 

18.6GJ/h 
(24.8%) 

24.2GJ/h (*) 
(32.3%) 

（注）発電最大と外部熱供給最大のエネルギー回収量（回収率）は委員会資料より。(* 印箇所) 
中間の数字は比例として内挿した。（計算上、若干の違いはあり） 

- 発電/熱の等価係数：0.46  
- 所内電力消費量は以下とした。（10 月委員会資料より推定） 

1 炉運転時は外部熱供給 14,86GJ/h 時の回収エネルギー量の 34.9%、2 炉運転時は外部熱
供給 42.4GJ/h 時回収エネルギー量の 18.7%となっている。従い、 
1 炉運転時の所内電力は、37,505,000 (kJ/h) x 0.28 x 0.349/3,600 (kJ/kWH) = 1,018 kW 
2 炉運転時の所内電力は、75,010,000 (kJ/h) x 0.323 x 0.187/3,600 (kJ/kWH) = 1,259 kW

- 売電単価は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT）の廃棄物発電で規定されて

いる調達価格 18.36 円/ kWH（消費税込み）とした。 

これをベースに発電と熱エネルギー回収のケーススタディーをしてみる。

[１] 回収エネルギーを全量発電した場合 

1) 1 炉運転時の発電量

ごみの入熱は、11,540 (kJ/kg) x 78 t/d x 1,000 (kg/t) / 24 (h/d) = 37,505,000 kJ/h
回収熱量は回収率 17.9 %とすると、

37,505,000 kJ/h x 0.179 = 6,713,000 kJ/h
これに相当する発電量は、6,713,000 kJ/h / 3,600 kJ/kwH = 1,865 kW 

2) 2 炉運転時の発電量

ごみの入熱は、11,540 (kJ/kg) x 156 t/d x 1,000 (kg/t) / 24 (h/d) = 75,010,000 kJ/h
回収熱量は回収率 20.7 %とすると、

75,010,000 kJ/h x 0.207 = 15,527,000 kJ/h
これに相当する発電量は、15,527,000 kJ/h / 3,600 kJ/kwH = 4,313 kW 

3) 所内必要電力

1 炉運転時：1,018 kW
2 炉運転時：1,259 kW

4) 年間売電量および売電価格

年間売電量= ((1,865 – 1,018) kw x 24 h/d x 192 d/y) + ((4,313 – 1,259) x 24 x 166 d/y) =
16,070,000 kWH/y
売電単価を 18.36 円/kWH とすると、年間売電価格は 295.0 百万円/Year となる。

[２] 回収エネルギーのうち、一部を温水プールに利用した場合 
温水プール運営に必要な熱量は委員会資料表-２より、温水プール用、シャワー用、温水プ

ール管理等暖房を合わせて 3.19 GJ/h である。これを外部に供給した場合の発電量を求め

る。

1) 1 炉運転時の発電量

X kW とすると、
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(3600X + 3.19 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 37,505,000 = 0.201 
これより X = 1,686 kW 

2) 2 炉運転時の発電量

(3600X + 3.19 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 75,010,000 = 0.216 
これより X = 4,093 kW 

3) 所内必要電力

全量発電時と同じく、1 炉運転時の所内電力は 1,018 kW、2 炉運転時の所内電力は 1,259 
kW とする。 

4) 年間売電量および売電価格

年間売電量= ((1,686 – 1,018) kw x 24 h/d x 192 d/y) + ((4,093 – 1,259) x 24 x 166 d/y) = 
14,369,000 kWH/y 
売電単価を 18.36 円/kWH とすると、年間売電価格は 263.8 百万円/Year となる。 

[３] 外部に 14.86 GJ/h の熱を供給した場合 

1) 1 炉運転時の発電量

X kW とすると、

(3600X + 14.86 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 37,505,000 = 0.28
これより X = 1,018kW

2) 2 炉運転時の発電量

(3600X + 14.86 x 1,000,000 (kJ/GJ) x 0.46) / 75,010,000 = 0.248 
これより X = 3,269 kW

3) 所内必要電力

全量発電時と同じく、1 炉運転時の所内電力は 1,018 kW、2 炉運転時の所内電力は 1,259
kW とする。

4) 年間売電量および売電価格

年間売電量= ((1,018 – 1,018) kw x 24 h/d x 192 d/y) + ((3,269 – 1,259) x 24 x 166 d/y) =
8,008,000 kWH/y
売電単価を 18.36 円/kWH とすると、年間売電価格は 147.0 百万円/Year となる。

以上をまとめると、

ケース[１] ケース[２] ケース[３] 
全量発電 温水プールに熱供給 14.86GJ/h 熱供給 

有効熱供給量 0 3.19GJ/h 14.86GJ/h
１炉運転時発電量 1,865 kW 1,686 kW 1,018 kW
２炉運転時発電量 4,313 kW 4,093 kW 3,069 kW
年間売電量 16,070,000 kWH/Y 14,369,000 kWH/Y 8,008,000 kWH/Y
年間売電価格 295.0 百万円/Y 263.8 百万円/Y 147.0 百万円/Y 

以上、外部への熱供給と売電収入の関係を試算した。詳細にみれば仮定が大胆な所があるが、

大まかな指標にはなると思う。この試算結果を踏まえてどういう地域振興策が考えられるかの

一助として欲しい。

（参考）：発電と熱回収の制御方法

次図はボイラでごみ焼却排熱を回収してスチームを発生し、抽気復水タービンを設置した場合

の熱回収システムである。発電はこの抽気復水タービンによりなされる。一方、熱供給は抽気
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復水タービンの抽気（⑪）部分のスチームを利用して、場内および場外（⑬）へ熱が供給され

る。この抽気スチームは抽気されるまではタービンを通って発電も行うため、効率のよい、い

わばコージェネレーション（熱電併給）である。熱供給量は、その施設が決まればほぼ一定と

思われ、１炉運転、2 炉運転時も変わらないようにする制御になる。2 炉運転で余計に回収さ

れたスチームはタービンの復水部分を通過し（⑩）、発電量が多くなる。また余熱利用施設が

稼働していない時は、抽気量をゼロにし全スチーム量をタービンの復水側に持って行くか、蒸

気復水器（⑭）で有効利用せずに復水に戻せばよい。以上柔軟な対応が可能である。

（添付）：施設整備検討委員会 10 月委員会資料 表－2 熱回収形態と必要熱量 
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様式（委員提出用）

次期中間処理施設整備事業「地域振興策」に関する意見等

印西地区環境整備事業組合

次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 様

意 見

平成 27 年 12 月 11 日提出 

委員名 大谷芳末

エネルギーバランスの提案

先に行われた施設整備検討委で、『ごみの持つエネルギーを最大限活用し地域へのエネルギ

ー供給』を目的とした、エネルギーバランスについての審議がありました。

本書は、排熱エネルギーを有効利用する利用者側の立場から考えたエネルギーバランスを提

案するものです。

施設整備側のハードウェアプランと密接な関係にありますので、施設整備検討委に対して提

言・活用されることを望みます。

＜提案の要旨＞

１． バックアップによる熱補給

先の施設整備検討委で、27.7GJ/h のバックアッププランが示されました。２炉運転

時の最大排出エネルギーをバックアップするプランで、過大な設備投資、追加燃料消

費でランニングコスト増となると思われます。

本書は、その必要はなく、１炉運転時の 14.7GJ/h を通年利用可エネルギーとし、

27.7GJ/h は不定期排出エネルギーととらえ、個別に利用価値を高める提案です。 
よって、バックアップは全炉停止時、及び不測の故障時の備えた通年利用分 14.7GJ/h
で良く、初期設備費はかかるものの、平常時は稼働の必要がなく、ランニングコスト

はほとんどかからないプランです。

また、防災拠点化構想に対して、この 14.7GJ/h のバックアップは燃料ゴミが枯渇し

た場合でも、発電や冷暖房の有効利用が可能です。

２． 発電機の規模に対する提言

本書は、発電機規模を２炉運転時排出エネルギー52GJ/h の全量発電出来る規模の設

備を推奨しています。その理由は、

１） 通年利用地域振興施設の夜間エネルギー需要は減じると考えられる。

２） 不定期排出エネルギーの用途は、誘致排熱利用事業者との合意依存や、蓄熱

技術の実用化待ち、オフライン輸送の採算性、不定期でも受け入れる需要顧

客の開拓などに中期的時間を要すると思われる。
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３） 今後 EV カーの加速的実用化と共に、蓄電、蓄熱の実用化も進むと考えられ

るが、まだ中期的時間を要すると思われる。

４） 防災拠点化構想で、電気にすることが一番利用価値と供給の容易さが計れる

と思われる。インフラ被害なければ外部供給できるし、そこそこ普及した

EV 避難車両での供給、蓄電池など被災地へのオフライン供給が可能。 
５） 平時でも余剰エネルギーが昼夜、季節・気候変動で発生すると思われ、発電

余剰電力は、組合の売電収入となる。

以上
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エネルギーバランス ご提案

吉⽥区クリーンセンター検討委員会
平成27年11⽉29⽇

エネルギーバランス
（年間排出パターン）

• ２炉運転時のみ、最⼤52GJ/hの排熱（場外利⽤分
は42.4GJ/h）、フル発電した場合の4,300kwh

• １炉運転時は14.7GJ/h場外排熱利⽤可。
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エネルギーの有効利⽤

• 通年利⽤可排熱は通年営業排熱利⽤事業者が利⽤。
• 不定期排出排熱は不定期でも受け⼊れ可能事業者が活⽤。
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地域冷暖房 参考資料

• 株式会社
千葉ニュータウン

• 供給販売熱量
約157千GJ／年

＝18GJ／h

イオンモール千葉NT延床面積：180,000㎡
敷地面積：112,000㎡

第６回会議資料 参考資料-1
表-2 熱回収形態と必要熱量より

福祉センター冷暖房（延床面積
2,400㎡）で1.6GJ/hを適応する。

18GJ/hの熱量は27,000㎡相当
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排熱利⽤の規模を考える

• 通年利⽤可エネルギーは１炉運転時の14.7GJ/h。
• 14.7GJ/hの熱量は延床⾯積22,050㎡の冷暖房を
賄えることになる。

• 道の駅とみうら枇杷倶楽部を例にとると、延床⾯積
1,460㎡なので15個の『とみうら』が賄える。

• 敷地⾯積から考察
道の駅とみうら枇杷倶楽部：0.86ha
道の駅⽥園プラザ川場 ：5ha
イオンモール千葉NT ：11.2ha
吉⽥区台地 ：15haは優に有る

• 地域振興策案の⼤半の冷暖房はカバーできると思われ
る。

⽥園プラザ川場 参考資料

• 敷地⾯積：5ha
• 年間集客数：

102万⼈
• 年間売上：10億円
• 雇⽤⼈数：110⼈
• 総事業費：33億円
• 運営：第3セクター
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排出熱と利⽤ユーザーの事情の違い

• 冷暖房を前提とした場
合

• 次期施設の排熱排出
都合とユーザーの利⽤
形態は全く別物

• 夏期・冬期が需要増と
なる

• 需要期はバックアップを
もてば安全側になると
考えられる

• 温⽔施設は年間フラッ
トに近いと予想される
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60

月4 5 6 7 8 9 101112 12 3

場外利用エ

ネルギー

場内利用エ

ネルギー

GJ/h

¥0

¥500,000

¥1,000,000

¥1,500,000

¥2,000,000

¥2,500,000

￥

平成26年度 市庁舎電気代推移

系列1

バックアップの考察

• 現状地域振興策案の排熱需要は14.7GJ/hでお
およそ賄えると予想。

• 従ってバックアップを施設側で考える場合は
14.7GJ/hの規模で良いと思われる。

• 当然全炉停⽌時、不測の故障時は賄える。
• 季節変動需要超過時、追い炊きができる。
• 防災拠点化構想で燃料ゴミが枯渇してもバックアッ
プが可能になる。

• 平時はバックアップを稼働させることは無いと思われ、
燃費、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ、維持管理コストはさほど発⽣しな
いと思われる。
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発電設備の考察

• ２炉運転時の排熱を有効活⽤する為に
Max.52GJ/hをフル発電できる規模が望まし
い。

• 抽気スチームにより、14.7GJ/hを地域振興施
設に回し運⽤する。

• 夜間は地域振興施設需要減と予想され、排熱
はフル発電すれば、組合の売電収⼊となる。

• 防災拠点化構想で台地内消費で余った電⼒は
外部供給出来る。（EV、蓄電池など）

２炉運転時排熱利⽤の課題

• 不定期排出（2炉運転時42.4GJ/h）排熱は年間
総量の46％にもなる。

• 不定期でも使い切る⼯夫が課題となる。
• 考えられる利⽤⽅法
★不定期供給を条件とした排熱利⽤事業者の誘致。
（例：給⾷センター、⾷品加⼯、クリーニング⼯場、など蒸気
エネルギー消費事業者は年間46％不定期排熱でもメリットは
⼤きいと思われる。）
★蓄熱技術実⽤化でバッファーとし、地域振興増設などに有効
利⽤する。
★トランスヒートコンテナで不定期受け⼊れ顧客に販売。
（⼤電⼒消費者、コージェネユーザー）
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現実的な排熱有効利⽤

• 吸収式冷凍機は個別振
興策施設毎に設けた⽅が
良いか？

焼却炉 ボイラー

熱交換器

道の駅
サンセットスパ
ちびっこランド
ふれあい動物園

学習・芸術・文化基地
余暇・レジャー

サイクリング基地化
パラグライダー
オートキャンプ場

温水洗車場
EVステーション

農業振興
地域商品開発施設
もぎとり農園

クラインガルテン
アウトドアライフ
レンタルスペース
屋内カーリング場

防災拠点化
煙突展望台
泉カントリー
地域住民サロン
多目的研修室

イベント広場・他

吸収式
冷凍機

蒸気タービ
ン発電機

Max4,300kwh
給電

給湯（飲料・暖房）給湯（飲料・暖房）

給冷水、リンク冷凍用?給冷水、リンク冷凍用?

売
電

余力電力

東電？

不足分買電
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

自
家
消
費

52GJ／h
（２炉）

抽気

冷房用7℃

厨房・風呂 45℃
暖房用 75～135℃

14.7GJ／h

1炉：1,018kwh

2炉：1,259kwh

排熱利用事業者の誘致
排熱の外部供給基地

ﾄﾗﾝｽﾋｰﾄｺﾝﾃﾅ

27.7GJ／h（不定期）

？kwh

振興策具
体化後

通年営
業施設

バックアップ

14.7GJ／h
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様式 1 

表 題：次期中間処理施設「建設候補地」の安全な保全管理及び円滑な 

譲渡のための『用地保全信託』の活用検討に関する提案 

要 旨：・公募方式による審査の末、建設候補地に選定された吉田地区は、本事業に

対する理解度が高く、土地の提供につき多数の地権者全員（28名）が同意

を表明しています。 

・しかしながら、実際には用地取得を直ぐ開始できる訳ではなく、本委員会

の答申や地元協議を経て、事業全般について地元との同意が整った後から、

順次、個別に用地交渉を進めることになります。 

・この間、地権者の貴重な同意があるにも関わらず、相続の発生、認知症等

の障害、権利の移転・複雑化、部外者の介入など、様々なリスクが潜んで

おり、用地取得に甚大な影響を及ぼす可能性があります。 

・一般廃棄物処理施設の建設事業は、特にその進行管理に万全を期す必要性

が高いことから、用地取得リスク防止のため、安全・確実な対策を実施し、

事業計画の実現性を予め担保することが重要な課題です。 

・この課題解決のため、本提案は、①地権者が共同し、建設候補地の土地を、

財産管理機能を有する第三者（農業協同組合、信託会社など）に信託し、

安全に保全管理するとともに、②地元協議に基づく同意成立を条件とし、

信託受託者から公共事業の起業者に、信託した土地を公正公平に譲渡する

「用地保全信託」方式の検討を提案するものです。 

内 容： 別紙２～５頁に記載 

提出日： ２０１５年１２月１１日 

提出者： 黒須 良次（技 術 士）   辻  美和（弁 護 士） 

 森 登規雄（司法書士）  浅井  学（司法書士） 

(連絡先:0476-46-6386) 

次期中間処理施設整備事業「施設整備基本計画」に関する意見書 

印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業 

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 様 
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様式 1 

１．提案の背景・理由 

印西地区環境整備事業組合（以下「事業組合」という。）においては、一般廃棄物中間処理施

設の高経年化に伴い、次期中間処理施設の整備に向けて、建設用地の確保と整備スケジュー

ルの着実な進行管理が求められているところです。 

こうした事情の下、平成 26 年春、建設候補地の公募を実施し、現在地を含む５地区の審査の

末、平成 26年 11月の正副管理者会議において吉田地区が建設候補地に選定されました。これ

は、地権者の全員同意と地元町会の理解・協力に負うところが大きいものであります。 

しかしながら、吉田地区は、多数の地権者（28 名）がいる一団の大規模な土地であることから、

今後土地の引渡しに至るまでの間に、地権者とって支障となる問題（例えば、相続の発生、他

者への権利移転、不慮の事故等による影響）が多々あると考えられます（次図参照）。 

また、事業組合は、地権者全員の用地提供の意思を尊重し、建設候補地を安全に保全管理

することについて、地権者と連携・協力する等、積極的に対応すべきものと考えられます。 

以上のことから、建設候補地の譲渡・引渡しに至るまでの間、①地権者の意思と土地の所有

権を安全に保護・保管し、②事業組合と地元の協議・合意が整った後に、確実にまとめて土地

を引き渡せる体制を整えることが課題になります。 

この課題解決には、地権者の立場と事業組合の役割に配慮し、公正・公平な財産管理の仕組

みが求められます。その方法として、「信託制度による土地管理・引渡し方式（用地保全信託）」

の活用による、明快かつ包括的な対策の検討を提案するものです。 

■ 建設候補地の安全な保全管理と円滑な引渡しに「信託制度」を活用

地権者が共同して建設候補地 

の土地を第三者機関に信託 

○信託の目的

①地権者の意思・所有権の保全

②建設候補地の土地の一括管理

③地元合意を条件とする土地の

譲渡・引渡し 

○地権者が共同で委託する

・地権者は、委託者かつ受益者 

○信託受託者の役割・義務

・建設候補地の保全・管理 

・公正・公平な土地の引渡し 

  （事業組合への買取り申出等 

   先買い制度に則した譲渡） 

●着実な事業推進と適切な進行管理が課題

○公募に応募した地権者に協力する責務

○地権者の意思・土地の権利を保全する必要性

○地権者間の公平維持、取引の公正の確保

   

【用地保全信託による解決】 

「信託」による土地管理・引渡し方式 

【地権者グループ（同意者 28 名）にとって】 

【事業組合にとって】 
連携・協力による対策 

●様々なリスクがあるが、自ら対応することが困難

○相続の発生

○他者への権利移転

○意思判断能力の低下

○その他不慮の事態

 

○同意維持の困難化

○土地引渡しの困難化

○地権者相互の公平性

維持の困難化など

不可抗力的なリスク 
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様式 1 

２．「用地保全信託」の概要 

本方式は、地権者の公共事業への協力意思に基づき、信託法に基づく不動産管理型信託

の集団的な財産保全・管理機能等を利用することによって、建設候補地の土地の保全・管理及

び公共事業の起業者（事業組合）への譲渡を、安全かつ公正・公平に行うものです。 

【信託契約の内容】 

○信託目的：建設候補地の土地の保全管理及び公共施設用地としての事業組合への譲渡

〔１〕  建設候補地内の土地の一元管理及び保全 

  〔２〕 「整備協定」の締結（事業組合と地元町会の合意）を停止条件とする土地の譲渡 

〔３〕  公共施設用地としての土地買取り申出など法令に基づく事務手続きの実施 

○委託者：地権者（土地所有者 28 名）による共同委託

○受益者：地権者（土地の譲渡収益を受取る権利等を有する者）

○受託者：事業組合が指定する者（財産管理業務を行う農業協同組合、信託会社等）

○信託財産：建設候補地内の土地所有権（33 筆、2.6ha）

○信託財産の管理方法：受託者は信託目的に従い、信託財産を管理・処分する等

○信託終了事由：土地譲渡収益の受益者に対する分配の終了

○その他条項：信託の期間、信託の解除、受益権の譲渡、現状の利用継続など

○信託の諸費用：公共事業の推進に寄与するものとして事業組合が負担

【信託登記による権利関係の公示（信託目録）】 

✓信託による土地所有権の移転登記 

✓信託の委託者、受託者、受益者の登記（住所、氏名） 

✓信託条項（信託の目的、その他の条項）の記載 

※受益者である地権者が、相続や売買等を原因として交代した場合、受益者の変更登記を行う。 

【用地保全信託の仕組み】 

信託契約 

土地の保全管理 

および譲渡 

所有権移転 

整備協定締結を停止条件 

とする土地譲渡・引渡し 

保全管理・処分 
収支計算 

収益の交付 

委託者 

兼 

受益者 

【地権者】 

公共事業 

の起業者 

【事業組合】

受 託 者 

【財産管理機関】 

信託目的 

信託財産 

【建設候補地の土地】 

受益権 

買取り申出 

譲渡代金 
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様式 1 

○建設候補地の土地は、信託契約に従い、「信託財産」として「受託者」に移転登記します。

○地権者（委託者）は、信託の「受益者」として、「受益権」（土地譲渡収益を受取る権利等、すなわ

ち実質的な財産権）を取得します。

※信託による所有権移転、委託者、受託者、受益者、信託目的等は全て登記により公示されます。

○信託の「受託者」は、「信託目的」に従い、地権者（受益者）のために、忠実かつ公正に信託業務

を遂行する義務（公正忠実義務・善管注意義務など）を負います。

○建設候補地の土地（信託財産）は、受託者の固有財産とは別に分別管理されます。また、委託者、

受託者及び受益者の倒産から隔離され、信託目的に服する独立した財産として保全されます。

○もし、地権者（受益者）に不慮の事態が生じ、「受益権」の相続や第三者への権利移転等が生じ

た場合においても、「受託者」は建設候補地の土地（信託財産）を信託目的に従って管理・処分

することができます。

○「受託者」は、信託目的に従い、地元町会と事業組合との合意に基づく「整備協定」が締結された

後、事業組合に対して、建設候補地の土地（信託財産）の買取り申出を行い、不動産鑑定評価

等の所定の手続きに則して譲渡します。

○地権者（受益者）は、「受託者」から土地譲渡収益を受取り、「受託者」は信託財産の譲渡収益の

分配完了により信託を終了します。

  以上により、建設候補地の保全・管理及び譲渡・引渡しの業務を、受託者が一元的かつ包括的、

かつ公正・公平に実施する仕組みであり、当事者双方にとって様々なメリットが考えられます。 

【地権者、事業組合の双方に期待されるメリット】 

地権者・地元町会にとって 

①地権者の土地提供の意思と、建設候補地の土地所有権が保護され、安全・安心である。

（相続や売買により権利者（受益者）の交代等が生じても影響を受けない。）

②建設候補地として選定された優先的地位を、安定的に持続することができる。

③個別交渉等に起因する地権者間の格差を排除し、公平を保つことができる。

④信託期間中、必要であれば譲渡まで現状の土地利用を続けられる。

⑤信託契約において、地権者の事情や意向に柔軟に対応できる余地がある。

（例：受益権の買取り、譲渡の時期、信託契約の解除など） 

⑥信託は、法人等を設立する必要がなく、権利移転時に土地譲渡所得税が発生しない。

事業組合にとって 

①建設候補地の土地取得に係るリスクが排除され、一体的かつ安全に保全管理できる。

②土地の譲渡・引渡しに至るまで、個々の地権者に無用な負担をかけない。

③相続等により地権者（受益者）が変わっても、信託によって同意が維持される。

④地元町会との合意が整い次第、建設候補地の土地を、円滑に全て取得することができる。

⑤法人設立等によるリスク対策に比べ、本方式は簡便で利用しやすい。

⑥事業全体の進行管理の円滑化や、事業推進の効果が期待できる。
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様式 1 

３．「用地保全信託」の活用検討に関する提案 

信託方式の他に、用地取得のリスク対策として、土地売買予約方式（停止条件付土地売買

予約契約）が考えられます。 

しかし、こうした不動産取引方式の場合、土地所有権が地権者に留保される訳ではなく、土

地の売却・相続・担保・差押えが可能であり、予想される権利の移転・複雑化や個別事情による

協力意識の低下等のリスクは、一般の土地売買の場合と大差ないものと推察されます。 

それに対し、信託は、土地等の財産の管理・保全制度として卓越した機能を有し、様々な

事業で活用実績があることから、施設整備基本計画検討委員会において、用地保全信託の

活用に向けて、地権者との連携や受託機関、関係法令等の調査検討を推進することを提案

致します。 

■ 用地保全対策の検討タイミング

平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

1-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 

月 1-3 月 11 月 3 月 4 月 3 月 

ス
ケ
ジ
ュ
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ル

用
地
検
討
委
員
会

建
設
候
補
地
の
公
募 

吉
田
地
区
を 

建
設
候
補
地
に
選
定 

事
業
組
合
と
地
元
町
会
が 

「
基
本
協
定
」
締
結 

施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会

地
域
振
興
策
検
討
委
員
会

委
員
会
答
申 

事
業
組
合
と
地
元
町
会
と
の 

事
業
計
画
に
係
る
協
議 

事
業
組
合
と
吉
田
区
の
同
意
に 

よ
る
「
整
備
協
定
」
締
結
予
定 

建
設
予
定
地
と
し
て 

個
別
に
土
地
売
買
を
開
始
予
定 

リスク 

(時間) 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33 36 

保全 

対策 

以上 

情報公開・市民 

参加のもとで 

委員会を運営 

対策の実施 対策の検討 

小 ←  ＜リ ス ク＞  → 大 
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様式１

次期中間処理施設整備事業「施設整備基本計画」に関する意見書

印西地区環境整備事業組合

次期中間処理施設整備事業

施設整備基本計画検討委員会 委員長 大迫 政浩 宛て

１．留意事項

（１）提出のあったご意見は、直近の施設整備基本計画検討委員会の会議に提出し、参考資料として活用させ

ていただくほか、印西地区環境整備事業組合のホームページで公開させていただきますが、不当な圧力、

個人や特定の団体に対する誹謗中傷、財産・プライバシー・著作権の侵害及び営利目的等の記述が含まれ

る場合は、当該提出及び公開をしません。

（２）匿名による意見提出が可能ですが、意見提出者（ご自身）の氏名等の公開を希望される場合は、提出年

月日及び下記欄の末尾に当該個人情報をご記入ください。

（３）意見書は、この様式によるものの他、この様式に準じた任意様式でも結構です。

（４）意見記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を追加してください。

２．意見

平成２８年１月１４日提出

岡野三之 竹下建一 津島孝彦

事業方式の比較における建設費及び運営維持管理費の撤回と再試算の実施について

この意見書はＨ27年１2月の第8回委員会の参考資料－２のＰ７からＰ９において提案さ

れた(2)項の施設建設費等の試算結果及び(3)項のＬＣＣ試算結果の撤回と再試算を求めるも

のです。

この資料の施設建設費及び運営維持管理費はプラントメーカー等業者のコスト情報に基

づいています。しかし、平成 18 年の環境省「廃棄物処理施設建設工事等の入札・契約の手

引き」における積算方法はプラントメーカーの見積りに頼って作成するのではなく、既存契

約事例の情報を収集分析し、適正予定価格の作成が必要とされております。このことはプラ

ントメーカーとコンサルの不透明な関係や、プラントメーカーの見積りを用いた予定価格設

定を想定した見積価格つり上げのなかで、プラントメーカー談合が繰り返される構造など

様々な問題指摘があったからです。

過去において当印西クリーンセンターは 3 号炉の建設において談合の被害を受けていま

す。しかるに、談合時代と同じ方法－即ちプラントメーカーヒアリング見積金額を基に作成

されたこの資料の試算結果―をそのまま看過することはできず、従ってこの試算結果を撤回

し、上記手引きに則り再試算することを求めます。

上記「・・手引き」で推奨されている積算方法のうち、設備の価格と能力( 容量比)の関係

を示す 0.6 乗則によれば、予定施設規模 156T の施設建設費は、三鷹市のふじみ衛生組合施

設との比較（288Ｔ/日、総事業費 101 億円）から 65～70 億円程度となります。外構・侵入

道路等を入れても 75 億程度と見込まれます。提案されている価格はこの事例の 2 倍以上で

あり、あまりにも他市の実績値と大きく乖離しています。運営管理費も同様と思われます。

また、売電収入の取扱いについても他市の事例を参考に更なる検討をしていただきたくお願

い申し上げます。

是非、環境省の手引きに沿った積算方法で見直しされることを要望いたします。

僭越ながらご参考までに環境省の手引きを添付させていただきます。   以上
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廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
等

の

入
札

・
契

約
の

手
引

き

平
成

１
８

年
７

月

環
境

省
大

臣
官

房
廃

棄
物

・
リ

サ
イ

ク
ル

対
策

部

本
手

引
き

の
ね

ら
い

と
位

置
づ

け
に

つ
い

て

全
国

の
市

町
村

及
び

一
部

事
務

組
合

は
、

ご
み

焼
却

施
設

や
し

尿
処

理
施

設
な

ど
の

廃
棄

物
処

理
施

設

建
設

工
事

の
発

注
者

と
し

て
、

地
方

自
治

法
に

従
っ

て
入

札
・

契
約

を
行

っ
て

い
る

。
入

札
契

約
は

、
指

名
競

争
入

札
に

よ
り

事
業

者
を

選
定

し
、

設
計

・
施

工
一

括
発

注
す

る
方

法
に

よ
り

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
多

い
。

一
方

で
、

市
町

村
等

の
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
入

札
・

契
約

を
め

ぐ
っ

て
は

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー

カ
ー

に
よ

る
談

合
問

題
が

注
目

さ
れ

、
そ

れ
に

関
連

し
て

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
メ

ー
カ

ー
の

不
透

明
な

関
係

や
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

の
見

積
を

用
い

た
市

町
村

の
予

定
価

格
作

成
を

想
定

し
た

見
積

価
格

つ
り

上
げ

の
構

造
な

ど
様

々
な

課
題

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

入
札

・
契

約
は

、
市

町
村

等
が

地
方

自
治

法
に

基
づ

い
て

、
住

民
等

に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

し
つ

つ
行

う
も

の
で

あ
る

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

問
題

や
課

題
へ

対
応

す
る

た
め

に
は

、
市

町
村

等
自

ら
が

、
入

札
・

契
約

の
方

法
の

見
直

し
や

改
善

に
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

談
合

問
題

に
つ

い
て

は
「

私
的

独
占

の
禁

止
及

び
公

正
取

引
の

確
保

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

く
公

正
、

取
引

委
員

会
等

に
よ

る
対

応
が

基
本

と
な

る
が

、
発

注
者

で
あ

る
市

町
村

等
の

取
組

も
欠

か
せ

な
い

と
こ

ろ
で

あ
り

、
地

方
自

治
法

に
基

づ
く

入
札

・
契

約
手

続
き

に
当

た
っ

て
「

公
共

工
事

入
札

・
契

約
適

正
、

化
法

」
や

「
公

共
工

事
品

質
確

保
法

」
を

踏
ま

え
た

対
応

を
と

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
、

発
注

者
で

あ
る

市
町

村
等

の
取

組
を

支
援

す
る

一
環

と
し

て
、

環
境

省

廃
棄

物
・

リ
サ

イ
ク

ル
対

策
部

に
お

い
て

公
共

工
事

の
入

札
・

契
約

に
関

係
す

る
専

門
家

か
ら

な
る

廃
、

「

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
係

る
入

札
・

契
約

適
正

化
検

討
会

」
を

開
催

し
、

専
門

家
か

ら
様

々
な

ご
意

見
を

い
た

だ
き

、
市

町
村

等
が

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
係

る
入

札
・

契
約

の
方

法
の

改
善

や
見

直
し

を
行

う
際

に
活

用
で

き
る

「
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
入

札
・

契
約

の
手

引
き

」
を

と
り

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

本
手

引
き

は
、

市
町

村
等

が
地

方
自

治
法

に
基

づ
き

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

係
る

入
札

・
契

約
手

続
き

を
行

う
に

当
た

っ
て

、
競

争
性

を
高

め
る

た
め

に
ど

の
よ

う
な

改
善

方
法

や
工

夫
が

あ
る

の
か

、
ど

の
よ

う
な

こ
と

に
留

意
す

べ
き

か
等

を
提

示
す

る
も

の
で

、
国

の
市

町
村

に
対

す
る

技
術

的
助

言
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

る
。

ご
み

焼
却

施
設

建
設

工
事

で
は

あ
ら

か
じ

め
、

市
町

村
等

が
ガ

ス
化

溶
融

炉
、

ス
ト

ー
カ

炉
な

ど
の

機

種
を

選
定

し
た

上
で

指
名

競
争

入
札

に
よ

り
落

札
者

を
選

定
す

る
こ

と
が

多
く

行
わ

れ
て

い
る

が
、

機
種

の
選

定
を

含
め

て
競

争
に

付
す

こ
と

や
、

指
名

競
争

入
札

を
指

名
数

を
制

限
し

な
い

公
募

型
や

総
合

評
価

落
札

方
式

を
導

入
す

る
な

ど
の

改
善

策
を

講
じ

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

、
本

手
引

き
は

、
こ

の
例

の
よ

う
に

具
体

的
な

見
直

し
、

改
善

の
方

向
性

や
内

容
を

提
示

し
、

市
町

村
等

が
地

方
自

治
法

に
基

づ
く

入
札

・
契

約
手

続
き

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

、
改

善
等

を
検

討
す

る
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

、
ま

た
、

改
善

等
の

検
討

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

こ
の

手
引

き
は

、
で

き
る

だ
け

多
く

の
市

町
村

に
ご

活
用

い
た

だ
い

て
、

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
が

、
競

争
性

・
透

明
性

が
高

く
、

公
正

・
公

平
性

が
確

保
さ

れ
る

よ
う

に
契

約
さ

れ
、

長
期

的
か

つ
総

合
的

に
品

質
・

経
済

性
の

面
で

優
れ

た
工

事
が

施
工

さ
れ

る
こ

と
を

目
指

す
も

の
で

あ
る

。
今

後
、

活
用

い
た

だ
い

た
市

町
村

等
か

ら
、

ご
意

見
も

い
た

だ
き

、
必

要
に

応
じ

手
引

き
の

内
容

も
さ

ら
に

十
分

な
も

の
と

な
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

環
境

省
廃

棄
物

・
リ

サ
イ

ク
ル

対
策

部
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改
善

（
８

）
予

定
価

格
の

作
成

（
９

）
評

価
結

果
、

技
術

提
案

の
改

善
過

程
の

公
表

（
1
0
）

技
術

提
案

の
履

行
の

確
保

第
６

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

及
び

運
営

事
業

に
お

け
る

Ｐ
Ｆ

Ｉ
及

び
拡

大
性

能
発

注
等

の
導

入
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
２

９

（
１

）
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
加

え
運

営
を

含
む

長
期

包
括

的
な

発
注

方
式

（
２

）
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

第
７

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
技

術
支

援
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

３
４

（
１

）
Ｃ

Ｍ
（

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
）

方
式

に
つ

い
て

（
２

）
そ

の
他

第
８

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
係

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
の

発
注

・
選

定
に

係
る

留
意

事
項

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
３

７

（
１

）
公

募
型

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

（
２

）
積

算
方

法

（
３

）
技

術
者

の
配

置

（
４

）
発

注
支

援
業

務
の

公
正

・
中

立
性

の
確

保

第
９

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
契

約
事

務
処

理
上

の
留

意
事

項
・

・
・

・
・

・
・

４
２

（
１

）
違

約
金

特
約

条
項

（
２

）
総

合
評

価
に

お
け

る
落

札
者

の
提

示
し

た
性

能
等

の
履

行
の

確
保

（
再

度
の

施
工

、

減
額

、
損

害
賠

償
等

）

（
３

）
低

入
札

価
格

調
査

制
度

第
1
0
章

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

契
約

後
の

留
意

事
項

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
４

５

（
１

）
入

札
結

果
の

情
報

公
開

（
２

）
予

定
価

格
の

事
前

公
表

制
度

第
1
1
章

P
l
a
n

D
o

S
e
e

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
評

価
の

実
施

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

４
６

（
１

）
基

本
的

考
え

方

（
２

）
評

価
の

方
法

お
わ

り
に

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

４
８

参
考

資
料

編
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
４

９

（
１

）
環

境
省

に
お

け
る

支
援

策
Ⅰ

－
入

札
・

契
約

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築

（
２

）
環

境
省

に
お

け
る

支
援

策
Ⅱ

－
市

町
村

等
の

契
約

事
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
専

門
家

集
団

の
組

織
化
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－
ⅲ

－

（
３

）
環

境
省

に
お

け
る

支
援

策
Ⅲ

－
標

準
的

な
発

注
仕

様
書

の
提

示

（
４

）
参

考
と

な
る

報
告

書
等

の
各

種
資

料

-
1

-

第
１

章
は

じ
め

に

廃
棄

物
の

適
正

処
理

と
再

資
源

化
を

担
う

廃
棄

物
処

理
施

設
は

、
国

民
の

生
活

環
境

の
保

全
と

循
環

型
社

会

形
成

の
推

進
を

図
る

上
で

不
可

欠
な

都
市

施
設

で
あ

り
、

そ
の

建
設

工
事

は
社

会
基

盤
整

備
を

図
る

重
要

な
公

。
、

、
、

共
事

業
で

あ
る

そ
の

た
め

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

実
施

に
際

し
て

は
競

争
性

と
透

明
性

が
高

く

公
正

・
公

平
性

が
確

保
さ

れ
る

よ
う

に
契

約
さ

れ
、

長
期

的
か

つ
総

合
的

に
品

質
・

経
済

性
の

面
で

優
れ

た
工

事
が

施
工

さ
れ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

を
め

ぐ
る

状
況

と
し

て
、

以
下

の
よ

う
な

構
造

、
課

題
等

が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

○
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

で
は

、
主

要
技

術
で

あ
る

プ
ラ

ン
ト

が
技

術
的

に
複

雑
・

高
度

で
あ

る

こ
と

、
性

状
が

多
様

で
変

化
し

や
す

い
廃

棄
物

の
処

理
を

対
象

と
す

る
た

め
経

験
工

学
的

な
技

術
の

蓄

積
が

重
要

で
あ

る
こ

と
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

に
技

術
・

ノ
ウ

ハ
ウ

が
集

中
し

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、

工
事

を
請

負
う

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

が
市

場
に

お
い

て
強

い
影

響
力

・
支

配
力

を
有

し
て

い
る

と
い

う

特
徴

が
あ

る
。

○
一

方
、

発
注

者
側

で
あ

る
市

町
村

は
、

一
部

の
大

都
市

等
を

除
き

、
２

０
年

に
１

度
程

度
の

事
業

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
廃

棄
物

処
理

、
処

分
の

知
識

・
経

験
の

蓄
積

や
専

門
技

術
者

の
確

保
が

非
常

に
困

難

な
状

況
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

と
対

等
に

技
術

や
価

格
等

に
つ

い
て

交
渉

す
る

専

門
的

能
力

が
不

足
し

て
い

る
。

○
ま

た
、

廃
棄

物
部

門
の

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

、
市

町
村

の
発

注
事

務
の

代
行

者
・

補
助

者
と

し
て

の
役

割
が

期
待

さ
れ

る
が

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
に

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

・
集

中
し

て
い

る
こ

と

か
ら

、
こ

う
し

た
役

割
を

十
分

に
果

た
す

こ
と

が
必

ず
し

も
で

き
て

い
な

い
。

○
こ

の
よ

う
に

、
発

注
者

と
比

べ
高

い
技

術
力

を
有

す
る

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

に
競

争
を

促
し

て
い

く
た

め
に

は
、

市
町

村
等

の
職

員
の

発
注

能
力

を
高

め
る

こ
と

と
、

競
争

が
働

く
よ

う
な

構
造

を
も

た
ら

す

発
注

方
式

や
選

定
方

式
を

導
入

し
た

入
札

・
契

約
方

法
に

積
極

的
に

転
換

し
て

い
く

べ
き

で
あ

る
。

○
こ

の
ほ

か
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
対

策
な

ど
環

境
規

制
の

強
化

に
伴

う
技

術
開

発
も

、
価

格
を

押
し

上
げ

る
要

因
で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
、

立
地

に
際

し
て

住
民

と
の

合
意

形
成

を
図

る
た

め
の

、
環

境
負

荷
を

法

令
等

の
基

準
よ

り
低

減
す

る
追

加
的

対
策

に
よ

っ
て

も
価

格
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

○
こ

の
よ

う
な

点
を

踏
ま

え
、

今
後

、
市

町
村

は
、

廃
棄

物
処

理
事

業
の

収
支

や
、

廃
棄

物
の

処
理

に
要

し
た

費
用

と
廃

棄
物

処
理

に
伴

う
効

果
、

と
り

わ
け

施
設

建
設

工
事

に
お

い
て

は
環

境
保

全
設

備
の

整

備
費

用
と

環
境

保
全

効
果

の
説

明
を

納
税

者
で

あ
る

住
民

に
対

し
て

積
極

的
に

情
報

提
供

し
て

い
く

必

要
が

あ
る

。
こ

う
し

た
住

民
と

の
対

話
を

通
じ

、
費

用
対

効
果

の
よ

り
高

い
施

設
建

設
・

運
営

や
、

廃

棄
物

の
排

出
抑

制
を

促
し

資
源

循
環

を
高

め
る

処
理

方
式

を
地

域
に

お
い

て
選

択
で

き
る

よ
う

に
取

り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

以
上

を
踏

ま
え

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
発

注
者

で
あ

る
市

町
村

が
、

適
正

な
入

札
・

契
約

に
向

け

て
取

り
組

む
べ

き
事

項
や

考
え

方
に

つ
い

て
の

提
案

を
各

章
で

述
べ

る
。
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-
2

-

第
２

章
入

札
・

契
約

の
適

正
化

に
向

け
た

基
本

的
方

向

(
1
)

品
確

法
に

よ
る

総
合

評
価

落
札

方
式

の
導

入
促

進

公
共

工
事

に
関

し
て

は
、

従
来

、
価

格
の

み
に

よ
る

競
争

が
中

心
で

あ
っ

た
が

、
厳

し
い

財
政

事

情
の

下
、

公
共

投
資

が
減

少
し

て
い

る
中

で
、

そ
の

受
注

を
め

ぐ
る

価
格

競
争

が
激

化
し

、
著

し
い

低
価

格
に

よ
る

入
札

が
急

増
す

る
と

と
も

に
、

工
事

中
の

事
故

や
手

抜
き

工
事

の
発

生
、

下
請

業
者

や
労

働
者

へ
の

し
わ

寄
せ

等
に

よ
る

公
共

工
事

の
品

質
低

下
に

関
す

る
懸

念
が

顕
著

と
な

っ
て

い

る
。 こ

の
よ

う
な

背
景

を
踏

ま
え

て
、

平
成

１
７

年
４

月
に

「
公

共
工

事
の

品
質

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

以
下

「
品

確
法

」
と

い
う

）
が

施
行

さ
れ

て
い

る
。

品
確

法
で

は
、

公
共

工
事

の
品

」
、

。

質
は

「
経

済
性

に
配

慮
し

つ
つ

価
格

以
外

の
多

様
な

要
素

を
も

考
慮

し
、

価
格

及
び

品
質

が
総

合
、

的
に

優
れ

た
内

容
の

契
約

が
な

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
確

保
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
公

共
工

事
の

品
質

確
保

の
た

め
の

主
要

な
取

り
組

み
と

し
て

総
合

評
価

落
札

方
式

の
導

入
を

掲
げ

て
い

る
。

公
共

工
事

の
品

質
確

保
を

図
る

た
め

に
は

、
発

注
者

は
競

争
参

加
者

の
技

術
的

能
力

の
審

査
を

適
切

に
行

う
と

と
も

に
、

品
質

の
向

上
に

係
る

技
術

提
案

を
求

め
る

よ
う

努
め

、
落

、
、

札
者

の
決

定
に

お
い

て
は

価
格

に
加

え
て

技
術

提
案

の
優

劣
を

総
合

的
に

評
価

す
る

こ
と

に
よ

り

最
も

評
価

の
高

い
者

を
落

札
者

と
す

る
こ

と
が

原
則

と
な

る
。

市
町

村
等

に
お

い
て

は
、

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

発
注

・
選

定
方

式
と

し
て

、
品

確
法

に

基
づ

き
、

総
合

評
価

落
札

方
式

を
導

入
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

（
第

５
章

）
。

総
合

評
価

落
札

方
式

の
導

入
に

よ
り

、
廃

棄
物

処
理

施
設

の
性

能
の

向
上

・
長

寿
命

化
・

維
持

管

理
費

の
縮

減
・

施
工

不
良

の
未

然
防

止
等

に
よ

る
総

合
的

な
コ

ス
ト

の
縮

減
、

環
境

対
策

、
事

業
効

果
の

早
期

発
現

等
が

効
率

的
か

つ
適

切
に

図
ら

れ
れ

ば
、

現
在

及
び

将
来

の
国

民
に

利
益

が
も

た
ら

さ
れ

る
。

ま
た

、
価

格
以

外
の

多
様

な
要

素
が

考
慮

さ
れ

た
競

争
が

行
わ

れ
る

こ
と

で
、

技
術

力
競

争
に

よ
っ

て
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

・
運

営
を

行
う

民
間

企
業

の
モ

テ
ィ

べ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

が
図

ら
れ

、
技

術
と

経
営

に
優

れ
た

健
全

な
企

業
が

競
争

上
優

位
に

な
り

、
談

合
が

行
わ

れ
に

く
い

環
境

が
整

備
さ

れ
る

こ
と

も
期

待
さ

れ
る

。

(
2
)

入
札

契
約

適
正

化
指

針
に

沿
っ

た
適

正
手

続
き

の
実

施

「
公

共
工

事
の

入
札

及
び

契
約

の
適

正
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」

第
1
5
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
き

、
公

共
工

事
の

発
注

者
で

あ
る

国
、

市
町

村
等

が
統

一
的

、
整

合
的

に
公

共
工

事
の

入
札

・
契

約
の

適
正

化
を

図
る

た
め

取
り

組
む

べ
き

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
し

て
「

公
共

工
事

の
入

札
及

び
契

約
の

適
正

化
を

図
る

た
め

の
措

置
に

関
す

る
指

針
（

平
成

1
8
年

５
月

閣
議

決
定

（
以

下
「

入
札

契
約

適
）

、

正
化

指
針

」
と

い
う

」
が

定
め

ら
れ

て
い

る
。

。
）

入
札

契
約

適
正

化
指

針
で

は
、

透
明

性
の

確
保

、
公

正
な

競
争

の
促

進
、

入
札

及
び

契
約

の
方

法

の
改

善
等

に
つ

い
て

の
方

策
が

提
示

さ
れ

て
お

り
、

市
町

村
等

が
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

を
発

、
。（

）
注

す
る

際
に

お
い

て
も

こ
の

指
針

に
従

っ
て

行
う

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

第
３

章
(
7
)

(
3
)

市
町

村
間

の
相

互
協

力
体

制
・

国
の

支
援

の
強

化

発
注

者
側

で
あ

る
市

町
村

に
お

い
て

、
一

部
の

大
都

市
を

除
き

、
廃

棄
物

処
理

、
処

分
の

知
識

・
経

験
の

蓄
積

や
専

門
技

術
者

の
確

保
が

非
常

に
困

難
な

状
況

と
な

っ
て

お
り

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
と

対

-
3

-

等
に

技
術

や
価

格
等

に
つ

い
て

交
渉

す
る

専
門

的
能

力
が

不
足

し
て

い
る

た
め

、
市

町
村

の
要

求
水

準

に
適

合
し

、
予

算
に

見
合

っ
た

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
が

行
わ

れ
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

も
現

状
で

は

懸
念

さ
れ

る
。

こ
う

し
た

状
況

を
防

ぎ
、

市
町

村
が

、
優

れ
た

技
術

を
そ

れ
に

見
合

っ
た

価
格

で
導

入

し
、

住
民

に
対

す
る

廃
棄

物
処

理
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
維

持
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
市

町
村

間

の
知

識
・

ノ
ウ

ハ
ウ

の
共

有
、

相
互

協
力

、
相

互
応

援
の

仕
組

み
を

環
境

省
の

支
援

に
よ

り
強

化
し

て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
こ

う
し

た
施

策
は

、
今

後
環

境
省

が
講

じ
る

も
の

で
あ

る
が

、
本

手
引

き

に
お

い
て

も
、

そ
の

具
体

的
な

内
容

と
し

て
、

入
札

・
契

約
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

や
、

市
町

村

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
専

門
家

集
団

の
組

織
化

を
参

考
と

し
て

示
し

て
い

る
（

参
考

編
(
1
)
、

(
2
)
）

。
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第
３

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
入

札
・

契
約

に
係

る
全

般
的

留
意

事
項

(
1
)

は
じ

め
に

本
章

で
は

、
本

手
引

き
の

中
核

で
あ

る
入

札
・

契
約

の
新

し
い

方
法

の
基

本
的

考
え

方
を

中
心

に

提
示

す
る

。
以

下
の

(
2
)
か

ら
(
5
)
は

、
発

注
の

相
手

方
の

選
定

の
方

法
と

発
注

の
範

囲
（

競
争

に
付

す
範

囲
）

に
つ

い
て

改
善

策
を

示
し

て
い

る
。

そ
の

構
造

と
取

組
の

全
体

像
を

下
表

に
示

す
。

、
、

。
新

し
い

方
法

を
導

入
し

た
改

善
は

着
実

に
進

め
る

た
め

段
階

的
に

行
う

こ
と

が
適

切
で

あ
る

こ
の

た
め

、
次

の
と

お
り

、
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅰ

を
最

低
限

の
水

準
と

し
、

Ⅱ
を

標
準

的
に

取
り

組
む

べ
き

水
準

、
Ⅲ

を
目

標
と

す
べ

き
水

準
、

Ⅳ
を

さ
ら

に
望

ま
し

い
水

準
と

し
て

い
る

。

①
現

状

市
町

村
が

機
種

・
処

理
方

式
を

決
定

後
、

複
数

又
は

単
数

の
業

者
を

指
名

し
指

名
競

争
入

札
又

は

随
意

契
約

を
行

う
方

式
が

現
状

も
っ

と
も

多
く

行
わ

れ
て

い
る

方
式

で
あ

る
。

過
去

８
年

間
の

間
に

廃
棄

物
処

理
施

設
の

建
設

工
事

の
契

約
を

行
っ

た
市

町
村

を
対

象
に

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

と
、

指
名

競
争

入
札

と
特

命
随

意
契

約
を

あ
わ

せ
て

、
約

８
割

の
市

町
村

が
こ

う
し

た
方

式
に

よ
り

選
定

を
行

っ
て

い
る

が
、

競
争

性
を

高
め

る
観

点
か

ら
は

、
見

直
し

、
改

善
の

余
地

が
大

き
い

も
の

で
あ

る
。

②
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅰ

公
募

型
指

名
競

争
入

札
は

、
会

計
検

査
院

の
平

成
１

５
年

度
決

算
検

査
報

告
に

お
い

て
、

発
注

者

が
あ

ら
か

じ
め

契
約

を
行

い
う

る
者

の
中

か
ら

入
札

参
加

者
を

指
名

す
る

従
来

型
の

指
名

競
争

入
札

と
区

別
し

て
、

従
来

型
を

改
良

し
た

新
入

札
制

度
と

さ
れ

て
い

る
。

特
に

、
公

募
に

よ
り

技
術

資
料

を
提

出
さ

せ
、

そ
の

資
料

を
審

査
し

て
入

札
参

加
者

を
指

名
す

る

入
札

の
う

ち
、

特
に

指
名

数
を

制
限

せ
ず

、
一

定
の

条
件

を
満

た
す

者
は

す
べ

て
入

札
に

参
加

さ
せ

る
公

募
型

指
名

競
争

入
札

（
制

限
な

し
）

は
、

会
計

検
査

院
の

同
報

告
で

一
般

競
争

型
入

札
と

さ
れ

て
い

る
。

よ
り

競
争

的
な

入
札

と
し

て
い

く
た

め
の

改
善

の
第

一
歩

と
し

て
は

、
入

札
参

加
者

を
あ

ら
か

じ

め
限

定
せ

ず
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

等
の

受
注

意
欲

を
反

映
さ

せ
る

、
公

募
型

指
名

競
争

入
札

を
導

入
し

、
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

場
合

、
で

き
る

だ
け

、
指

名
数

を
制

限
し

な
い

方
式

と
す

べ
き

で
あ

る
。

こ
の

改
善

方
法

は
、

必
要

と
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
も

少
な

く
、

比
較

的
容

易
に

導
入

で
き

る
改

善
方

法

で
あ

る
た

め
「

現
状

」
か

ら
の

改
善

の
第

一
歩

、
市

町
村

に
お

い
て

少
な

く
と

も
導

入
す

べ
き

水
、

準
の

も
の

と
位

置
づ

け
ら

れ
る

。

③
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅱ

「
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅰ

」
は

最
低

限
の

水
準

の
も

の
で

あ
り

、
今

後
の

入
札

・
契

約
方

式
の

標
準

的

な
水

準
は

「
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅱ

」
で

あ
る

。

「
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅱ

」
は

、
総

合
評

価
落

札
方

式
に

よ
り

発
注

の
相

手
方

の
選

定
に

当
た

っ
て

価

、
。

、
格

に
加

え
価

格
以

外
の

要
素

を
含

め
て

競
争

に
付

す
と

い
う

方
向

が
あ

る
も

う
一

つ
の

方
向

は

従
来

か
ら

行
わ

れ
き

て
い

る
、

入
札

前
に

機
種

・
処

理
方

式
を

選
定

・
限

定
す

る
こ

と
は

や
め

、
あ

る
い

は
建

設
工

事
だ

け
で

な
く

運
営

を
含

め
る

等
し

て
、

競
争

に
付

す
発

注
の

範
囲

を
拡

大
す

る
と

い
う

方
向

が
あ

る
。

過
去

８
年

間
の

間
に

廃
棄

物
処

理
施

設
の

建
設

工
事

の
契

約
を

行
っ

た
市

町
村

を
対

象
に

し
た

ア

-
5

-

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

、
６

０
％

を
超

え
る

市
町

村
が

建
設

に
加

え
運

営
を

含
め

た
発

注
方

式
の

採
用

を
検

討
し

た
い

と
し

て
い

る
。

既
に

公
設

民
営

方
式

を
含

め
た

Ｐ
Ｆ

Ｉ
方

式
の

導
入

事
例

が
蓄

積
し

始
め

、
施

設
の

運
転

維
持

管
理

の
長

期
責

任
委

託
方

式
の

導
入

事
例

も
広

が
り

始
め

て
い

る
。

公
共

工
事

品
質

確
保

法
に

基
づ

き
総

合
評

価
落

札
方

式
を

導
入

す
べ

き
こ

と
と

こ
う

し
た

Ｐ
Ｆ

Ｉ
方

式
等

に
関

す
る

動
向

か
ら

、
上

記
の

二
つ

の
方

向
の

う
ち

い
ず

れ
か

の
方

向
の

改
善

策
を

導
入

す
る

「
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅱ

」
は

、
標

準
的

な
水

準
と

位
置

づ
け

ら
れ

る
。

④
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅲ

こ
れ

か
ら

の
市

町
村

に
お

け
る

廃
棄

物
処

理
施

設
の

建
設

や
運

営
に

つ
い

て
は

、
廃

棄
物

処
理

事

業
の

経
営

と
い

う
視

点
か

ら
、

安
全

・
安

定
稼

働
を

第
一

と
し

、
品

質
が

良
く

、
効

率
的

な
サ

ー
ビ

ス
を

住
民

に
提

供
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

順
次

改
善

を
図

っ
て

い
く

方
向

を
目

指
す

こ
と

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
。

経
営

の
視

点
か

ら
の

事
業

改
善

を
模

索
・

検
討

し
て

い
る

改
革

意
欲

の
あ

る
市

町
村

は
、

標
準

的
な

水
準

と
な

る
「

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅱ
」

の
取

組
よ

り
も

さ
ら

な
る

改
善

を
目

指
す

こ
と

と
な

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
こ

で
、

本
手

引
き

で
は

、
改

革
意

欲
あ

る
市

町
村

が
取

り
組

む
た

め
の

水
準

と
し

て
「

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅲ
」

を
提

示
す

る
。

同
時

に
「

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅲ
」

は
、

多
、

、

く
の

市
町

村
に

と
っ

て
目

標
と

な
る

水
準

と
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

「
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅱ

」
に

お
い

て
、

総
合

評
価

落
札

方
式

の
導

入
と

い
う

方
向

と
、

建
設

工
事

だ

け
で

な
く

運
営

を
含

め
る

等
し

て
、

競
争

に
付

す
発

注
の

範
囲

を
拡

大
す

る
と

い
う

方
向

の
２

つ
を

示
し

、
い

ず
れ

か
一

つ
の

方
向

に
取

り
組

む
こ

と
を

標
準

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
「

改
善

ス
テ

ッ
、

プ
Ⅱ

」
の

一
歩

上
を

目
指

す
取

組
と

し
て

、
２

つ
の

方
向

に
同

時
に

取
り

組
む

も
の

を
「

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅲ
」

と
す

る
。

２
つ

の
方

向
に

同
時

に
取

り
組

む
こ

と
は

、
多

く
の

市
町

村
に

と
っ

て
、

目
標

と
な

る
水

準
と

位
置

づ
け

ら
れ

る
。

⑤
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅳ

「
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅳ

」
は

、
さ

し
あ

た
り

導
入

し
う

る
新

し
い

手
段

の
主

要
な

も
の

を
導

入
し

た

最
終

的
な

姿
で

あ
り

、
い

わ
ば

望
ま

し
い

水
準

と
位

置
づ

け
ら

れ
る

。
特

に
改

革
意

欲
に

富
ん

だ
市

町
村

等
は

、
こ

の
よ

う
な

方
式

を
導

入
す

る
こ

と
が

市
町

村
等

の
廃

棄
物

処
理

事
業

経
営

に
と

っ
て

有
利

と
な

る
か

ど
う

か
を

十
分

に
検

討
し

、
有

利
に

な
る

と
判

断
さ

れ
る

場
合

に
は

積
極

的
に

導
入

を
図

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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表
１

発
注

方
法

に
つ

い
て

の
改

善
ス

テ
ッ

プ

(
2
)

検
討

す
べ

き
発

注
・

選
定

方
式

－
総

合
評

価
落

札
方

式
（

選
定

方
法

の
改

善
）

価
格

競
争

の
み

に
よ

っ
て

い
た

こ
れ

ま
で

の
入

札
方

式
に

代
え

て
「

価
格

」
の

他
に

「
価

格
以

、

外
の

条
件

や
要

素
（

施
設

の
品

質
や

施
工

方
法

等
」

を
評

価
の

対
象

に
加

え
て

、
総

合
的

に
評

価
）

し
、

最
も

優
れ

た
案

を
提

示
し

た
者

を
落

札
者

と
す

る
方

式
（

総
合

評
価

落
札

方
式

）
を

採
用

す
る

こ
と

は
、

技
術

・
価

格
の

両
面

で
業

者
間

の
競

争
を

促
進

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

市
町

村
等

に
お

い
て

、
今

後
は

、
総

合
評

価
落

札
方

式
を

積
極

的
に

導
入

す
る

こ
と

が
適

切
で

あ
る

。

ま
た

、
特

に
ご

み
焼

却
施

設
建

設
工

事
の

場
合

に
お

い
て

は
、

予
め

方
式

や
機

種
を

選
定

す
る

方

法
が

こ
れ

ま
で

と
ら

れ
て

き
た

が
、

こ
の

よ
う

な
方

法
は

、
元

々
少

な
い

入
札

参
加

企
業

を
更

に
絞

る
こ

と
と

な
る

た
め

、
競

争
性

の
向

上
と

い
う

観
点

か
ら

見
直

し
、

方
式

や
機

種
を

選
定

す
る

こ
と

、
。
（

）
ま

で
を

含
め

て
総

合
評

価
落

札
方

式
の

中
に

取
り

入
れ

て
い

く
こ

と
が

適
切

で
あ

る
第

５
章

(
3
)

検
討

す
べ

き
発

注
・

選
定

方
式

－
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

、
長

期
包

括
的

運
営

事
業

（
発

注
範

囲
の

改
善

）

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

加
え

、
し

ゅ
ん

工
後

の
長

期
包

括
的

運
営

事
業

を
一

括
し

て
価

格

競
争

を
求

め
る

発
注

・
選

定
方

式
（

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
を

含
め

た
長

期
包

括
的

運
営

事
業

）
は

、
運

営
を

含
め

た
ト

ー
タ

ル
の

事
業

で
の

競
争

を
促

し
、

長
期

間
に

わ
た

る
運

営
を

も
含

め
た

契
約

に
よ

り
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

を
図

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
た

め
、

市
町

村
等

に
お

い
て

、
こ

の
発

注
方

式
を

積
極

的
に

導
入

す
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
中

で
も

、
民

間
の

資
金

・
活

力
を

取
り

入
れ

〔 　 現 　 状 　 〕

○
指

名
競

争
入

札
　
（最

低
価

格
自

動
落

札
）

○
随

意
契

約

〔 改 善 第 一 段 階 〕

(4
) 
公

募
型

指
名

競
争

入
札

　
（で

き
る

だ
け

指
名

数
を

制
限

　
　

し
な

い
）

　
　

　
　
　

　
　

　
　

を
導

入

〔 改 善 第 二 段 階 〕

(4
) 
公

募
型

指
名

競
争

入
札

　
（で

き
る

だ
け

指
名

数
を

制
限

　
　

し
な

い
）

　
　

　
　
　

　
　

と

(2
) 
総

合
評

価
落

札
方

式

　
　

　
　
　

　
　

　
　

を
導

入

〔 改 善 第 三 段 階 〕

(2
) 
一

般
競

争
入

札
で

行
う
総

  
合

評
価

落
札

方
式

　
　

　
　
　

　
　

　
　

を
導

入

現
状

維
持

で
は

な
く
、

改
善

ス
テ

ッ
プ

を
踏

み
出

す
べ

き
で

あ
る

。

発
注

の
相

手
方

の
選

定
の

方
法

発
注

の
範

囲

考
  
 え

  
 方

〔 
改

 善
 第

 一
 段

 階
  
〕

(5
) 
設

計
・施

工
一

括
発

注

  
  
　
　

　
を

導
入

〔　
現

　
状

　
〕

○
設

計
・施

工
分

離
発

注
も

あ
る

○
発

注
前

に
機

種
・方

式
を

決
定

○
運

営
を

含
め

な
い

で
発

注

〔 
改

 善
 第

 三
 段

 階
 〕

(5
) 
設

計
・施

工
一

括
発

注
(4

) 
競

争
的

に
機

種
・方

式
を

決
定

(3
) 
P
F
I等

運
営

を
含

む
長

期
包

括
  
的

な
発

注
　
　

　
　

　
　
 を

導
入

改
革

志
向

・意
欲

の
あ

る
市

町
村

は
、

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅲ
に

取
り
組

む
べ

き
で

あ
り
、

そ
の

他
の

市
町

村
も

、
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅲ

を
目

指
す

べ
き

目
標

と
考

え
る

べ
き

で
あ

る
。

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅳ
は

自
治

体
の

判
断

に
委

ね
ら

れ
る

望
ま

し
い

発
注

方
式

で
あ

る
が

、
特

に
意

欲
的

な
市

町
村

は
導

入
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
。

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅰ
の

状
態

は
ミ
ニ

マ
ム

で
あ

り
、
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅱ

を
標

準
と

考
え

る
べ

き
で

あ
る

。

〔 
改

 善
 第

 二
 段

 階
 〕

(5
) 
設

計
・施

工
一

括
発

注
(4

) 
競

争
的

に
機

種
・方

式
を

決
定

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
 を

導
入

現
　

　
　

　
　

　
状 改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅰ

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅱ

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅱ
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅲ

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅱ
改

善
ス

テ
ッ

プ
Ⅲ

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅲ

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅳ

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅱ
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る
Ｐ

Ｆ
Ｉ

方
式

は
、

建
設

と
運

営
の

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
と

技
術

や
事

業
内

容
の

工
夫

で
の

競
争

を
促

す
も

の
で

あ
る

か
ら

建
設

工
事

と
運

営
事

業
を

併
せ

て
発

注
す

る
方

法
と

し
て

適
し

て
い

る
第

、
。
（

６
章

）

な
お

、
長

期
包

括
的

運
営

事
業

や
Ｐ

Ｆ
Ｉ

の
導

入
に

お
い

て
も

、
方

式
や

機
種

選
定

を
含

め
て

競

争
を

行
い

、
総

合
評

価
落

札
方

式
に

よ
り

事
業

者
選

定
を

行
う

こ
と

が
適

切
で

あ
る

。

(
4
)

検
討

す
べ

き
発

注
・

選
定

方
式

－
公

募
型

指
名

競
争

入
札

（
選

定
方

法
の

改
善

、
競

争
的

な
機

種
選

）

定
（

発
注

範
囲

の
改

善
）

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
、

と
り

わ
け

ご
み

焼
却

施
設

で
は

、
発

注
者

で
あ

る
市

町
村

が
処

理

、
、

方
式

を
選

定
し

た
後

に
技

術
力

・
経

営
状

況
等

に
つ

い
て

適
当

と
認

め
る

複
数

の
業

者
を

指
名

し

指
名

業
者

の
み

を
入

札
に

お
い

て
競

争
さ

せ
る

発
注

方
式

が
多

く
導

入
さ

れ
て

い
る

し
か

し
(
2
)

。
、

で
述

べ
た

と
お

り
、

こ
れ

ま
で

ご
み

焼
却

施
設

建
設

工
事

に
お

い
て

行
わ

れ
て

い
る

方
式

選
定

・
機

種
技

術
審

査
を

、
競

争
性

を
高

め
る

観
点

か
ら

見
直

し
、

方
式

選
定

自
体

を
競

争
的

に
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
指

名
業

者
の

選
定

に
あ

た
っ

て
、

処
理

方
式

を
限

定
せ

ず
に

、
技

術
資

料
の

提
出

を
公

募
し

、
提

出
者

の
中

か
ら

資
格

要
件

や
要

求
要

件
を

満
足

す
る

入
札

参
加

業
者

を
指

名
す

る
公

募
型

指
名

競
争

入
札

が
有

効
で

あ
る

。
特

に
、

競
争

性
を

向
上

す
る

た
め

に
は

、
指

名
に

当
た

っ
て

資
格

要
件

や
要

求
条

件
を

満
足

す
る

入
札

参
加

業
者

を
全

て
指

名
す

る
、

指
名

数
を

制
限

し
な

い
公

募
型

指
名

競
争

入
札

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。

(
5
)

検
討

す
べ

き
発

注
・

選
定

方
式

－
設

計
・

施
工

一
括

発
注

方
式

（
発

注
範

囲
の

改
善

）

一
般

的
に

は
、

設
計

（
実

施
設

計
）

と
施

工
の

分
離

発
注

は
競

争
性

の
向

上
に

資
す

る
も

の
で

あ

り
、

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
て

き
た

。
し

か
し

、
廃

棄
物

処
理

施
設

を
構

成
す

る
技

術
は

、
化

学
機

械
、

電
気

、
機

械
工

学
等

を
総

合
化

し
た

通
常

高
度

な
技

術
で

あ
る

た
め

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

の
設

計
・

施
工

の
両

方
を

要
素

技
術

を
総

合
化

で
き

る
技

術
力

を
有

し
て

い
る

施
工

側
で

あ
る

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

が
請

け
負

う
方

が
理

に
適

っ
て

い
る

。
ま

た
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

の
総

合
エ

ン
ジ

、
。

、
ニ

ア
リ

ン
グ

力
等

の
技

術
力

を
設

計
段

階
か

ら
活

用
で

き
品

質
の

向
上

に
も

つ
な

が
る

さ
ら

に

受
注

者
に

対
し

、
工

事
施

工
上

の
か

し
に

と
ど

ま
ら

ず
、

設
計

に
起

因
す

る
か

し
に

つ
い

て
も

責
任

を
負

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
契

約
対

象
施

設
の

性
能

が
よ

り
確

実
に

担
保

さ
れ

る
と

い
う

利
点

も
有

し
て

い
る

。

ま
た

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
お

い
て

は
、

設
計

・
施

工
を

分
離

し
て

も
競

争
性

向
上

に

は
必

ず
し

も
つ

な
が

っ
て

い
な

い
お

そ
れ

が
あ

り
、

設
計

・
施

工
の

分
離

の
実

質
が

形
骸

化
し

た
も

の
と

な
れ

ば
、

む
し

ろ
競

争
性

を
損

な
う

状
況

と
な

る
。

本
来

、
見

積
仕

様
書

や
発

注
仕

様
書

を
作

成
す

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

（
設

計
者

）
は

発
注

者
側

に
立

っ
て

、
施

工
者

と
交

渉
を

行
う

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
し

か
し

、
極

め
て

低
い

価
格

で
設

計
・

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
業

務
を

落
札

し
た

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

設
計

者
）

に
は

、
高

度
な

要
素

技
術

を
総

合
化

す
る

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

能
力

、
技

術
力

が
そ

も
そ

も
な

い
こ

と
か

ら
、

施
工

会
社

に
協

力
を

求
め

、
協

力
し

た
施

工
会

社
が

施
工

業
務

を
落

札
す

る
な

ど
、

不
透

明
な

構
造

や
、

仮
に

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

技
術

力
が

あ
っ

て
も

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
施

工
会

社
が

癒
着

し
て

い
る

不
適

正
な

構
造

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

も
と

も
と

、
高

度
な

技
術

を
要

す
る

プ
ラ

ン
ト

設
備

等
に

つ
い

て
は

、
設

計
・

施
工

一
括

発
注

方

式
が

適
し

て
お

り
、

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

分
野

で
は

特
に

ご
み

焼
却

施
設

建
設

工
事

に
お

(22)-51
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い
て

、
こ

れ
ま

で
も

多
く

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
設

計
を

行
う

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

の
不

透
明

な
構

造
を

遮
断

し
、

か
つ

価
格

だ
け

で
な

く
技

術
を

含
め

て
競

争
性

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
観

点
か

ら
、

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
や

簡
易

な
選

別
施

設
等

を
除

き
、

設
計

・
施

工
一

括
発

注
方

式
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

こ
の

場
合

、
設

計
・

施
工

一
括

発
注

方
式

を
行

う
市

町
村

等
に

対
す

る
発

注
者

支
援

業
務

は
、

専
門

技
術

者
の

確
保

が
困

難
で

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
の

行
動

を
監

視
・

制
御

す
る

専
門

的
能

力
が

十
分

で
な

い
市

町
村

に
と

っ
て

極
め

て
重

要
で

あ
る

か
ら

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

は
、

指
摘

さ
れ

る
よ

う
な

不
透

明
さ

を
払

拭
し

て
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

の
倫

理
観

と
中

立
性

を
持

っ
て

真
摯

に
発

注
者

支
援

業
務

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

以
上

の
と

お
り

、
プ

ラ
ン

ト
設

備
を

有
す

る
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
つ

い
て

は
、

設
計

・

施
工

一
括

発
注

方
式

が
基

本
と

な
る

が
、

ダ
ム

等
の

土
木

構
造

物
の

分
野

で
設

計
業

務
を

行
っ

て
い

る
技

術
力

の
あ

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
場

合
に

は
、

最
終

処
分

場
土

木
工

事
に

つ
い

て
の

実
施

設
計

を
行

い
、

か
つ

、
発

注
者

で
あ

る
市

町
村

等
の

側
に

立
っ

た
発

注
者

支
援

を
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
建

築
物

に
つ

い
て

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

と
し

て
の

設
計

を
発

注
す

る
た

め
、

建
築

物
と

プ
ラ

ン
ト

設
備

を
工

種
別

に
発

注
し

、
建

築
物

に
つ

い
て

設
計

と
施

工
を

分
離

発
注

す
る

こ
と

も
行

わ
れ

て
い

る
。

市
町

村
等

が
相

応
の

技
術

力
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

等
を

保
有

し
、

能
力

あ
る

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

設
計

者
）

を
選

定
し

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
能

力
と

役
割

を
正

し
く

発
揮

さ
せ

、
設

計
と

施
工

の
責

任
分

担
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
設

計
・

施
工

を
分

離
し

て
発

注
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

(
6
)

検
討

す
べ

き
発

注
・

選
定

方
式

－
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
の

選
定

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

・
基

本
設

計
段

階
の

業
務

に
お

い
て

、
建

設
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
選

定
は

、
指

名
競

争
入

札
又

は
一

般
競

争
入

札
が

行
わ

れ
、

そ
の

後
の

段
階

の
業

務
は

、
計

画
・

基
本

設
計

段
階

の
業

務
の

受
注

者
と

実
質

的
に

随
意

契
約

と
な

る
こ

と
が

多
い

。
現

に
、

今
回

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

れ
ば

市
町

村
等

に
お

い
て

は
、

一
つ

の
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
お

い
て

概
ね

５
～

８
件

の
業

務
委

託
（

基
本

計
画

、
環

境
影

響
調

査
、

基
本

設
計

・
発

注
仕

様
書

作
成

、
技

術
審

査
支

援
、

施
工

監
理

等
）

を
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
に

対
し

て
行

っ
て

い
る

が
、

６
５

％
の

市
町

村
等

に
お

い
て

１
社

の
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
に

こ
れ

ら
の

複
数

の
業

務
を

委
託

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

構
造

の
下

で
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

、
業

務
の

中
で

一
般

に
契

約
金

額
が

も
っ

と
も

多
く

な
る

施
工

監
理

業
務

を
獲

得
し

よ
う

と
し

て
、

計
画

・
基

本
設

計
段

階
の

業
務

を
安

値
・

低
価

格
で

入
札

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

働
く

構
造

に
な

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

構
造

は
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

技
術

力
の

向
上

を
妨

げ
、

ま
た

、
発

注
者

側
の

期
待

す
る

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
業

務
の

成
果

獲
得

を
妨

げ
て

い
る

。

計
画

・
基

本
設

計
業

務
と

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

の
設

計
・

施
工

業
務

は
関

連
性

が
深

い
こ

と
か

ら
、

計
画

・
基

本
設

計
業

務
の

受
注

が
(
5
)
に

記
述

す
る

よ
う

な
不

透
明

、
不

適
正

な
構

造
を

も
た

ら
す

お
そ

れ
が

な
い

場
合

を
除

き
、

計
画

・
基

本
設

計
業

務
と

発
注

者
支

援
業

務
を

同
一

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
が

随
意

契
約

等
に

よ
り

受
注

す
る

こ
と

は
避

け
る

べ
き

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

施
工

監
理

業
務

に
つ

い
て

も
、

落
札

者
と

な
る

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

の
選

定
の

段
階

の
業

務
と

完
全

に
切

り
離

し
、

独
立

し
た

業
務

と
し

て
新

た
に

発
注

・
選

定
す

べ
き

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
計

画
・

基
本

設
計

業
務

と
発

注
者

支
援

業
務

と
施

工
監

理
業

務
は

、
そ

れ
ぞ

れ
別

々
に

発
注

し
、

競
争

的
に

選
定

し
、

契
約

-
9

-

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
べ

き
で

あ
る

。

(
7
)

入
札

契
約

適
正

化
指

針
に

沿
っ

た
取

組

市
町

村
等

の
入

札
・

契
約

に
つ

い
て

は
、

地
方

自
治

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
入

札
契

約
適

正
化

指

針
の

規
定

に
沿

っ
た

措
置

を
講

ず
る

こ
と

を
基

本
と

す
べ

き
で

あ
る

。
入

札
契

約
適

正
化

指
針

の
主

要
な

具
体

的
取

組
と

し
て

は
以

下
の

も
の

が
あ

る
。

①
透

明
性

の
確

保

・
入

札
・

契
約

に
係

る
情

報
に

つ
い

て
は

、
公

表
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
個

別
の

入
札

・
契

約

に
関

す
る

予
定

価
格

及
び

積
算

内
訳

等
の

事
項

は
契

約
を

締
結

し
た

後
遅

滞
な

く
公

表
す

る
。

・
予

定
価

格
及

び
最

低
制

限
価

格
の

事
前

公
表

に
つ

い
て

は
、

弊
害

が
生

じ
る

こ
と

が
な

い
よ

う

取
り

扱
う

。

・
入

札
・

契
約

の
過

程
並

び
に

契
約

の
内

容
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
第

三
者

の
監

視

を
受

け
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
競

争
参

加
資

格
の

設
定

、
指

名
及

び
落

札
者

決
定

の

経
緯

等
に

つ
い

て
、

審
査

等
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
入

札
監

視
委

員
会

等
の

第
三

者
機

関

を
活

用
す

る
。

②
公

正
な

競
争

の
促

進

・
一

般
競

争
入

札
の

拡
大

を
図

り
、

指
名

競
争

入
札

を
行

う
場

合
は

公
募

型
指

名
競

争
入

札
を

積

極
的

に
活

用
し

、
指

名
業

者
名

の
事

後
公

表
の

拡
大

に
努

め
る

。

・
公

共
工

事
品

質
確

保
法

に
基

づ
き

、
価

格
に

加
え

て
価

格
以

外
の

要
素

も
総

合
的

に
評

価
し

て

落
札

者
を

決
定

す
る

総
合

評
価

落
札

方
式

の
導

入
拡

大
を

図
る

。
総

合
評

価
の

結
果

の
公

表
の

徹

底
や

、
評

価
方

法
・

落
札

者
の

決
定

等
に

つ
い

て
学

識
経

験
者

等
の

第
三

者
の

意
見

を
反

映
さ

せ

る
た

め
の

方
策

を
講

ず
る

。

③
不

正
行

為
の

排
除

の
徹

底

・
談

合
情

報
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、

談
合

等
を

疑
う

に
足

り
る

事
実

が
あ

る
場

合
に

は
公

正

取
引

委
員

会
へ

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

ほ
か

、
工

事
費

用
の

内
訳

書
の

確
認

、
入

札

結
果

の
事

後
的

・
統

計
的

分
析

の
活

用
等

の
入

札
監

視
の

強
化

に
努

め
る

。

・
ま

た
、

談
合

等
が

あ
る

と
疑

う
に

足
り

る
事

実
が

あ
る

と
き

の
取

扱
い

要
領

を
あ

ら
か

じ
め

定

め
、

職
員

に
周

知
徹

底
し

、
公

表
す

る
。

・
大

規
模

・
組

織
的

な
談

合
で

あ
っ

て
悪

質
性

が
際

立
っ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

態
様

に

応
じ

た
厳

格
な

指
名

停
止

措
置

等
を

講
ず

る
。

・
談

合
が

あ
っ

た
場

合
に

お
け

る
請

負
者

の
賠

償
金

支
払

い
義

務
を

請
負

契
約

締
結

時
に

併
せ

て

特
約

す
る

こ
と

に
よ

り
、

不
正

行
為

の
結

果
と

し
て

被
っ

た
損

害
額

の
賠

償
の

請
求

に
努

め
る

。

・
公

共
工

事
は

、
国

民
の

税
金

を
原

資
と

し
て

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

官
製

談
合

防

止
法

を
踏

ま
え

、
発

注
者

が
関

与
す

る
談

合
の

排
除

及
び

防
止

に
取

り
組

む
。

④
適

正
な

施
工

の
確

保

、
。
（

、
・

技
術

検
査

及
び

工
事

成
績

評
定

を
行

い
結

果
を

公
表

す
る

工
事

成
績

評
定

に
つ

い
て

は

形
骸

化
し

て
い

る
と

の
指

摘
が

あ
る

が
、

む
し

ろ
工

事
成

績
評

定
を

形
式

的
に

行
い

、
プ

ラ
ン

ト

メ
ー

カ
ー

及
び

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
工

事
品

質
・

業
務

品
質

の
問

題
を

見
過

ご
し

た
場

合

に
発

注
者

と
し

て
の

責
任

を
問

わ
れ

る
の

で
あ

っ
て

、
工

事
品

質
・

業
務

品
質

に
問

題
が

あ
っ

た

、
。
）

こ
と

を
指

摘
す

る
こ

と
で

発
注

者
側

の
担

当
者

の
責

任
が

直
ち

に
問

わ
れ

る
も

の
で

は
な

い

・
ダ

ン
ピ

ン
グ

防
止

の
た

め
、

低
入

札
価

格
調

査
制

度
を

適
切

に
運

用
す

る
。

(22)-52
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(
8
)

予
定

価
格

の
積

算
の

方
法

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

行
う

市
町

村
等

は
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

の
見

積
書

の

み
に

頼
っ

て
予

定
価

格
を

作
成

す
る

の
で

は
な

く
、

積
極

的
に

他
市

町
村

の
既

存
契

約
事

例
の

情
報

を
収

集
分

析
し

、
よ

り
適

正
な

予
定

価
格

の
作

成
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
こ

う
い

っ
た

取
組

に
よ

り
、

価
格

の
透

明
性

が
確

保
さ

れ
る

と
と

も
に

、
新

し
い

技
術

の
導

入
に

よ
る

も
の

を
含

め
、

コ
ス

ト
縮

減
効

果
も

期
待

で
き

る
（

第
４

章
）

。

(
9
)

発
注

仕
様

書
作

成
の

重
要

性

発
注

仕
様

書
は

、
市

町
村

等
が

求
め

る
廃

棄
物

処
理

施
設

の
性

能
を

確
保

す
る

上
で

、
市

町
村

等

と
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
の

間
の

契
約

条
件

と
な

る
も

の
で

あ
り

、
市

町
村

等
の

要
求

条
件

を
発

注
仕

様
書

に
お

い
て

明
確

に
す

る
こ

と
は

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

・
運

営
の

成
否

を
左

右
す

る
極

め
て

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。

そ
し

て
、

廃
棄

物
処

理
施

設
が

発
注

仕
様

書
の

性
能

を
満

足
し

て
い

る
か

ど
う

か
は

、
提

出
さ

れ

た
見

積
設

計
図

書
の

審
査

に
加

え
、

完
成

後
に

実
施

す
る

引
渡

し
性

能
試

験
で

実
地

に
確

認
す

る
こ

と
に

な
る

。
ま

た
、

引
渡

を
受

け
稼

働
時

に
お

い
て

発
注

仕
様

書
の

性
能

を
満

足
す

る
こ

と
を

担
保

す
る

た
め

、
か

し
担

保
条

項
を

整
備

す
る

こ
と

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

①
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
完

成
後

に
実

施
す

る
引

渡
し

性
能

試
験

引
渡

し
性

能
試

験
は

、
発

注
仕

様
書

に
規

定
す

る
性

能
仕

様
等

を
す

べ
て

合
格

し
て

い
る

か
発

注
者

が
立

ち
会

っ
て

確
認

を
行

い
、

合
格

し
た

場
合

に
工

事
請

負
者

か
ら

施
設

の
引

渡
し

を
受

け
る

重
要

な
条

件
と

な
る

。
こ

の
た

め
、

実
施

す
る

性
能

試
験

項
目

・
試

験
方

法
お

よ
び

合
否

判
定

基
準

等
に

つ
い

て
は

、
参

考
資

料
－

１
（

ご
み

焼
却

施
設

例
）

に
示

す
先

進
都

市
の

事
例

の
よ

う
に

、
発

注
仕

様
書

の
中

に
明

確
に

規
定

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
が

、
中

小
都

市
に

お
い

て
、

こ
こ

ま
で

の
内

容
を

盛
り

込
ん

だ
発

注
仕

様
書

を
作

成
し

て
い

る
ケ

ー
ス

は
少

な
い

の
で

、
改

善
を

要
す

る
。

ま
た

、

計
測

お
よ

び
分

析
機

関
に

つ
い

て
は

、
法

的
資

格
を

有
す

る
第

三
者

機
関

に
委

託
し

、
デ

ー
タ

の
信

頼
性

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。

②
か

し
担

保
条

項

性
能

発
注

に
よ

る
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
お

け
る

か
し

担
保

条
項

に
つ

い
て

も
、

同
様

の

こ
と

が
言

え
る

。
参

考
資

料
－

２
（

ご
み

焼
却

施
設

例
）

に
先

進
都

市
の

事
例

を
示

す
。

通
常

、
性

能
発

注
の

場
合

工
事

請
負

者
は

工
事

上
の

か
し

担
保

責
任

と
設

計
上

の
か

し
担

保
責

任
性

、
、「

」
「

（

。
）
」

、
（

）
能

保
証

と
呼

ぶ
場

合
も

あ
る

を
負

う
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

通
常

の
施

工
契

約
図

面
発

注

に
よ

る
公

共
工

事
の

場
合

は
、

工
事

請
負

者
は

「
工

事
上

の
か

し
担

保
責

任
」

の
み

を
負

い
、

か
し

担
保

期
間

も
１

年
間

程
度

と
短

い
も

の
に

な
る

。
性

能
発

注
工

事
の

場
合

に
お

け
る

工
事

請
負

者
は

、

発
注

仕
様

書
に

基
づ

く
性

能
仕

様
を

発
揮

で
き

る
設

計
責

任
も

負
っ

て
お

り
、

工
事

完
成

後
の

引
渡

性
能

確
認

試
験

に
お

い
て

発
注

仕
様

書
に

規
定

す
る

性
能

仕
様

に
合

格
し

な
か

っ
た

場
合

は
「

設
計

、

上
の

か
し

」
が

あ
っ

た
と

見
な

さ
れ

「
か

し
」

を
修

補
す

る
責

任
が

生
ず

る
「

設
計

上
の

か
し

」
、

。

は
重

大
な

「
か

し
」

と
し

て
取

り
扱

わ
れ

、
廃

棄
物

処
理

施
設

の
引

渡
を

受
け

た
後

で
あ

っ
て

も
、

発
注

仕
様

書
に

記
載

の
性

能
（

機
能

・
効

率
・

能
力

等
）

に
つ

い
て

疑
義

が
生

じ
た

場
合

に
は

、
改

め
て

性
能

確
認

の
た

め
工

事
請

負
者

の
負

担
に

お
い

て
確

認
試

験
を

行
い

、
そ

の
結

果
、

所
定

の
性

-
1
1

-

能
を

満
足

で
き

な
か

っ
た

場
合

に
は

、
工

事
請

負
者

は
速

や
か

に
改

善
を

す
る

義
務

を
負

っ
て

い
る

。

さ
ら

に
、

損
耗

度
の

激
し

い
部

材
・

機
器

等
に

つ
い

て
、

か
し

の
判

定
と

修
補

に
つ

い
て

発
注

仕

様
書

に
規

定
す

る
こ

と
も

行
わ

れ
て

お
り

、
先

進
都

市
の

事
例

に
倣

い
、

詳
細

な
発

注
仕

様
書

を
作

成
す

る
こ

と
が

、
施

設
完

成
後

の
安

定
稼

働
の

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
。

(
1
0
)

違
約

金
特

約
条

項

入
札

談
合

な
ど

の
不

正
行

為
防

止
の

観
点

か
ら

、
工

事
請

負
者

の
不

正
行

為
に

対
し

請
負

代
金

の

一
定

割
合

を
違

約
金

（
損

害
賠

償
額

の
予

定
）

と
し

て
支

払
わ

せ
る

条
項

（
違

約
金

特
約

条
項

）
を

契
約

に
盛

り
込

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
（

第
９

章
(
1
)
）

。

(
1
1
)

低
入

札
価

格
調

査
制

度

低
入

札
価

格
調

査
制

度
は

、
履

行
の

確
実

性
を

担
保

す
る

と
と

も
に

、
公

共
工

事
の

品
質

の
低

下

や
い

わ
ゆ

る
ダ

ン
ピ

ン
グ

受
注

を
防

止
す

る
上

で
有

効
で

あ
る

の
で

、
導

入
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
（

第
９

章
(
3
)
）

。

ま
た

、
談

合
等

の
不

正
行

為
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
受

注
予

定
者

以
外

の
参

加
者

は
十

分

な
積

算
を

行
わ

な
い

こ
と

か
ら

、
入

札
時

に
お

い
て

工
事

費
内

訳
書

を
提

出
さ

せ
る

こ
と

が
、

ダ
ン

ピ
ン

グ
や

談
合

の
防

止
に

効
果

的
で

あ
る

。

(
1
2
)

P
l
a
n

D
o

S
e
e
の

実
施

入
札

・
契

約
に

関
す

る
以

上
の

取
組

に
つ

い
て

、
各

市
町

村
に

お
い

て
、

直
近

の
入

札
・

契
約

案

件
か

ら
表

１
の

改
善

ス
テ

ッ
プ

Ⅱ
を

導
入

す
る

こ
と

を
標

準
と

し
、

総
合

評
価

落
札

方
式

を
導

入
す

。
、

（
）

、
る

等
の

改
善

策
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

市
町

村
に

お
い

て
は

改
善

の
計

画
P
l
a
n

を
つ

く
り

計
画

に
従

っ
て

準
備

し
改

善
策

を
実

行
す

る
（

D
o
）

こ
と

と
な

る
が

、
実

施
後

に
は

改
善

策
の

導
入

の
効

果
を

確
認

し
評

価
す

る
（

S
e
e
）

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
そ

し
て

、
評

価
の

結
果

を
以

後
の

入

、
。
（

）
札

・
契

約
に

反
映

し
納

税
者

で
あ

る
住

民
に

対
し

て
公

表
す

る
こ

と
が

適
切

で
あ

る
第

1
1
章

(
1
3
)

入
札

結
果

の
公

表
、

実
績

主
義

の
見

直
し

等

全
国

の
市

町
村

に
お

い
て

、
入

札
結

果
を

公
表

す
る

こ
と

で
、

入
札

・
契

約
手

続
き

の
透

明
性

の

確
保

が
図

ら
れ

、
入

札
参

加
事

業
者

の
競

争
を

促
す

効
果

が
あ

る
と

期
待

さ
れ

る
。

具
体

的
に

は
、

入
札

契
約

適
正

化
法

及
び

入
札

契
約

適
正

化
指

針
に

従
っ

て
、

予
定

価
格

、
落

札
金

額
、

入
札

参
加

事
業

者
の

名
称

、
入

札
参

加
事

業
者

ご
と

の
入

札
金

額
な

ど
を

公
表

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

(
1
2
)
の

評
価

結
果

や
、

施
設

稼
働

後
に

発
生

し
た

ト
ラ

ブ
ル

、
施

工
業

者
に

よ
る

ア
フ

タ
ー

サ

ー
ビ

ス
の

状
況

な
ど

も
積

極
的

に
公

開
し

、
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
参

考
編

(
1
)
参

照
）

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
各

市
町

村
間

で
の

情
報

の
共

有
が

可
能

と
な

り
、

入

札
参

加
事

業
者

に
対

す
る

監
視

・
牽

制
効

果
も

期
待

で
き

る
。

ま
た

、
入

札
参

加
資

格
を

決
定

す
る

際
の

要
件

と
し

て
多

く
用

い
ら

れ
て

い
る

納
入

実
績

等
は

、

補
足

的
な

要
件

と
考

え
ら

れ
る

。
当

該
工

事
の

実
施

可
能

性
を

十
分

考
慮

し
つ

つ
、

入
札

参
加

業
者

数
を

増
や

す
工

夫
を

行
う

た
め

、
例

え
ば

海
外

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

等
の

新
規

参
入

を
促

進
す

る
上

か
ら

も
、

実
績

に
関

す
る

入
札

参
加

要
件

を
検

討
し

、
過

度
な

実
績

主
義

を
見

直
す

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
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-
1
2

-

第
４

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
予

定
価

格
積

算
手

法

(
1
)

基
本

的
考

え
方

性
能

発
注

方
式

を
基

本
と

す
る

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

場
合

、
予

定
価

格
は

、
こ

れ
ま

で

多
く

の
市

町
村

等
に

お
い

て
複

数
の

事
業

者
（

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

）
か

ら
の

見
積

も
り

を
基

に
し

て
積

算
さ

れ
て

き
た

。
し

か
し

、
よ

り
適

正
な

予
定

価
格

の
積

算
の

た
め

に
は

、
最

終
的

に
入

札
に

参
加

す
る

可
能

性
の

あ
る

事
業

者
か

ら
得

た
見

積
も

り
の

み
に

依
拠

し
て

予
定

価
格

を
積

算
す

る
の

で
は

な
く

、
他

市
町

村
に

お
け

る
既

契
約

の
類

似
工

事
等

、
よ

り
客

観
的

な
デ

ー
タ

を
用

い
て

予
定

価
格

を
積

算
す

る
こ

と
が

適
切

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
本

手
引

き
で

は
、

多
数

の
焼

却
プ

ラ
ン

ト
を

有
す

る
大

都
市

に
お

い
て

独
自

に
形

成
さ

れ
て

き
た

、
既

契
約

の
類

似
工

事
の

工
事

費
内

訳
書

等
を

基
に

し
た

積
算

方
法

を
提

示
し

、
そ

の
方

法
に

よ
る

予
定

価
格

の
積

算
を

推
奨

す
る

。

(
2
)

性
能

発
注

方
式

に
よ

る
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
予

定
価

格
積

算
手

法

施
工

契
約

に
よ

る
一

般
公

共
工

事
の

予
定

価
格

積
算

方
法

は
、

契
約

前
に

工
事

内
容

を
確

定
で

き
る

実

、
、

施
設

計
が

作
成

さ
れ

て
い

る
の

で
市

町
村

等
が

定
め

る
積

算
基

準
に

基
づ

い
て

所
要

工
事

数
量

に
対

し

資
材

単
価

・
労

務
単

価
・

機
械

損
料

お
よ

び
標

準
歩

掛
等

を
用

い
て

積
み

上
げ

積
算

が
可

能
で

あ
る

。

一
方

、
性

能
発

注
方

式
（

別
の

言
い

方
を

す
る

と
設

計
と

施
工

を
一

括
し

て
発

注
す

る
設

計
付

き
施

工

契
約

）
を

基
本

と
す

る
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
場

合
に

は
、

受
注

者
と

な
る

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

の
独

自
の

特
許

や
技

術
、

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

、
一

律
の

図
面

に
よ

っ
て

技
術

内
容

を
特

定
せ

ず
、

設
計

段
階

か
ら

競
争

に
付

す
方

式
で

あ
る

か
ら

、
施

工
契

約
に

よ
る

一
般

公
共

工
事

の
場

合
の

よ
う

な
標

準
歩

掛
等

を
用

い
た

積
み

上
げ

積
算

に
は

な
じ

ま
な

い
。

こ
の

た
め

、
大

都
市

に
お

い

、
、

、
て

は
入

札
参

加
を

希
望

す
る

企
業

に
工

事
概

要
を

公
開

し
各

企
業

か
ら

見
積

設
計

図
書

を
提

出
さ

せ

提
出

さ
れ

た
見

積
設

計
図

書
に

基
づ

き
、

主
要

な
設

備
ご

と
の

容
量

等
を

平
均

化
し

た
上

で
、

こ
れ

ま
で

の
既

契
約

の
類

似
工

事
の

工
事

費
内

訳
書

等
を

基
に

し
た

実
績

単
価

を
勘

案
し

た
積

算
方

法
が

開
発

さ

れ
、

採
用

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
の

手
引

き
で

は
、

大
都

市
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
基

に
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
の

見
積

も
り

に
依

存
し

な
い

予

定
価

格
の

積
算

手
法

を
提

示
し

、
独

自
の

積
算

手
法

を
持

ち
合

わ
せ

て
い

な
い

市
町

村
等

に
お

い
て

は
、

以
下

(
5
)
（

又
は

(
6
)
）

に
示

す
積

算
手

法
を

参
考

に
し

て
予

定
価

格
を

積
算

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

(
3
)

積
算

前
の

準
備

作
業

予
定

価
格

の
積

算
を

開
始

す
る

前
の

準
備

作
業

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

①
入

札
に

参
加

す
る

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

等
の

技
術

提
案

（
見

積
設

計
図

書
）

か
ら

プ
ラ

ン
ト

設
備

の
容

量
や

建
築

面
積

・
容

積

を
抽

出
す

る
、

②
技

術
提

案
と

同
じ

処
理

方
式

の
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
既

契
約

情
報

を
収

集

す
る

、
③

で
き

る
だ

け
性

能
及

び
構

造
仕

様
が

近
い

処
理

施
設

の
建

設
工

事
費

を
積

算
対

象
と

し
て

選

定
し

、
選

定
し

た
施

設
の

建
設

工
事

費
を

プ
ラ

ン
ト

設
備

工
事

費
、

建
築

工
事

費
等

に
分

類
す

る
。

-
1
3

-

①
技

術
提

案
（

見
積

設
計

図
書

）
の

分
析

性
能

発
注

に
よ

り
設

計
・

施
工

の
全

体
を

競
争

に
付

す
場

合
に

は
、

入
札

参
加

企
業

か
ら

見
積

設
計

図
書

の
提

出
を

受
け

る
こ

と
が

通
常

で
あ

り
、

こ
れ

ま
で

も
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に

お
い

て
行

わ
れ

て
き

て
い

る
。

第
５

章
の

総
合

評
価

落
札

方
式

に
お

い
て

も
、

性
能

発
注

を
行

う

、
（

）
。

場
合

に
は

技
術

提
案

見
積

設
計

図
書

の
提

出
を

入
札

参
加

企
業

か
ら

受
け

る
こ

と
に

な
る

こ
れ

ま
で

は
、

見
積

価
格

を
用

い
て

予
定

価
格

を
算

出
し

て
い

た
が

、
今

後
は

、
見

積
価

格
を

そ

の
ま

ま
使

用
す

る
こ

と
は

し
な

い
。

見
積

設
計

図
書

か
ら

抽
出

す
る

の
は

、
図

２
に

示
す

プ
ラ

ン

ト
設

備
ご

と
の

仕
様

か
ら

、
プ

ラ
ン

ト
設

備
ご

と
の

容
量

・
基

数
を

抽
出

す
る

。
抽

出
し

た
プ

ラ

ン
ト

設
備

単
位

で
②

、
③

か
ら

得
ら

れ
る

単
価

を
計

算
し

、
廃

棄
物

処
理

施
設

全
体

で
の

積
み

上

げ
を

行
う

こ
と

と
な

る
。

ま
た

、
抽

出
す

る
容

量
は

、
ご

み
処

理
量

だ
け

で
な

く
、

ボ
イ

ラ
ー

設
備

で
あ

れ
ば

蒸
気

量
、

排
ガ

ス
処

理
設

備
で

あ
れ

ば
排

ガ
ス

量
も

抽
出

し
、

い
ず

れ
も

パ
ラ

メ

ー
タ

ー
と

し
て

計
算

に
使

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

と
、

よ
り

精
密

な
積

算
が

可
能

と

な
る

。
図

２
に

示
す

プ
ラ

ン
ト

設
備

よ
り

も
さ

ら
に

詳
細

な
設

備
ま

で
ブ

レ
イ

ク
ダ

ウ
ン

し
て

抽

出
し

、
②

、
③

の
過

程
に

お
い

て
ブ

レ
イ

ク
ダ

ウ
ン

し
た

設
備

レ
ベ

ル
で

の
単

価
を

抽
出

し
、

廃

棄
物

処
理

施
設

全
体

で
の

積
み

上
げ

を
行

う
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

②
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
既

契
約

情
報

の
収

集
と

積
算

対
象

の
選

定

年
に

よ
り

変
動

す
る

が
、

ご
み

焼
却

施
設

、
し

尿
処

理
施

設
（

汚
泥

再
生

セ
ン

タ
ー

）
リ

サ
イ

ク
ル

施
設

（
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
、

セ
ン

タ
ー

）
及

び
最

終
処

分
場

の
新

規
工

事
件

数
は

、
毎

年
十

数
件

か

ら
二

十
数

件
で

あ
る

。
こ

う
し

た
事

業
に

係
る

公
表

情
報

を
基

に
し

て
当

該
市

町
村

等
が

発
注

す
る

廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

と
同

じ
処

理
方

式
の

工
事

を
契

約
し

た
市

町
村

等
に

、
下

記
の

契
約

情
報

を

照
会

す
る

。
そ

し
て

、
類

似
の

方
式

に
よ

る
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

費
を

積
算

対
象

と
し

て
選

定

す
る

。
他

の
市

町
村

等
に

対
す

る
既

契
約

情
報

の
提

供
要

請
は

、
処

理
方

式
別

に
参

考
資

料
－

３

の
書

式
を

活
用

し
て

行
う

と
効

率
的

で
あ

る
。

ま
た

、
他

の
市

町
村

等
か

ら
既

契
約

情
報

提
供

の

要
請

を
受

け
た

市
町

村
等

は
、

出
来

る
限

り
の

協
力

を
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
な

お
、

環
境

省

で
は

、
今

後
、

１
９

年
度

を
目

途
に

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

既
契

約
情

報
を

市
町

村
等

か
ら

収

集
し

、
市

町
村

等
が

利
用

で
き

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

予
定

で
あ

り
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
活

用

し
た

情
報

収
集

が
可

能
と

な
る

（
参

考
資

料
編

(
1
)
）

。

ⅰ
工

事
概

要

ａ
工

期

ｂ
処

理
方

式

ｃ
施

設
規

模
（

全
体

処
理

能
力

・
系

列
数

等
）

ｄ
施

設
全

体
配

置
図

ｅ
処

理
概

略
フ

ロ
ー

シ
ー

ト

ｆ
処

理
性

能

ｇ
公

害
防

止
性

能

ｈ
再

資
源

化
性

能

ｉ
建

築
工

事
（

建
築

面
積

・
建

築
容

積
・

建
築

構
造

・
外

装
仕

上
・

煙
突

構
造

等
）

ｊ
特

記
事

項
（

特
別

仕
様

・
独

自
仕

様
等

）

ⅱ
工

事
金

額
概

略
内

訳
書

等

ａ
プ

ラ
ン

ト
工

事
費

内
訳

書
（

構
成

設
備

費
の

内
訳

ま
で

）

(22)-54
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ｂ
建

築
工

事
費

内
訳

書
（

建
築

本
体

工
事

・
建

築
設

備
工

事
費

・
煙

突
（

外
筒

）
工

事
費

・

外
構

工
事

費
等

）

ｃ
入

札
状

況

③
工

事
費

の
分

類
と

工
事

基
本

価
格

等
の

設
定

選
定

し
た

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
費

を
建

築
工

事
費

と
プ

ラ
ン

ト
工

事
費

に
分

類
し

、
さ

ら
に

建
築

工
事

費
は

建
築

本
体

工
事

費
施

設
建

物
付

属
施

設
煙

突
外

筒
建

築
設

備
工

事
費

機
、

（
、

、
）
、

（

械
、

電
気

）
に

区
分

し
、

プ
ラ

ン
ト

工
事

費
は

プ
ラ

ン
ト

設
備

の
種

類
ご

と
に

区
分

し
て

い
く

。
そ

し

て
、

複
数

事
例

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

(
4
)
の

0
.
6
乗

則
及

び
(
5
)
、

(
6
)
の

積
算

方
法

に
よ

り
、

プ
ラ

ン

ト
設

備
ご

と
に

プ
ラ

ン
ト

工
事

基
本

価
格

を
設

定
す

る
。

な
お

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
か

ら
聴

取
し

た
参

考
見

積
も

り
等

は
、

こ
の

段
階

か
ら

高
値

契
約

に
導

く
よ

う
に

談
合

等
の

不
正

行
為

が
行

わ
れ

て
い

る
と

の
指

摘
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
参

照
す

る
程

度
に

に

と
ど

め
、

建
築

工
事

基
本

単
価

や
プ

ラ
ン

ト
工

事
基

本
価

格
を

設
定

す
る

際
の

根
拠

と
し

て
は

採
用

し
な

い
も

の
と

す
る

。

(
4
)

０
．

６
乗

比
例

に
係

る
経

験
則

法
（

能
力

－
価

格
曲

線
の

近
似

）
に

基
づ

く
積

算
技

法

化
学

プ
ラ

ン
ト

建
設

工
事

の
分

野
で

は
、

建
設

工
事

価
格

は
プ

ラ
ン

ト
規

模
の

０
．

６
乗

に
比

例
す

る
と

い
う

経
験

則
が

良
く

知
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
本

手
引

き
で

は
、

予
定

価
格

積
算

の
テ

ク
ニ

ッ
ク

と
し

て
、

こ
の

方
法

を
用

い
る

。
０

．
６

乗
則

積
算

技
法

は
、

同
種

の
機

器
・

装
置

・
設

備
・

プ
ラ

ン
ト

の
価

格
が

、
能

力
（

規
模

）
の

０
．

６
乗

に
比

例
す

る
と

い
う

経
験

則
か

ら
、

あ
る

能
力

の
機

器
装

置
・

設
備

・
プ

ラ
ン

ト
の

価
格

が
既

知
の

場
合

に
他

の
任

意
の

能
力

の
機

器
装

置
・

設
備

・
（

）
、

（

プ
ラ

ン
ト

）
の

価
格

が
推

算
で

き
る

こ
と

に
な

る
。

Ｃ
＝

Ａ
機

器
（

装
置

・
設

備
・

プ
ラ

ン
ト

）
の

建
設

価
格

A

Ｃ
＝

Ａ
機

器
と

同
種

の
Ｂ

機
器

（
装

置
・

設
備

・
プ

ラ
ン

ト
）

の
建

設
価

格
B

Ｓ
＝

Ａ
機

器
の

能
力

（
規

模
）

A

Ｓ
＝

Ｂ
機

器
の

能
力

（
規

模
）

と
す

れ
ば

、
B

0
.
6

Ｃ
＝

Ｃ
×

（
Ｓ

／
Ｓ

）
B

A
B

A

こ
の

積
算

技
法

に
よ

れ
ば

、
機

器
（

装
置

・
設

備
・

プ
ラ

ン
ト

）
の

能
力

（
規

模
）

を
大

き
く

す
る

ほ

ど
単

位
能

力
当

た
り

の
価

格
は

割
安

に
な

り
、

機
器

の
能

力
を

小
さ

く
す

る
ほ

ど
単

位
能

力
当

た
り

の
価

格
は

割
高

に
な

る
こ

と
が

、
以

下
の

図
１

か
ら

も
理

解
さ

れ
よ

う
。

本
来

は
、

実
績

デ
ー

タ
や

収
集

し
た

デ
ー

タ
の

う
ち

か
ら

適
切

な
も

の
を

用
い

て
、

能
力

－
価

格
曲

線
を

近
似

し
、

両
者

の
関

係
を

定
量

化
で

き
れ

ば
、

そ
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

よ
り

精
度

の
高

い
積

算
方

法
と

い
え

、
０

．
６

乗
の

経
験

則
は

、
デ

ー
タ

に
よ

っ
て

能
力

－
価

格
の

関
係

を
十

分
に

定
量

化
で

き
な

い
場

合
に

用
い

る
便

宜
的

な
方

法
と

言
え

る
。

環
境

省
で

は
、

今
後

、
１

９
年

度
を

目
途

に
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
既

契
約

情
報

を
市

町
村

等
か

ら
収

集
し

、
市

町
村

等
が

利
用

で
き

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

予
定

で
あ

る
が

、
そ

の
中

で
集

積
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

、
高

値
設

定
に

基
づ

く
デ

ー
タ

と
な

ら
な

い
よ

う
客

観
的

な
分

析
を

加
え

た
上

で
、

市
町

村
等

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
く

予
定

で
あ

る
。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
す

る
こ

と
に

よ
り

、
能

力
－

価
格

曲
線

を
近

似
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
経

験
則

に
基

づ
く

積
算

方
法

を
さ

ら
に

客
観

性
の

高
い

積
算

方
法

と
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

-
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図
１

０
．

６
乗

比
例

に
係

る
経

験
則

の
概

念
図

（
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
後

は
、

適
切

な
実

績
デ

ー
タ

の
蓄

積
に

よ
っ

て
、

能
力

－
価

格
曲

線
を

近
似

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

）

(
5
)

予
定

価
格

積
算

法
（

そ
の

１
）

こ
の

予
定

価
格

積
算

法
は

、
図

２
に

示
す

と
お

り
、

既
契

約
済

の
処

理
施

設
建

設
工

事
費

内
訳

を
べ

ー

ス
に

、
プ

ラ
ン

ト
設

備
の

直
接

工
事

費
は

各
設

備
毎

に
０

．
６

乗
則

積
算

技
法

に
よ

る
換

算
値

を
合

算
し

て
求

め
、

建
築

工
事

の
直

接
工

事
費

に
つ

い
て

は
、

先
ず

建
築

本
体

工
事

の
直

接
工

事
費

を
建

築
本

体
工

事
基

本
単

価
（

単
位

建
築

延
面

積
・

ま
た

は
単

位
建

築
容

積
・

当
た

り
の

単
価

）
に

よ
り

算
出

し
、

建
築

機
械

・
電

気
設

備
工

事
の

直
接

工
事

費
に

つ
い

て
は

、
建

築
本

体
工

事
の

直
接

工
事

費
に

対
す

る
比

率
か

ら
算

出
す

る
積

算
方

法
で

あ
る

。
こ

の
積

算
方

法
に

よ
る

積
算

例
を

参
考

資
料

－
４

に
示

す
。

な
お

、
図

２
に

示
す

プ
ラ

ン
ト

設
備

の
各

種
類

を
さ

ら
に

よ
り

細
部

の
設

備
ま

で
ブ

レ
イ

ク
ダ

ウ

ン
し

て
積

算
を

行
う

こ
と

が
、

よ
り

詳
細

・
精

密
な

積
算

と
な

る
こ

と
か

ら
予

定
価

格
の

積
算

手
法

と
し

て
は

望
ま

し
い

と
い

え
る

。
現

状
で

は
デ

ー
タ

収
集

に
制

約
が

あ
る

場
合

も
あ

る
が

、
環

境
省

で
は

、
今

後
、

１
９

年
度

を
目

途
に

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

既
契

約
情

報
を

市
町

村
等

か
ら

収
集

し
、

高
値

設
定

さ
れ

た
価

格
に

基
づ

く
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
、

設
備

の
仕

様
と

価
格

に
つ

い
て

客
観

的
に

分
析

し
た

上
で

、
市

町
村

等
が

利
用

で
き

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

予
定

で
あ

り
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
充

実
し

て
い

く
こ

と
で

、
詳

細
な

積
算

が
各

市
町

村
等

3.
00

12
1.
93

3

3

1.
001

1.
51

6

0.
43

5

0.
66

0.
51

7

2.
00

X
X

0.
6

1/
4

43
.5

1/
3

51
.7

1/
2

66
.0

1.
00

10
0

2.
00

15
1.

6

3.
00

19
3.

3

4.
00

22
9.

8

↑ 　 価 格 指 数

容
 量

 比
  
　
　
→

0.
25

(1
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)
0.

33
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/3
)

0.
5

(1
/2

)
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に
お

い
て

可
能

と
な

る
よ

う
に

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

(
6
)

予
定

価
格

積
算

法
（

そ
の

２
）

こ
の

予
定

価
格

積
算

法
は

、
積

算
法

（
そ

の
１

）
と

比
べ

よ
り

簡
便

な
方

法
で

あ
り

、
積

算
法

（
そ

の

１
）

を
採

用
し

が
た

い
場

合
に

採
用

す
る

も
の

と
し

、
図

３
に

示
す

と
お

り
、

既
契

約
済

の
施

設
建

設
工

事
費

内
訳

を
ベ

ー
ス

に
、

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
費

を
、

プ
ラ

ン
ト

共
通

設
備

関
連

工
事

費
、

プ
ラ

ン
ト

系
列

設
備

関
連

工
事

費
、

建
築

工
事

費
に

３
分

割
し

、
プ

ラ
ン

ト
設

備
工

事
費

に
つ

い
て

は
０

．
６

乗
則

積
算

技
法

を
適

用
し

て
能

力
規

模
換

算
し

建
築

工
事

費
に

つ
い

て
は

建
築

工
事

基
本

単
価

単
（

）
、

（

位
建

築
延

面
積

・
ま

た
は

単
位

建
築

容
積

・
当

た
り

の
単

価
）

を
算

出
し

て
積

算
す

る
方

法
で

あ
る

。
こ

の
積

算
方

法
に

よ
る

積
算

例
を

参
考

資
料

－
４

に
示

す
。

な
お

、
こ

の
簡

便
な

積
算

方
法

は
、

こ
れ

ま
で

の
入

札
参

加
企

業
か

ら
得

た
参

考
見

積
か

ら
予

定

価
格

を
算

出
す

る
方

法
よ

り
は

、
客

観
性

が
高

く
改

善
さ

れ
た

も
の

で
は

あ
る

が
、

可
能

な
限

り
、

積
算

法
（

そ
の

１
）

を
採

用
す

べ
き

で
あ

る
。

図
２

予
定

価
格

積
算

手
法

（
そ

の
１

）

（
プ

ラ
ン

ト
設

備
毎

工
事

費
合

算
＋

工
種

別
建

築
工

事
費

合
算

に
よ

る
積

算
法

）

共
通

関
連

系
列

関
連

設
備

割
合

設
備

割
合

そ
の

他
の

経
費

類
の

積
算

法

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
経

費

建
築

本
体

工
事

の
直

接
工

事
費

の
積

算
法

  
 各

プ
ラ

ン
ト
設

備
費

に
は

、
据

付
・配

管
・

配
線

工
事

を
含

む
。

　
 既

契
約

済
の

処
理

施
設

建
設

工
事

費
内

訳
を

ベ
ー

ス
に

、
各

設
備

毎
に

共
通

関
連

設
備

と
系

列
関

連
設

備
の

割
合

を
考

慮
し

、
0.

6
乗

則
積

算
技

法
に

よ
り

能
力

（規
模

）換
算

し
、

性
能

仕
様

差
と

物
価

変
動

を
考

慮
し

て
調

整
の

後
、

合
算

し
て

求
め

る
。

　
 プ

ラ
ン

ト
工

事
費

の
シ

ス
テ

ム
等

設
計

と
工

事
監

理
に

必
要

な
経

費
で

あ
り

、
純

工
事

費
の

４
～

６
％

（金
額

に
逆

比
例

さ
せ

る
。

）と
す

る
。

　
 予

備
品

・消
耗

品
費

は
プ

ラ
ン

ト
直

接
工

事
費

の
約

１
％

と
す

る
。

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
経

費

プ
ラ

ン
ト
本

体
工

事
費

工
事

原
価

直
接

工
事

費

試
運

転
調

整
費

共
通

仮
設

費

給
じ

ん
設

備

炉
本

体
設

備

プ
ラ

ン
ト
設

備
費

工
事

原
価

建
築

本
体

工
事

費

プ
ラ

ン
ト
工

事
費

建
築

工
事

費

一
般

管
理

費
消

費
税

純
工

事
費

現
場

管
理

費

直
接

工
事

費

既
契

約
済

の
処

理
施

設
建

設
工

事
費

内
訳

か
ら

建
築

本

体
工

事
の

m
2
 o

r 
m

3

単
位

の
基

本
工

事
単

価
を

設
定

し
積

算
す

る
。

共
通

仮
設

費

一
般

管
理

費

純
工

事
費

現
場

管
理

費

実
施

設
計

料
（建

築
設

備
・外

構
工

事
も

含
む

。
）

汚
水

処
理

設
備

通
風

設
備

煙
道

設
備

排
ガ

ス
処

理
設

備

煙
突

（内
筒

）

ボ
イ

ラ
ー

設
備

発
電

設
備

余
熱

利
用

設
備

建
築

機
械

工
事

費
工

事
原

価
純

工
事

費

一
般

管
理

費
現

場
管

理
費

共
通

仮
設

費

直
接

工
事

費

直
接

工
事

費

既
契

約
済

の
処

理
施

設
建

設
工

事
費

内
訳

か
ら

建
築

本
体

工
事

費
に

対
す

る
比

率
で

算
出

蒸
気

復
水

設
備

純
水

設
備

電
気

設
備

計
装

設
備

ご
み

焼
却

施
設

建
設

工
事

の
予

定
価

格

プ
ラ

ン
ト
設

備
費

の
積

算
法

（ 
１

０
０

分
率

 ）

１
０

０
０

０
１
０

０

１
０

０
０

０
１
０

０

０
１
０

０

０
１
０

０

０
１
０

０

０
１
０

０

１
０

０
０

約
７

０
約

３
０

１
０

０
０

１
０

０
０

約
７

０
約

３
０

１
０

０

　
 各

地
方

公
共

団
体

の
工

事
積

算
基

準
等

を
準

用
し

て
積

算
す

る
。

１
０

０
００

１
０

０
０

給
水

設
備

雑
設

備
消

費
税

予
備

費
・消

耗
品

１
０

０
０

　
 既

契
約

済
の

処
理

施
設

建
設

工
事

費
内

訳
か

ら
建

築
本

体
工

事
の

単
位

面
積

（m
2）

ま
た

は
単

位
容

積
（m

3）
当

た
り

の
直

接
工

事
費

を
設

定
し

、
仕

様
差

と
物

価
変

動
を

考
慮

し
て

調
整

の
後

、
各

機
種

平
均

の
建

築
面

積
ま

た
は

建
築

容
積

に
乗

じ
て

算
出

す
る

。

建
築

機
械

工
事

費
と

同
方

法
で

算
出

共
通

仮
設

費

建
築

設
備

工
事

費
工

事
原

価
純

工
事

費

一
般

管
理

費
現

場
管

理
費

-
1
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図
３

予
定

価
格

積
算

法
（

そ
の

２
）

（
プ

ラ
ン

ト
共

通
設

備
工

事
費

＋
プ

ラ
ン

ト
系

設
備

工
事

費
＋

建
築

工
事

費
に

よ
る

積
算

法
）

Ｃ
   

＋
   

Ｄ
   

＝
   

最
  小

  値
  を

  廃
  棄

  物
  処

  理
  施

  設
  建

  設
  工

  事
  の

  予
  定

  価
  格

  と
  す

  る
  。

Ｄ
　
　
構

  造
  仕

  様
  の

  相
  違

  と
  物

  価
  変

  動
  を

  考
  慮

  し
  、

  土
  建

  工
  事

  費
  を

  調
  整

  す
  る

  。

Ａ
　
　
極

  力
  、

  性
  能

  及
  び

  構
  造

  仕
  様

  が
  近

  い
  処

  理
  施

  設
   

   
  の

   
建

  設
  工

  事
  費

  を
  、

  積
  算

  対
  象

  と
  し

  て
  選

  択
  す

  
る

  。

Ｂ
　
　
施

   
設

  建
  設

  工
  事

  費
  を

  以
  下

  の
  内

  訳
  に

  分
  類

  す
  る

　
  ①

　
  プ

  ラ
  ン

  ト
  設

  備
  工

  事
  費

　
　
  ⅰ

　
  共

  通
  関

  連
　
設

　
備

　
工

  事
  費

　
  　

ⅱ
　
  系

  列
  関

　
連

　
設

　
備

  工
  事

  費
　
  ②

　
  建

  築
  工

  事
  費

  （
  建

  築
  設

  備
  工

  事
  費

  を
  含

  む
  。

  ）

プ
　
ラ

　
ン

　
ト　

設
　
備

　
工

　
事

　
費

Ｂ
 －

 ①
 －

 ⅰ
 の

 工
 事

 費
 を

  ０
 ．

 ６
 乗

 則
 積

算
 技

 法
 に

  よ
 り

  施
 設

 規
 模

 換
 算

 す
 る

 。

Ｂ
 －

 ①
 －

 ⅱ
 の

 １
 系

 列
 分

 工
 事

 費
 を

 コ
 ス

 ト
 カ

 ー
ブ

 法
 に

 よ
 り

  換
 算

 し
 、

 そ
 の

 結
 果

 に
 系

 列
 数

 を
 乗

じ
 る

 。

Ｃ
　
　
 性

  能
  お

  よ
  び

  構
  造

  仕
  様

  の
  相

  違
  と

  物
  価

  変
  動

  を
  考

  慮
  
し
  、

  プ
  ラ

  ン
  ト

   
 工

  事
  費

  を
  調

  整
  す

  る
 。

建
　
築

　
工

　
事

　
費

Ｂ
  －

  ②
  よ

  り
  工

  場
  棟

  単
  位

  面
  積

  m
  2

  ま
  た

  は
  容

  積
  m

3 
 当

  た
  り

  建
  築

  基
  本

  工
  事

  単
  価

  （
  建

  築
  設

  備
  工

  事
費

  を
  含

  む
  。

  ）
  を

  算
  出

各
  機

  種
  の

  見
  積

  設
  計

  図
  書

  の
  建

  築
  面

  積
  ま

  た
  は

  容
積

  と
  建

  築
  基

  本
  工

  事
  単

  価
  を

  乗
  じ

  て
  求

  め
  る

  。

・ ・

共
　
通

　
関

　
連

　
設

　
備

　
工

　
事

　
費

系
　
列

　
関

　
連

　
設

　
備

　
工

　
事

　
費

同
  じ

  処
  理

  方
  式

  の
  廃

  棄
  物

  処
  理

  施
  設

  建
  設

  工
  事

  の
  契

  約
情

  報
  を

  集
  め

  、
  調

  査
  す

  る
  。

(22)-56
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第
５

章
総

合
評

価
落

札
方

式
の

導
入

(
1
)

基
本

的
考

え
方

廃
棄

物
処

理
施

設
は

、
高

度
な

化
学

機
械

で
あ

る
ご

み
焼

却
施

設
（

熱
回

収
施

設
）

や
し

尿
処

理

施
設

（
汚

泥
再

生
処

理
セ

ン
タ

ー
）

等
の

中
核

的
な

中
間

処
理

施
設

、
機

械
的

、
物

理
的

な
破

砕
、

選
別

等
を

中
心

と
す

る
リ

サ
イ

ク
ル

施
設

（
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
、

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
）

及
び

土
木

構
造

物
と

水
処

理
プ

ラ
ン

ト
か

ら
な

る
最

終
処

分
場

施
設

な
ど

多
岐

に
わ

た
る

が
、

一
般

的
に

施
設

自
体

が
高

度
な

技
術

を
組

み
合

わ
せ

た
シ

ス
テ

ム
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
設

計
・

施
工

・

運
営

を
行

う
企

業
間

の
技

術
力

を
競

争
さ

せ
る

こ
と

で
、

高
い

品
質

の
施

設
建

設
が

可
能

と
な

る
と

期
待

さ
れ

る
。

本
手

引
き

で
は

こ
う

し
た

こ
と

を
踏

ま
え

品
確

法
及

び
同

法
の

基
本

方
針

に
基

づ
き

経
、

、
「

」
、
「

済
性

に
配

慮
し

つ
つ

価
格

以
外

の
多

用
な

要
素

を
も

考
慮

し
、

価
格

及
び

品
質

が
総

合
的

に
優

れ
た

内
容

の
契

約
」

を
実

現
す

る
「

総
合

評
価

落
札

方
式

」
を

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

発
注

・
選

定
方

式
の

基
本

と
し

、
積

極
的

に
導

入
す

る
こ

と
を

推
奨

す
る

。

ま
た

、
総

合
評

価
落

札
方

式
の

発
注

・
選

定
手

続
き

に
お

い
て

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の

技
術

提
案

（
見

積
設

計
図

書
）

を
求

め
る

こ
と

と
な

る
が

、
競

争
性

を
高

め
、

か
つ

、
よ

り
優

れ
た

技
術

提
案

を
得

る
観

点
か

ら
、

技
術

提
案

の
範

囲
を

で
き

る
だ

け
拡

大
す

る
こ

と
が

適
切

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
本

手
引

き
で

は
、

設
計

・
施

工
一

括
発

注
方

式
を

基
本

と
す

る
こ

と
を

推
奨

す
る

。
ま

た
、

特
に

、
ご

み
焼

却
施

設
や

灰
溶

融
施

設
に

あ
っ

て
は

、
技

術
・

シ
ス

テ
ム

が
異

な
る

様
々

な
機

種
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
発

注
・

選
定

手
続

き
の

前
に

あ
ら

か
じ

め
機

種
を

特
定

す
る

こ
れ

ま
で

の
標

準
的

な
方

法
に

つ
い

て
は

、
特

段
の

理
由

が
な

い
限

り
、

こ
れ

を
見

直
し

、
複

数
方

式
の

各
機

種
を

技
術

提
案

に
お

い
て

競
わ

せ
、

方
式

選
定

を
含

め
総

合
評

価
落

札
方

式
の

手
続

き
の

中
で

行
う

こ
と

を
推

奨
す

る
。

(
2
)

総
合

評
価

落
札

方
式

と
地

方
自

治
法

の
関

係

総
合

評
価

落
札

方
式

は
、

価
格

に
加

え
て

、
性

能
・

機
能

や
技

術
力

を
評

価
で

き
る

と
い

う
点

で
、

市

町
村

等
に

と
っ

て
よ

り
有

利
な

契
約

の
締

結
を

可
能

と
す

る
も

の
で

あ
る

。
技

術
力

の
あ

る
企

業
に

よ
っ

、
、

て
技

術
提

案
を

伴
う

競
争

が
行

わ
れ

入
札

談
合

が
行

わ
れ

に
く

く
な

る
と

い
う

面
も

期
待

さ
れ

る
ほ

か

企
業

の
技

術
開

発
に

対
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
働

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

こ
の

総
合

評
価

落
札

方
式

は
、

平
成

１
１

年
２

月
の

地
方

自
治

法
施

行
令

の
改

正
に

よ
り

、
市

町
村

等

に
お

い
て

導
入

が
可

能
と

さ
れ

た
。

地
方

自
治

法
第

２
３

４
条

（
契

約
の

締
結

）
で

は
、

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
最

低
価

格
自

動
落

札
方

式
を

原
則

と
し

、
そ

の
例

外
の

一
つ

と
し

て
、

同
条

第
３

項
た

だ
し

書
き

に
お

い
て

「
普

通
市

町
村

等
の

支
出

の
原

因
と

な
る

契
約

に
つ

い
て

は
、

政
令

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
、

り
、

予
定

価
格

の
制

限
の

範
囲

内
の

価
格

を
も

っ
て

申
し

込
み

を
し

た
者

の
う

ち
最

低
の

価
格

を
も

っ
て

申
し

込
み

を
し

た
者

以
外

の
者

を
契

約
の

相
手

方
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

」
と

し
て

い
る

。
そ

し
て

、
地

方
自

治
法

施
行

令
第

１
６

７
条

の
１

０
の

２
に

お
い

て
「

一
般

競
争

入
札

に
よ

り
支

出
の

原
因

と
な

、

る
契

約
を

締
結

し
よ

う
と

す
る

場
合

に
お

い
て

、
当

該
契

約
が

そ
の

性
質

又
は

目
的

か
ら

最
低

価
格

自
動

落
札

方
式

及
び

最
低

制
限

価
格

制
度

に
よ

り
難

い
も

の
で

あ
る

と
き

は
、

予
定

価
格

の
制

限
の

範
囲

内
の

価
格

を
も

つ
て

申
込

み
を

し
た

者
の

う
ち

、
価

格
そ

の
他

の
条

件
が

当
該

普
通

市
町

村
等

に
と

つ
て

最
も

有
利

な
も

の
を

も
つ

て
申

込
み

を
し

た
者

を
落

札
者

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
（

総
」
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合
評

価
落

札
方

式
）

と
し

て
い

る
。

総
合

評
価

落
札

方
式

を
導

入
す

る
場

合
に

は
、

地
方

自
治

法
施

行
令

に
よ

り
、

あ
ら

か
じ

め
、

当

該
総

合
評

価
一

般
競

争
入

札
に

係
る

申
込

み
の

う
ち

価
格

そ
の

他
の

条
件

が
当

該
市

町
村

等
に

と
つ

て
最

も
有

利
な

も
の

を
決

定
す

る
た

め
の

基
準

（
価

格
以

外
の

要
素

と
な

る
評

価
項

目
や

、
価

格
と

価

格
以

外
の

要
素

と
の

評
価

点
割

合
等

の
評

価
方

法
）

を
定

め
、

こ
れ

を
公

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
総

合
評

価
落

札
方

式
に

よ
る

こ
と

の
適

否
、

落
札

者
を

決
定

し
よ

う
と

す
る

と
き

、
又

は
落

札
者

決
定

基
準

を
定

め
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

あ
ら

か
じ

め
、

二
名

以
上

の
学

識
経

験
を

有
す

る
者

の
意

見
を

聴
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ

れ
て

い
る

。

(
3
)

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

お
け

る
総

合
評

価
落

札
方

式
の

意
義

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

発
注

・
選

定
手

続
き

に
お

い
て

も
、

性
能

発
注

方
式

に
よ

る
場

合
は

、

総
合

評
価

落
札

方
式

に
近

い
手

続
き

で
契

約
締

結
が

行
わ

れ
て

き
て

い
る

。
性

能
発

注
方

式
で

は
、

先
ず

発
注

者
は

発
注

仕
様

書
（

入
札

説
明

書
を

構
成

す
る

仕
様

書
に

相
当

）
を

入
札

者
に

提
示

し
、

入
札

者
は

見
積

設
計

図
書

（
技

術
提

案
書

に
相

当
）

を
作

成
・

提
出

す
る

と
い

う
手

続
き

が
と

ら
れ

て
き

た
が

、
こ

れ
は

、
総

合
評

価
落

札
方

式
に

お
い

て
、

入
札

公
告

を
行

い
、

入
札

説
明

書
の

交
付

を
し

、
技

術
資

料
の

提
出

を
求

め
る

の
と

類
似

の
手

続
き

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

性
能

発
注

方
式

で
は

、
見

積
設

計
図

書
の

提
出

を
受

け
て

、
各

機
種

（
各

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

）
の

見
積

設
計

内
容

を
調

整
・

平
均

化
し

、
各

機
種

の
見

積
設

計
内

容
が

い
ず

れ
も

発
注

仕
様

書
を

満
足

す
る

内
容

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
か

ら
、

入
札

を
行

い
、

最
低

価
格

自
動

落
札

方
式

に
よ

り
価

格
の

み
で

落
札

者
を

決
定

し
て

い
る

。

こ
れ

に
対

し
、

総
合

評
価

落
札

方
式

は
、

提
案

者
の

技
術

的
能

力
の

審
査

に
加

え
、

技
術

提
案

が
発

注

仕
様

書
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

の
確

認
を

含
め

、
提

案
者

か
ら

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
技

術
提

案
の

改
善

を
求

め
、

又
は

改
善

を
提

案
す

る
機

会
を

与
え

、
技

術
審

査
・

評
価

を
行

う
。

そ
し

て
、

競
争

参
加

資
格

を
通

知
し

、
入

札
を

行
い

、
価

格
と

価
格

以
外

の
要

素
と

し
て

、
維

持
管

理
費

を
含

む
総

合
的

な
コ

ス
ト

削
減

、
廃

棄
物

処
理

施
設

の
性

能
・

機
能

の
向

上
、

資
源

循
環

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

回
収

、
Ｃ

Ｏ
対

策
2

等
の

社
会

的
要

請
へ

の
対

応
等

の
事

項
を

含
め

て
総

合
評

価
し

て
落

札
者

を
決

定
す

る
。

総
合

評
価

落
札

方
式

は
、

従
来

の
最

低
価

格
自

動
落

札
方

式
に

よ
る

性
能

発
注

方
式

と
落

札
方

式
に

お

い
て

異
な

る
ほ

か
、

特
に

技
術

審
査

・
評

価
の

プ
ロ

セ
ス

で
は

、
要

求
す

る
技

術
水

準
を

確
保

す
る

と
い

う
点

は
性

能
発

注
方

式
と

同
様

で
あ

る
が

、
要

求
水

準
を

確
保

す
る

だ
け

で
な

く
、

技
術

そ
の

も
の

に
つ

い
て

価
格

以
外

の
要

素
に

お
い

て
競

争
を

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
（

例
え

ば
、

長
寿

命
な

火
格

子
は

、
従

来
の

性
能

発
注

方
式

で
は

技
術

の
優

位
性

は
評

価
さ

れ
な

か
っ

た
）

と
い

う
点

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
。

、
、

、
総

合
評

価
落

札
方

式
は

的
確

に
導

入
す

る
こ

と
で

技
術

・
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
よ

り
信

頼
性

が
高

く

経
済

性
に

も
配

慮
し

た
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

を
可

能
と

す
る

方
式

で
あ

り
、

市
町

村
等

に
お

け
る

積
極

的
な

導
入

が
期

待
さ

れ
る

。

な
お

、
当

然
な

が
ら

、
恣

意
的

な
評

価
方

法
に

よ
り

特
定

の
機

種
を

有
利

に
総

合
評

価
し

、
落

札

者
と

す
る

よ
う

な
こ

と
は

許
さ

れ
な

い
。
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4
)

総
合

評
価

落
札

方
式

に
お

け
る

入
札

前
の

工
事

内
容

確
定

化
の

重
要

性

公
共

工
事

の
契

約
に

お
い

て
は

、
要

求
す

る
工

事
の

内
容

と
経

済
性

の
確

保
が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

か

ら
、

入
札

前
ま

で
に

極
力

、
工

事
内

容
を

確
定

化
す

る
こ

と
が

、
契

約
後

の
工

事
施

行
を

円
滑

に
進

め
る

う
え

で
重

要
で

あ
り

、
こ

れ
は

総
合

評
価

落
札

方
式

に
お

い
て

も
変

わ
ら

な
い

。

総
合

評
価

落
札

方
式

を
採

用
し

て
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

を
発

注
す

る
場

合
、

機
能

・
効

率
・

能

力
等

の
性

能
仕

様
を

主
体

と
す

る
発

注
仕

様
書

が
契

約
条

件
で

あ
る

か
ら

、
技

術
提

案
の

技
術

審
査

、
評

価
の

過
程

に
お

い
て

、
見

積
設

計
図

書
を

十
分

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
疑

問
や

不
明

な
点

が
あ

れ
ば

文
書

に
よ

る
質

疑
応

答
・

よ
り

詳
細

な
図

面
の

提
出

を
求

め
、

設
計

上
で

不
十

分
な

点
が

あ
れ

ば
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

と
回

答
を

求
め

る
な

ど
、

廃
棄

物
処

理
施

設
に

お
け

る
市

町
村

の
要

求
条

件
を

明
確

化
し

た
発

注
仕

様
書

を
満

足
す

る
工

事
内

容
で

あ
る

こ
と

を
確

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
参

考
と

し
て

、
大

都
市

に
お

け
る

見
積

設
計

図
書

の
チ

ェ
ッ

ク
事

項
を

表
２

に
示

す
。

-
2
1

-

表
２

見
積

設
計

図
書

の
チ

ェ
ッ

ク
事

項
（

熱
回

収
施

設
（

ご
み

焼
却

）
）

〔
各

評
価

項
目

に
つ

い
て

技
術

（
性

能
等

・
維

持
管

理
・

運
営

経
済

性
等

の
視

点
か

ら
評

価
す

る
〕

）
。

区
分

番
号

評
価

項
目

1
建

設
管

理
工

期
、

工
事

計
画

、
仮

設
計

画

2
解

体
対

策
既

設
工

場
の

プ
ラ

ン
ト
設

備
・
建

築
物

の
解

体
対

策

3
環

境
調

和
景

観
、

日
影

、
緑

化

4
環

境
保

全
大

気
汚

染
防

止
対

策
、

水
質

汚
濁

防
止

対
策

、
騒

音
・
振

動
防

止
対

策
、

悪
臭

防
止

対
策

5
運

営
管

理
信

頼
性

向
上

対
策

、
維

持
管

理
対

策
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

6
作

業
環

境
作

業
環

境
、

防
災

、
安

全
対

策

7
配

置
動

線
全

体
配

置
計

画
、

車
両

動
線

1
平

面
・

断
面

計
画

全
体

計
画

、
工

場
関

係
諸

室
、

管
理

用
諸

室
、

付
属

施
設

全
体

計
画

、
基

礎
、

地
下

く
体

、
地

上
く

体
、

外
壁

（
周

壁
共

）
、

屋
根

※
各

項
目

と
も

耐
震

補
強

含
む

。

3
仕

上
計

画
外

構
、

内
装

、
屋

上
緑

化

4
外

構
計

画
構

内
道

路
、

緑
化

5
煙

突
構

造
、

外
装

給
水

衛
生

設
備

、
消

防
設

備
、

ガ
ス

設
備

、
空

調
換

気
設

備
、

場
内

余
熱

利
用

設
備

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

設
備

、
そ

の
他

設
備

幹
線

設
備

、
動

力
設

備
、

電
灯

、
コ

ン
セ

ン
ト
設

備
、

弱
電

設
備

、
電

話
設

備

非
常

用
発

電
装

置
、

そ
の

他
設

備

1
給

じ
ん

設
備

ご
み

バ
ン

カ
ゲ

ー
ト
設

備
、

ご
み

ク
レ

ー
ン

、
ご

み
ホ

ッ
パ

2
焼

却
炉

本
体

設
備

炉
体

、
耐

火
物

築
炉

、
燃

焼
装

置
、

助
燃

バ
ー

ナ
装

置
、

ス
ト
ー

カ
下

ホ
ッ

パ
シ

ュ
ー

ト

主
灰

搬
送

設
備

、
受

入
灰

受
入

設
備

、
飛

灰
受

入
設

備
、

主
灰

前
処

理
設

備
、

受
入

灰
前

処
理

設
備

、

灰
貯

留
設

備
、

灰
溶

融
設

備
、

ス
ラ

グ
水

砕
設

備
、

ス
ラ

グ
製

砂
設

備
、

溶
融

排
ガ

ス
処

理
設

備
、

溶
融

飛
灰

処
理

設
備

、
固

化
物

コ
ン

ベ
ヤ

、
環

境
集

じ
ん

機
、

コ
ン

ベ
ヤ

等

4
汚

水
処

理
設

備
汚

水
処

理
装

置
、

汚
泥

処
理

装
置

、
放

流
装

置
、

初
期

雨
水

対
策

設
備

5
通

風
設

備
風

道
等

、
押

込
フ

ァ
ン

、
蒸

気
式

空
気

余
熱

器

6
煙

道
設

備
煙

道
等

、
誘

引
フ

ァ
ン

7
集

じ
ん

設
備

ろ
過

式
集

じ
ん

機
、

飛
灰

搬
出

装
置

、
付

帯
装

置

8
洗

煙
設

備
排

ガ
ス

洗
浄

処
理

装
置

、
蒸

気
式

ガ
ス

再
加

熱
器

、
循

環
フ

ァ
ン

及
び

混
合

器
、

液
体

キ
レ

ー
ト
貯

槽
等

9
触

媒
反

応
設

備
触

媒
反

応
塔

、
ア

ン
モ

ニ
ア

水
貯

槽
等

、
、

ア
ン

モ
ニ

ア
気

化
装

置
等

、
ア

ン
モ

ニ
ア

除
去

装
置

1
0

煙
突

設
備

煙
突

内
筒

ボ
イ

ラ
本

体
等

、
脱

気
器

、
エ

コ
ノ

マ
イ

ザ
、

ボ
イ

ラ
給

水
ポ

ン
プ

、
ボ

イ
ラ

用
薬

液
注

入
装

置

缶
水

連
続

測
定

装
置

、
高

圧
蒸

気
だ

め

1
2

発
電

設
備

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

等
、

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
等

、
プ

ラ
ン

ト
保

安
動

力
発

電
装

置

1
3

余
熱

利
用

設
備

蒸
気

供
給

装
置

、
高

温
水

設
備

1
4

蒸
気

復
水

設
備

タ
ー

ビ
ン

排
気

復
水

器
、

復
水

タ
ン

ク
等

1
5

純
水

設
備

純
水

装
置

等
、

純
水

タ
ン

ク
等

、
廃

液
処

理
装

置

1
6

電
気

設
備

受
配

電
・
送

電
設

備
、

電
力

監
視

装
置

等
、

動
力

設
備

等
、

直
流

電
源

装
置

等

プ
ラ

ン
ト
用

電
子

計
算

機
シ

ス
テ

ム
、

自
動

運
転

・
制

御
、

焼
却

炉
・
ボ

イ
ラ

共
通

設
備

の
制

御
、

受
変

電
・
発

電
設

備
の

監
視

制
御

、
動

力
設

備
の

監
視

制
御

、
汚

水
処

理
装

置
の

監
視

制
御

、

灰
処

理
設

備
の

監
視

制
御

、
帳

票
用

電
子

計
算

機
、

ＩＴ
Ｖ

装
置

、
空

気
源

1
8

給
水

設
備

上
水

給
水

装
置

、
機

器
冷

却
水

装
置

、
雑

用
水

給
水

装
置

1
9

そ
の

他
設

備
圧

縮
空

気
供

給
装

置
、

脱
臭

装
置

、
炉

内
清

掃
用

集
じ

ん
装

置
、

エ
ア

シ
ャ

ワ
ー

設
備

評
　

　
価

　
　

小
　

　
項

　
　

目

全 体 計 画

2
構

造
計

画

建 　 　 築
6

建
築

機
械

設
備

7
建

築
電

気
設

備

計
装

・
自

動
制

御
設

備

灰
処

理
設

備

焼 　 却 　 プ 　 ラ 　 ン 　 ト

1
7

1
13

ボ
イ

ラ
設

備
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(
5
)

総
合

評
価

落
札

方
式

の
手

続
き

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
は

、
高

度
な

技
術

提
案

を
伴

う
も

の
で

あ
り

、
か

つ
、

技
術

・
シ

ス
テ

ム

な
ど

が
複

数
存

在
し

発
注

者
が

あ
ら

か
じ

め
一

つ
の

技
術

・
シ

ス
テ

ム
な

ど
に

絞
り

込
ま

ず
幅

広
く

競
争

を
実

施
す

る
こ

と
が

適
切

な
も

の
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
総

合
評

価
落

札
方

式
の

う
ち

高
度

技
術

提
案

型
に

分
類

さ
れ

る
。

表
３

競
争

に
参

加
す

る
有

力
な

技
術

・
シ

ス
テ

ム
が

複
数

存
在

す
る

廃
棄

物
処

理
施

設

廃
棄

物
処

理
施

設
の

種
類

の
例

有
力

な
技

術
・

シ
ス

テ
ム

の
例

熱
回

収
施

設
（

ご
み

焼
却

）
ス

ト
ー

カ
ー

炉
＋

灰
溶

融
炉

、
ガ

ス
化

溶
融

炉
な

ど
の

シ
ス

テ
ム

が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
複

数
の

企
業

が
オ

リ
ジ

ナ
ル

な
方

式
を

提

案
し

て
い

る
。

バ
イ

オ
ガ

ス
化

施
設

メ
タ

ン
発

酵
方

式
と

し
て

乾
式

メ
タ

ン
発

酵
、

湿
式

メ
タ

ン
発

酵
の

（
メ

タ
ン

回
収

）
シ

ス
テ

ム
に

大
別

さ
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
複

数
の

企
業

が
オ

リ
ジ

ナ
ル

な
方

式
を

提
案

し
て

い
る

。

汚
泥

再
生

処
理

セ
ン

タ
ー

高
濃

度
の

含
窒

素
排

水
の

処
理

方
法

と
し

て
、

標
準

脱
窒

素
処

理
方

（
し

尿
処

理
）

式
、

高
負

荷
脱

窒
素

処
理

方
式

、
膜

分
離

高
負

荷
脱

窒
素

処
理

方
式

が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
複

数
の

企
業

が
オ

リ
ジ

ナ
ル

な
方

式
を

提

案
し

て
い

る
。

（
）

、
、

最
終

処
分

場
覆

蓋
上

屋
付

き
処

分
場

オ
ー

プ
ン

型
の

処
分

場
に

大
別

さ
れ

し
ゃ

水
工

の
工

法
・

品
質

管
理

、
漏

水
検

知
シ

ス
テ

ム
の

種
類

な
ど

で

複
数

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

る
。

ま
た

浸
出

液
処

理
施

設
に

つ
い

て
も

複
数

の
企

業
に

よ
る

独
、

、
（

自
の

）
シ

ス
テ

ム
設

計
・

施
工

が
行

わ
れ

て
い

る
。

高
度

技
術

提
案

型
の

総
合

評
価

落
札

方
式

の
手

続
き

の
標

準
的

な
流

れ
（

公
募

型
指

名
競

争
方

式
、

一

般
競

争
入

札
方

式
を

例
示

）
は

、
図

４
－

１
、

４
－

２
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。

-
2
3

-

図
４

ｰ
1

総
合

評
価

落
札

方
式

（
公

募
型

指
名

競
争

入
札

、
高

度
技

術
提

案
型

）
の

入
札

・
契

約
手

続
き

フ
ロ

ー

国
土

交
通

省
公

共
工

事
に

お
け

る
総

合
評

価
方

式
活

用
検

討
委

員
会

「
公

共
工

事
に

お
け

る
活

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（案

）」
「高

度
技

術
提

案
型

総
合

評
価

方
式

の
手

続
き

に
つ

い
て

（案
）
」
を

参
考

に
し

て
作

成

競
争

参
加

者
発

注
者

評
価

方
法

、
評

価
項

目
、

実
施

方
針

の
決

定

技
術

資
料

収
集

に
係

る
掲

示
、

技
術

資
料

作
成

要
領

の
交

付

技
術

資
料

作
成

説
明

会

技
術

提
案

・
見

積
書

の
審

査
・技

術
能

力
の

評
価

申
請

書
及

び
資

料
の

提
出

（見
積

設
計

図
書

を
含

む
）

技
術

提
案

の
改

善
指

示
技

術
提

案
の

改
善

技
術

対
話

改
善

さ
れ

た
技

術
提

案
・見

積
書

の
再

提
出

技
術

提
案

・
見

積
書

の
審

査

予
定

価
格

算
定

の
た

め
の

技
術

提
案

の
選

定

ヒ
ア

リ
ン

グ

予
定

価
格

の
作

成
へ

の
反

映

総
合

評
価

（
改

善
さ

れ
た

技
術

提
案

・入
札

価
格

）

落
札

者
の

決
定

契
約

入
札

学
識

経
験

者
の

意
見

徴
集

品
確

法
基

本
方

針
地

方
自

治
法

学
識

経
験

者
の

活
用

学
識

経
験

者
の

活
用

学
識

経
験

者
の

意
見

徴
集

品
確

法
第

１
４

条

学
識

経
験

者
の

意
見

徴
集

品
確

法
基

本
方

針
地

方
自

治
法

改
善

過
程

・
技

術
提

案
の

公
表

技
術

的
判

断
の

必
要

性
に

応
じ

て
実

施

技
術

的
判

断
の

必
要

性
に

応
じ

て
実

施

競
争

参
加

資
格

者
の

決
定

指
名

・
非

指
名

の
通

知

２
～

３
ヶ

月
程

度

１
ヶ

月
程

度

※
競

争
参

加
者

が
技

術
提

案
を

作
成

す
る

た
め

の
期

間
及

び
技

術
提

案
を

改
善

す
る

た
め

の
期

間
は

十
分

に
確

保
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

必
要

に
応

じ
て

実
施

※
見

積
書

を
何

回
も

再
提

出
を

求
め

る
こ

と
は

競
争

参
加

者
の

負
担

と
な

る
の

で
、

例
え

ば
、

最
初

の
提

案
で

は
数

量
の

み
と

し
、

改
善

後
の

提
案

時
に

単
価

表
等

を
求

め
る

こ
と

と
す

る
等

の
配

慮
を

す
る

こ
と

が
適

切
と

考
え

ら
れ

る
。
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図
４

ｰ
2

総
合

評
価

落
札

方
式

（
一

般
競

争
入

札
、

高
度

技
術

提
案

型
）
の

入
札

・契
約

手
続

き
フ

ロ
ー

国
土

交
通

省
公

共
工

事
に

お
け

る
総

合
評

価
方

式
活

用
検

討
委

員
会

「
高

度
技

術
提

案
型

総
合

評
価

方
式

の
手

続
き

に
つ

い
て

（案
）」

を
参

考
に

し
て

作
成

競
争

参
加

者
発

注
者

評
価

方
法

、
評

価
項

目
、

実
施

方
針

の
決

定

入
札

公
告

・入
札

説
明

書
交

付

技
術

提
案

資
料

の
作

成
説

明
会

技
術

提
案

・
見

積
書

の
審

査
・技

術
能

力
の

評
価

技
術

提
案

・
見

積
書

の
提

出
（見

積
設

計
図

書
を

含
む

）

技
術

提
案

の
改

善
指

示
技

術
提

案
の

改
善

技
術

対
話

改
善

さ
れ

た
技

術
提

案
・見

積
書

の
再

提
出

技
術

提
案

・
見

積
書

の
審

査

競
争

参
加

資
格

の
確

認

予
定

価
格

算
定

の
た

め
の

技
術

提
案

の
選

定

ヒ
ア

リ
ン

グ

予
定

価
格

の
作

成
へ

の
反

映

総
合

評
価

（
改

善
さ

れ
た

技
術

提
案

・入
札

価
格

）

落
札

者
の

決
定

契
約

入
札

学
識

経
験

者
の

意
見

徴
集

品
確

法
基

本
方

針
地

方
自

治
法

学
識

経
験

者
の

活
用

学
識

経
験

者
の

活
用

学
識

経
験

者
の

意
見

徴
集

品
確

法
第

１
４

条

学
識

経
験

者
の

意
見

徴
集

品
確

法
基

本
方

針
地

方
自

治
法

改
善

過
程

・技
術

提
案

の
公

表

技
術

的
判

断
の

必
要

性
に

応
じ

て
実

施

技
術

的
判

断
の

必
要

性
に

応
じ

て
実

施

※
競

争
参

加
者

が
技

術
提

案
を

作
成

す
る

た
め

の
期

間
及

び
技

術
提

案
を

改
善

す
る

た
め

の
期

間
は

十
分

に
確

保
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

必
要

に
応

じ
て

実
施

※
見

積
書

を
何

回
も

再
提

出
を

求
め

る
こ

と
は

競
争

参
加

者
の

負
担

と
な

る
の

で
、

例
え

ば
、

最
初

の
提

案
で

は
数

量
の

み
と

し
、

改
善

後
の

提
案

時
に

単
価

表
等

を
求

め
る

こ
と

と
す

る
等

の
配

慮
を

す
る

こ
と

が
適

切
と

考
え

ら
れ

る
。

-
2
5

-

①
入

札
公

告
等

入
札

公
告

に
お

い
て

は
、

総
合

評
価

落
札

方
式

を
適

用
す

る
旨

の
ほ

か
、

以
下

の
事

項
を

明
示

す
る

こ
と

に
な

る
。

工
事

概
要

（
要

求
条

件
を

明
確

に
し

た
仕

様
書

等
）

競
争

参
加

資
格

総
合

評
価

に
関

す
る

事
項

（
評

価
項

目
と

基
準

、
得

点
配

分
、

総
合

評
価

の
方

法
、

落
札

者
の

決
定

方
法

、
再

度
施

工
義

務
を

課
す

な
ど

評
価

内
容

の
担

保
）

競
争

参
加

資
格

の
確

認
方

法

技
術

資
料

作
成

に
関

す
る

説
明

会
に

関
す

る
事

項

入
札

及
び

開
札

の
日

時

技
術

資
料

（
含

む
見

積
設

計
図

書
）

の
提

出
様

式
等

②
技

術
能

力
の

審
査

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
を

実
施

で
き

る
技

術
的

能
力

の
審

査
を

行
う

。

③
技

術
提

案
の

審
査

・
評

価

技
術

提
案

及
び

具
体

的
な

設
計

・
施

工
計

画
（

見
積

設
計

図
書

）
に

つ
い

て
、

評
価

・
審

査
を

行
う

。
要

求
条

件
を

明
確

に
し

た
仕

様
書

へ
の

適
合

に
加

え
、

評
価

項
目

に
関

す
る

評
価

を
行

う

こ
と

と
な

る
が

、
審

査
に

お
い

て
は

、
提

案
者

に
提

案
の

改
善

を
求

め
る

か
又

は
改

善
を

提
案

す

る
機

会
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
（

(
7
)
技

術
提

案
の

改
善

。
こ

の
場

合
、

事
後

、
技

術
提

案
に

）

（
、

）
。

、
係

る
改

善
過

程
の

概
要

を
公

表
す

る
(
9
)
評

価
結

果
技

術
提

案
の

改
善

過
程

の
公

表
ま

た

技
術

提
案

の
審

査
を

踏
ま

え
て

「
も

っ
と

も
優

れ
た

提
案

が
採

用
で

き
る

よ
う

予
定

価
格

を
作

成

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
品

確
法

基
本

方
針

）
こ

と
か

ら
、

こ
の

場
合

に
は

、
第

４
章

に
示

す
積

」

算
方

法
を

基
本

と
し

、
提

案
者

の
見

積
と

の
比

較
、

評
価

を
第

三
者

の
意

見
を

聞
い

て
行

い
、

予

定
価

格
を

作
成

す
る

（
(
8
)
予

定
価

格
の

作
成

。
）

④
落

札
者

の
決

定

入
札

価
格

が
予

定
価

格
の

制
限

の
範

囲
内

に
あ

る
も

の
の

う
ち

、
も

っ
と

も
評

価
値

の
高

い
も

の
を

落
札

者
と

す
る

。
評

価
値

の
算

出
方

法
と

し
て

は
、

除
算

方
式

と
加

算
方

式
が

あ
る

が
、

発

注
者

で
あ

る
市

町
村

等
に

お
い

て
適

切
と

考
え

る
算

出
方

法
が

あ
れ

ば
、

除
算

方
式

と
加

算
方

式

に
限

ら
れ

る
も

の
で

は
な

い
。

(
a
)

除
算

方
式

○
評

価
値

の
算

出
方

式

評
価

値
＝

技
術

評
価

点
／

価
格

○
特

徴

除
算

方
式

は
、

V
F
M
の

考
え

方
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

技
術

提
案

に
よ

る
工

事
品

質
の

一
層

の
向

上
を

図
る

観
点

か
ら

、
価

格
あ

た
り

の
工

事
品

質
を

表
す

指
標

で
評

価
す

る
。

低
い

入

札
額

の
場

合
に

評
価

値
に

対
す

る
価

格
の

影
響

が
大

き
く

な
る

傾
向

が
あ

る
。

(
b
)

加
算

方
式

○
評

価
値

の
算

出
方

式

評
価

値
＝

技
術

評
価

点
＋

価
格

評
価

点

価
格

評
価

点
＝

１
０

０
×

（
１

－
入

札
価

格
／

予
定

価
格

）

又
は

１
０

０
×

最
低

価
格

／
入

札
価

格

(22)-60
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○
特

徴

価
格

の
み

の
競

争
で

は
品

質
不

良
や

施
工

不
良

と
い

っ
た

リ
ス

ク
の

増
大

が
懸

念
さ

れ
る

場
合

に
、

設
計

・
施

工
の

確
実

性
を

実
現

す
る

技
術

力
に

よ
り

こ
れ

ら
の

リ
ス

ク
を

低
減

し
、

工
事

品
質

の
確

保
を

図
る

観
点

か
ら

、
価

格
に

技
術

力
を

加
味

し
た

指
標

で
評

価
す

る
。

最

近
で

は
一

部
の

市
町

村
等

に
お

い
て

非
価

格
要

素
を

５
０

％
以

上
と

考
え

て
い

る
例

も
あ

る

と
報

告
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
は

市
町

村
等

に
お

い
て

、
予

算
（

＝
予

定
価

格
）

を
厳

し
く

設

定
し

、
そ

の
範

囲
内

で
あ

れ
ば

で
き

る
限

り
質

の
よ

い
提

案
を

採
用

し
た

い
と

い
う

認
識

を

有
し

て
い

る
か

ら
と

考
え

ら
れ

る
。

要
求

水
準

を
満

た
し

た
上

で
、

予
定

価
格

を
下

回
れ

ば
、

V
F
M
が

向
上

す
る

と
い

う
解

釈
に

立
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
う

し
た

評
価

項
目

や
評

価
値

の
算

出
方

法
（

評
価

点
の

配
分

を
含

む
）

に
つ

い
て

は
、

事
業

を
め

ぐ
る

条
件

、
地

域
の

事
情

、
事

業
に

係
る

将
来

の
市

町
村

等
の

運
営

の
あ

り
方

な
ど

を
十

分

検
討

し
て

決
定

す
べ

き
で

あ
る

。
そ

の
際

、
想

定
さ

れ
る

事
業

者
に

よ
る

価
格

と
非

価
格

要
素

の

パ
タ

ー
ン

を
設

定
し

、
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

あ
ら

か
じ

め
行

い
評

価
方

式
の

特
性

を
把

握
す

る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

(
6
)

評
価

項
目

の
設

定

総
合

評
価

落
札

方
式

の
評

価
項

目
は

、
技

術
提

案
（

見
積

設
計

図
書

を
含

む
）

に
つ

い
て

、
廃

棄
。

物
処

理
施

設
建

設
に

関
す

る
市

町
村

等
の

考
え

方
に

基
づ

き
評

価
項

目
を

設
定

す
る

。
一

般
的

な
評

価

項
目

と
し

て
は

、
維

持
管

理
費

等
と

い
っ

た
定

量
的

な
評

価
項

目
に

加
え

、
定

性
的

な
評

価
項

目
を

加

、
、

、
。

え
る

こ
と

を
基

本
と

し
見

積
設

計
図

書
か

ら
技

術
提

案
の

根
拠

安
全

性
確

実
性

等
を

評
価

す
る

な
お

、
こ

れ
ら

の
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

仕
様

書
に

示
さ

れ
た

要
求

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
を

表

１
に

よ
り

確
認

す
る

。

熱
回

収
施

設
（

ご
み

焼
却

）
を

想
定

し
た

場
合

の
技

術
提

案
の

評
価

項
目

の
考

え
方

及
び

例
を

表
３

に
示

す
。

評
価

項
目

の
選

定
に

当
た

っ
て

は
、

表
３

を
鵜

呑
み

に
す

る
の

で
は

な
く

、
各

市
町

村
等

に
お

い
て

価
格

以
外

に
何

を
重

視
す

る
の

か
を

明
確

に
し

、
そ

れ
を

反
映

で
き

る
評

価
項

目
に

絞
り

込
む

こ
と

が

重
要

で
あ

る
。

民
間

事
業

者
の

創
意

工
夫

に
委

ね
、

競
争

を
期

待
す

る
項

目
は

絞
る

方
が

結
果

的
に

優

れ
た

提
案

を
選

定
で

き
る

と
い

う
面

が
あ

る
。

こ
の

た
め

、
施

設
の

性
能

と
し

て
確

保
す

べ
き

事
項

は

要
求

条
件

と
し

て
発

注
仕

様
書

に
全

て
明

記
し

、
評

価
項

目
と

は
区

別
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

例

え
ば

、
発

電
効

率
や

最
終

処
分

対
象

と
な

る
残

さ
率

な
ど

の
よ

う
に

、
最

低
水

準
は

要
求

条
件

に
明

記

し
、

要
求

条
件

を
超

え
て

向
上

す
れ

ば
、

地
域

に
お

け
る

メ
リ

ッ
ト

が
高

ま
る

要
素

を
評

価
項

目
に

す

る
こ

と
が

優
れ

た
提

案
を

評
価

す
る

上
で

重
要

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し
、

多
数

の
細

分
化

し
た

項
目

で
評

価
を

行
う

場
合

、
重

要
項

目
に

関
し

て
優

れ
た

事
業

、
、

者
が

選
定

さ
れ

ず
予

期
せ

ぬ
重

要
性

の
低

い
項

目
で

事
業

者
選

定
が

左
右

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
し

重
要

性
が

低
い

要
素

や
あ

る
い

は
優

劣
が

つ
き

に
く

く
評

価
す

る
こ

と
の

意
味

が
乏

し
い

要
素

が
評

価

項
目

に
含

ま
れ

、
V
F
M
の

向
上

に
つ

な
が

ら
な

い
こ

と
に

な
り

か
ね

な
い

。
こ

の
た

め
、

評
価

項
目

の

選
定

に
当

た
っ

て
は

、
事

業
者

間
で

差
が

生
じ

や
す

い
も

の
、

V
F
M
を

向
上

さ
せ

る
非

価
格

要
素

で
あ

る
こ

と
に

加
え

、
地

域
に

お
い

て
価

格
要

素
よ

り
も

重
要

視
す

る
こ

と
が

明
確

に
説

明
で

き
る

も
の

で

-
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あ
る

こ
と

（
例

え
ば

最
終

処
分

量
を

減
ら

す
観

点
か

ら
処

理
残

さ
率

が
低

い
ほ

ど
良

い
）

や
、

レ
ベ

ル

が
上

が
る

ほ
ど

価
値

が
増

す
も

の
で

あ
る

こ
と

（
例

え
ば

送
電

端
発

電
効

率
が

高
い

ほ
ど

良
い

）
を

考

慮
す

る
こ

と
が

適
切

で
あ

る
。

表
４

評
価

項
目

の
考

え
方

及
び

例

(
7
)

技
術

提
案

の
改

善

高
度

技
術

提
案

型
の

場
合

は
、

技
術

提
案

（
見

積
設

計
図

書
を

含
む

）
に

つ
い

て
審

査
を

行
っ

た
。

後
、

発
注

者
と

提
案

者
の

間
で

の
や

り
と

り
（

技
術

対
話

：
提

案
者

側
か

ら
の

説
明

と
発

注
者

側
か

ら

の
質

疑
応

答
、

発
注

者
か

ら
の

指
摘

及
び

提
案

）
を

行
い

、
技

術
提

案
の

改
善

か
又

は
技

術
提

案
の

改

善
機

会
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

過
程

で
、

発
注

者
の

要
求

事
項

（
発

注
仕

様
書

）
を

満
足

し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
、

技
術

提
案

の
確

実
性

、
安

全
性

や
技

術
優

位
性

を
十

分
に

確
認

す
る

。
技

術

提
案

に
不

備
が

あ
る

場
合

は
再

提
出

を
求

め
、

不
備

を
改

善
し

な
い

場
合

は
競

争
参

加
資

格
を

認
め

な

い
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
改

善
要

請
事

項
は

書
面

で
提

示
す

る
。

な
お

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工

事
の

場
合

は
高

度
な

技
術

的
知

見
や

経
験

に
基

づ
き

技
術

的
判

断
を

行
う

こ
と

が
必

要
と

な
る

た
め

、

技
術

提
案

を
審

査
す

る
に

当
た

っ
て

学
識

経
験

者
や

専
門

家
の

参
画

を
得

て
審

査
体

制
を

確
保

す
る

こ

定
 　

性
 　

評
 　

価
定

 　
量

 　
評

 　
価

(1
)

更
新

費
用

の
高

い
部

品
等

が
長

寿
命

(1
)

維
持

管
理

費
（ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
）

(2
)

資
源

・エ
ネ

ル
ギ

ー
に

無
駄

が
な

い
(2

)
資

源
・エ

ネ
ル

ギ
ー

回
収

益

(1
)

ご
み

質
の

実
態

、
ご

み
の

減
少

傾
向

に
対

応
し

た
設

備
構

成
・設

備
規

模
と

な
っ

て
い

る
か

(2
)

最
終

処
分

対
象

残
さ

の
性

状

(3
)

提
案

さ
れ

て
い

る
技

術
シ

ス
テ

ム
の

技
術

的
な

優
位

性
が

ご
み

質
の

実
態

等
に

即
し

た
も

の
と

な
っ

て
お

り
、

技
術

の
優

位
性

が
発

揮
さ

れ
て

い
る

か

(4
)

安
定

的
な

稼
働

(2
)

安
定

稼
働

の
実

績
（日

数
）

(5
)

シ
ス

テ
ム

の
簡

略
性

(3
)

主
要

設
備

機
械

の
耐

用
年

数

(6
)

高
い

耐
震

性
能

(７
)

事
故

防
止

機
能

の
充

実

(1
)

排
出

ガ
ス

量
、

排
出

水
量

(2
)

ト
ー

タ
ル

で
の

Ｃ
Ｏ

２
排

出
量

(3
)

資
源

回
収

量

(4
)

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
量

(5
)

資
源

・エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

(3
)

開
か

れ
た

施
設

(4
)

地
域

の
景

観
に

融
合

(5
)

地
域

振
興

に
つ

な
が

る

＊
 循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
の

目
的

や
、

循
環

型
社

会
・脱

温
暖

化
社

会
づ

く
り
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
　

　
Ｃ

Ｏ
2 

排
出

量
、

資
源

回
収

量
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
量

を
重

視
す

べ
き

項
目

と
す

る
こ

と
が

適
切

で
あ

る
。

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト
を

低
減

す
る

技
術

・エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
の

実
施

を
促

す
項

目

総
合

的
な

コ
ス

ト
の

削
減

に
関

す
る

項
目

廃
棄

物
の

良
好

な
中

間
処

理
性

能
の

発
揮

を
求

め
る

項
目

施
設

の
高

い
信

頼
性

の
確

保
を

求
め

る
項

目

投
入

ご
み

量
に

対
す

る
最

終
処

分
対

象
の

残
さ

量
の

比
率

(1
)

評
　

　
　

価
　

　
　

項
　

　
　

目
　

　
　

の
　

　
　

例
分

  
 類

考
  
  
 え

  
  
 方

施
設

の
高

い
安

全
性

の
確

保
を

求
め

る
項

目

工
事

目
的

物
の

性
能

・機
能

に
関

す
る

項
目

地
域

の
環

境
へ

の
影

響
が

小
さ

い
等

環
境

保
全

型
の

施
設

(1
)

社
会

的
要

請
へ

の
対

応
に

関
す

る
項

目

環
境

保
全

性
能

は
要

求
要

件
と

し
て

ほ
と

ん
ど

ク
リ
ア

し
て

い
る

こ
と

が
前

提
で

あ
る

が
、

通
常

カ
バ

ー
さ

れ
な

い
も

の
な

ど
を

追
求

す
る

項
目

高
い

資
源

循
環

性
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
性

を
求

め
る

項
目

地
域

と
の

つ
な

が
り
の

確
保

を
求

め
る

項
目

③① ②

稼
働

に
よ

る
地

域
振

興
効

果
（雇

用
等

）
(6

)

地
域

に
お

い
て

資
源

循
環

型
の

機
能

を
発

揮
(2

)
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と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
う

し
た

技
術

対
話

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

技
術

提
案

の
提

案
者

間
に

不
公

平
が

生
じ

た
り

し
な

い
よ

う
、

ま
た

、
技

術
提

案
が

漏
洩

し
た

り
し

な
い

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

(
8
)

予
定

価
格

の
作

成

高
度

技
術

提
案

型
の

予
定

価
格

は
、

技
術

提
案

者
か

ら
の

工
事

費
用

の
見

積
を

参
考

に
最

も
優

れ
た

（
（

）
）

提
案

が
採

用
で

き
る

よ
う

予
定

価
格

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
品

確
法

基
本

方
針

第
２

の
３

４

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

要
求

条
件

を
上

回
る

性
能

の
向

上
に

見
合

っ
た

コ
ス

ト
を

含
め

た

予
定

価
格

を
積

算
す

る
場

合
に

は
、

技
術

提
案

に
係

る
見

積
設

計
図

書
を

も
と

に
、

第
４

章
に

示
す

方

法
に

よ
る

積
算

と
技

術
提

案
者

の
工

事
費

用
の

見
積

を
詳

細
に

検
討

し
、

学
識

経
験

者
や

専
門

家
の

意

見
を

参
考

に
し

て
、

予
定

価
格

を
作

成
す

る
。

こ
れ

ま
で

の
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
予

定
価

格

の
作

成
は

、
多

く
の

場
合

、
競

争
参

加
者

と
目

さ
れ

る
複

数
の

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

か
ら

提
出

を
受

け

た
参

考
見

積
を

根
拠

と
し

て
行

わ
れ

て
き

た
が

、
こ

う
し

た
方

法
が

大
都

市
を

除
き

、
全

国
各

地
の

市

町
村

で
固

定
化

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
予

定
価

格
が

高
め

に
設

定
さ

れ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
の

疑

念
が

生
じ

て
い

る
。

ま
た

、
第

４
章

(
3
)
②

で
述

べ
た

点
も

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
技

術
提

案
者

の
見

積
か

ら
直

接
的

に
予

定
価

格
を

作
成

す
る

こ
と

は
、

総
合

評
価

落
札

方
式

を
導

入
す

る
場

合

に
あ

っ
て

も
、

行
わ

ず
、

第
４

章
に

示
す

積
算

方
法

を
基

本
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

(
9
)

評
価

結
果

、
技

術
提

案
の

改
善

過
程

の
公

表

入
札

か
ら

契
約

に
至

っ
た

後
は

、
速

や
か

に
評

価
結

果
と

と
も

に
技

術
提

案
の

改
善

に
係

る
過

程
の

公
表

を
行

う
。

公
表

の
内

容
は

、
提

案
書

本
体

及
び

改
善

過
程

の
う

ち
各

提
案

者
の

独
自

提
案

内
容

に

関
わ

る
部

分
を

非
公

表
と

し
、

技
術

提
案

の
概

要
案

や
改

善
過

程
の

う
ち

改
善

要
請

及
び

改
善

状
況

の

概
略

を
公

表
す

る
。

提
案

者
の

知
的

財
産

保
護

の
観

点
か

ら
、

公
表

に
当

た
っ

て
は

提
案

者
の

了
解

を

得
て

行
う

も
の

と
す

る
。

(
1
0
)

技
術

提
案

の
履

行
の

確
保

提
案

内
容

は
す

べ
て

契
約

内
容

と
な

る
た

め
、

技
術

提
案

に
基

づ
き

履
行

で
き

な
か

っ
た

場
合

の
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
あ

ら
か

じ
め

定
め

て
お

く
必

要
が

あ
る

。

技
術

提
案

の
不

履
行

が
か

し
に

該
当

す
る

場
合

は
、

速
や

か
に

改
善

す
る

こ
と

を
求

め
る

か
又

は
損

害
賠

償
を

請
求

す
る

。
か

し
に

該
当

し
な

い
場

合
も

、
工

事
金

額
の

減
額

を
行

う
。

い
ず

れ
の

場
合

も

工
事

成
績

評
定

の
減

点
対

象
と

す
る

。

-
2
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第
６

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

及
び

運
営

事
業

に
お

け
る

P
F
I
及

び
拡

大
性

能
発

注
等

の
導

入

(
1
)

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

加
え

・
運

営
を

含
む

長
期

包
括

的
な

発
注

方
式

こ
れ

ま
で

、
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

の
建

設
は

、
民

間
企

業
に

発
注

し
、

そ
の

運
営

は
市

町
村

等

が
主

体
と

な
っ

て
、

民
間

企
業

へ
の

業
務

委
託

を
取

り
入

れ
つ

つ
行

っ
て

き
て

い
る

。
こ

れ
で

は
、

建
設

コ
ス

ト
は

価
格

競
争

に
よ

り
節

減
さ

れ
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

維
持

管
理

コ
ス

ト
の

節
減

は
図

り
に

く
い

仕
組

み
で

あ
っ

た
。

し
か

も
、

実
際

に
は

、
施

設
建

設
を

請
け

負
っ

た
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
が

、
維

持
管

理
を

実
質

的

に
請

け
負

う
（

関
連

会
社

等
が

請
け

負
う

）
ケ

ー
ス

が
多

い
こ

と
か

ら
、

建
設

と
運

営
を

ト
ー

タ
ル

で
競

争
さ

せ
る

こ
と

が
建

設
工

事
及

び
運

営
事

業
の

発
注

に
お

い
て

、
競

争
性

を
高

め
る

上
で

有
効

と
な

る
。

そ
の

た
め

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
加

え
、

竣
工

後
の

長
期

包
括

的
運

営
事

業
を

一
括

し
た

価
格

競
争

を
求

め
る

拡
大

性
能

発
注

方
式

や
Ｐ

Ｆ
Ｉ

方
式

に
よ

る
発

注
に

よ
り

運
営

補
、

（

修
業

務
ま

で
含

む
包

括
的

業
務

の
こ

と
）

を
含

め
た

ト
ー

タ
ル

の
事

業
で

の
競

争
を

導
入

す
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。

こ
う

い
っ

た
、

長
期

間
に

わ
た

る
運

営
を

も
含

め
た

契
約

に
よ

り
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の

節
減

を
確

実
に

図
る

こ
と

が
で

き
る

。
そ

の
際

、
価

格
以

外
に

、
建

設
と

運
営

の
ト

ー
タ

ル
に

つ
い

て
、

技
術

や
様

々
な

工
夫

も
含

め
て

提
案

を
受

け
て

、
総

合
評

価
落

札
方

式
で

選
定

す
る

こ
と

が
適

切
で

あ
る

。

(
2
)

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業

①
全

般
的

事
項

国
や

市
町

村
等

の
事

業
コ

ス
ト

の
削

減
よ

り
質

の
高

い
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
目

指
し

民
、

、
「

間
資

金
等

の
活

用
に

よ
る

公
共

施
設

等
の

整
備

等
の

促
進

に
関

す
る

法
律

」
(
Ｐ

Ｆ
Ｉ

法
)
が

平
成

1
1

年
7
月

に
制

定
さ

れ
、

平
成

1
2
年

3
月

に
P
F
I
の

理
念

と
そ

の
実

現
の

た
め

の
方

法
を

示
す

「
基

本
方

針
」

が
策

定
さ

れ
、

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
の

枠
組

み
が

設
け

ら
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
の

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
で

は
、

民
間

事
業

者
の

経
営

上
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
技

術
的

能
力

を
活

用
す

る
こ

と

が
で

き
、

ま
た

、
事

業
全

体
の

リ
ス

ク
管

理
が

効
率

的
に

行
わ

れ
る

（
公

共
と

民
間

の
詳

細
な

リ
ス

ク
分

担
に

よ
る

）
こ

と
や

、
設

計
・

建
設

・
維

持
管

理
・

運
営

の
全

部
又

は
一

部
を

一
体

的
に

扱
う

こ
と

に
よ

る
事

業
コ

ス
ト

の
削

減
が

期
待

で
き

、
ま

た
、

従
来

、
公

共
側

が
行

っ
て

き
た

事
業

を

民
間

事
業

者
が

行
う

よ
う

に
な

る
た

め
、

官
民

の
適

切
な

役
割

分
担

に
基

づ
く

新
た

な
官

民
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
が

形
成

さ
れ

て
い

く
こ

と
も

期
待

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

近
年

、
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

の
建

設
・

運
営

事
業

に
も

、
効

率
的

に
事

業
運

営
を

図
る

Ｐ
Ｆ

Ｉ

方
式

が
導

入
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
こ

の
Ｐ

Ｆ
Ｉ

方
式

に
は

下
表

に
示

す
と

お
り

、
様

々
な

パ
タ

ー
ン

が
あ

る
が

、
こ

れ
ら

は
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
加

え
、

竣
工

後
の

長
期

包
括

的
運

営
事

業
を

一
括

し
て

価
格

競
争

を
求

め
る

発
注

方
式

で
あ

る
た

め
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の
節

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。
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表
５

Ｐ
Ｆ

Ｉ
方

式
の

主
な

パ
タ

ー
ン

方
式

形
態

施
設

所
有

資
金

調
達

設
計

建
設

施
設

運
営

Ｂ
Ｏ

Ｔ
民

間
事

業
者

が
自

ら
資

金
調

達
を

行
い

、
施

設
を

建
設

(
B

民
間

民
間

民
間

民
間

方
式

u
i
l
d
)
・

所
有

し
、

事
業

期
間

に
わ

た
り

維
持

管
理

・
運

営
(
O
p
e
r
a
t
e
)
を

行
っ

た
後

、
事

業
終

了
時

点
で

公
共

に

施
設

の
所

有
権

を
移

転
(
T
r
a
n
s
f
e
r
)
す

る
方

式
。

Ｂ
Ｔ

Ｏ
民

間
事

業
者

が
自

ら
資

金
調

達
を

行
い

、
施

設
を

建
設

(
B

公
共

民
間

民
間

民
間

方
式

u
i
l
d
)
し

た
後

、
施

設
の

所
有

権
を

公
共

に
移

転
(
T
r
a
n
s
f

e
r
)
し

、
施

設
の

維
持

管
理

・
運

営
(
O
p
e
r
a
t
e
)
を

民
間

事

業
者

が
事

業
終

了
時

点
ま

で
行

っ
て

い
く

方
式

。

Ｂ
Ｏ

Ｏ
民

間
事

業
者

が
自

ら
資

金
調

達
を

行
い

、
施

設
を

建
設

(
B

民
間

民
間

民
間

民
間

方
式

u
i
l
d
)
・

所
有

(
O
w
n
)
し

、
事

業
期

間
に

わ
た

り
維

持
管

理
・

運
営

(
O
p
e
r
a
t
e
)
を

行
っ

た
後

、
事

業
終

了
時

点
で

民
間

事
業

者
が

施
設

を
解

体
・

撤
去

す
る

等
の

方
式

。

Ｄ
Ｂ

Ｏ
民

間
事

業
者

が
施

設
設

計
(
D
e
s
i
g
n
)
・

施
設

を
建

設
(
B
u
i

公
共

公
共

公
共

/
民

間
民

間

方
式

l
d
)
・

施
設

の
維

持
管

理
・

運
営

(
O
p
e
r
a
t
e
)
を

行
う

。
公

共
が

資
金

調
達

を
行

い
、

設
計

・
建

設
に

関
与

し
、

施
設

を
所

有
す

る
。

②
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
選

定

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
を

実
施

す
る

に
は

、
前

例
の

少
な

い
煩

雑
な

手
続

き
を

踏
む

必
要

が
あ

り
、

金
融

、

法
務

、
廃

棄
物

処
理

技
術

等
の

専
門

家
か

ら
の

多
面

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
の

提
供

を
受

け
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

そ
の

た
め

、
実

力
の

あ
る

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
選

定
す

る
こ

と
が

、
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事

業
化

成
功

の
カ

ギ
と

な
る

が
、

選
定

に
当

た
っ

て
は

、
Ｐ

Ｆ
Ｉ

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
の

実
績

の
み

に
あ

ま
り

こ
だ

わ
ら

ず
、

廃
棄

物
処

理
施

設
の

計
画

・
建

設
事

業
に

つ
い

て
の

十
分

な
知

識
と

経
験

を
有

す
る

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

選
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

選
定

に
際

し
て

は
、

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

（
第

８
章

(
1
)
で

後
述

す
る

）
を

採
用

し
、

ま
た

、
既

に
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

を
導

入
し

た
市

町
村

等
に

も
照

会

し
な

が
ら

、
慎

重
に

選
定

契
約

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

③
要

求
水

準
書

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
に

よ
る

施
設

建
設

で
は

、
施

設
全

体
の

入
力

条
件

（
廃

棄
物

の
質

と
量

な
ど

）
と

出

力
条

件
（

公
害

防
止

条
件

、
再

資
源

化
条

件
、

処
理

残
渣

条
件

な
ど

）
が

主
な

要
求

水
準

と
な

っ
て

お
り

、
受

注
す

る
民

間
企

業
は

極
力

コ
ス

ト
を

低
減

さ
せ

よ
う

と
す

る
た

め
、

徹
底

的
に

余
裕

を
省

い
た

経
済

設
計

に
な

り
、

安
定

稼
動

が
危

ぶ
ま

れ
る

と
の

懸
念

が
あ

る
。

運
営

段
階

に
お

け
る

安
定

稼
働

を
行

っ
て

い
く

た
め

に
は

、
細

部
の

設
計

仕
様

に
ま

で
気

を
配

る
必

要
が

あ
る

。

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
の

２
大

メ
リ

ッ
ト

と
し

て
は

、
公

設
公

営
の

場
合

と
比

較
し

、
①

経
済

性
の

確
保

と

②
良

質
な

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

な
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
廃

棄
物

処
理

施
設

の
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

に
お

け
る

良
質

な
公

共
サ

ー
ビ

ス
と

は
、

長
期

的
な

安
定

稼
働

性
の

確
保

が
そ

の
本

質
で

あ
り

、
こ

の
点

を
な

い
が

し
ろ

に
し

た
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

化
は

適
切

で
な

い
。

現
状

の
安

定
稼

働
し

て
い

る
施

設
と

同
水

準
の

品
質

が
確

保
さ

れ
れ

ば
、

安
定

稼
働

は
可

能
な

は

ず
で

あ
る

か
ら

、
提

案
側

民
間

企
業

と
第

５
章

(
4
)
及

び
(
7
)
に

記
し

た
よ

う
な

技
術

対
話

を
行

い
、

建
設

と
運

営
が

一
体

と
な

っ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

、
民

間
企

業
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

能
力

-
3
1

-

を
引

き
出

せ
る

よ
う

に
し

て
い

く
べ

き
で

あ
り

、
こ

の
た

め
に

も
、

価
格

の
み

で
事

業
者

選
定

を
行

う
の

で
は

な
く

、
総

合
評

価
落

札
方

式
で

選
定

す
る

こ
と

が
適

切
で

あ
る

。

④
リ

ス
ク

分
担

建
設

事
業

だ
け

で
な

く
、

施
設

し
ゅ

ん
工

後
の

運
営

ま
で

を
含

め
て

一
括

発
注

す
る

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業

に
お

い
て

、
建

設
工

事
中

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
運

営
段

階
に

お
け

る
リ

ス
ク

分
担

を
詳

細
に

設
定

す
る

こ
と

は
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

一
般

的
な

公
共

事
業

で
あ

れ
ば

、
運

営
委

託
を

受
け

た
民

間
事

業
者

は
、

受
託

し
て

い
る

だ
け

な
の

で
、

事
業

者
側

に
故

意
な

ど
の

重
大

な
か

し
が

な
い

限
り

、
運

営
途

中
に

お
け

る
事

故
の

発
生

や
公

害
に

よ
る

第
三

者
へ

の
賠

償
リ

ス
ク

は
市

町
村

側
が

負
う

も
の

と
な

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

の
よ

う
に

官
民

の
役

割
分

担
が

明
確

な
発

注
・

契
約

方
式

を
採

用

し
た

場
合

に
は

、
リ

ス
ク

の
移

転
が

可
能

と
な

る
た

め
、

適
切

な
リ

ス
ク

分
担

を
行

う
こ

と
が

重
要

と
な

っ
て

く
る

。
発

注
に

際
し

て
は

下
表

の
よ

う
な

リ
ス

ク
に

関
し

て
、

そ
の

原
因

に
よ

っ
て

ど
ち

ら
が

負
担

す
る

か
と

い
う

こ
と

を
、

適
切

か
つ

詳
細

に
設

計
し

、
提

示
す

る
必

要
が

あ
る

。

表
６

分
担

す
る

主
な

リ
ス

ク
例

段
階

リ
ス

ク
の

種
類

リ
ス

ク
の

内
容

共
通

契
約

締
結

リ
ス

ク
契

約
を

結
べ

な
い

、
契

約
に

時
間

を
要

す
る

場
合

内
容

変
更

リ
ス

ク
業

務
範

囲
の

拡
充

・
縮

小
等

法
令

等
変

更
リ

ス
ク

当
該

事
業

に
関

す
る

法
令

・
規

制
等

の
変

更

税
制

度
変

更
リ

ス
ク

法
人

税
、

消
費

税
等

の
税

制
変

更

許
認

可
遅

延
リ

ス
ク

事
業

者
が

取
得

す
る

許
認

可
の

遅
延

や
、

補
助

金
等

に
係

る
も

の

第
三

者
賠

償
リ

ス
ク

騒
音

、
振

動
、

悪
臭

等
公

害
に

よ
る

賠
償

請
求

が
あ

っ
た

場
合

住
民

対
応

リ
ス

ク
反

対
運

動
、

訴
訟

等
に

関
す

る
も

の

用
地

確
保

リ
ス

ク
当

該
事

業
用

地
の

確
保

に
関

す
る

も
の

事
故

の
発

生
リ

ス
ク

事
故

が
発

生
し

た
場

合

環
境

保
全

リ
ス

ク
環

境
に

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

延
期

、
中

止
等

リ
ス

ク
議

会
の

不
承

認
、

事
業

者
の

事
業

放
棄

、
破

綻
等

に
よ

る
も

の

物
価

変
動

リ
ス

ク
イ

ン
フ

レ
、

デ
フ

レ
の

場
合

金
利

変
動

リ
ス

ク
借

入
利

子
等

に
影

響
す

る
場

合

不
可

抗
力

リ
ス

ク
天

災
、

暴
動

等
に

よ
る

も
の

計
画

・
資

金
調

達
リ

ス
ク

必
要

な
資

金
の

確
保

に
関

す
る

も
の

設
計

測
量

・
調

査
リ

ス
ク

地
形

、
地

質
等

現
地

調
査

の
不

備
に

よ
る

計
画

変
更

等
の

リ
ス

ク

設
計

リ
ス

ク
設

計
に

関
す

る
も

の

建
設

工
事

遅
延

リ
ス

ク
工

事
の

遅
延

等
に

よ
る

供
用

開
始

遅
延

リ
ス

ク

工
事

費
増

大
リ

ス
ク

工
事

費
増

大
に

よ
る

リ
ス

ク

性
能

リ
ス

ク
要

求
水

準
を

満
た

せ
な

か
っ

た
場

合
の

リ
ス

ク

運
営

計
画

変
更

リ
ス

ク
事

業
内

容
・

用
途

の
変

更
に

関
す

る
も

の

供
給

リ
ス

ク
計

画
ご

み
量

の
確

保
、

ご
み

質
の

変
動

に
関

す
る

リ
ス

ク

施
設

損
傷

リ
ス

ク
不

可
抗

力
を

除
く

、
事

故
等

に
よ

る
施

設
の

損
傷

リ
ス

ク

性
能

リ
ス

ク
要

求
性

能
を

満
た

せ
な

く
な

っ
た

場
合

運
営

費
増

大
リ

ス
ク

運
営

不
備

に
よ

る
コ

ス
ト

増
大

の
場

合
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市
町

村
等

は
、

廃
棄

物
処

理
を

停
滞

さ
せ

る
こ

と
は

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
リ

ス
ク

を
事

前
に

把

握
し

、
発

生
要

因
に

対
す

る
事

前
対

応
（

事
業

者
に

よ
る

設
計

・
施

工
監

理
の

信
頼

性
を

確
保

す
る

た
め

の
仕

組
み

の
契

約
へ

の
盛

り
込

み
な

ど
）

と
、

発
生

後
の

影
響

を
最

小
限

に
食

い
止

め
る

た
め

の
事

前
対

応
（

市
町

村
等

と
事

業
者

間
で

係
争

な
く

責
任

分
担

を
行

う
た

め
の

対
応

な
ど

）
が

重
要

。
、

、
、

と
な

る
こ

の
た

め
提

案
事

業
者

側
と

リ
ス

ク
を

明
確

に
認

識
共

有
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り

事
業

者
選

定
審

査
時

に
リ

ス
ク

と
対

応
策

に
つ

い
て

、
市

町
村

等
と

提
案

事
業

者
側

で
対

話
を

行
う

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。

ま
た

、
市

場
で

入
手

可
能

、
経

済
的

合
理

性
が

あ
る

範
囲

で
、

保
険

を
付

保
す

る
こ

と
も

有
効

で

あ
る

。
保

険
付

保
の

で
き

な
い

事
由

に
対

し
て

は
、

で
き

る
限

り
官

民
（

事
業

者
、

出
資

企
業

群
）

で
あ

ら
か

じ
め

費
用

分
担

を
決

め
る

こ
と

が
係

争
を

避
け

、
迅

速
な

事
後

対
応

を
可

能
に

で
き

る
の

で
有

効
で

あ
る

。

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
だ

か
ら

リ
ス

ク
が

高
い

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
、

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
に

即
し

た
リ

ス
ク

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

方
法

を
検

討
し

、
安

全
性

を
担

保
す

る
仕

組
み

を
確

立
し

、
導

入
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
の

的
確

な
導

入
促

進
の

た
め

、
環

境
省

に
お

い
て

も
、

今
後

、
Ｐ

Ｆ
Ｉ

導
入

を
行

っ

た
市

町
村

等
や

Ｓ
Ｐ

Ｃ
（

S
p
e
c
i
a
l

P
u
r
p
o
s
e

C
o
m
p
a
n
y
:
特

別
目

的
会

社
）

か
ら

情
報

収
集

し
、

リ
ス

ク
要

因
を

類
型

化
し

、
リ

ス
ク

へ
の

対
応

を
検

討
し

、
市

町
村

等
及

び
民

間
企

業
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

取
り

組
む

予
定

で
あ

る
。

⑤
市

町
村

に
よ

る
事

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
を

行
う

場
合

、
民

間
事

業
者

が
行

う
廃

棄
物

処
理

事
業

の
水

準
の

確
保

、
事

業
の

継

続
性

を
担

保
す

る
た

め
、

民
間

事
業

者
に

よ
る

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
履

行
に

関
し

、
契

約
に

従
い

適
正

か
つ

確
実

な
事

業
の

実
施

が
な

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

確
認

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
市

町
村

の
責

任
に

お
い

て
、

民
間

事
業

者
が

行
う

廃
棄

物
処

理
事

業
の

水
準

を
監

視
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
で

は
、

設
計

段
階

か
ら

将
来

の
維

持
管

理
を

含
め

た
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
を

視

野
に

入
れ

、
将

来
の

維
持

管
理

を
低

コ
ス

ト
で

行
う

た
め

の
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

く
、

ま
た

、
性

能
発

注
を

前
提

と
す

る
こ

と
が

通
例

で
あ

る
た

め
、

民
間

事
業

者
は

要
求

水
準

書
を

満
た

す
範

囲
で

徹
底

的
な

施
設

の
経

済
設

計
を

行
い

、
結

果
と

し
て

安
定

稼
働

が
危

ぶ
ま

れ
る

ケ
ー

ス
が

。
、

、
あ

る
こ

と
は

前
述

の
と

お
り

で
あ

る
こ

の
た

め
市

町
村

は
あ

ら
か

じ
め

具
体

的
な

指
標

を
設

け

施
設

の
設

計
、

建
設

、
運

営
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

「
民

間
資

金
等

の
活

用
に

よ
る

公
共

施
設

等
の

整
備

等
に

関
す

る
事

業
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方

針
」

に
お

い
て

、
適

正
な

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

担
保

す
る

た
め

の
考

慮
事

項
と

し
て

、
①

市
町

村
が

民
間

事
業

者
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

水
準

を
監

視
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
②

市
町

村
が

民
間

事

業
者

か
ら

、
定

期
的

に
事

業
の

実
施

状
況

報
告

書
、

公
認

会
計

士
等

に
よ

る
監

査
を

経
た

財
務

状
況

報
告

書
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
③

事
業

の
実

施
に

重
大

な
悪

影
響

を
与

え
る

お
そ

れ
が

あ

る
事

態
が

発
生

し
た

場
合

に
報

告
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
④

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
適

正
か

つ

確
実

な
提

供
を

確
保

す
る

た
め

に
、

必
要

か
つ

合
理

的
な

措
置

と
、

市
町

村
の

救
済

の
た

め
の

手
段

-
3
3

-

を
予

め
定

め
て

お
く

こ
と

⑤
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

契
約

等
の

規
定

の
範

囲
を

超
え

た
市

町
村

の
関

与
は

、

安
全

の
確

保
や

環
境

の
保

全
に

対
す

る
検

査
等

合
理

的
な

範
囲

に
限

定
す

る
こ

と
が

示
さ

れ
て

お

り
、

事
業

契
約

で
事

前
に

監
視

の
方

法
、

係
争

が
生

じ
た

場
合

の
協

議
規

定
等

に
つ

い
て

合
意

し
て

お
く

こ
と

な
ど

が
示

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
は

、
業

務
要

求
水

準
書

や
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

契
約

書
（

案
）

で
事

前
に

具
体

的
に

示
し

て
お

く
必

要
が

あ
り

、
民

間
事

業
者

の
募

集
段

階
に

お
い

て
、

詳
細

な
発

注
仕

様
書

と
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

の
評

価
基

準
、

評
価

手
法

や
評

価
体

制
、

対
価

支
払

い
の

考
え

方
、

債
務

不
履

行
時

の
ペ

ナ
ル

テ
ィ

等
に

つ
い

て
具

体
的

に
規

定
し

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
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第
７

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
技

術
支

援

(
1
)

Ｃ
Ｍ

（
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
）

方
式

に
つ

い
て

①
Ｃ

Ｍ
方

式
と

は

Ｃ
Ｍ

方
式

は
「

建
設

生
産

・
管

理
シ

ス
テ

ム
」

の
一

つ
で

あ
り

、
専

門
的

知
識

を
有

す
る

者
が

、

、
、

技
術

的
な

中
立

性
を

保
ち

つ
つ

発
注

者
の

側
に

立
っ

て
設

計
・

発
注

・
施

工
の

各
段

階
に

お
い

て

設
計

の
検

討
や

工
事

発
注

方
式

の
検

討
、

工
程

管
理

、
品

質
管

理
、

コ
ス

ト
管

理
な

ど
多

種
多

様
な

業
務

に
関

す
る

代
行

者
・

補
助

者
（

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

M
a
n
a
g
e
r
(
C
M
R
)
）

と
し

て
、

各
種

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

の
全

部
ま

た
は

一
部

を
行

う
も

の
で

あ
る

。
こ

の
方

式
は

1
9
6
0
年

代
に

米
国

で
始

ま
っ

た

建
設

生
産

・
管

理
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

が
、

近
年

、
我

が
国

に
お

い
て

も
、

土
木

・
建

築
分

野
で

民
間

事
業

を
中

心
に

Ｃ
Ｍ

方
式

の
活

用
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

市
町

村
が

発
注

す
る

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

お
い

て
も

、
Ｃ

Ｍ
方

式
の

活
用

を
図

る
こ

と

に
よ

り
、

市
町

村
の

技
術

力
不

足
を

カ
バ

ー
し

、
適

正
な

価
格

と
性

能
保

証
が

担
保

さ
れ

、
施

設
の

円
滑

な
整

備
が

よ
り

容
易

に
な

る
と

期
待

で
き

る
。

も
と

よ
り

、
Ｃ

Ｍ
方

式
の

導
入

に
は

市
町

村
等

に
費

用
負

担
を

伴
う

が
、

市
町

村
等

に
と

っ
て

適
正

な
価

格
と

性
能

保
証

が
担

保
さ

れ
る

と
い

う
効

用
が

あ
る

。

こ
の

Ｃ
Ｍ

方
式

は
、

Ｃ
Ｍ

Ｒ
が

工
事

に
関

す
る

リ
ス

ク
を

直
接

負
う

か
ど

う
か

に
よ

っ
て

、
２

つ

の
形

態
に

大
別

さ
れ

る
。

具
体

的
に

は
、

①
発

注
者

が
設

計
会

社
や

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

と
契

約

を
締

結
し

、
設

計
審

査
・

施
工

に
つ

い
て

最
終

的
な

責
任

を
負

う
ピ

ュ
ア

Ｃ
Ｍ

（
Ｃ

Ｍ
Ｒ

は
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務
の

み
を

行
う

）
と

、
②

Ｃ
Ｍ

Ｒ
が

発
注

者
の

同
意

を
得

た
上

で
、

設
計

会
社

や
プ

ラ
。

ン
ト

メ
ー

カ
ー

と
契

約
を

締
結

し
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

に
加

え
て

施
工

に
関

す
る

リ
ス

ク
を

負
う

ア
ッ

ト
リ

ス
ク

Ｃ
Ｍ

の
２

類
型

で
あ

る
。

こ
れ

を
廃

棄
物

分
野

に
当

て
は

め
る

と
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
が

ピ
ュ

ア
Ｃ

Ｍ
を

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
が

ア
ッ

ト
リ

ス
ク

Ｃ
Ｍ

を
行

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

②
ピ

ュ
ア

Ｃ
Ｍ

廃
棄

物
処

理
施

設
は

化
学

、
電

気
、

機
械

設
備

な
ど

が
複

合
し

た
総

合
的

な
施

設
で

あ
る

が
、

現

状
の

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

は
、

事
業

全
体

に
つ

い
て

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務
を

行
う

技
術

力
が

必
ず

し
も

備
わ

っ
て

い
な

い
と

こ
ろ

も
あ

る
が

、
将

来
的

に
は

、
ピ

ュ
ア

Ｃ
Ｍ

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

目
指

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

す
な

わ
ち

、
ご

み
焼

却
施

設
の

例
で

言
え

ば
、

化
学

工
学

、
機

械
工

学
、

電
気

工
学

、
土

木
工

学
な

ど
の

専
門

技
術

と
、

こ
れ

ら
を

シ
ス

テ
ム

化
す

る
技

術
を

有
す

る
人

材
を

備
え

、
設

計
か

ら
施

工
に

と
ど

ま
ら

ず
、

計
画

か
ら

維
持

管
理

ま
で

を
含

め
て

発
注

者
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
な

る
こ

と
を

目
指

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

な
お

、
ピ

ュ
ア

Ｃ
Ｍ

に
つ

い
て

も
Ｃ

Ｍ
Ｒ

が
ど

の
よ

う
な

責
任

を
分

担
す

る
か

今
後

整
理

す
る

必
要

が
あ

る
。

③
ア

ッ
ト

リ
ス

ク
Ｃ

Ｍ

、
、

、
ま

た
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
の

場
合

に
は

メ
ー

カ
ー

間
で

技
術

内
容

の
開

示
が

さ
れ

な
け

れ
ば

Ｃ
Ｍ

が
困

難
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

が
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

間
で

の
技

術
の

ク
ロ

ス
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

が
行

わ
れ

た
り

、
施

設
建

設
と

施
設

の
運

転
管

理
・

補
修

が
別

々
の

企
業

で
分

担
し

て
い

る
例

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

ア
ッ

ト
リ

ス
ク

Ｃ
Ｍ

が
、

将
来

的
に

は
新

し
い

ス
タ

イ
ル

と
し

て
導

入
さ

れ
る

-
3
5

-

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る
。

注
）

ア
ッ

ト
リ

ス
ク

Ｃ
Ｍ

は
、

わ
が

国
に

お
け

る
導

入
事

例
は

ま
だ

少
な

く
、

詳
細

に
つ

い
て

は
さ

ら
に

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
市

町
村

等
と

Ｃ
Ｍ

Ｒ
と

の
間

に
交

わ
さ

れ
る

契
約

形
態

は
委

任
契

約
と

な
る

の
か

、
ま

た
は

請
負

契
約

と
な

る
の

か
に

つ
い

て
は

、
請

負
と

す
れ

ば
一

括
下

請
負

禁
止

に
該

当
す

る
の

で
は

な
い

か
等

の
課

題
に

つ
い

て
整

理
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
お

、
廃

棄
物

処
理

セ
ン

タ
ー

の
場

合
で

あ
れ

ば
、

東
京

都
の

第
三

セ
ク

タ
ー

で
あ

る
東

京
都

地
下

鉄
建

設
（

株
）

が
導

入
し

た
新

交
通

日
暮

里
・

舎
人

線
車

両
基

地
整

備
事

業
の

ア
ッ

ト
リ

ス
ク

Ｃ
Ｍ

方
式

を
参

考
に

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る
。

④
Ｃ

Ｍ
方

式
導

入
に

よ
る

効
果

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

お
い

て
、

Ｃ
Ｍ

方
式

（
当

面
は

②
の

ピ
ュ

ア
Ｃ

Ｍ
）

の
導

入
に

よ

、
、

り
期

待
さ

れ
る

効
果

は
設

計
・

施
工

監
理

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

中
心

と
し

た
発

注
者

支
援

で
あ

り

下
表

の
よ

う
に

整
理

さ
れ

る
。

表
７

Ｃ
Ｍ

方
式

導
入

に
よ

る
効

果

発
注

段
階

施
工

段
階

発
注

者
側

の
体

制
の

強
化

①
関

係
機

関
調

整
の

支
援

に
よ

同
左

る
事

業
の

円
滑

化

②
短

期
的

・
集

中
的

な
業

務
執

行
へ

の
対

応

品
質

確
保

①
発

注
仕

様
書

精
査

に
よ

る
ミ

①
設

計
照

査
に

よ
る

設
計

ミ
ス

削

ス
削

減
減 ②

き
め

細
か

い
工

事
品

質
管

理

コ
ス

ト
・

工
程

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

①
発

注
業

務
支

援
に

よ
る

手
続

①
事

前
の

リ
ス

ク
管

理
に

よ
る

工

力
の

強
化

き
期

間
の

短
縮

事
コ

ス
ト

増
加

の
防

止

②
計

画
工

程
に

対
す

る
進

捗
評

価

と
調

整

⑤
留

意
事

項

Ｃ
Ｍ

Ｒ
は

発
注

者
の

補
助

者
・

代
行

者
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
発

注
者

の
利

益
を

守
る

こ
と

が
最

大

の
任

務
で

あ
り

、
発

注
者

と
の

信
頼

関
係

が
大

前
提

と
な

る
た

め
、

高
い

倫
理

性
が

要
求

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。
資

質
や

能
力

の
な

い
者

が
Ｃ

Ｍ
Ｒ

と
な

る
こ

と
で

、
発

注
者

の
リ

ス
ク

や
コ

ス
ト

が
増

加
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
に

留
意

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

(
2
)

そ
の

他

市
町

村
の

廃
棄

物
処

理
施

設
整

備
事

業
の

計
画

に
つ

い
て

、
必

要
な

専
門

的
知

識
・

経
験

を
補

完

す
る

た
め

の
中

立
的

な
組

織
に

よ
る

、
次

の
よ

う
な

技
術

指
導

業
務

が
あ

る
。

な
お

、
環

境
省

に
お

い
て

も
、

既
存

の
取

組
も

踏
ま

え
つ

つ
、

今
後

専
門

家
集

団
の

組
織

化
（

参

考
資

料
編

(
2
)
参

照
）

を
検

討
し

て
い

く
。
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-

①
技

術
指

導
業

務
の

内
容

ⅰ
廃

棄
物

処
理

施
設

の
計

画
段

階
に

お
い

て
、

市
町

村
自

身
が

作
成

ま
た

は
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
作

成
し

た
計

画
・

設
計

図
書

を
検

討
し

、
助

言
を

行
う

。

ⅱ
発

注
段

階
に

お
け

る
見

積
設

計
図

書
を

検
討

し
、

助
言

を
行

う
。

ⅲ
建

設
段

階
に

お
い

て
、

受
注

業
者

が
提

出
す

る
実

施
設

計
・

施
工

図
等

の
検

討
と

、
ポ

イ
ン

ト
的

に
建

設
現

場
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

助
言

を
行

う
。

ⅳ
し

ゅ
ん

工
前

の
引

渡
性

能
確

認
試

験
に

立
ち

会
い

、
助

言
を

行
う

。

ⅴ
か

し
担

保
処

理
に

つ
い

て
の

助
言

を
行

う
。

②
技

術
支

援
業

務
の

実
施

組
織

ⅰ
（

社
）

全
国

都
市

清
掃

会
議

ⅱ
（

財
）

東
京

都
環

境
整

備
公

社
技

術
部

ⅲ
（

財
）

大
阪

市
環

境
事

業
協

会
技

術
部

ⅳ
（

株
）

福
岡

ク
リ

ー
ン

エ
ナ

ジ
ー

技
術

部
（

第
３

セ
ク

タ
ー

）

-
3
7

-

第
８

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
係

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
の

発
注

・
選

定
に

係
る

留
意

事
項

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

お
け

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
役

割
は

、
本

来
、

発
注

者
で

あ
る

市
町

村
等

を
サ

ポ
ー

ト
し

、
公

平
・

公
正

な
競

争
の

下
で

品
質

の
確

保
さ

れ
た

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設

工
事

が
実

施
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
に

あ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

第
３

章
(
5
)
で

も
述

べ
た

と
お

り
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

受
注

を
希

望
す

る
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
等

の
施

工
会

社
の

癒
着

と
い

っ
た

不

透
明

な
構

造
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

廃
棄

物
処

理
に

係
る

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
各

社
及

び
関

係

団
体

は
、

こ
の

よ
う

な
指

摘
を

受
け

て
い

る
こ

と
を

真
摯

に
受

け
止

め
、

自
ら

正
す

べ
き

点
は

正
し

、

世
の

中
の

信
頼

回
復

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
取

組
を

前
提

と
し

、
本

章
で

は
、

発
注

者

で
あ

る
市

町
村

等
が

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

を
発

注
・

選
定

す
る

際
に

留
意

す
べ

き
事

項
や

検
討

す

べ
き

事
項

を
提

示
す

る
。

ま
ず

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
お

け
る

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
発

注
・

選
定

は
、

第
３

章
(
5
)
及

び
(
6
)
で

も
述

べ
た

と
お

り
、

こ
れ

ま
で

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
計

画
・

基
本

設
計

業
務

を
落

札
し

た
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
そ

の
後

の
業

務
に

つ
い

て
も

受
注

す
る

こ
と

が
多

く
、

計

画
・

基
本

設
計

段
階

で
の

業
務

を
必

要
以

上
に

安
値

、
低

価
格

で
入

札
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
働

く

構
造

に
な

っ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
第

３
章

(
6
)
で

述
べ

た
と

お
り

、
計

画
・

基
本

設
計

業
務

、
発

注
者

支
援

業
務

、
施

工
監

理
業

務
を

そ
れ

ぞ
れ

別
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

発
注

・
契

約
す

る
こ

と
を

基
本

と

し
、

さ
ら

に
、

設
計

図
書

・
計

算
書

作
成

・
測

量
等

の
定

型
的

業
務

を
除

く
い

わ
ゆ

る
知

的
業

務
に

つ

い
て

は
価

格
の

み
に

よ
る

選
定

方
式

（
最

低
価

格
自

動
落

札
方

式
）

を
再

考
し

、
価

格
と

技
術

の
両

面

で
優

れ
た

提
案

、
業

務
を

調
達

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
適

切
で

あ
る

。

（
）

(
1
)

価
格

と
技

術
の

両
面

で
優

れ
た

提
案

・
業

務
の

調
達

を
行

う
方

式
公

募
型

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

品
確

法
基

本
方

針
に

定
め

ら
れ

て
い

る
と

お
り

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
よ

う
な

公
共

工

事
の

品
質

確
保

に
当

た
っ

て
は

、
公

共
工

事
に

関
す

る
調

査
及

び
設

計
の

品
質

が
公

共
工

事
の

品
質

確
保

や
総

合
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

上
で

重
要

な
役

割
を

果
た

し
、

公
共

工
事

に
関

す
る

調
査

・
設

計
の

契
約

に
お

い
て

も
、

価
格

の
み

に
よ

っ
て

契
約

相
手

を
決

定
す

る
の

で
は

な
く

、
技

術
提

案
を

求
め

、
そ

の
優

劣
を

評
価

し
、

最
も

適
切

な
者

と
契

約
を

結
ぶ

こ
と

等
を

通
じ

、
そ

の
品

質
を

確
保

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

こ
の

た
め

、
本

手
引

き
で

は
、

技
術

力
の

評
価

に
重

き
を

置
い

て
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
公

募
し

、

選
定

す
る

方
式

、
す

な
わ

ち
公

募
型

の
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
る

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

係
る

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

選
定

を
推

奨
す

る
。

公
募

型
の

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
の

選
定

に
当

た
っ

て
、

市
町

村

等
は

、
地

方
自

治
法

に
基

づ
き

一
般

競
争

入
札

（
総

合
評

価
落

札
方

式
、

指
名

競
争

入
札

（
総

合
）

評
価

落
札

方
式

）
又

は
随

意
契

約
の

い
ず

れ
か

の
方

法
に

よ
り

行
う

こ
と

と
な

る
。

つ
ま

り
、

公
募

に
よ

る
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
を

求
め

る
と

い
う

競
争

的
な

プ
ロ

セ
ス

を
発

注
段

階
で

導
入

し
、

選
定

段
階

で
価

格
と

技
術

提
案

の
総

合
評

価
に

よ
り

選
定

す
る

一
般

競
争

入
札

又
は

指
名

競
争

入
札

に
よ

る
総

合
評

価
落

札
方

式
と

す
る

か
、

最
も

適
切

な
者

を
特

定
し

随
意

契
約

と
す

る
か

、
地

方
自

治
法

に
従

っ
て

い
ず

れ
か

の
方

法
を

選
択

す
る

こ
と

に
な

る
。

(22)-66
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①
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
と

は

（
）

（
）

市
町

村
等

発
注

者
が

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

よ
う

な
特

定
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務

の
内

容
と

そ
の

遂
行

に
お

い
て

高
度

の
技

術
ま

た
は

専
門

的
技

術
が

特
に

必
要

と
判

断
し

た
場

合

に
、

発
注

者
が

複
数

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
対

し
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
（

主
に

技
術

提
案

書
等

）
の

提

出
を

求
め

、
各

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

技
術

的
課

題
の

解
決

方
法

や
対

応
姿

勢
等

を
評

価
す

る
こ

と

に
よ

り
、

技
術

力
の

評
価

に
重

き
を

置
い

て
委

託
す

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
選

定
す

る
方

式
で

あ

る
。

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

は
「

総
合

評
価

型
」

と
「

技
術

評
価

型
」

の
２

つ
に

分
類

で
き

る
。

、

主
な

特
徴

は
下

表
の

と
お

り
で

あ
る

。

表
８

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

の
種

類
と

特
徴

総
合

評
価

型
技

術
評

価
型

技
術

提
案

の
内

容
及

び
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
技

術
者

能
力

に
重

点
を

方
式

の
概

要
業

務
分

野
技

術
者

の
能

力
を

、
総

合
的

に
評

置
い

て
、

評
価

す
る

こ
と

に
よ

り
特

定
す

る

価
す

る
こ

と
に

よ
り

特
定

す
る

方
式

方
式

技
術

提
案

書
に

業
務

に
関

す
る

技
術

者
の

経
験

等
を

問
う

も
業

務
に

関
す

る
技

術
者

の
経

験
等

を
問

う
も

求
め

る
事

項
の

及
び

業
務

内
容

に
関

す
る

技
術

提
案

を
問

の
及

び
業

務
内

容
に

関
す

る
技

術
者

の
取

組

う
も

の
。

姿
勢

を
確

認
す

る
も

の
。

「
、

」
「

特
定

テ
ー

マ
に

対
す

る
技

術
提

案
書

」
業

務
着

眼
点

実
施

方
針

な
ど

取
組

姿
勢

技
術

提
案

書
実

施
方

針
等

の
ほ

か
、

具
体

的
な

取
組

方
法

業
務

の
取

組
姿

勢
（

業
務

着
眼

点
、

実
施

方

、
）

。
(
経

験
等

を
除

く
)

の
提

示
を

求
め

る
テ

ー
マ

に
対

し
て

「
業

針
等

に
つ

い
て

技
術

提
案

書
を

作
成

す
る

、
、

」
務

の
実

施
方

針
業

務
フ

ロ
ー

工
程

計
画

に
係

る
技

術
提

案
書

を
作

成
す

る
。

ヒ
ア

リ
ン

グ
原

則
と

し
て

実
施

す
る

。
原

則
と

し
て

実
施

す
る

。

技
術

者
の

資
格

、
同

種
・

類
似

業
務

実
績

、
技

術
者

の
資

格
、

同
種

・
類

似
業

務
実

績
、

手
持

ち
業

務
量

と
技

術
提

案
書

の
内

容
、

ヒ
手

持
ち

業
務

量
と

技
術

提
案

書
に

基
づ

い
た

評
価

方
法

ア
リ

ン
グ

結
果

を
総

合
的

に
評

価
し

、
特

定
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

を
評

価
し

、
特

定
す

る
。

す
る

。
た

だ
し

、
評

価
の

着
眼

点
は

、
専

門
技

術
力

と
専

任
制

と
な

る
。

-
3
9

-

②
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
を

採
用

す
る

際
の

留
意

点

・
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

お
け

る
発

注
者

の
募

集
要

項
（

仕
様

書
）

の
主

な
項

目
は

、
趣

旨
・

委

託
目

的
・

策
定

方
針

・
経

過
・

委
託

内
容

・
調

査
事

業
等

で
あ

る
が

、
発

注
者

が
求

め
た

い
業

務

範
囲

と
そ

れ
に

関
連

す
る

情
報

を
極

力
盛

り
込

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
技

術
提

案
書

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

は
必

ず
実

施
す

る
も

の
と

し
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
側

の
業

務

実
施

の
担

当
者

及
び

最
終

成
果

へ
の

責
任

者
に

対
し

、
面

接
チ

ェ
ッ

ク
を

行
い

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン

ト
の

適
正

な
選

定
評

価
を

行
う

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
責

任
者

の
手

持
ち

業
務

量
を

確
認

し
、

責

任
者

が
当

該
業

務
に

責
任

を
持

っ
て

、
業

務
遂

行
に

当
た

る
こ

と
が

で
き

る
か

を
評

価
す

る
こ

と

も
必

要
で

あ
る

。

・
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
を

採
用

す
る

目
的

は
、

価
格

の
み

に
よ

る
競

争
と

は
異

な
り

、
予

定
価

格

内
の

金
額

で
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
様

々
な

創
意

工
夫

を
し

た
技

術
提

案
を

要
求

す
る

こ
と

で
あ

る

た
め

、
設

計
図

書
作

成
、

計
算

書
作

成
、

測
量

等
の

定
型

的
な

業
務

を
除

き
、

見
積

重
視

の
評

価

に
よ

り
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
選

定
す

る
こ

と
は

避
け

る
べ

き
で

あ
る

。

・
見

積
価

格
と

技
術

提
案

を
総

合
し

て
評

価
す

る
場

合
に

は
、

一
般

的
に

、
全

体
評

価
の

う
ち

見

積
価

格
の

し
め

る
ウ

エ
イ

ト
は

低
く

な
る

。

・
第

３
章

(
6
)
に

記
述

し
た

よ
う

に
、

計
画

・
基

本
設

計
業

務
と

発
注

者
支

援
業

務
と

施
工

監
理

業
務

は
、

そ
れ

ぞ
れ

別
々

に
発

注
し

、
競

争
的

に
選

定
し

、
契

約
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

べ
き

で

あ
る

。

・
な

お
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

る
委

託
契

約
の

事
務

処
理

に
つ

い

て
は

、
国

土
交

通
省

に
お

い
て

、
各

種
通

達
が

発
出

さ
れ

て
い

る
の

で
、

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設

工
事

に
お

い
て

も
、

こ
れ

ら
通

達
を

参
考

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)

積
算

方
法

廃
棄

物
処

理
施

設
設

計
業

務
に

係
る

標
準

歩
掛

は
な

い
が

「
厚

生
労

働
省

水
道

施
設

整
備

費
国

、

庫
補

助
事

業
に

係
る

歩
掛

表
」

設
計

業
務

委
託

標
準

歩
掛

等
、

類
似

の
標

準
歩

掛
を

参
考

に
し

、
予

定
価

格
を

作
成

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
不

当
な

低
入

札
を

防
止

す
る

た
め

、
発

注
者

支
援

の
業

務
内

容
を

明
確

化
し

、
適

正
な

対
価

が
報

酬
と

し
て

支
払

わ
れ

る
よ

う
に

、
業

務
の

具
体

的
事

項
と

業
務

量
を

明
確

に
し

、
積

算
単

価
を

設
定

し
、

予
定

価
格

を
設

定
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

(
3
)

技
術

者
の

配
置

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

技
術

力
の

確
保

を
担

保
す

る
た

め
、

案
件

ご
と

に
専

任
の

技
術

者
（

技

術
士

の
資

格
を

有
し

、
案

件
に

つ
い

て
責

任
を

有
す

る
技

術
者

等
）

を
決

定
す

る
な

ど
、

能
力

を
超

え
た

受
注

を
防

止
し

、
技

術
者

の
適

正
な

配
置

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

市
町

村
等

に
お

い
て

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

選
定

前
に

は
、

専
任

の
技

術
者

の
手

持
ち

業
務

量
を

把

握
し

、
選

定
後

に
は

専
任

技
術

者
の

配
置

が
確

保
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

適
切

で
あ

る
。

(
4
)

発
注

支
援

業
務

の
公

正
・

中
立

性
の

確
保

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

係
る

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

計
画

・
基

本
設

計
段

階
の

業
務

、

発
注

段
階

の
発

注
者

支
援

業
務

及
び

施
工

監
理

業
務

を
行

っ
て

い
る

が
、

特
定

の
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
や

ゼ
ネ

コ
ン

と
の

利
害

関
係

が
無

い
こ

と
等

の
中

立
性

の
確

保
が

不
可

欠
で

あ
る

。
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こ
の

た
め

、
第

３
章

(
6
)
に

あ
る

と
お

り
、

計
画

・
基

本
設

計
業

務
と

発
注

者
支

援
業

務
と

施
工

監

理
業

務
は

、
そ

れ
ぞ

れ
別

々
に

発
注

し
、

競
争

的
に

選
定

し
、

契
約

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
べ

き
で

あ
る

。
図

５
に

こ
の

考
え

方
を

踏
ま

え
て

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
業

務
内

容
・

フ
ロ

ー
を

示
す

。

ま
た

、
こ

こ
で

い
う

発
注

者
支

援
業

務
と

は
、

技
術

審
査

支
援

、
予

定
価

格
作

成
支

援
、

学
識

者

等
の

委
員

会
運

営
支

援
、

そ
の

他
発

注
・

契
約

事
務

支
援

な
ど

で
あ

る
が

、
発

注
者

支
援

の
業

務
内

容
を

明
確

化
し

、
適

正
な

対
価

が
報

酬
と

し
て

支
払

わ
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
間

の
競

争
が

促
さ

れ
、

技
術

力
の

向
上

が
期

待
さ

れ
る

。
さ

ら
に

、
将

来
的

に
は

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
責

任
分

担
を

明
確

に
し

つ
つ

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

自
身

が
第

７
章

(
1
)
に

提
示

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

自
体

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

す
る

ピ
ュ

ア
Ｃ

Ｍ
を

行
え

る
よ

う
な

、
発

注
者

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

な
る

こ
と

を
目

指
す

べ
き

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
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図
５

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

係
る

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
業

務
の

概
要

環
境

影
響

評
価

関
係

業
務

現
況

調
査

予
測

評
価

調
査

方
法

書
、

準
備

書
、

評
価

書
等

作
成

市
町

村
等

の
一

般
廃

棄
物

処
理

政
策

の
方

針

一
般

廃
棄

物
処

理
基

本
計

画

施
設

整
備

に
係

る
方

針

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
調

達

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
調

達

基
本

計
画

・
基

本
設

計
業

務
①

処
理

量
予

測
・
施

設
規

模
検

討
処

理
シ

ス
テ

ム
・
方

式
調

査
概

算
事

業
費

検
討

施
設

配
置

等
設

計
発

注
仕

様
書

等
入

札
関

係
書

類
作

成
（
発

注
者

支
援

業
務

で
も

可
）

諸
元

伝
達

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
調

達

発
注

者
支

援
業

務
②

審
査

基
準

（評
価

項
目

）
検

討
技

術
提

案
・見

積
書

審
査

補
助

予
定

価
格

作
成

補
助

学
識

者
等

委
員

会
運

営
補

助
各

種
連

絡
・ﾛ

ｼ
ﾞｽ

ﾃ
ｨｯ

ｸ
業

務

入
札

公
告

・入
札

説
明

書
交

付
資

料
作

成
説

明
会

技
術

提
案

・
見

積
書

の
提

出

技
術

提
案

・見
積

書
の

審
査

ヒ
ア

リ
ン

グ
技

術
提

案
の

質
疑

応
答

、
改

善
指

示
（技

術
対

話
）

改
善

提
案

・見
積

書
の

再
提

出

技
術

提
案

・見
積

書
の

審
査

入
札

落
札

者
の

選
定

総
合

評
価

落
札

者
決

定

評
価

方
法

、
方

針
の

決
定

契
約

発
注

・
選

定

実
施

設
計

建
設

工
事

し
ゅ

ん
工

時
性

能
確

認
試

験
立

会
確

認

引
渡

し

建
設

工
事

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
調

達

施
工

監
理

業
務

③
実

施
設

計
の

確
認

施
工

監
理

事
業

実
施

報
告

書
作

成

学
識

者
意

見
聴

取
の

た
め

の
委

員
会

等
（
品

確
法

基
本

方
針

、
地

方
自

治
法

）

学
識

者
の

活
用

に
よ

る
技

術
審

査

学
識

者
の

活
用

に
よ

る
技

術
審

査

学
識

者
意

見
徴

集
の

た
め

の
委

員
会

等
（品

確
法

基
本

方
針

、
地

方
自

治
法

）

市
町

村
等

の
業

務
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
の

業
務

入
札

参
加

者
、

施
工

会
社

の
業

務

基
本

計
画

・
基

本
設

計
業

務
①

、
発

注
者

支
援

業
務

②
、

施
工

監
理

業
務

③
は

独
立

し
た

業
務

と
し

て
別

々
に

発
注

す
る

。

競
争

参
加

資
格

の
確

認

高
度

な
技

術
提

案
の

審
査

を
踏

ま
え

た
予

定
価

格
作

成
学

識
者

意
見

聴
取

の
た

め
の

委
員

会
等

（
品

確
法

第
１

４
条

）
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第
９

章
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
契

約
事

務
処

理
上

の
留

意
事

項

(
1
)

違
約

金
特

約
条

項

先
般

、
国

土
交

通
省

は
「

工
事

に
お

け
る

違
約

金
特

約
条

項
の

強
化

に
つ

い
て

（
平

成
1
7
年

９
」

月
2
8
日

付
国

土
交

通
事

務
次

官
通

達
）

に
お

い
て

、
こ

れ
ま

で
の

請
負

代
金

額
の

1
0
%
と

し
て

い
た

違
約

金
特

約
条

項
を

、
一

部
の

悪
質

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

、
1
5
%
に

引
き

上
げ

た
。

こ
の

条
項

が
適

用
さ

れ
る

不
正

行
為

は
、

①
当

該
契

約
に

関
し

、
受

注
業

者
が

独
占

禁
止

法
第

３
条

ま
た

は
第

８
条

第
１

項
第

１
号

の
規

定
に

違
反

し
た

こ
と

に
よ

り
、

公
正

取
引

委
員

会
が

同
法

第
７

条
の

２
第

１
項

、
、

、
の

規
定

に
基

づ
く

課
徴

金
の

納
付

命
令

を
行

い
こ

れ
が

確
定

し
た

場
合

と
②

当
該

契
約

に
関

し

刑
法

第
9
6
条

の
３

ま
た

は
独

占
禁

止
法

第
8
9
条

第
１

項
若

し
く

は
第

9
5
条

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
刑

が
確

定
し

た
場

合
と

し
て

お
り

、
こ

れ
に

加
え

、
さ

ら
に

悪
質

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

、
違

約
金

を
引

き
上

げ
て

い
る

。
違

約
金

特
約

条
項

の
設

定
は

、
入

札
談

合
等

の
不

正
行

為
に

対
す

る
抑

止
力

と
な

る
こ

と
か

ら
、

発
注

者
と

な
る

市
町

村
に

お
い

て
も

、
こ

れ
を

参
考

に
積

極
的

な
導

入
・

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

（
参

考
）

違
約

金
特

約
条

項
の

契
約

例
】

参
照

）
。

【
（

(
2
)

総
合

評
価

に
お

け
る

落
札

者
の

提
示

し
た

性
能

等
の

履
行

の
確

保
（

再
度

の
施

工
、

契
約

額
の

減

額
、

損
害

賠
償

）

施
設

竣
工

後
に

お
い

て
、

契
約

内
容

ど
お

り
に

施
工

さ
れ

た
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

こ
と

は
当

然

の
こ

と
で

あ
る

が
、

こ
と

総
合

評
価

落
札

方
式

で
は

、
標

準
的

な
方

法
と

異
な

る
工

事
方

法
や

技
術

を
用

い
て

工
事

の
品

質
の

向
上

を
目

指
す

も
の

で
あ

る
た

め
、

契
約

ど
お

り
に

履
行

さ
れ

た
の

か
ど

う
か

の
検

証
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

。

契
約

に
盛

り
込

ま
れ

た
性

能
等

の
成

果
が

し
っ

か
り

と
達

成
さ

れ
て

い
る

か
を

検
証

を
行

う
こ

と

は
も

ち
ろ

ん
、

総
合

評
価

落
札

方
式

に
よ

る
契

約
の

中
に

は
、

周
辺

住
民

等
に

対
す

る
工

事
途

中
で

の
影

響
の

低
減

と
い

っ
た

内
容

が
含

ま
れ

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
契

約
内

容
が

履
行

さ
れ

た
か

ど
う

か
の

検
証

は
、

適
切

な
時

点
、

期
間

を
設

定
し

て
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
万

が
一

、
契

約
内

容
が

し
っ

か
り

と
履

行
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
場

合
を

想
定

し
、

契
約

時

に
内

容
と

水
準

を
明

確
に

提
示

し
た

ペ
ナ

ル
テ

ィ
事

項
（

再
度

の
施

工
、

契
約

額
の

減
額

、
損

害
賠

償
な

ど
）

を
決

め
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

（
下

表
【

技
術

提
案

内
容

不
履

行
に

対
す

る
評

価
内

容
の

担
保

の
考

え
方

】
参

照
。

そ
の

た
め

、
検

証
の

方
法

等
に

つ
い

て
、

受
注

業
者

等
と

疑
義

が
）

生
じ

な
い

よ
う

に
し

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

た
だ

し
、

ペ
ナ

ル
テ

ィ
事

項
は

、
積

極
的

な
技

術
提

案
意

欲
が

削
が

れ
る

よ
う

な
過

度
の

重
責

と

な
ら

な
い

よ
う

に
配

慮
す

る
こ

と
に

も
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

-
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【
参

考
）

違
約

金
特

約
条

項
の

契
約

例
】

（

違
約

金
に

関
す

る
特

約
条

項

第
１

条
発

注
者

(
以

下
｢
甲

｣
と

い
う

。
)
及

び
請

負
者

(
以

下
｢
乙

｣
と

い
う

。
)
が

平
成

年
月

日
付

け
で

締
結

し
た

［
工

事
名

］
の

請
負

契
約

（
以

下
｢
本

契
約

｣
と

い
う

）
に

関
し

、
乙

(
共

同
企

業
体

に
あ

っ
て

は
、

そ
。

の
構

成
員

)
が

、
次

に
掲

げ
る

場
合

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
た

と
き

は
、

乙
は

、
甲

の
請

求
に

基
づ

き
、

請
負

代
金

額
（

本
契

約
締

結
後

、
請

負
代

金
額

の
変

更
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

変
更

後
の

請
負

代
金

額
。

次
項

に

お
い

て
同

じ
）

の
1
0
分

の
１

に
相

当
す

る
額

を
違

約
金

（
損

害
賠

償
額

の
予

定
）

と
し

て
甲

の
指

定
す

る
期

。

間
内

に
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

一
本

契
約

に
関

し
、

乙
が

私
的

独
占

の
禁

止
及

び
公

正
取

引
の

確
保

に
関

す
る

法
律

(
昭

和
2
2
年

法
律

第
5
4

号
。

以
下

「
独

占
禁

止
法

」
と

い
う

。
)
第

３
条

の
規

定
に

違
反

し
、

又
は

乙
が

構
成

事
業

者
で

あ
る

事
業

、
、

者
団

体
が

同
法

第
８

条
第

１
項

第
１

号
の

規
定

に
違

反
し

た
こ

と
に

よ
り

公
正

取
引

委
員

会
が

乙
に

対
し

同
法

第
4
8
条

の
２

第
１

項
又

は
第

5
4
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

課
徴

金
の

納
付

命
令

を
行

い
、

当
該

納
付

命
令

が
確

定
し

た
と

き
。

二
本

契
約

に
関

し
、

乙
（

法
人

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

役
員

又
は

使
用

人
を

含
む

。
次

項
第

２
号

に
お

い
て

同

じ
）

の
刑

法
（

明
治

4
0
年

法
律

第
4
5
号

）
第

9
6
条

の
３

又
は

独
占

禁
止

法
第

8
9
条

第
１

項
若

し
く

は
第

9
5
条

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
刑

が
確

定
し

た
と

き
。

２
本

契
約

に
関

し
、

前
項

第
２

号
に

規
定

す
る

場
合

に
該

当
し

、
か

つ
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

場
合

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
た

と
き

は
、

乙
は

、
甲

の
請

求
に

基
づ

き
、

前
項

に
規

定
す

る
請

負
代

金
額

の
1
0
分

の
１

に
相

当
す

る
額

の
ほ

か
、

請
負

代
金

額
の

1
0
0
分

の
５

に
相

当
す

る
額

を
違

約
金

と
し

て
甲

の
指

定
す

る
期

間
内

に

支
払

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
前

項
第

２
号

に
規

定
す

る
刑

に
係

る
確

定
判

決
に

お
い

て
、

乙
が

違
反

行
為

の
首

謀
者

で
あ

る
こ

と
が

明

ら
か

に
な

っ
た

と
き

。

二
乙

が
甲

に
○

○
市

○
○

○
規

則
第

○
○

条
の

規
定

に
抵

触
す

る
行

為
を

行
っ

て
い

な
い

旨
の

誓
約

書
を

提

出
し

て
い

る
と

き
。

第
２

条
乙

が
前

条
の

違
約

金
を

甲
の

指
定

す
る

期
間

内
に

支
払

わ
な

い
と

き
は

、
乙

は
、

当
該

期
間

を
経

過
し

た

日
か

ら
支

払
を

す
る

日
ま

で
の

日
数

に
応

じ
、

年
５

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

で
計

算
し

た
額

の
遅

延
利

息
を

甲

に
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

こ
の

契
約

の
証

と
し

て
本

書
２

通
を

作
成

し
、

当
事

者
記

名
押

印
の

上
、

各
自

１
通

を
保

有
す

る
。

平
成

年
月

日

発
注

者
住

所

氏
名

印

請
負

者
住

所

氏
名

印

注
）

請
負

者
が

共
同

企
業

体
を

結
成

し
て

い
る

場
合

に
お

い
て

は
、

請
負

者
の

住
所

及
び

氏
名

の
欄

に
は

、
共

同
企

業
体

の
名

称
並

び
に

代
表

者
及

び
そ

の
他

の
構

成
員

の
住

所
及

び
氏

名
を

記
入

す
る

。
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表
９

技
術

提
案

内
容

の
不

履
行

に
対

す
る

評
価

内
容

の
担

保
の

考
え

方

引
渡

前
引

渡
後

・
修

補
請

求
・

修
補

請
求

・
修

補
不

可
能

な
場

合
は

、
契

約
金

額
の

減
額

・
修

補
が

困
難

ま
た

は
合

理
的

で
な

い
場

合
、

ま
た

は
損

害
賠

償
の

請
求

損
害

賠
償

の
請

求

・
工

期
遅

延
の

場
合

に
は

、
履

行
遅

滞
に

伴
う

・
い

ず
れ

の
場

合
も

工
事

成
績

評
定

の
減

点

損
害

賠
償

の
請

求

・
い

ず
れ

の
場

合
も

工
事

成
績

評
定

の
減

点

(
3
)

低
入

札
価

格
調

査
制

度

「
廃

棄
物

処
理

施
設

整
備

費
国

庫
補

助
事

業
の

適
正

執
行

に
つ

い
て

（
平

成
1
5
年

1
0
月

2
7
日

付
」

環
境

省
大

臣
官

房
廃

棄
物

・
リ

サ
イ

ク
ル

対
策

部
長

通
知

）
に

お
い

て
、

原
則

と
し

て
最

低
制

限
価

格
を

設
定

せ
ず

、
低

入
札

価
格

調
査

制
度

を
活

用
す

べ
き

こ
と

を
各

都
道

府
県

を
通

じ
て

、
各

市
町

村
に

対
し

周
知

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
低

入
札

価
格

調
査

制
度

と
は

、
非

常
に

低
価

格
で

の
入

札
が

あ
っ

た
場

合
に

、
当

該
価

格
で

契
約

内
容

の
適

正
な

履
行

が
可

能
か

ど
う

か
、

ま
た

は
、

公
正

な
取

引
の

秩
序

を
乱

す
こ

と
が

な
い

か
を

市
町

村
等

が
調

査
す

る
制

度
で

あ
る

。
低

入
札

価
格

調
査

制
度

を
導

入
す

る
に

当
た

り
、

市
町

村
等

は
、

事
前

に
調

査
基

準
価

格
を

設
定

し
、

そ
の

金
額

未
満

で
入

札
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

落
札

者
の

決
定

を
留

保
し

た
上

で
、

入
札

者
に

調
査

書
類

を
提

出
さ

せ
、

低
入

札
に

係
る

調
査

を
行

い
、

そ
の

結
果

、
契

約
内

容
の

適
正

な
履

行
が

可
能

と
認

め
ら

れ
、

か
つ

公
正

な
取

引
の

秩
序

を
乱

す
こ

と
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
当

該
入

札
者

を
落

札
者

と
決

定
し

、
認

め
ら

れ
な

い
場

合
に

は
、

次
順

位
者

を
落

札
者

と
す

る
。

ま
た

、
適

正
な

履
行

が
可

能
で

あ
り

、
秩

序
を

乱
す

こ
と

が
な

い
と

認
め

ら
れ

、
低

価
格

で
受

注

業
者

が
決

定
し

た
場

合
に

は
、

手
抜

き
工

事
と

な
ら

な
い

よ
う

、
施

工
監

理
を

し
っ

か
り

と
行

う
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

な
お

、
契

約
内

容
の

適
正

な
履

行
が

さ
れ

な
い

お
そ

れ
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

基
準

に
つ

い
て

、

国
土

交
通

省
で

は
、

入
札

価
格

が
、

契
約

毎
に

３
分

の
２

か
ら

１
０

分
の

８
．

５
の

範
囲

内
で

契
約

担
当

者
の

定
め

る
割

合
（

直
接

工
事

費
＋

共
通

仮
設

費
＋

現
場

管
理

費
×

1
/
5
）

を
予

定
価

格
に

（
※

）

乗
じ

て
得

た
額

に
満

た
な

い
場

合
と

し
て

い
る

の
で

、
参

考
と

さ
れ

た
い

。

（
※

）
予

定
価

格
を

基
準

と
し

て
、

予
定

価
格

の
積

算
の

う
ち

、
現

場
管

理
費

を
1
/
5
と

し
た

額
で

、
か

つ
、

予
定

価

格
全

体
の

２
/
３

～
８

．
５

/
１

０
の

範
囲

内
で

要
調

査
額

を
設

定
し

て
い

る
。
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廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

契
約

後
の

留
意

事
項

(
1
)

入
札

結
果

の
情

報
公

開

入
札

及
び

契
約

に
関

す
る

透
明

性
の

確
保

は
、

公
共

工
事

の
入

札
及

び
契

約
に

関
し

不
正

行
為

の

防
止

を
図

る
と

と
も

に
、

国
民

に
対

し
て

そ
れ

が
適

正
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
明

ら
か

に
す

る
上

で
不

可
欠

あ
る

。
こ

の
た

め
、

入
札

及
び

契
約

に
係

る
情

報
に

つ
い

て
は

、
公

共
工

事
の

入
札

及
び

契
約

の
適

正
化

の
促

進
に

関
す

る
法

律
に

お
い

て
、

国
、

特
殊

法
人

及
び

市
町

村
等

は
、

発
注

者
の

決
定

に
至

る
行

政
内

部
の

事
務

執
行

や
判

断
過

程
を

公
表

す
る

こ
と

が
義

務
づ

け
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
併

せ
て

、
こ

れ
ら

の
情

報
を

公
表

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
落

札
価

格
情

報
の

入
手

を
目

的
と

し
て

行
わ

れ
る

不
正

行
為

を
排

除
す

る
こ

と
可

能
と

が
考

え
ら

れ
る

。

、
、

、
こ

の
た

め
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
入

札
案

件
ご

と
に

入
札

者
の

名
称

及
び

入
札

金
額

落
札

者
の

名
称

及
び

落
札

金
額

及
び

策
札

率
な

ど
の

入
札

及
び

契
約

に
係

る
事

項
を

契
約

締
結

後
遅

、
。

、
滞

な
く

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
使

う
な

ど
し

て
一

年
間

公
表

す
る

も
の

と
す

る
こ

う
し

た
入

札
金

額

落
札

金
額

、
落

札
率

等
の

情
報

を
公

開
す

る
こ

と
は

、
受

注
者

に
対

す
る

牽
制

効
果

・
監

視
効

果
も

期
待

で
き

る
と

考
え

ら
れ

、
発

注
者

で
あ

る
市

町
村

等
と

し
て

積
極

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

な
お

、
総

合
評

価
落

札
方

式
に

よ
り

入
札

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
各

入
札

者
の

名
称

及
び

入
札

金

額
、

落
札

者
の

名
称

及
び

落
札

金
額

に
加

え
、

各
入

札
者

の
技

術
評

価
点

、
価

格
評

価
点

や
入

札
者

の
評

価
値

に
つ

い
て

公
表

す
る

必
要

が
あ

る
。

(
2
)

予
定

価
格

の
事

前
公

表
制

度

市
町

村
等

に
お

い
て

は
、

予
定

価
格

の
事

前
公

表
に

つ
い

て
は

、
法

令
上

の
制

約
が

な
い

。
こ

の

、
、

、
た

め
例

え
ば

価
格

以
外

の
要

素
を

含
め

評
価

す
る

場
合

に
公

正
な

入
札

が
実

施
さ

れ
る

な
ら

ば

技
術

や
提

案
内

容
に

よ
る

競
争

が
促

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

予
定

価
格

に
つ

い
て

は
、

入
札

の
前

に
公

表
す

る
と

、
予

定
価

格
が

目
安

と
な

っ
て

競
争

が
制

限
さ

れ
、

落
札

価
格

が
高

止
ま

り
に

な
る

こ
と

、
建

設
業

者
の

見
積

努
力

を
損

な
わ

せ
る

こ
と

、
談

合
が

一
層

容
易

に
行

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
と

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
事

前
公

表
の

実
施

は
、

こ
う

し
た

弊
害

が
生

じ
う

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

事
前

公
表

の
適

否
に

つ
い

て
十

分
検

討
し

た
上

で
、

こ
う

し
た

弊
害

が
生

じ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
取

り
扱

う
必

要
が

あ
り

、
弊

害
が

生
じ

た
場

合
は

事
前

公
表

を
と

り
や

め
る

こ
と

を
含

め
適

切
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。
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P
l
a
n

D
o

S
e
e

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
評

価
の

実
施

(
1
)

基
本

的
考

え
方

市
町

村
に

お
い

て
は

、
本

手
引

き
を

参
考

に
し

て
入

札
・

契
約

方
式

の
改

善
策

を
検

討
(
P
l
a
n
）

し
、

改
善

策
を

導
入

し
(
D
o
)
、

そ
の

効
果

を
確

認
・

評
価

す
る

（
S
e
e
）

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

そ
し

て
、

評
価

の
結

果
は

納
税

者
で

あ
る

住
民

に
対

し
て

公
表

し
、

次
の

廃
棄

物
処

理
施

設
の

建

、
、

設
工

事
が

数
年

後
に

予
定

さ
れ

て
い

れ
ば

評
価

の
結

果
を

次
回

の
入

札
・

契
約

の
方

法
に

反
映

し

さ
ら

な
る

改
善

に
活

か
す

こ
と

が
適

切
で

あ
る

。
ま

た
、

次
の

廃
棄

物
処

理
施

設
の

建
設

工
事

の
予

定
が

当
面

無
い

場
合

に
も

、
施

設
の

運
転

管
理

な
ど

の
そ

の
他

の
廃

棄
物

処
理

分
野

の
公

共
調

達
に

お
け

る
入

札
・

契
約

の
方

法
に

活
か

す
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

個
々

の
市

町
村

の
評

価
結

果
を

市
町

村
間

で
相

互
に

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

あ

る
市

町
村

の
取

組
を

参
考

に
し

て
別

の
市

町
村

が
よ

り
良

い
や

り
方

で
取

り
組

む
こ

と
が

期
待

さ

れ
、

こ
う

し
た

こ
と

を
積

み
重

ね
る

こ
と

で
、

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
分

野
に

お
け

る
入

札
・

契
約

方
式

の
さ

ら
な

る
進

歩
に

つ
な

が
る

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
た

め
、

評
価

結
果

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
間

で
相

互
に

共
有

で
き

る
よ

う
環

境
省

で
構

築
す

る
入

札
・

契
約

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

参
、

（

考
資

料
編

(
1
)
）

の
中

に
取

り
入

れ
て

い
く

予
定

で
あ

る
。

(
2
)

評
価

の
方

法

評
価

の
方

法
は

、
個

々
の

市
町

村
ご

と
に

検
討

す
る

こ
と

が
基

本
で

あ
る

が
、

廃
棄

物
処

理
施

設

建
設

工
事

分
野

の
標

準
的

な
評

価
の

方
法

と
し

て
、

本
手

引
き

で
は

以
下

の
方

法
を

提
示

す
る

。
な

お
、

改
善

策
の

導
入

前
後

で
比

較
評

価
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

れ
ば

、
導

入
前

後
で

の
比

較
評

価
が

中
心

と
な

る
が

、
過

去
の

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
の

時
期

か
ら

相
当

年
数

経
過

し
て

い
る

場
合

な
ど

は
、

価
格

や
技

術
な

ど
が

相
当

程
度

変
わ

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
導

入
前

後
で

の
比

較
評

価
を

行
う

必
要

は
な

い
。

①
評

価
の

項
目

入
札

・
契

約
方

式
の

改
善

は
、

競
争

性
と

透
明

性
を

高
め

、
長

期
的

か
つ

総
合

的
に

経
済

性
と

品

質
の

優
れ

た
工

事
の

施
工

（
施

設
の

建
設

だ
け

で
な

く
運

営
も

契
約

す
る

場
合

に
は

事
業

の
実

施
）

を
目

指
す

も
の

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

評
価

の
項

目
は

下
表

に
示

す
よ

う
に

、
経

済
性

が
向

上
し

た
か

ど
う

か
、

工
事

・
事

業
の

品
質

が
向

上
し

た
か

ど
う

か
の

２
点

を
中

心
と

し
、

こ
れ

ら
に

加
え

て
競

争
性

・
透

明
性

が
向

上
し

た
か

ど
う

か
、

方
法

・
手

続
き

の
妥

当
性

や
課

題
を

評
価

す
る

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

、
落

札
企

業
や

そ
の

他
の

競
争

参
加

企
業

等
か

ら
改

善
策

に
つ

い
て

の
意

見

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
把

握
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

②
評

価
の

時
期

評
価

は
、

施
設

建
設

だ
け

で
な

く
建

設
後

の
運

営
が

ト
ラ

ブ
ル

な
く

行
わ

れ
る

こ
と

を
確

認
し

た

時
点

で
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。
こ

の
た

め
、

原
則

と
し

て
、

稼
働

後
１

年
を

経
過

し
た

時
点

か
ら

１
年

分
の

実
績

デ
ー

タ
を

用
い

、
稼

働
２

年
目

の
時

点
で

評
価

を
行

う
こ

と
こ

と
と

す
る

。
建

設
後

運
営

時
に

ト
ラ

ブ
ル

が
あ

り
修

補
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

な
ど

は
、

例
え

ば
、

修
補

の
内

容
を

含
め

-
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て
評

価
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
た

め
、

修
補

の
内

容
が

確
定

し
た

時
点

で
評

価
を

行
う

こ
と

が
適

切
と

考
え

ら
れ

る
。

③
評

価
の

公
表

等

こ
こ

で
の

評
価

は
、

市
町

村
が

自
ら

行
う

も
の

で
あ

る
が

、
入

札
監

視
委

員
会

な
ど

専
門

家
を

活

用
し

第
三

者
の

客
観

的
な

視
点

・
意

見
も

聞
き

つ
つ

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
評

価
結

果
に

つ
い

て
は

納
税

者
で

あ
る

住
民

に
公

表
す

る
。

表
１

０
評

価
の

項
目

の
例

示

評
価

の
項

目
定

性
的

な
評

価
定

量
的

な
評

価

経
済

性
の

向
上

●
契

約
価

格
を

予
定

価
格

と
比

べ
●

契
約

価
格

を
予

定
価

格
と

比
較

す
る

ほ
か

、
当

該
市

た
際

に
実

現
さ

れ
た

コ
ス

ト
低

下
町

村
の

既
存

の
ケ

ー
ス

か
、

ま
た

は
、

比
較

可
能

な
他

の
内

容
の

分
析

（
何

の
コ

ス
ト

が
市

町
村

の
ケ

ー
ス

と
比

較
す

る
。

下
が

っ
た

の
か

。
●

可
能

な
場

合
は

施
設

の
運

転
管

理
費

に
つ

い
て

も
同

）

●
コ

ス
ト

低
下

の
内

容
が

工
事

の
様

の
比

較
評

価
を

行
う

。

品
質

を
犠

牲
に

す
る

も
の

で
は

な
●

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

な
ど

ト
ー

タ
ル

で
の

コ
ス

い
か

ど
う

か
。

ト
縮

減
に

な
っ

て
い

る
か

ど
う

か
。

●
Ｐ

Ｆ
Ｉ

等
や

可
能

な
場

合
は

、
V
a
l
u
e

f
o
r

M
o
n
e
y

の
向

上
を

確
認

す
る

。

工
事

・
事

業
の

●
発

注
仕

様
書

の
要

求
水

準
と

比
●

発
注

仕
様

書
の

要
求

水
準

と
比

べ
て

ど
れ

く
ら

い
性

品
質

の
向

上
べ

て
工

事
・

事
業

の
品

質
の

向
上

能
が

向
上

し
て

い
る

か
（

発
電

効
率

、
資

源
回

収
効

。

が
図

ら
れ

た
か

ど
う

か
。

率
、

最
終

処
分

さ
れ

る
残

さ
率

な
ど

を
比

較
す

る
）

●
工

事
・

事
業

の
品

質
の

向
上

が
●

品
質

の
向

上
に

よ
っ

て
、

得
ら

れ
る

経
済

的
メ

リ
ッ

図
ら

れ
た

の
は

ど
の

よ
う

な
点

か
ト

（
売

電
収

益
の

増
加

、
最

終
処

分
費

用
の

削
減

な
。

。

●
安

定
的

な
処

理
や

最
終

処
分

量
ど

）

の
減

量
、

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

回

収
等

の
面

か
ら

意
義

の
あ

る
品

質

の
向

上
か

ど
う

か
。

競
争

性
・

透
明

●
競

争
参

加
企

業
の

数
。

可
能

な
限

り
、

入
札

・
契

約
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

か
ら

得
ら

れ

性
の

向
上

る
他

の
事

例
と

比
較

す
る

。

●
発

注
者

で
あ

る
市

町
村

が
通

常
公

開
す

べ
き

と
さ

れ
て

い
る

情
報

項
目

に
つ

い
て

、
公

開

の
程

度
。

●
改

善
策

の
導

入
に

よ
っ

て
、

競
争

性
・

透
明

性
の

面
で

ど
の

よ
う

な
変

化
が

あ
っ

た
か

を

分
析

す
る

。

方
法

･
手

続
き

の
●

例
え

ば
総

合
評

価
落

札
方

式
の

場
合

、
設

定
し

た
評

価
項

目
の

妥
当

性
、

落
札

者
決

定
を

妥
当

性
と

課
題

左
右

し
た

評
価

項
目

や
配

点
の

妥
当

性
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

●
事

務
手

続
き

上
の

負
担

な
ど

改
善

策
の

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
。
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お
わ

り
に

入
札

談
合

疑
惑

は
、

本
手

引
き

を
最

終
的

に
と

り
ま

と
め

て
い

る
段

階
に

お
い

て
も

、
メ

デ
ィ

ア
に

大

き
く

と
り

あ
げ

ら
れ

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
や

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
が

捜
査

を
受

け
た

と
さ

れ
、

談
合

を
つ

く
り

あ
げ

て
い

る
構

造
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

は
、

最
終

的
に

は
、

発
注

者
で

あ
る

市
町

村
等

の
信

頼
を

損
な

う
こ

と
に

も
な

る
と

受

け
止

め
る

必
要

が
あ

る
。

本
手

引
き

は
、

最
近

、
制

度
化

さ
れ

て
き

て
い

る
新

た
な

入
札

契
約

方
式

等
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

今
起

こ
っ

て
い

る
問

題
へ

の
解

決
の

方
向

性
を

提
示

し
て

い
る

。

市
町

村
等

が
本

手
引

き
を

活
用

し
、

入
札

契
約

の
方

法
を

今
後

改
善

し
て

い
く

に
当

た
っ

て
重

要
な

こ

と
が

２
点

あ
る

。

一
つ

は
、

ま
ず

、
発

注
者

で
あ

る
市

町
村

等
自

身
が

意
識

を
変

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

発

注
者

で
あ

る
市

町
村

等
は

、
納

税
者

か
ら

預
か

っ
た

資
金

で
良

い
調

達
を

し
よ

う
、

良
い

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
事

業
を

し
よ

う
と

い
う

原
点

に
立

ち
返

り
、

自
ら

の
発

注
業

務
に

取
り

組
む

こ
と

が
最

も
重

要
で

あ
る

。
そ

の
中

で
、

本
手

引
き

で
提

案
し

て
い

る
方

策
を

活
用

し
、

良
い

調
達

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
を

望
み

た
い

。

、
、

。
も

う
一

点
は

本
手

引
き

の
考

え
方

と
し

て
中

核
を

占
め

て
い

る
性

能
発

注
方

式
に

つ
い

て
で

あ
る

性
能

発
注

方
式

は
、

予
定

価
格

の
決

め
方

・
考

え
方

や
、

性
能

発
注

の
場

合
の

契
約

事
項

（
何

を
同

意
す

る
の

か
、

付
随

し
て

か
し

担
保

を
ど

う
考

え
る

か
）

等
、

中
身

の
議

論
を

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

課
題

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
実

例
・

実
績

を
重

ね
課

題
を

き
ち

ん
と

解
決

し
て

い
く

努
力

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

市
町

村
等

と
国

が
協

力
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
市

町
村

等
は

、
手

引
き

に
提

案
さ

れ
て

い
る

方
策

を
活

用
し

、
国

は
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

や
専

門
家

集
団

の
構

築
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

そ
し

て
両

者
が

協
力

し
て

、
本

手
引

き
の

内
容

を
よ

り
良

い
も

の
に

見
直

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

今
後

、
市

町
村

等
は

、
廃

棄
物

処
理

事
業

を
経

営
の

視
点

か
ら

と
ら

え
、

安
全

・
安

定
的

な
事

業
を

第

一
と

し
な

が
ら

、
効

率
的

で
質

の
良

い
住

民
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
く

方
向

を
目

指
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

過
程

で
は

民
間

の
能

力
の

活
用

が
こ

れ
ま

で
以

上
に

拡
大

し
、

良
い

公
共

調
達

の
重

要
性

が
ま

す
ま

す
高

ま
る

。
市

町
村

等
が

本
手

引
き

で
提

案
し

て
い

る
方

策
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

良
い

公
共

調
達

が
実

現
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

や
ま

な
い

。
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参
考

資
料

編

(
1
)

環
境

省
に

お
け

る
支

援
策

－
入

札
・

契
約

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
を

行
う

市
町

村
に

お
い

て
、

毎
年

十
数

件
か

ら
二

十
数

件
に

及
ぶ

各

市
町

村
等

に
お

け
る

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

お
け

る
入

札
・

落
札

額
（

工
事

費
用

内
訳

書
を

含
む

）
や

、
し

ゅ
ん

工
時

に
お

け
る

市
町

村
等

の
工

事
成

績
書

な
ど

の
情

報
を

獲
得

し
こ

れ
を

用
。

い
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

よ
り

客
観

的
な

予
定

価
格

の
算

出
や

適
正

な
工

事
の

施
工

確
保

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
こ

で
、

各
市

町
村

に
お

い
て

個
々

に
こ

う
し

た
情

報
収

集
を

し
な

く
て

も
済

む
よ

う
に

、
環

境

省
に

お
い

て
こ

う
し

た
情

報
を

収
集

し
、

必
要

な
解

析
を

行
い

、
市

町
村

が
利

用
で

き
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

や
、

相
互

に
情

報
交

換
す

る
こ

と
が

可
能

な
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

具
体

的
に

は
、

予
定

価
格

の
算

出
に

反
映

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
工

事
費

用
内

訳
書

に
遡

り
、

プ
ラ

ン
ト

設
備

の
設

備
別

の
工

事
単

価
の

分
析

が
で

き
る

ベ
ー

ス
で

入
札

・
落

札
額

等
の

情
報

を
各

市
町

村
等

か
ら

収
集

・
集

約
し

、
高

値
設

定
さ

れ
た

価
格

に
基

づ
く

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

と
な

ら
な

い
よ

う
仕

様
と

価
格

に
つ

い
て

客
観

的
な

分
析

を
加

え
た

上
で

、
テ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
て

、
市

町
村

等
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

ま
た

、
入

札
・

落
札

額
な

ど
を

広
く

全
国

ベ
ー

ス
で

公
開

す
る

こ
と

で
、

副
次

的
な

効
果

と
し

て
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

等
の

公
正

な
競

争
を

促
し

、
適

正
な

価
格

の
形

成
に

も
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

あ
わ

せ
て

、
価

格
だ

け
で

な
く

、
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
等

施
工

会
社

及
び

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
工

事
成

績
評

定
の

結
果

に
つ

い
て

も
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

市
町

村
等

で
共

有
す

る
こ

と
で

、
民

間
企

業
の

工
事

品
質

の
向

上
を

促
す

こ
と

が
期

待
で

き
る

。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

に
当

た
っ

て
は

、
施

設
建

設
後

の
維

持
管

理
に

要
す

る
経

費
、

処
理

施
設

運

転
時

の
技

術
情

報
、

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

や
維

持
管

理
サ

ー
ビ

ス
会

社
の

技
術

レ
ベ

ル
と

い
っ

た
情

報
、

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
の

運
営

状
況

等
に

つ
い

て
も

、
市

町
村

が
相

互
に

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
不

足
し

て
い

る
知

識
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
補

う
こ

と
で

き
る

た
め

、
こ

う
し

た
運

営
時

の
重

要
な

情
報

に
つ

い
て

も
収

集
し

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

こ
の

ほ
か

、
総

合
評

価
落

札
方

式
等

の
実

施
状

況
、

第
1
1
章

の
評

価
結

果
に

つ
い

て
も

、
同

様
に

情
報

共
有

す
る

こ
と

を
検

討

す
る

。
ま

た
、

収
集

す
る

具
体

的
な

情
報

項
目

に
つ

い
て

は
、

早
急

に
決

定
し

、
平

成
１

８
年

度
か

ら
発

注
事

例
等

の
情

報
を

収
集

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
蓄

積
さ

せ
、

平
成

１
９

年
度

か
ら

具
体

的
に

情
報

提
供

が
で

き
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。

(
2
)

環
境

省
に

お
け

る
支

援
策

－
市

町
村

等
の

契
約

事
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
専

門
家

集
団

の
組

織
化

中
小

規
模

の
市

町
村

に
お

け
る

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
は

、
２

０
年

に
１

回
程

度
の

事
業

と
な

る
た

め
、

知
識

・
経

験
の

蓄
積

が
十

分
な

職
員

が
不

足
し

て
い

た
り

、
発

注
業

務
に

対
応

で
き

る
よ

う
な

職
員

配
置

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。
環

境
省

は
、

こ
の

よ
う

な
不

十
分

な
市

町
村

等
の

体
制

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
、

公
正

・
中

立
な

立
場

に
あ

る
専

門
家

や
高

い
技

術
力

を
保

有
す

る
大

都
市

職
員

及
び

関
係

者
な

ど
か

ら
な

る
専

門
家

集
団

の
構

成
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

個
別

案
件

や
全

国
的

な
価

格
動

向
な

ど
に

つ
い

て
、

技
術

的
な

評
価

・
分

析
が

行
え

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
適

切
で

あ
る

。
既

に
、

廃
棄

物
処

理
事

業
を

担
う

市
町

村
等

を
会

員
と

す
る

（
社

）
全

国
都

市
清

掃
会

議
に

お
い

て
、

会
員

市
町

村
等

に
対

す
る

技
術

支
援

業
務

を
行

っ
て

お
り

、
地

域
的

に
も

東
京

都
、

大
阪

市
等

に
お

い
て

こ
う

し
た

技
術

支
援

業
務

が
行

わ
れ

て
い

る
（

第
７

章
(
2
)

。
）
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こ
う

し
た

現
在

の
取

組
を

踏
ま

え
、

今
後

、
環

境
省

に
お

い
て

、
大

都
市

を
中

心
に

協
力

を
呼

び

か
け

、
市

町
村

等
が

そ
の

組
織

の
中

で
育

成
し

た
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

し
て

職
務

に
当

た
っ

て
き

た
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

・
運

営
の

専
門

家
（

現
役

及
び

Ｏ
Ｂ

）
か

ら
な

る
専

門
家

集
団

の
組

織
化

を
図

る
べ

く
努

め
る

。
こ

の
際

、
現

役
職

員
の

場
合

に
は

、
、

身
分

上
貢

献
で

き
る

役
割

が
限

ら
れ

る
こ

と
か

ら
専

門
家

集
団

に
お

け
る

現
役

専
門

家
の

役
割

は

全
国

的
な

価
格

や
技

術
の

評
価

・
分

析
と

い
っ

た
全

国
の

市
町

村
に

還
元

す
る

よ
う

な
共

通
事

項
に

関
す

る
役

割
と

す
る

等
、

専
門

家
が

貢
献

で
き

る
役

割
の

範
囲

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
上

で
、

大
都

市
を

中
心

と
す

る
市

町
村

等
か

ら
専

門
家

の
推

薦
を

し
て

も
ら

い
、

ま
た

、
高

い
技

術
的

識
見

を
有

す
る

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

等
の

退
職

技
術

者
の

探
索

に
も

努
め

、
一

定
の

専
門

家
リ

ス
ト

を
作

成
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

そ
し

て
、

こ
う

し
た

専
門

家
集

団
の

応
援

業
務

の
事

務
を

管
理

し
遂

行
す

る
体

制
も

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

現
在

、
こ

う
し

た
業

務
を

実
施

し
て

い
る

既
存

組
織

の
活

用
を

中
心

に
、

実
効

性
の

あ
る

、
支

援
体

制
の

仕
組

み
づ

く
り

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
支

援
の

方
法

と
し

て
は

、
市

町
村

の
職

員
が

自
ら

の
職

務
に

つ
い

て
主

体
的

に
取

り
組

む

こ
と

を
前

提
と

し
、

専
門

家
が

個
別

事
案

ご
と

に
市

町
村

側
に

立
っ

て
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

業
務

を
行

う
と

い
う

方
式

と
、

事
業

計
画

中
の

市
町

村
等

の
職

員
を

対
象

と
す

る
研

修
に

よ
る

方
式

な
ど

、
い

く
つ

か
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
も

考
え

ら
れ

る
。

全
国

の
市

町
村

職
員

の
専

門
的

能
力

を
大

都
市

職
員

と
同

レ
ベ

ル
に

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
っ

て
も

、
発

注
者

と
し

て
責

任
を

持
っ

て
業

務
を

担
当

す
る

職
員

に
対

し
、

業
務

を
十

分
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

的
確

な
情

報
を

提
供

し
、

技
術

的
知

識
を

備
え

て
も

ら
う

こ
と

は
、

市
町

村
が

発
注

者
と

し
て

の
責

任
を

果
た

せ
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

環
境

省
に

お
け

る
専

門
家

集
団

の
組

織
化

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
市

町
村

に
対

す
る

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
設

け
る

こ
と

が
的

確
で

あ
る

か
も

検
討

す
る

。

今
後

、
環

境
省

に
お

い
て

、
専

門
家

集
団

の
組

織
化

に
よ

る
市

町
村

支
援

の
具

体
化

に
向

け
、

専

門
家

の
役

割
、

支
援

の
具

体
的

な
方

法
、

支
援

業
務

の
実

施
方

法
、

支
援

業
務

の
実

施
主

体
等

を
検

討
し

、
１

９
年

度
以

降
の

具
体

化
を

目
指

す
こ

と
と

す
る

。

(
3
)

環
境

省
に

お
け

る
支

援
策

－
標

準
的

な
発

注
仕

様
書

の
提

示

一
般

的
な

公
共

工
事

は
、

工
種

別
に

工
事

を
分

割
し

、
契

約
前

に
工

事
内

容
を

確
定

で
き

る
詳

細
な

実
施

設
計

を
終

え
た

後
、

そ
の

実
施

設
計

に
基

づ
く

施
工

の
み

を
業

者
に

請
け

負
わ

せ
る

契
約

方
式

す

な
わ

ち
施

工
契

約
（

図
面

契
約

）
を

採
用

し
て

い
る

。

一
方

、
廃

棄
物

最
終

処
分

場
土

木
工

事
を

除
く

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
は

、
複

雑
・

高
度

な
プ

ラ

ン
ト

建
設

工
事

で
あ

り
、

各
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー
が

特
許

・
ノ

ウ
ハ

ウ
に

よ
り

独
自

の
構

造
の

廃
棄

物

処
理

施
設

を
建

設
し

て
い

る
現

状
に

あ
る

。
こ

の
た

め
、

価
格

競
争

的
に

工
事

請
負

契
約

の
締

結
を

図

る
た

め
、

①
発

注
者

が
建

設
す

る
廃

棄
物

処
理

施
設

に
求

め
る

性
能

仕
様

（
機

能
・

効
率

・
能

力
等

）

を
記

述
し

た
発

注
仕

様
書

を
入

札
前

に
各

プ
ラ

ン
ト

メ
ー

カ
ー

に
提

示
し

、
②

各
プ

ラ
ン

ト
メ

ー
カ

ー

か
ら

見
積

設
計

図
書

（
通

常
は

無
償

の
た

め
基

本
設

計
程

度
）

を
提

出
さ

せ
て

審
査

し
、

③
発

注
仕

様

書
と

見
積

設
計

図
書

を
契

約
条

件
と

し
て

入
札

を
行

い
、

落
札

者
と

契
約

を
締

結
す

る
、

④
そ

し
て

落

札
者

は
契

約
後

に
詳

細
設

計
と

施
工

を
行

う
、

と
い

う
性

能
発

注
（

設
計

・
施

工
契

約
）

方
式

が
採

用

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

は
、

プ
ラ

ン
ト

工
事

と
建

築
工

事
で

構
成

さ
れ

る

が
、

廃
棄

物
処

理
施

設
に

求
め

ら
れ

る
性

能
仕

様
を

両
工

事
が

一
体

と
な

っ
て

機
能

発
揮

す
る

必
要

が

-
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あ
る

た
め

、
通

常
、

全
工

種
一

括
発

注
方

式
が

採
用

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
特

徴
を

有
す

る
廃

棄
物

処
理

施
設

建
設

工
事

に
と

っ
て

、
基

本
的

な
契

約
条

件
と

な
る

発
注

仕
様

書
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
今

後
、

環
境

省
に

お
い

て
は

、
現

在
定

め
ら

れ
て

い
る

「
一

般

廃
棄

物
処

理
施

設
建

設
工

事
に

係
る

発
注

仕
様

書
作

成
の

手
引

き
」

を
見

直
し

、
現

在
の

技
術

水
準

に

即
し

た
標

準
的

な
発

注
仕

様
書

作
成

の
検

討
を

進
め

、
発

注
者

が
工

事
に

求
め

る
内

容
を

明
確

に
表

現

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

(
4
)

参
考

と
な

る
報

告
書

等
の

各
種

資
料

第
３

章
「

公
共

工
事

の
入

札
及

び
契

約
の

適
正

化
を

図
る

た
め

の
措

置
に

関
す

る
指

針
の

一
部

変
更

に
つ

い
て

（
平

成
1
8
年

5
月

2
3
日

閣
議

決
定

）
」

「
平

成
1
5
年

度
決

算
検

査
報

告
第

４
章

第
８

公
共

工
事

の
多

用
な

入
札

・
契

約
制

度
、

特
に

総
合

評
価

落
札

方
式

等
の

民
間

の
技

術
力

を
活

用
す

る
方

式
の

導
入

状
況

に
つ

い
て

」
会

計

検
査

院

第
５

章
「

国
土

交
通

省
直

轄
工

事
に

お
け

る
品

質
確

保
促

進
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
平

成
1
7
年

9
月

）

「
高

度
技

術
提

案
型

総
合

評
価

方
式

の
手

続
き

に
つ

い
て

」

公
共

工
事

に
お

け
る

総
合

評
価

方
式

活
用

検
討

委
員

会
（

平
成

1
8
年

2
月

）

「
」

第
６

章
Ｐ

Ｆ
Ｉ

方
式

に
よ

る
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

安
全

性
確

保
に

関
す

る
検

討
委

員
会

(
中

間
報

告
)

仙
台

市
（

平
成

1
7
年

1
2
月

2
8
日

）

「
民

間
資

金
等

の
活

用
に

よ
る

公
共

施
設

等
の

整
備

等
に

関
す

る
事

業
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

」
（

平
成

1
2
年

3
月

1
3
日

総
理

府
告

示
第

1
1
号

）

「
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
平

成
1
5
年

6
月

2
3
日

民
間

資
金

等
活

用
事

業
推

進
委

員
会

）

第
７

章
「

Ｃ
Ｍ

方
式

活
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
国

土
交

通
省

（
平

成
1
4
年

2
月

6
日

）

第
８

章
「

工
事

契
約

実
務

要
覧

」
新

日
本

法
規

出
版

（
株

）

○
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

基
づ

く
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

等
の

特
定

手
続

き
に

つ
い

て

○
公

募
型

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
基

づ
く

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

の
選

定
・

特
定

手
続

き
に

つ

い
て 「

設
計

・
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
務

等
入

札
契

約
問

題
検

討
委

員
会

中
間

と
り

ま
と

め
」

建
設

省
（

平
成

1
2
年

3
月

）
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廃
棄

物
処

理
施

設
に

係
る

入
札

・
契

約
適

正
化

検
討

会
委

員

荒
井

喜
久

雄
（

あ
ら

い
き

く
お

）

東
京

二
十

三
区

清
掃

一
部

事
務

組
合

施
設

建
設

部
管

理
課

長

奥
村

勇
雄

（
お

く
む

ら
い

さ
お

）

帝
京

平
成

大
学

現
代

ラ
イ

フ
学

部
経

営
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

科
教

授

小
澤

一
雅

（
お

ざ
わ

か
ず

ま
さ

）

東
京

大
学

大
学

院
工

学
系

研
究

科
教

授

栗
原

英
隆

（
く

り
は

ら
ひ

で
た

か
）

（
社

）
全

国
都

市
清

掃
会

議
技

術
部

長

河
野

進
（

こ
う

の
す

す
む

）

河
野

進
設

計
事

務
所

代
表

武
田

信
生

（
た

け
だ

の
ぶ

お
）

京
都

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

教
授

◎
眞

柄
泰

基
（

ま
が

ら
や

す
も

と
）

北
海

道
大

学
創

成
科

学
研

究
機

構
特

任
教

授

山
田

洋
（

や
ま

だ
ひ

ろ
し

）

一
橋

大
学

大
学

院
法

学
研

究
科

・
法

学
部

教
授

◎
は

座
長

（
５

０
音

順
）
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  ２０１６年１月１７日

印西地区環境整備事業組 合

施設整備基本計画検討委員会 

委員長 大迫 政浩 様 

ゴミ処理施設を考える印西・白井・栄連絡会 

共同代表 印西市 亀倉 良一 

白井市 土屋 昭彦 

栄町 林  義 光 

次期中間施設整備事業の「施設整備基本計画」への意見書 

次期中間施設整備について、委員会の日頃のご尽力に厚く感謝申し上げます。 

 私たちは、この問題について、当初より関心をもち環境・機械施設・化学・建設などの

経験と知識を生かし、また他自治体の施設見学なども重ねて市民参加をしてきた、３自治

体の住民で構成する会です。 

つきましては、現在検討が進められている事業計画内容で、納税者の立場で見過ごせな

い問題があります。それは、施設建設費と運営維持管理費の算定に問題があり総事業費が

大きく膨らんだ案が検討されていることです。 

 第８回委員会の提示資料によると、依然として、環境省が入札・契約について示してい

る手引を念頭に置かず、従来談合が繰り返されてきた、プラントメ－カ－の見積りを重用 

していることです。その結果、27 年 2 月に組合が策定した「印西ｸﾘ-ﾝｾﾝﾀ-延命化計画」で 

LCC 比較するために算出した、新施設建設費 66 億円を大幅に上回る試算結果が示されて

います。この 66 億円は、他の自治体(施設規模 100ｔ～200ｔ発電付き)の実績平均単価 

42,348 千円/t を採用したものであり環境省の手引に沿った積算方法です。 

(156ｔ×42,348 千円/t=66 億円) 

自組合が自組合の同じ施設の施設費を、150 億円、66 億円と 2.3 倍も異なる費用を僅か 

10 ｹ月後に示すことは道理に合わないし、組合に対し不信感を抱かざるを得ません。 

環境省の手引に示す積算方法に、施設規模と建設費の関係を示す 0.6 乗則があることは 

承知だと思いますが、最新のｽﾄ-ｶ-方式を導入した事例で、三鷹ふじみ衛生組合の規模 288

ｔ、建設費 96.8 億円に 0.6 乗則で試算すると、印西ｸﾘ-ﾝｾﾝﾀ-は、156ｔの建設費は 66 億円 

となります、これは組合が延命化計画で示した額と同一になり信頼出来るものです。 

 あらためて申すまでもなく、この施設を運用する３自治体の財政の現状は、非常に厳し

い状況にあり１，２万円をどう削減するかという状況下にありますことは、事務局として

もご承知のところです。 
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 この様な財政状況にある自治体状況を把握しながら、何故このような試算方法と試算額

が示されるのか、全く理解しがたい内容であり許容できません。 

是非、他自治体の事例なども検討し(例えば、都下の三鷹・調布市が運営する「ふじみ衛

生組合」)、参考にして頂き、また納税者の立場をふまえ再度総事業費の大幅な削減を諮る

策の検討を要請いたします。 

 出来ないではなく、どうすれば出来るかの観点で、是非とも委員会の皆様の真摯なご検

討をお願いいたします。 

以   上 
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（23）用語集 





【用語集】 

 用 語 解 説 

あ

行 

硫黄酸化物（SOx） 硫黄の酸化物の総称で、一酸化硫黄、三酸化二硫黄、二酸化

硫黄、三酸化硫黄、七酸化二硫黄、四酸化硫黄等があり、通

称ソックス（SOx）ともいう。石油や石炭等の化石燃料など硫

黄分を含んだものを燃焼するときに排出される。 

一酸化炭素(CO) 

 

炭素を含む燃料が不完全燃焼する際に発生し、主な発生源は

自動車である。一酸化炭素が体内に吸入されると、血液中の

ヘモグロビンと結合して酸素の補給を妨げ貧血を起こした

り、中枢神経を麻痺させたりする。 

インセンティブ

（incentive） 

刺激、動機、報酬金をいう。意欲を掻き立てる要因を広く指

す用語として用いられる。 

インターロック ある操作を行う時、誤操作や確認不足により適正な手順以外

の手順による操作の防止、正常な製造・運転条件を逸脱した

時、自動的に設備への原材料等の供給を遮断するなどの製造

や機器運転の制御をいう。 

雨水浸透施設 雨水の流出量を抑制するため、雨水を地下に浸透させる施

設をいう。 

浸透トレンチ、浸透ます、道路浸透ます、浸透側溝、透水

性舗装等の施設がある。 

渦電流 金属板（アルミニウムなど）を強い磁場内で動かした際

に、電磁誘導効果により金属内に生じる渦状の誘導電流を

いう。これにより磁力が発生する。 

上乗せ基準 水質汚濁防止法第 3 条第 3項に基づき、都道府県が国の定め

る一律の排水基準にかえて適用するもので、政令で定める排

水基準より厳しい基準をいう。 

液状化 地震の際に、地下水位の高い砂地盤が振動により液体状にな

り、比重の大きい構造物が埋もれ、倒れたり、地中の比重の

小さい構造物（下水管等）が浮き上がる現象をいう。 

エコノマイザ（節炭

器） 

ボイラーから排出されるガスから熱を回収して給水の予熱

に利用する装置をいう。 

エネルギー回収型廃

棄物処理施設 

環境省の交付要綱上の正式名称で、本計画の次期焼却施設が

該当する。 

エネルギー回収率 発電効率と熱利用率の和をいう。 

エネルギー回収率＝発電効率＋熱利用率 
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 用 語 解 説 

あ

行 

塩化水素（HCl） 塩素と水素の化合物をいう。常温においては刺激臭を有する

無色の気体として存在し、水に溶解することで塩酸となる。

か

行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部取り出し電力 売電および外部への供給電力をいう。 

カウンターウェイト エレベーターやクレーン、油圧ショベルなど、各種機械装置

に用いられ、重心から離れた位置に荷重がかかった時に重心

の移動が許容範囲内に収まるよう荷重とのバランスをとる

重りをいう。 

カスケード利用 資源やエネルギーを１回だけの使いきりにするのではなく、

利用したことで性質が変わった資源や、利用時に出る廃棄物

を別の用途に使い、その後もさらに別の用途に活かす、とい

うように、高レベルの利用から低レベルの利用へと、多段階

（カスケード）に活用すること。 

ガラスカレット 破砕された状態のガラスをいう。 

環境アセスメント 

（環境影響評価） 

開発事業の内容を決めるに当たり、それが環境にどのような

影響を及ぼすかについて、あらかじめ事業者自らが調査、予

測、評価を行い、その結果を公表して一般の市民、地方公共

団体などから意見を聴き、それらを踏まえて環境保全の観点

からよりよい事業計画を作成する制度をいう。 

還元剤 還元作用をする物質、すなわち他の物質から酸素を奪ったり

他の物質に水素や電子を与える働きをする物質をいう。 

還元雰囲気 ガス中に、水素・一酸化炭素・硫化水素・二酸化硫黄など還

元性ガス（酸素を奪う性質を持つガス）が多く含まれる状態

をいう。逆に、酸素・オゾン・二酸化窒素などの酸化性ガス

が多ければ酸化雰囲気という。 

90%信頼区間 データが正規分布する時、平均値が90％収まる区間をい

う。100回サンプリングしたら、90回はこの範囲内に値が当

てはまることをいう。 

協定値 周辺住民と締結した公害防止協定に基づいた排ガスの排出

基準値等をいう。 

ケミカルリサイクル リサイクルの一種で、使用済みの資源を化学反応により組成

変換をした後にリサイクルすることをいう。廃プラスチック

の油化・ガス化や廃食用油等のバイオガス化等をさす。 
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 用 語 解 説 

か

行 

現在価値 将来に発生する価値を現在の価値に換算したもので、将来の

価値に対し割引率で割り戻すことで計算する。一般的には、

t 年後の R円の現在価値は、割引率を iとしたとき、下式に

て計算される。 

t 年後の R円の現在価値＝R/(1+i)t 

例えば、割引率が年4％のとき、10年後の100万円は、現在の

68万円（＝100万円÷1.0410）に値する。これは、将来に亘り

年利4％で資金100万円を運用できるとした場合に、10年後

（将来）の資金は増額され148万円（＝100万円×1.0410）に

なるが、10年後の100万円を現在の価値に換算した場合に、

68万円に値することを意味する。 

元素 物質の基本単位である原子の種類であり、水素や酸素、鉄等、

約90種が自然界において知られている。 

建ぺい率 敷地面積に対する建築面積の割合。 

高効率発電 ごみの持っている熱量を最大限に活用するため、発電に用い

る蒸気をより高温・高圧化し効率を高めることをいう。 

コージェネ 「Cogeneration」の略で、内燃機関、外燃機関等の廃熱を利

用して動力・温熱・冷熱を取り出し、エネルギー効率を高め

る、新しいエネルギー供給システムのひとつをいう。 

内燃機関：内部で燃料を燃やして動力を得るもの。（エンジン）

外燃機関：外で燃料を燃やして動力を得るもの。（タービン） 

洪水調節容量 

 

洪水時に下流への影響を防ぐ目的で、放流量を調節するため

に必要な調整池等の容量をいう。 

高度区域 市街地の環境の維持や土地利用の増進のために建築物の高

さの最高限度または最低限度を定める区域をいう。 

公募型プロポーザル 業務の委託先や建築物の設計者を選定する際に、複数の者に

目的物に対する企画を提案してもらい、その中から優れた提

案を行った者を選定する方式をいう。 

高炉水砕スラグ 高炉から生成する溶融スラグに多量の圧力水を噴射するこ

とにより急冷した砂状のスラグをいう。 

ごみ質 ごみの物理的あるいは化学的性質の総称であり、通常、三成

分（水分、可燃分、灰分）、単位体積重量（見掛比重）、物

理組成（種類別組成）、化学組成（元素組成）及び低位発熱

量等をいう。 
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 用 語 解 説 
か

行 

ごみ発電 廃棄物のエネルギー活用のひとつで、ゴミを焼却処分する際

の余熱を利用して発電する方法をいう。 

コンポスト 有機物を微生物によって完全に分解した肥料をいう。 

さ

行 

再生エネルギー 

 

太陽光や風力などの自然の力や廃棄物などを活用するため、

枯渇する心配がなく、繰り返し使うことができるエネルギー

をいう。 

里山 集落、人里に隣接し、原生的な自然と人里（都市）の中間に

位置し、人間の影響を受けて環境が形成・維持された山をい

う。 

サーマルリサイクル 廃棄物の再利用方法のひとつで、廃棄物を焼却する際に発生

する熱エネルギーの回収・利用をいう。 

三成分 湿りごみ中の水分、可燃分、灰分をいう。 

市街化調整区域 市街化を抑制し、優れた自然環境を守る区域として、開発や

建築が制限されている区域をいう。 

磁界 磁石の周りや電流が流れている物の周りに発生する、磁気が

はたらく空間をいう。 

支持層 土質試験において N 値（エヌチ）50 という硬い地層が 5ｍ以

上連続する層をいう。 

N 値：鋼製のロッドを錘により地盤に 30cm 叩き込む時の 

打撃回数 

指定管理者制度 地方自治体が所管する公の施設について、管理、運営を法人

(民間事業会社を含む)やその他の団体に委託することがで

きる制度で、平成 15 年に制定された。指定管理者への過度

な負担要求や指定期間が短いことによる人材育成・設備投資

への阻害等の課題を踏まえ、総務省が平成 22 年に「指定管

理者制度の運用について」を通知し、企業評価における「財

務的評価」と「社会的評価」を意識することを求めた。 

施設園芸 ビニルハウス等を利用して野菜、果樹等を栽培する園芸をい

う。 

施設かし 施設に生じた欠陥をいう。 

持続可能性 生物資源（森林等）を長期的に維持することが可能な利用条

件を満たすこと。自然資源や環境汚染が適正に管理され、経

済活動や福祉の水準が長期的に維持可能なことをいう。 
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 用 語 解 説 
さ

行 

臭気指数 あらかじめ嗅覚が正常であることの検査に合格した被検者

が臭気を感じなくなるまで、試料を無臭の空気で希釈した

ときの希釈倍率（臭気濃度）を求め、その常用対数値に10

を乗じた数値をいう。 

臭気指数＝10×log（臭気濃度） 

ジュール（J） エネルギー、熱量等の単位をいう。（1cal=4.184J） 

国際的な単位としてカロリー（cal）は認められていない。

純度 品質の純粋さの割合をいう。異物が混入するほど割合は小さ

くなる。破砕処理設備で処理・回収した資源物（鉄・アルミ

等）に対する有価物の割合であり、買取り価格等に影響する。

消石灰サイロ 排ガスの塩素系成分を除去する為の消石灰の貯蔵庫をいう。

蒸気ボイラ 火気、燃焼ガスその他の高温ガスまたは電気により、水また

は熱媒体を加熱し、高圧の蒸気を発生させる装置をいう。 

徐冷スラグ 溶融スラグを大気中で空冷や散水等により凝固、冷却したも

のをいう。 

触媒 一定温度での化学反応の速度を増大させながら、反応終了後

も反応前と同じ状態で存在する物質をいう。 

例：砂糖に酸を加えると加水分解が促進されるが、酸自体は

変化を受けない。 

振動レベル（dB） 振動の加速度レベルに振動感覚補正を加えたものの単位を

デシベル（dB）という。 

スキーム 計画・体系・枠組みをいう。 

スターリングエンジ

ン 

19 世紀初頭に、スコットランドの牧師ロバート・スターリン

グによって発明された人に優しい＝安全な“熱空気エンジ

ン”。スターリングエンジンを加熱するエネルギーは化石燃

料のほか、各種バイオマスや太陽熱、廃熱が利用できる。 

スラリー 泥状又は粥状の混合物で、固体粒子が 液体の中に懸濁して

いる流動体をいう。 
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 用 語 解 説 
さ

行 

生物多様性 自然生態系を構成する動物、植物、微生物など地球上の豊か

な生物種の多様性とその遺伝子の多様性、そして地域ごとの

様々な生態系の多様性をも意味する包括的な概念である。そ

して、地球の生態系の中では生物が刻一刻と生まれ、死に、

エネルギーが流れ、水や物質が循環しているが、こうした自

然界の動きも視野に入れた考え方である。生物多様性は遺伝

子、種、生態系の 3 つのレベルでとらえられることが多い。

た

行 

ダイオキシン類 

（DXNs） 

 

有機塩素化合物であるポリ塩化ジベンゾパラジオキシン、ポ

リ塩化ジベンゾフラン及びコプラナーPCBの総称であり、他

の多くの化学物質と異なり、製造を目的として生成されたも

のではなく、物の燃焼や化学物質の合成等の過程で副産物と

して生成され、大気中では極めて安定しており、生物に対す

る毒性の強いものが多い。 

ダイオキシン類 

再合成 

 

ダイオキシン類は完全燃焼によって、生成を防止できるが、

300～400℃の温度帯になると、再び生成されてしまう。これ

をダイオキシン類の再合成という。 

ダイオキシン類 

前躯体 

焼却により発生するダイオキシン類と高度に相関の高い状

態で発生する物質をいう。特に、クロロベンゼン類が知ら

れている。 

ダイオキシン類に比べ発生量が多いことから、分析が容易

で、分析結果と相関性からダイオキシン類の発生量が把握

できる。 

耐浪性 台風による高波、津波に耐える強さをいう。 

タール 有機物質の熱分解によって得られる、粘り気のある黒から黒

褐色の油状液体をいう。 

単位体積重量 単位体積当たりの重量をいう。 

水（4℃)では1cm3当たり１gで1g/cm3と表す。 

窒素酸化物（NOx） 窒素の酸化物の総称であり、一酸化窒素、二酸化窒素、一酸

化二窒素、三酸化二窒素、五酸化二窒素等が含まれ、通称ノ

ックス（NOx）ともいう。大気汚染物質としての窒素酸化物は

一酸化窒素、二酸化窒素が主であり、工場の煙や自動車排気

ガス等の窒素酸化物の大部分は一酸化窒素である。 

チャー ごみの熱分解ガス化の際に精製する炭素物質をいう。 
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用 語 解 説

た

行 

調整稼働率 予定外の修理、やむを得ない一時休止等のため、処理能力が

低下することを考慮した係数をいう。

調整池 集中豪雨などの局地的な出水により、河川の流下能力を超過

する可能性のある洪水を河川に入る前に一時的に溜める池

をいう。 

低位発熱量 ごみ中の水分及び可燃分中の水素分が水蒸気となる際の蒸

発熱量をいう。潜熱を高位発熱量（熱量計で測定される総発

熱量）から差し引いた実質的な発熱量である。 

低空気比運転 燃焼空気比を低下すると排ガス中のNOx濃度が低下する。NOx

濃度の低下を目的に、低空気比で燃焼する運転を低空気比運

転という。 

データセンター 大量のデータを保管するための専用の施設をいう。複数の通

信業者による高速の回線が引き込まれており、無停電電源装

置（UPS）や自家発電装置を備えており、セキュリティや耐震

性にも優れている。 

データバス コンピュータ内部のデジタル信号の伝送路の一部でデータ

本体の伝送を行うための装置をいう。 

展開検査装置 搬入したごみに適正でないごみが含まれているか検査する

ために、ごみ投入扉の前でごみを広げて確認するための装

置をいう。 

等価係数 電気によるエネルギー利用と熱によるエネルギー利用を共

通の指数で整理するため定義した指数をいう。回収された熱

エネルギーから電気と熱を生産する効率の逆数の比から算

定したもので、エネルギー回収型廃棄物処理施設整備マニュ

アル（環境省）では、熱の有効利用量に対して 0.46 を乗じ

て、電気と等価に扱うものとしている。 

動線計画 施設中を車両や人が動く時に、通行すると思われる経路のパ

ターンを予測し、より安全・効率的に移動ができるように考

慮した配置計画をいう。 

ドレン管 雨水、雑排水、汚水などを排水するための管をいう。 

冷房機器（エアコン）の結露水などの排液をドレンという。

な

行 

熱交換器 熱エネルギーを異なる 2 つの流体間で移動させるための機

器で温水器等をいう。 

(23)-7



用 語 解 説

な

行 

熱しゃく減量 焼却灰をもう一度よく燃焼させたときの、重量の減少率をい

う。焼却灰の中に燃え残りが含まれているため、再燃焼する

ことで可能な限り重量を減らすもので、「廃棄物の処理及び

清掃に関する法律」では、熱しゃく減量は 10％以下でなけれ

ばならないと定められている。 

熱収支 熱エネルギーの出入り（収支）をいう。 

外部から受け取る熱や内部で発生する熱（ごみ、補助燃料）

と外部へ放出する熱や内部に蓄積される熱のバランスを算

定したものをいう。 

熱利用率 ごみ焼却施設内外へ供給された熱量のうち、供給先で有効に

利用された有効熱量に電気/熱の等価係数を乗じた熱量を入

熱で除した割合をいう。 

熱利用率＝有効熱量×0.46×100／投入エネルギー（ごみ＋

外部燃料） 

は

行 

背圧タービン 蒸気タービン出口の圧力を大気圧以上で運転するタービン

をいう。 

ばいじん 「ばい煙」のひとつで、焼却に伴い発生したすすや燃えかす

などの固体粒子状物質をいう。 

バイナリー発電 地熱発電の発電方式のひとつ。バイナリーサークル発電、地

熱バイナリー発電とも呼ばれる。低沸点媒体を利用すること

により、媒体の加熱源として、低温の蒸気や熱源を利用する

ことができる。 

廃熱ボイラ 焼却による廃熱を蒸気として回収する装置をいう。 

排ガス再循環方式 燃焼により発生した排ガスを再び燃焼空気として利用する

もので、エネルギーを無駄なく利用することができ、NOxの

発生を抑制する効果もある方式をいう。 

排ガス最大着地濃度 煙突から排出された排ガスが拡散し、地上に着地するとき

の最大濃度をいう。 

発電効率 発電された電力と投入エネルギーの比をいう。 

発電効率＝発電出力×100／投入エネルギー（ごみ＋外部燃

料） 

バーナーワーク ガラスの成形技法の一種で、バーナーの炎によってガラスを

溶融し、成形することをいう。 
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用 語 解 説 

は

行 

ハニカム構造 正六角形または正六角柱を隙間なく並べた構造をいう。 

広義には、正六角柱に限らず立体図形を隙間なく並べたも

の（3次元空間充填）をハニカムと呼ぶ。

日影規制 中高層建築物によって近隣の敷地に生じる日影を一定時間

内に抑えて、近隣の日照を確保するための建築基準法（第56

の2条）上の規制をいう。 

地方公共団体が条例で指定する区域内にある一定の高さ以

上の建物が冬至の日の午前8時～午後4時まで（北海道のみ午

前9時～午後3時まで）の間、その場所に一定時間以上続けて

影を生じさせないよう建物を計画することを義務付けるも

のである。 

火格子 耐熱性の鋳物製ブロックのことで「ストーカ」という。 

この火格子（ストーカ）を重ねてごみを燃やす床を作り、燃

焼用の空気を火格子の下部から送り込み、火格子上のごみを

燃やす構造の焼却炉をストーカ式焼却炉という。 

標準偏差 データのばらつきの大きさを示す値をいう。 

フェールセーフ 故障や操作ミス、設計上の不具合などの障害が発生すること

をあらかじめ想定し、発生時の被害を最小限に止めるよう工

夫しておく設計思想をいう。 

不活性ガス 化学反応（爆発等）を起こしにくい気体をいう。 

復水 水蒸気を冷却、凝結させて水に戻すことをいう。 

富酸素燃焼 燃焼用空気に酸素を富化し、ごみの燃焼を強め灰の性状の向

上やダイオキシン類の低減を図る燃焼法をいう。 

物質収支 ごみ処理における物質（ごみ、残さ、金属類、薬品等）の出

入り（収支）をいう。 

プラスチック製容器

包装 

商品を入れたもの（容器）や、包んだもの（包装）であり、

中身の商品を取り出した（使った）後、不要となるプラスチ

ック製のものをいう。 

プラズマ 温度が上昇すると，物質は固体から液体に，液体から気体に

と状態が変化する。気体の温度が上昇すると気体の分子は解

離して原子になり、さらに温度が上昇すると原子核のまわり

を回っていた電子が原子から離れて、正イオンと電子に分か

れる。この現象は電離と呼ばれ、電離によって生じた荷電粒

子を含む気体をプラズマと呼ぶ。 
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用 語 解 説 

は
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プーリ 滑車をいう。 

ブリッジ現象 粉体の粒子がホッパの排出口でアーチを形成し、粉体が排出

されない現象をいう。 

プロジェクトファイ

ナンス 

プロジェクトにおいて資金調達を行う際、事業者自身が借入

を行うのではなく、プロジェクトを遂行するPFI事業会社（特

別目的会社：SPC Special Purpose Company）を設立し、こ

の会社を事業者として独立して借入を行う資金調達の仕組

みをいう。 

分散型自動制御シス

テム（DCS） 

制御システムの一種で、制御装置が中心に1つあるのではな

く、システムを構成する機器ごとに制御装置がありネットワ

ークで接続され、相互に通信し監視し合うシステムをいう。

ベースメタル 埋蔵量・産出量が多く、精錬が簡単な金属をいう。鉄・銅・

亜鉛・すず・アルミニウムなど。

ベンゼン核（ベンゼ

ン環） 

最も単純な芳香族炭化水素である。原油に含まれており、石

油化学における基礎化合物のひとつをいう。 

ベンゼン：無色透明の芳香を有する液体。揮発性が高く、発

がん性のある物質。 

ベンチュリー 流体の流れの断面積を狭めて流速を増加させると、圧力が低

い部分が作り出される現象をいう。 

ボイラ効率 燃焼によりボイラに入る熱（入熱）と蒸気として持ち出され

る熱（出熱）の比率をいう。 

ボイラ効率（％）＝出熱/入熱×100 

包括的運営管理委託 公共施設の運営管理について、民間事業者が施設を適切に管

理運営し、一定の条件を確保できれば、方法など詳細につい

ては民間事業者の裁量に任せるという、性能発注の考えに基

づく委託方式をいう。 

芳香族 炭素と水素からできている化学物質の中で、物質の構造にベ

ンゼン核を持つ化合物。代表的なものに、ベンゼン、トルエ

ン、キシレン、ナフタレンなどがある。 

防火地区 建築基準法第22条第1項の規定により指定した区域で、建築

物の屋根や外壁に一定の防火性能を確保させ、市街地の建築

物の火災による延焼等の防止を図る区域をいう。 

飽和温度 排ガス中の成分が、液体化する時の温度をいう。 
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用 語 解 説 

ま

行 

マス 大きなかたまり、密集、集団、集まりをいう 

マテリアルリサイク

ル推進施設 

環境省の交付要綱上の正式名称で、リサイクルセンターをい

う。「マテリアル」は「物質・材料」を意味する。 

マンマシンインター

フェース 

人間と機械が情報をやり取りするための手段や、そのための

装置・ソフトウェアなどの総称をいう。 

名目価値 将来に発生する価値を現在の価値に換算する現在価値に対

し、特に、割引率を考慮しない状態の価値のことをいう。現

在価値の説明内容に示す「t年後のR円」のR円のことをいう。

メタンガス化施設 可燃ごみとして焼却処理されていた生ごみ等の有機性ごみ

を分別回収または選別してメタン発行させ、バイオマスエネ

ルギーとしてメタンガスを回収する施設をいう。 

や

行 

山元還元 被処理物の溶融処理によって発生する溶融飛灰から、非鉄金

属を回収し再使用する一連の操作をいう。 

有効煙突高さ 煙突から排出されるガス、それ自身が持つ熱と吐出速度によ

る運動量により一定高さまで上昇した高さのことをいう。こ

の高さまで上昇した後に、風による大気拡散を始める。 

有効熱量 ごみ焼却施設内外へ供給された熱量のうち、供給先で有効に

熱利用された分の熱量をいう。 

ユーティリティー 用役と訳され、施設の運転に必要な電気、水、空気、燃料な

どのライフラインをいう。 

ユニバーサルデザイ

ン 

「すべての人のためのデザイン」を意味し、年齢や障害の有

無などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人が利用可

能であるようにデザインすることをいう。 

容積率 敷地面積に対する建物の延べ床面積の割合をいう。 

用途地域 都市計画法の地域地区のひとつで、その利用目的によって区

分し、建築物に対するルールを決め、土地の合理的な利用を

図るために指定された地域をいう。 

溶融スラグ ごみの焼却灰を 1200℃以上の高温で溶融して生成されるガ

ラス上の固化物をいう。土木･建設資材として有効利用がな

されている。なお、「スラグ」の本来の意味は金属を精錬す

る際に発生する「残さ」や「かす」である。 
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用 語 解 説 

ら
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ラミネート加工紙 耐水性、耐油性、熱封緘性などを付与するために、片面また

は両面にプラスチックの薄膜や金属箔などを接着剤で張合

せ、積層した紙または板紙をいう。 

リサイクルセンター 廃棄物の資源化関連事業を行う施設をいう。 

燃やさないごみ・粗大ごみ等から鉄・アルミニウム等の金属、

ガラスカレット、生きびん等の回収・資源化を行うとともに、

不用品の補修、再生品の展示・販売等も行っている。 

リサイクルプラザ リサイクルセンターの中で、不用品の補修機能、環境学習等

の循環型社会形成のための啓発活動を行うための機能を有

する場をいう。 

リターナブルビン 繰り返し使用（リユース）できる瓶をいう。 

リニアモータ 回転式のモーターを直線状に引き延ばしたもので、推進用の

コイルに相当し、この上の磁石に推進力を与えるシステムを

いう。 

緑化率 緑が不足している市街地などにおいて、一定規模以上の建築

物の新築や増築を行う場合に、敷地面積の一定割合以上の緑

化を義務づける制度をいう。 

Ｂ ＢＯＤ（生物化学的

酸素要求量） 

「Biochemical oxygen demand」の略。 

水の汚染を表す指標のひとつ。好気性微生物が一定期間中に

水中の有機物（汚物）を酸化・分解する際に消費する溶存酸

素の量をいう。 

Ｃ ＣＣＤカメラ 「Charge Coupled Device」の略で、CCDイメージセンサを使

用したカメラをいう。防犯カメラや監視カメラ等に使用され

ている。 

Ｄ ＤＢＯ 「Design Build Operate」の略で、公共が調達した施設整備

費を活用して民間事業者が施設を整備した後、管理運営も民

間事業者が行う方式をいう。 

Ｇ ＧＬ 「Ground level または Ground line」の略。 

地盤面のことで垂直方向の寸法計測の基準となる地盤高さ

をいう。建築物の高さを決めるための基準となる。 

Ｉ ＩＴＶ装置 工業用の監視カメラシステムをいう。 

施設内の各設備等に設置され、包括的な監視ができる。 

Ｊ ＪＶ 「Joint Venture」の略語。 

複数の異なる企業等が共同で事業を行う組織をいう。 

(23)-12



用 語 解 説 

Ｋ Ｋ値規制 施設ごとに煙突の高さに応じた硫黄酸化物許容排出量を求

める際に使用する大気汚染防止法で定められた定数をいう。

K 値は地域ごとに定められており、施設が集合して設置され

ている地域ほど規制が厳しく、その値が小さい。 

Ｌ ＬＣＣ 「Life Cycle Cost」の略で、施設建設費、運営管理費（運

転費、点検補修費）、解体費を含めた廃棄物処理施設の生涯

費用の総計をいう。 

（ＬＣＤ）オペレー

タコンソール 

操作員としてのオペレータとデータ処理システムとの間の

交信に使われ、プログラムや周辺装置の動作を制御したり、

情報を得たりするのに使用する装置をいう。スイッチ盤、表

示ランプ、ディスプレイから成る。 

Ｌｏｗ-Ｅガラス 「低放射＝Low Emissivity」の略。 

板ガラスの表面に酸化鈴や銀などの特殊金属膜をコーティ

ングしたもので、断熱性能、遮熱性能がある。 

Ｍ ｍ3Ｎ 0℃、1気圧下での気体体積を表す単位をいう。 

Ｎ ｎｇ（ｐｇ） 10 億分の1グラムを表す重さの単位をいう。（pg は1兆分の

１グラム） 

Ｐ ＰＣＢ ポリ塩化ビフェニル（polychlorinated biphenyl）または

ポリクロロビフェニル(polychlorobiphenyl) 

熱に対して安定で、電気絶縁性が高く、耐薬製に優れてい

るが、生態に対する毒性が高く、脂肪組織に蓄積しやす

い。発がん性があり、また、皮膚障害、内臓障害、ホルモ

ン異常を引き起こす。 

ＰＥＴ 「ポリエチレンテレフタレート＝polyethylene 

terephthalate」の略で卵パックや油・しょうゆのボトル等

に利用されている材料をいう。 

ＰＦＩ 「Private Finance Initiative」の略で民間資金、経営能力

及び技術的能力を活用して公共施設等の建設、維持管理、運

営を行う方法で、地方公共団体が発注者となって行う、公共

事業の方式をいう。 

ｐＨ 酸性とアルカリ性の度合を0～14までの数字で示したものを

いう。中間のpH7を中性、それより大きい値をアルカリ性、小

さい値を酸性という。 
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用 語 解 説 

Ｐ ｐｐｍ 「Parts Per Million」の略である量が全体の100万分のいく

つを占めるかを表す単位をいう。 

ＰＰＰ 「Public Private Partnership」の略で民間事業者が政策な

どの計画段階から参加する方式をいう。 

ＰＳＡ 「Pressure Swing Adsorption」の略で圧力変動吸着をいう。

ＰＳＣ 「Public Sector Comparator」の略でVFM算定の基準額をい

う。 

ＰＶＣ 「ポリ塩化ビニル＝polyvinyl chloride」の略で柔軟性に富

み加工しやすく、また経年劣化も少ない材料をいう。 

上下水道管やラップフィルムに利用されている。 

Ｒ ＲＤＦ 「Refuse Derived Fuel」の略で、ごみを固形燃料化して、

環境保全とエネルギー資源確保を同時に実現する技術。石炭

並みの発熱量と石炭に近い安定した燃焼が可能で、ダイオキ

シン発生量を低く抑えられる特徴があるほか、RDF化によっ

て元のごみ重量の半分程度となり運搬が容易になるととも

に、長期保管も可能になるなどの特徴が注目を集めている。

ＲＯ膜処理（逆浸透

膜処理） 

「Reverse Osmosis Membrane」の頭文字をとってRO膜処理と

言われる。ろ過膜の一種であり、水を通しイオンや塩類など

水以外の不純物は透過しない性質を持つ膜をいう。

【主な除去物】

塩分･重金属イオン･溶解シリカ･その他電解物質・非電解物

質アンモニア性･硝酸性窒素･細菌類・変異原性物質・有機及

び有機塩素化合物(DDT、PCB、トリハロメタン､ダイオキシン､

トリクロロエチレン､各種農薬類) 

Ｓ ＳＰＣ 「Special Purpose Company」の略で特別目的会社。ある特

別の事業を行うために設立された事業会社をいう。実施する

事業を限定した会社で、その他の事業展開はできない。当該

事業以外の事業の不振が原因で、当該事業のサービス低下や

事業が中断することを避けるため、PFI手法及びDBO方式を採

用する発注側がSPC設立を義務付けることが多い。 

ＳＳ（浮遊物量） 水中に懸濁している不溶解物質をいう。JISでは懸濁物質、

環境基準や排水基準では浮遊物質といい、2mmのふるいを通

過し1μmのろ過材上に残留する物質と定義されている。 

100mm異常のものを異物、100～2mmのものを固形物と規定し

ている。 
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用 語 解 説

Ｖ ＶＦＭ 「Value for Money」の略で、支払い（Money）に対して最も

価値の高いサービス（Value）を供給する考え方をいう。 

算式：VFM(%)=(PSCのLCC現在価値-比較対象のLCC現在価値 

×100) 

Ｗ ＷＴＯ政府調達協定 多国間での自由な貿易を促進するため、1996年に発効した国

際的な約束をいう。政府調達に国外企業が参入しやすくなる

ように、一定の基準額以上の物品やサービスの調達に際し

て、所定の手続を採ることを定めたものである。 
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（24）施設整備基本計画検討委員会関係条例 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

の関係条例等を参考までに添付する。 
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施設整備基本計画検討委員会 組織細則 （22）-7 

施設整備基本計画検討委員会 運営細則 （22）-9 

施設整備基本計画検討委員会 専門部会要綱 （22）-11 

施設整備基本計画検討委員会 会議傍聴遵守事項 （24）-14 

 

 

 

 

 

 

  



印西地区環境整備事業組合附属機関条例  

平成２５年２月７日  

条 例 第 １ 号  

（趣旨）  

第１条 この条例は、法律若しくはこれに基づく政令又は他の条例に

定めのあるもののほか、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第

１３８条の４第３項に規定する附属機関（以下「附属機関」という。）

に関し、必要な事項を定めるものとする。  

（設置）  

第２条 管理者に、別表に掲げる附属機関を置き、当該附属機関にお

いて担任する事務、組織、委員の構成、定数及び任期は、同表に掲

げるとおりとする。  

（委員長及び副委員長）  

第３条 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。  

２ 委員長は、当該附属機関の事務を総理し、当該附属機関を代表す

る。  

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員

長が欠けたときは、その職務を代理する。  

（委員）  

第４条 委員は、管理者が委嘱する。  

２ 委員に欠員を生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間  

とする。  

３ 委員が、委嘱されたときの要件を欠くに至ったときは、委員を辞

したものとみなす。  

（委任）  

第５条 この条例に定めるもののほか、附属機関の組織及び運営に関

し必要な事項は、管理者が別に定める。  

附 則  

（施行期日）  

１ この条例は、公布の日から施行する。  

（印西地区環境整備事業組合特別職の職員の給料、報酬及び費用弁
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償等に関する条例の一部改正）  

２ 印西地区環境整備事業組合特別職の職員の給料、報酬及び費用弁

償等に関する条例（昭和５５年３月１２日条例第１号）の一部を次

のように改正する。  

  （次のよう略）  

附 則（平成２７年２月５日条例第１号）  

（施行期日）  

１ この条例は、公布の日から施行する。  

（印西地区環境整備事業組合特別職の職員の給料、報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部改正）  

２ 印西地区環境整備事業組合特別職の職員の給料、報酬及び費用弁

償等に関する条例（昭和５５年３月１２日条例第１号）の一部を次

のように改正する。  
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別表第１中  

「  

」を  

「  

」に改める。  

次期中間処理施

設整備事業

用地検討委員 会

学識経験委員  

日額 25,000 円  

次期中間処理施

設 整 備 事 業

用地検討委員 会

委員 

日額 7,500 円 

次期中間処理施

設整備事業施設

整備基本計画検

討委員会学識経

験委員  

日額 25,000 円 

次期中間処理施

設整備事業施設

整備基本計画検

討委員会委員  

日額 7,500 円 

次期中間処理施

設整備事業地域

振興策検討委員

会学識経験委員  

日額 25,000 円 

次期中間処理施

設整備事業地域

振興策検討委員

会委員  

日額 7,500 円 
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別表（第２条）  

附属機関  

の属する  

執行機関  

附属機関  担任する事務  組織  委員の構成  定数  任期  

管理者  

印 西 地 区 環

境 整 備 事 業

組 合 印 西 地

区 ご み 処 理

基 本 計 画 検

討委員会  

廃棄物の処理及び清掃に関

する法律（昭和４５年法律

第１３７号）第６条の規定

に基づき策定する一般廃棄

物処理計画（し尿を除く。）

について管理者の諮問に応

じて、又は自ら調査審議し、

意見を述べること。  

委員長  

副委員長  

委員  

(1)学 識 経 験

を有する者  

(2)公 募 に よ

る  関係市町

の住民  

(3) 管 理 者

が 必 要 と 認

める者  

17 人

以内  

担 任 す

る 事 務

が 終 了

す る ま

で  

印 西 地 区 環

境 整 備 事 業

組 合 次 期 中

間 処 理 施 設

整 備 事 業 施

設 整 備 基 本

計 画 検 討 委

員会  

次期中間処理施設整備事業

の施設整備基本計画につい

て管理者の諮問に応じて、

又は自ら調査審議し、意見

を述べること。  

委員長  

副委員長  

委員  

(1)学 識 経 験

を有する者  

(2)公 募 に よ

る  関係市町

の住民  

(3) 管 理 者

が 必 要 と 認

める者  

9 人

以内  

担 任 す

る 事 務

が 終 了

す る ま

で  

印 西 地 区 環

境 整 備 事 業

組 合 次 期 中

間 処 理 施 設

整 備 事 業 地

域 振 興 策 検

討委員会  

次期中間処理施設整備事業

の地域振興策について管理

者の諮問に応じて、又は自

ら調査審議し、意見を述べ

ること。  

委員長  

副委員長  

委員  

(1)学 識 経 験

を有する者  

(2)公 募 に よ

る  関係市町

の住民  

(3) 管 理 者

が 必 要 と 認

める者  

9 人

以内  

担 任 す

る 事 務

が 終 了

す る ま

で  

備考 １ 関係市町の住民とは、関係市町内に住所を有し、又は関係市町内に勤務先の有る者  

若しくは通学先の有る者をいう。  

２ 関係市町とは、印西市、白井市及び栄町をいう。  
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印西地区環境整備事業組合附属機関条例施行規則  

平成２５年２月７日  

規 則 第 １ 号  

（趣旨）  

第１条 この規則は、印西地区環境整備事業組合附属機関条例（平成

２５年条例第１号。）第５条の規定により、管理者の附属機関の組

織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。  

（会議及び議事）  

第２条 附属機関の会議は、委員長が招集し、委員長が会議の議長と

なる。  

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、議長の決するところによる。  

（参考意見等の聴取）  

第３条 附属機関は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求

め、意見若しくは説明を聞き、又は必要な資料の提出を求めること

ができる。  

（庶務）  

第４条 附属機関の庶務を処理する機関は、別表のとおりとする。  

（委任）  

第５条 この規則に定めるもののほか、附属機関の運営に関し必要な

事項は、当該附属機関の委員長が定める。  

附 則  

この規則は、公布の日から施行する。  

附 則（平成２７年２月２５日規則第１号）  

（施行期日）  

この規則は、公布の日から施行する。  
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別表（第４条） 

附 属 機 関 庶 務 担 当 機 関 

印西地区環境整備事業組合 

印西地区ごみ処理基本計画 

検討委員会 

印西クリーンセンター 

印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業 

施設整備基本計画検討委員会 

印西クリーンセンター 

印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業 

地域振興策検討委員会 

印西クリーンセンター 
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印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業地域振興策検討委員会 

組織細則 

第１項 目的 

この組織細則は、検討委員会の組織に関し、附属機関条例及び同施行規則に定めるもの

のほか、必要な事項を定めることを目的とする。 

第２項 用語の定義 

この組織細則における用語の定義は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）関係市町   印西市、白井市及び栄町 

（２）附属機関条例 印西地区環境整備事業組合附属機関条例 

（３）検討委員会  印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業 

地域振興策検討委員会 

（４）地域振興策  次期中間処理施設の建設候補地周辺における地域特性及び潜在 

的需要等に応じた排熱利用策、生活利便性向上策、雇用創出策 

及び集客策等の地域活性化へ寄与する策の各案 

第３項 担任する事務の主要項目 

附属機関条例第２条別表で規定する「担任する事務」の主要項目は、次に掲げる事項の

とおりとする。 

（１）地域振興策の抽出 

（２）抽出された地域振興策の基本構想を検討及び評価 
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第４項 委員構成の詳細 

附属機関条例第２条別表で規定する「委員の構成」の詳細は、次表のとおりとする。 

なお、次表中「公募による関係市町の住民」の定数は、関係市町毎における応募者の多 

少に関わらず、これを変更しない。 

委員構成 委員構成の詳細 定数 

学識経験を有する者 
検討委員会の担任する事務に関係する学

識経験を有する者 
３人以内 

公募による関係市町の住民 

応募者から提出のあった

小論文等により選考した

住民 

印西市 １人 

白井市 １人 

栄 町 １人 

管理者が必要と認める者 建設候補地の周辺住民 ３人以内 

合計 ９人以内 

第５項 任期 

附属機関条例第２条別表で規定する任期は、平成２７年４月１日から平成２８年３月３ 

１日までの１ヵ年を予定する。 

第６項 委任 

この組織細則に定めるもののほか、検討委員会の組織に関し必要な事項は、管理者が定

める。 

附 則 

この組織細則は、平成２７年２月１２日から適用する。 
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印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業地域振興策検討委員会 

運営細則 

第１項 目的 

この運営細則は、検討委員会の運営に関し、附属機関条例及び同施行規則に定めるもの

のほか、必要な事項を定めることを目的とする。 

第２項 用語の定義 

この運営細則における用語の定義は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）附属機関条例 印西地区環境整備事業組合附属機関条例 

（２）検討委員会  印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業 

地域振興策検討委員会 

（３）会議 検討委員会の会議 

（４）委員長 検討委員会の委員長 

（５）委員 検討委員会の委員 

第３項 会議等開催予定回数 

附属機関条例第２条別表及び検討委員会組織細則第５項で規定する任期中における会 

議等の開催予定回数は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）会議 １０回 

（２）先進地の視察  １回 

（３）建設候補地の周辺住民意見交換会 ２回（出席委員は委員長と副委員長のみ） 

  （４）検討結果説明会         １回（出席委員は委員長と副委員長のみ） 

  （５）答申書授受式          １回（出席委員は委員長のみ） 

第４項 会議開催日程等 

  会議の開催日程等は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）会議は、必要に応じて開催する。 

（２）会議の開催日は、第４日曜日を予定する。 

（３）会議の開催時間は、１３時から１６時の３時間程度を予定する。 

ただし、建設候補地の現地調査を実施する予定の第２回会議の開催時間は、９時 

から１６時の６時間程度を予定する。（昼休憩１時間） 

（４）会議の開催場所は、印西地区環境整備事業組合の会議室とする。 
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第５項 会議の非公開 

個人、法人その他の団体の権利及び利益を害する恐れが認められる場合は、会議で決す 

るところにより、会議の全部又は一部を非公開とする。 

第６項 会議録の公表 

会議の概要を記載した会議録を作成し、検討委員会において確認した後、これを公表す 

る。 

だたし、第５項で規定する非公開会議の会議録は、これを公表しない。 

第７項 氏名の公表 

  会議録及び委員名簿等に委員の氏名を記載し、これを公表する。 

第８項 守秘義務 

  委員は、調査審議の過程で知り得た事実及び情報等のうち、個人、法人その他の団体の 

権利及び利益を害する恐れのあるものを他人に漏らしてはならない。 

第９項 専門部会 

検討委員会に専門の事項を調査審議させるため、専門部会を設置することができる。 

  なお、当該専門部会の目的、組織、運営及び選任委員は、会議で決するところにより定 

める。 

第１０項 傍聴 

  会議の傍聴に関し必要な事項は、検討委員会会議傍聴遵守事項として別に定める。 

第１１項 委任 

この運営細則に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、会議で決す

るところにより定める。 

附 則 

この運営細則は、平成２７年５月２４日から適用する。 

(24)-10



印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業地域振興策検討委員会 

専門部会要綱 

第１項 趣旨 

この要綱は、検討委員会運営細則第９項の規定に基づき設置する専門部会の組織及び運

営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

第２項 用語の定義 

この要綱における用語の定義は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）検討委員会   印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業 

地域振興策検討委員会 

（２）委員長 検討委員会の委員長 

（３）会議   専門部会の会議 

（４）委員   専門部会の委員 

第３項 設置 

検討委員会に、別表に掲げる専門部会を置き、当該専門部会において担任する事務、委 

員の構成及び任期は、同表に掲げるとおりとする。 

第４項 会長及び副会長 

会長及び副会長の選任等は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

（２）会長は、専門部会の事務を総理し、専門部会を代表する。 

（３）副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その 

  職務を代理する。 

第５項 会議の開催及び議事 

会議の開催及び議事は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）会議は、委員長が招集し、会長が会議の議長となる。 

（２）会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

（３）会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の 

決するところによる。 
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第６項 参考意見等の聴取 

専門部会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、意見若しくは説明を聞 

き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

第７項 庶務 

専門部会の庶務を処理する機関は、印西クリーンセンターとする。 

第８項 会議開催日程等 

  会議の開催日程等は、次に掲げる事項のとおりとする。 

（１）会議は、必要に応じて開催する。 

（２）会議の開催場所は、印西地区環境整備事業組合の会議室とする。 

第９項 会議の非公開 

個人、法人その他の団体の権利及び利益を害する恐れが認められる場合は、会議で決す 

るところにより、会議の全部又は一部を非公開とする。 

第１０項 会議録の公表 

会議の概要を記載した会議録を作成し、専門部会において確認した後、これを公表する。 

だたし、第９項で規定する非公開会議の会議録は、これを公表しない。 

第１１項 氏名の公表 

会議録に委員の氏名を記載し、これを公表する。 

第１２項 守秘義務 

  委員は、調査審議の過程で知り得た事実及び情報等のうち、個人、法人その他の団体の 

権利及び利益を害する恐れのあるものを他人に漏らしてはならない。 

第１３項 傍聴 

  会議の傍聴に関し必要な事項は、検討委員会会議傍聴遵守事項を準用する。 

  なお、当該遵守事項の適用においては、｢検討委員会｣とあるのは｢専門部会｣と、｢委員 

長｣とあるのは｢会長｣とする。 

第１４項 委任 

この要綱に定めるもののほか、専門部会の組織及び運営に関し必要な事項は、「検討委

員会の会議」で決するところにより定める。 

附 則 

この要綱は、平成２７年５月２４日から適用する。 
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別表（第３項） 

専門部会 担任する事務 委員の構成 任期 

専門部会を設置する都

度、本欄を記入する。 
同左 同左 同左 
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印西地区環境整備事業組合 

次期中間処理施設整備事業地域振興策検討委員会 

会議傍聴遵守事項 

第１項 目的 

この遵守事項は、会議の傍聴に関し、運営細則第１０項の規定に基づき、必要な事項を

定めることを目的とします。 

第２項 用語の定義 

この遵守事項における用語の定義は、次に掲げる事項のとおりです。 

（１）検討委員会 印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業 

地域振興策検討委員会 

（２）会議 検討委員会の会議 

（３）委員長 検討委員会の委員長 

（４）運営細則  印西地区環境整備事業組合次期中間処理施設整備事業 

地域振興策検討委員会運営細則 

第３項 会議の非公開 

  運営細則第５項の規定に基づき、会議で決するところにより、会議の全部又は一部を公

開しない場合があるものとします。 

第４項 傍聴人名簿及び傍聴券の交付 

会議を傍聴しようとする人は、受付で傍聴人名簿に住所及び氏名を記載し、傍聴券の交 

付を受けて、指定の席に着かなければならないものとします。 

第５項 傍聴人の受付 

傍聴人の受付は、会議の開会時刻の３０分前から先着順に行うものとします。 

第６項 傍聴人の交代 

傍聴人の交代は、認めないものとします。 

第７項 傍聴券の返還 

傍聴券の交付を受けた人が傍聴を終え退場しようとするときは、これを印西地区環境整

備事業組合の職員に返還しなければならないものとします。 
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第８項 傍聴人の制限 

傍聴人の数は、傍聴席の都合により制限することができるものとします。 

第９項 議場への入場禁止 

傍聴人は、議場に入ることができないものとします。 

第１０項 傍聴席に入ることのできない人 

次に掲げる事項のいずれかに該当する人は、傍聴席に入ることができないものとします。 

（１）他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれのある物を携帯している人 

（２）酒気を帯びていると認められる人 

（３）その他議場の秩序を乱すおそれのある人 

第１１項 傍聴人の守るべき事項 

傍聴人は傍聴席にあるときは、静粛を旨とし、次に掲げる事項を守らなければならない

ものとします。 

（１）議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。 

（２）談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てないこと。 

（３）はち巻、腕章、たすき、リボン、ゼッケン、ヘルメットの類を着用し、又は張り 

紙、旗、垂れ幕の類を掲げる等示威的行為をしないこと。 

（４）帽子、外とう、又はえり巻の類を着用しないこと。 

ただし、病気その他の理由により委員長の許可を得た場合は、この限りではない。 

（５）飲食、私語又は喫煙をしないこと。 

（６）みだりに席を離れないこと。 

（７）写真、ビデオ等を撮影し又は録音等をしないこと。 

ただし、委員長の許可を得た場合は、この限りではない。 

（８）その他議場の秩序を乱し、又は議事の妨害となるような行為をしないこと。 

第１２項 注意又は退場 

傍聴人がこの遵守事項に違反し、委員長が口答により注意又は退場命令した場合、当該

違反者は、これに従わなければならないものとします。 

第１３項 委任 

この遵守事項に定めるもののほか、会議の傍聴に関し必要な事項は、委員長が定めます。 

附 則 

この遵守事項は、平成２７年５月２４日から適用する。 
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（25）施設整備基本計画検討委員会委員名簿・集合写真 

 

 

施設整備基本計画を調査審議した「施設整備基本計画検討委員会」

の委員名簿等を参考までに添付する。 
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大 迫 政 浩（おおさこ まさひろ） 

国立研究開発法人 国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究センター センター長 

経 歴 

1986 年 京都大学工学部衛生工学科 卒業 

1988 年 京都大学大学院工学研究科衛生専攻修士課程 修了 

1991 年 京都大学大学院工学研究科衛生工学専攻博士課程 単位取得認定退学 

1991 年 厚生省国立公衆衛生院 流動研究員（財）ヒューマンサイエンス振興財団 

1991 年 京都大学工学博士号取得 

1992年 厚生省国立公衆衛生院 廃棄物工学部 最終処分工学室 研究員 

1996年 同部 主任研究官 

2001 年 環境省国立環境研究所 廃棄物工学部 廃棄物管理計画研究室 主任研究員 

2001 年 （独）国立環境研究所 循環型社会形成推進・廃棄物研究センター 

有害廃棄物管理研究室 主任研究員 

2005 年 （独）国立環境研究所 循環型社会・廃棄物研究センター 

循環技術システム研究室 室長 

2009 年 （独）国立環境研究所企画部次長 循環型社会・廃棄物研究センター室長兼務 

2011 年 同上 資源循環・廃棄物研究センター センター長（現在に至る） 
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河 邊 安 男（かわべ やすお） 

一般財団法人日本環境衛生センター 理事 福島環境技術支援室 室長 

経 歴 

1973 年 明治大学工学部工業化学科 卒業 

1973 年 持田製薬（株） 

1975 年 （財）日本環境衛生センター 入所 

1980 年 水質関係第１種公害防止管理者 取得 

1994 年 技術士（衛生工学部門） 取得 

2001 年 ダイオキシン類関係公害防止管理者 取得 

2008 年 （財）日本環境衛生センター退職 

2008 年 （財）日本環境衛生センター 理事就任 環境工学部長事務取扱 

2012 年 一般財団法人日本環境衛生センターに事業所名変更 

2015 年 福島環境技術支援室長事務取扱（環境工学部長事務取扱解く） 

○市町村等一般廃棄物（ごみ処理施設）の建設指導、精密機能検査等多数

○栃木県、富山県、山形県廃棄物処理施設審査会委員

○東海大学非常勤講師

○栃木県指定廃棄物処分等有識者会議委員
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